
第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号 (武 )

高知22
遺跡名 三里池遺跡 所 在 地 高知県高知市三塁池長崎 発見年 1919年

青銅器の

種  類

銅矛 中広形 I式 2

立   地
細長い谷の奥、平坦地にある池の岸
iZ二 。

所有者 高知県

管

所

保

場 高知県立歴史民俗資料館

発見の経緯 池で鍬を洗おうとして発見。

指定の

状 況

跡
　
物

連逗
　
　
注遅 市指定文化財 (考古資料)

伴出遺物 出土状況
鋒を同じ方向に向け、刃を立てた状

態で並んでいた。 文 献
川田信敏「土佐青銅器時代遺物Jf土
佐考古叢書』第二輯 1938年

遺跡の位置図 (高知) 遺 跡 写 真 備 考

/

磁作ヽぶ
誓
ぐ二tt

薬
課
差

。同籠といわれている
。 1本に |ま鋳かけあり

同行者 出原恵三

慈瑚 法

一提
お
．

調査年月日 11993年 11月 17日

黒 調 査 者 1足立克己

番  号 (武 )

高矢Π24
遺跡名 田村カリヤ遺跡 所 在 地 高知県南国市田村カリヤ 発見年 1899年

青銅器の

種  類

¢同会J

今同◆幸

銅矛 広形 5

立  地
高知平野束半で南流する物語川が形
成した旧自然堤防に近い微高地

所有者
伊都多神社

石川兼太郎
(辱打繁笑緑
館

管

所

保

場

伊都多神社
高知城懐徳館
石川兼太郎

1

ユ

3

発見の経緯 水田のあげ土中の畦の間

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物

発見当時無文弥生土器片が出上した
ことになっているが、付近は散布地。
土器は古墳時代前期の上師器と言わ
れている。

出土状況
鋒と袋部を交互に合わせ、南北に 5

本並ぶ 文  献
岡本健児「高知県発見の銅矛に
ついてコ『高知の研究ど1 1983
年

遺跡の位 置図 (高矢日) 遺 跡 写 真 イ薦 考

ｉ
ヽ

甫

竜
常

同行者 出原恵三
発

組

騨
′

ヤ

＼ヽそ株
調査年月日 11993年■月17日

調 査 者 1足立克己



大分県宇佐郡安心院町大字鳥越宇 1979年 6月 19日

¢司鐸

銅矛 中広形

標高約170mの 丘陵上。沖積地を一望
できる。

安心院町教育委員会
大分県立歴史民俗資料館

安心院町教育委員会
大分県立歴史民俗資料館

旧竜王小学校グランドにおいて、

場整備用の採土中に発見。

詳細は不明であるが、地表から15m
下に埋もれていたという。 大分県総務課編『大分県史 先

史篇H』 X989年

遺跡の位置図 (豊岡)

同行者 原田昭一

1994年 1月 6日

渡辺貞幸・松本岩雄

1965年 3月 9日

標高160～ 180mの上ノ原台地を北東
方向から浸食する小谷の緩斜面。

金Π鐸

銅矛 中広形 7(う ち3本研ぎ分け)

国立歴史民俗博物餌

土地所有者の磯野精逸氏が原野を水
田にしようとブルドーザーで開墾中
に発見。

不明であるが破損状況から「刃を立

てて埋納されたもので、おそらく鋒
そろえであろう」とされている。

伴出遺物 |な し
小田富士雄「北海部郡佐賀関町

周辺の調査」『大分県文化財調査

報告書』第15輯 1968年

遺跡の位置図 (豊岡)

発見者によれば、工事以前には、銅矛出
土地点は 2m四方のテラス状をなしてい
たという。また、出土地から北東約200m
離れた所に径 2mあ まりの大岩があった
が埋めてしまったという。

同行者 原田昭一

1994年 1月 6日

渡辺貞幸・松本岩雄



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番   号
奨嘉 01遺

跡名
1僚
遺跡 所 在 地 大分市浜字羽様 発見年 1957年 12月

青銅器の

種  類

中細形 b類

,同保

銅 矛

立   地
大野サ|1河 日近くの標高約 5mの砂丘
_1ュ 。

所有者 京都国立博物館

管
所

保
場

京都国立博物館

発見の経緯 水田化工事中に発見

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状 況

不明であるが、発見後の聞き取 りに

よれば「方 2mほ どの竪穴の中に」
「鋒重ねの状態で」埋納されていたと
いつ。

文  献
賀川光夫「大分県浜遺跡」『日本
農耕文化の生成』1961年

遺跡の位 置図 (浜 ) 遺 跡 写 真 備 考

同行者 原田昭―

調査年月日 11994年 1月 7日

調 査 者 1渡辺貞幸・松本岩雄

番  号 (武 )

大分33
遺跡名 跡遺

主
迫
が
ケ
げ
水
し
清 所 在 地 大分市丹生岡清水ケ迫 発見年 1945年 9月

青銅器の

種  類

平 形

銅 鐸

立  地 標高約75mの丘陵東斜面
所有者 京都国立博物館

管
所

保
場

京都圏立博物館

発見の経緯 開墾中に発見

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 不明 出土状況 不明
文 献 『大分県史 先史篇Hコ 1989年

遺 跡 の位 置 図 (大分 ) 遺 跡 写 真 考備

咽
趨

醐

同行者 原田昭一

調査年月日 11994年 1月 7日

査 者 1渡辺貞幸・松本岩雄調



大分市松岡字京ケ尾 宝暦年中 (1751～ 64年 )翠歩之遺跡

東京国立博物館
宮崎県立博物館標高約130mの 山上というが、出土地

点の特定はできない。

¢同鐸

銅矛 中広 5

東京国立博物館 2本
宮崎県立博物館 1本
他の 2本は所在不明旧延岡藩主内藤家所蔵の銅矛箱書に

よると、宝暦年中に豊後国大分郡成

松村の郷民が京ケ尾で掘り出したと
い ,。

『大分県史 先史篇 H』 1989年

遺跡の位置図 (大分 )

同行者 原田昭一

1994今三1月

渡辺貞幸・松本岩雄

1952年 2月 18日大分県臼杵市下北津留字中尾坊主山坊主山遺跡

標高約50mの丘陵斜面、限下に平地
を見下す眺望のよい地。

◆同会」

銅鐸

tHl矛  広形 7

京都国立博物館

通称坊主山の丘陵中腹を開墾中土地

所有者片岡倉蔵氏の家族によって偶

然発見。

賀川光夫氏の聞き取りによれば「一

種の上装状 (80× 120cm、 深さ80cm)

をなす床面 (何の設備もない)に鋒
重ねに7口 が発見された」という

賀川光夫「新たに発見された東
九州のCΠ鉾銅支」『考古学雑誌倒
39巻 2号 1953年

遺跡の位置図 (臼杵 )

調査年月日 1994年 1月 7日

渡辺貞幸・松本岩雄



第 3章 銅鐸 。武器形青銅器出土地名表

1、 この地名表は、1996年 3月 までに日本列島で出上した銅鐸と武器形青銅器の地名表である。

銅鐸地名表については、佐原真。春成秀爾「銅鐸出土地名表」『考古学ジャーナル』210 1982

年を、また武器形青銅器については「日本青銅武器出土地名表」『青銅の武器』九州歴史資

料館 1980年 を底本として、その後の新資料、新知見を追加したものである。

2、 出土地は府県別に北から順番に配列し、各府県内で出土地の番号を付した。出土地不明の

ものは各々の表の最後にまとめた。神庭荒神谷遺跡を除き、出土青銅器は底本の理念を引

継いでなるべ く一点ずつ型式名を明記するように努めたが、一遺跡で一型式のみの場合は

型式名と個数を表記するにとどめた。

3、 銅鐸の型式名は佐原真分類を基本とし、部分的に難波洋三分類を加えた。武器形青銅器 (矛・

剣・支)は岩永省三分類を基本とし、剣の型式と「研ぎ」の分類については吉田広分類を

( )内に表記した。

佐原 真「銅鐸の鋳造」『世界考古学大系』 2 平几社 1960年

難波洋三「銅鐸」『弥生文化の研究』 6 1986年

岩永省三「弥生時代青銅器型式分類編年再考」『九州考古学』55 1980年

岩永省三「銅矛」「矛形祭器」『弥生文化の研究』 6 1986年

吉田 広「鋼剣生産の展開」『史林』766 1993年

4、 銅鐸地名表の「文様」の『袈裟』は袈裟欅文、『横帯』は横帯文を省略したものである。

5、 この地名表の作成にあたっては岩永省三・吉田 広の多大な協力を得た。また、新資料の

記載漏れや出土地名の誤記を防ぐため、各府県の研究者に表の点検をお願いした。協力し

ていただいた方々は以下のとおりである。記して感謝します。 (平野芳英 )

群馬県 :津金澤吉茂、石川県 :田鳴明人、長野県 :矢島宏雄、福井県 :冨山正明、静岡

県 :向坂鋼二、岐阜県・二重県 :野口哲也、愛知県 :石黒立人、滋賀県 :進藤武、大阪府 :

芋本隆裕、兵庫県 :種定淳介、和歌山県 :冨加見泰彦、前田敬彦、鳥取県 :中原斉、岡山

県 :正岡陸夫、広島県 :伊藤実、山口県 :河村吉行、徳島県 :天羽利夫、香川県 :渡部明

夫、愛媛県 :高山剛、高知県 :岡本健児、福岡県 :柳田康雄、佐賀県 :蒲原宏行・七田忠

昭、長崎県 :下川達爾、熊本県 :富田絋一、大分県 :高橋徹・原田昭一、宮崎県 :長津宗

重・岩永哲夫、鹿児島県 :松永幸男



ヽ ∞ 牌

銅
鐸
出
土
地
名
表

県
 
名
旧
国
名

出
  
土
  
地
出
土
年

型
式

文
様
高
さ
同
他
関
係

構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

群
馬
ユ

上
野
新
田
郡
新
田
東
中
溝
H

遺
跡

不
明

竪
穴
住
居
(古
墳

時
代
中
期
)滑
石

製
品
工
房
跡
、
主

と
し
て
臼
玉
を
製

作
し
て
い
る

台
付
 
他
新
田
町
教
育
委

員
会

新
田
町
教
委
(1
99
3)

鰭
部
欠
損
 
胴
部
約
1/

2欠
損

石
サ|
11

加
賀
(伝
)河
北
郡
河
北
潟
畔

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

鍔
 
良
一

吉
岡
(1
96
9)

近
畿
以
西
か
ら
の
購
入

品
と
想
定

石
サ1
12

加
賀
金
沢
市
藤
江
藤
江
B遺
跡

形
式
不
祥

小
銅
鐸
、
溝
、
弥
生
終

期
～
50

福
井
ユ

若
狭
(若
狭
国
)

不
明

福
井
2

若
狭
遠
敷
郡
上
中
町
堤

外
縁
付
9H
L 
2式

6区
袈
裟

東
ギ
写
80
9

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

福
井
3

越
前
坂
井
郡
春
江
町
井
向
島

田

外
縁
付
Fn
 l
式

菱
環
鉦
2式

2・
3区
流
水
文

4区
袈
裟

55
 2

47
 4

反
馬
考
古
資
料

館 富
田
重
助

上
田
(1
92
0)
、
梅
原
(1
96
8)
、

国
分
(1
97
9)
、
辰
馬
(1
98
8)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

多
種
多
様
の
絵
画
。
3

個
出
土
と
も
伝
え
る

各
区
画
内
に
絵
画

福
井
4

越
前
鯖
江
市
新
町

突
線
鉦
2式

6区
袈
裟

東
博
73
99

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
99
3)
三
遠
式
の
前
身

福
井
5

越
前
坂
井
郡
三
国
町
米
ケ
脇
19
26
～
外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

三
国
町
郷
土
資

料
館

印
牧
(1
95
1)
、
梅
原
(1
96
8)

福
井
6

越
前
三
方
郡
三
方
町
向
笠
仏

浦

突
線
鉦
2式

近
畿
IA

現
60

国
立
歴
史
民
俗

博
物
館

広
嶋
(1
98
2)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

福
井
7

越
前
(伝
)(
大
石
)

外
縁
付
鉦
2式

3区
流
水
文
41
5+

明
治
大
学
1号
明
治
大
学
(1
99
0)
、
神
戸
市

博
(1
99
3)

但
馬
卜
4と
類
似
。福
井

1-
3か

福
井
8

若
狭
遠
敷
郡
上
中
町
野
木

扁
平
鉦
2式

6区
袈
裟

東
大
考
古
学
研

究
室

神
戸
市
博
(1
99
3)

長
野
1

信
濃
塩
尻
市
柴
宮

突
線
鉦
3式

三
遠
式

平
出
考
古
館
大
場
・
原
(1
96
1)

長
野
2

信
濃
(伝
)松
本
市
宮
淵

突
線
鉦
3式

三
遠
式

85
+

松
本
市
立
博
物

館

大
場
(1
94
4)
。
桐
原
(1
96
6)

長
野
3

信
濃
長
野
市
安
茂
里
早
芝
平

不
明

長
野
市
立
博
物

館

岐
阜
1

美
濃
可
児
郡
可
児
町
柿
下

不
明

梅
原
(1
92
7)

総
見
寺
蔵
の
も
の
は
三

河
21
と
判
明

岐
阜
2

美
濃
岐
阜
市
上
加
納

17
16
～
17
35
扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

現
28

天
理
参
考
館
梅
原
(1
92
7)

菱
環
部
無
文

岐
阜
3

美
濃
大
垣
市
十
六
町

18
97
か
外
縁
付
鉦
l式

4区
袈
裟

25
 7

打
WI
I(
19
13
)、
梅
原
(1
92
7)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

岐
阜
4

美
濃
(伝
)(
美
濃
国
)

外
縁
付
鉦
l式

4区
袈
裟

岡
本
太
右
衛
門

岐
阜
5

飛
騨
益
田
郡
萩
原
町
上
呂

19
32
扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

6区
袈
裟

30 31
 5

林
 
魁
一

上
野
田
又
夫

大
場
(1
94
4)

近
畿
産

東
海
産
・
三
遠
式
の
先

駆

静
岡
1

遠
江
推
WI
I市
長
谷
・
小
出
谷

突
線
鉦
3式

三
遠
式

約
60

松
崎
(1
84
3)
、
梅
原
(1
92
の

静
岡
2

遠
江
浜
松
市
三
方
原

突
線
鉦
3式

三
還
式

山
本
(1
80
2)
、
柴
田
(1
90
5)



県
 
名
旧
国
名

出
土

地
出
土
年

型
式

文
様
高
さ
同
籠
関
係

構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

捕
考

静
岡
3

遠
江
湖
西
市
白
須
賀
・
鍛
冶

ケ
谷

突
線
鉦
5式

突
線
鉦
5式

近
畿
式

近
畿
式

糸
91
20

東
観
音
寺
梅
原
(1
92
り
、
貝
殻
山
貝
塚

資
料
館
(1
99
1)

鉦
の
み
現
存
(3
4 
2c
m)

静
岡
4

遠
江
引
佐
郡
三
ケ
日
町
釣
・

荒
神
山

突
線
鉦
8式

突
線
鉦
3式

三
遠
式

三
遠
式

74
 2

57
 6

東
博
82
8

奈
良
国
立
博
物

館
・
静
岡
市
登

呂
博
物
館

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

静
岡
5

遠
江
浜
松
市
芳
川
町
ツ
ツ
ミ

ド
オ
リ

突
線
鉦
3式

不
明

三
遠
式

64
 6

Я霊
1子
36
66
6

不
明

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

静
岡
6

遠
江
引
佐
郡
細
江
町
中
川
・

岡
地
・
船
渡

突
線
鉦
3式

突
線
針
3式

三
遠
式

三
遠
式

56
 1

64
 8

東
京
大
学
総
合

資
料
館

ベ
ル
リ
ン
博
物

館

柴
田
(1
90
5)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

静
岡
7

迄
江
磐
田
郡
豊
岡
村
敷
地
・

中
谷

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

三
遠
式

三
遠
式

68
 5

62
 7

東
博
82
9

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)
、
東
博
(1
98
1)

鳥
の
絵
あ
り

静
岡
8

遠
江
浜
松
市
和
田
町
永
田
・

木
船

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

三
遠
式

三
道
式

81
 2

70
 6

東
博
57
15

東
博
57
16

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
鳥
の
絵
あ
り

錘
上
部
欠

静
岡
9

遠
江
引
佐
郡
細
江
町
中
川
・

悪
ケ
谷

19
12
突
線
鉦
3式

三
遠
式

東
博
67
31

大
野
(1
91
2

東
博
(1
98
1

梅
原
(1
92
7)
鳥
と
鹿
の
絵
あ
り

静
岡
10

遠
江
引
佐
郡
細
江
町
小
野
・

日
向
郷

突
線
錘
3式

二
遠
式

つ
已
46
 7

東
博
21
63
9
後
藤
(1
93
7

神
戸
市
博
(

、
東
博
(1
98
1)

99
3)

従
来
、
堂
道
出
土
と
す

る
も
の
。
鳥
の
絵
あ
り

静
岡
■

迄
江
引
佐
郡
三
ケ
日
町
釣
・

山
田

突
線
鉦
4式

近
畿
II
IA

Яミ
1写
36
66
4
三
木
(1
95
5)
、
東
博
(1
98
1)

ヽ の

来 も

従 る

分
寸
出
土
と
す

静
岡
12

遠
江
引
佐
郡
三
ケ
日
町
日
比

沢
。
猪
久
保

突
線
鉦
4式

近
畿
HB

三
ケ
日
町
教
育

委
員
会

平
野
・
向
坂
(1
96
5)

静
岡
13

遠
江
引
佐
郡
細
江
町
中
川
・

滝
峰
・
七
曲
り
(1
号

鐸
〉

突
線
鉦
3式

近
畿
HA

細
江
町
教
育
委

員
会

静
岡
県
教
委
(1
96
9)

静
岡
14

遠
江
引
佐
郡
細
江
町
中
川
・

滝
峰
・
七
曲
り
く
2号

鐸
〉

突
線
鉦
3式

三
遠
式

朝
と
65

細
江
町
教
育
委

員
会

芝
田
(1
98
2)

静
岡
13
鐸
出
土
地
点
か

ら
30
m離
れ
る

静
岡
15

遠
江
引
佐
郡
細
江
町
中
川
・

不
動
平

突
線
鉦
3式

近
畿
HA

72
 3

細
江
町
教
育
委

員
会

向
坂
(1
96
8)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

静
岡
16

逮
江
(伝
)浜
松
市
浜
松
南
海

岸

突
線
鉦
式

近
畿
式

東
京
大
学
人
類

学
教
室

梅
原
(1
92
7)

双
頭
渦
文
飾
耳
と
鰭
の

破
片
各
1の
み

静
岡
17

遠
江
(伝
)(
遠
江
国
)

突
線
鉦
3式

三
遠
式

ギ
メ
ー
博
物
館
梅
原
(1
92
7)

静
岡
18

遠
江
(伝
)引
佐
郡
細
江
町
中

川
・
コ
ツ
サ
ガ
ヤ

18
68
--
19
12
不
明

再
埋
納
と
伝
え

る

船
越
・
山
崎
(1
93
3)

月ヽ
野
と
同
じ
か
?
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卜 ∞ ∞

県
 
名
旧
国
名
出
  
土
  
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様

高
さ
同
範
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

静
岡
19

還
江
引
佐
郡
引
佐
町
井
伊
谷

外
縁
付
鉦
1式

2区
流
水
文

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
98
8)

静
岡
20

駿
河
沼
津
市
我
入
道
・
藤
井

原

突
線
鉦
式

近
畿
式

沼
津
市
歴
史
民

俗
資
料
館

沼
津
市
教
委
(1
97
8)

双
頭
渦
文
飾
耳
破
片
を

垂
飾
品
と
す
る

静
岡
21

伊
豆
(伝
)(
田
方
郡
修
善
寺

堀
切
・
益
山
寺
)

突
線
鉦
5式

近
畿
Ⅳ
C

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)

静
岡
22

遠
江
浜
松
市
南
伊
場
町
JR

浜
松
工
場
内

突
線
鉦
式

近
畿
式

集
落
ピ
ッ
ト
内
か

ら
出
土

弥
生
土
器
浜
松
市
博
物
館
太
田
(1
98
3)

鰭
飾
耳
破
片
の
み

静
岡
23

遠
江
引
佐
郡
細
江
町
中
川
・

穴
ノ
谷

19
87
(7
月
)
突
線
鉦
式

近
畿
HC

細
江
町
教
育
委

員
会

栗
原
(1
98
8)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

静
岡
24

遠
江
浜
松
市
都
田
町
前
原
VⅢ
19
87
(1
2月

)
突
線
鉦
2式

三
遠
1式

67
.3

埋
納
坑

浜
松
市
博
物
館
大
田
他
(1
99
0)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

静
岡
25

遠
江
引
佐
那
細
江
町
中
川
・

滝
峯
・
オ
四
郎
谷

19
89
突
線
t■
8式

近
畿
HC

72
^7

埋
納
坑

細
江
町
教
育
委

員
会

栗
原
・
佐
原
(1
99
1)

静
岡
26

伊
豆
田
方
那
大
仁
町
田
京

段

突
線
鉦
式

近
畿
式

大
仁
町
教
育
委

員
会

静
岡
県
(1
99
2)

双
頭
渦
文
飾
耳
破
片
を

垂
飾
品
と
す
る

静
岡
27

遠
江
浜
松
市
天
龍
川
町
桧
東

突
線
鉦
式

近
畿
式

浜
松
市
博
物
館
佐
藤
・
藤
谷
(1
99
1)

双
頭
渦
文
飾
耳
破
片
の

み
後
世
の
上
坑
に
混
左

愛
知
ユ

尾
張
大
山
市

18
50
以
前
扁
平
鉦
式

扁
平
錘
式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

約
33
6

約
30
3

梅
原
(1
92
7)

愛
知
2

尾
張
春
日
市
神
領
町
屋
敷
田

突
線
鉦
3式

不
明

三
遠
式

木
船
和
社

不
明

梅
原
(1
92
7)
、
貝
殻
山
貝
塚

資
料
館
(1
99
1)

愛
知
3

尾
張
名
古
屋
市
瑞
穂
区
軍
水

町
中
根

突
線
鉦
3式

三
遠
式

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
94
1b
)、
辰
馬
(1
98
5)

辰
馬
(1
98
8)
、
貝
殻
山
貝
塚

資
料
館
(1
99
1)

愛
知
4

尾
張
小
牧
市
北
外
山
南
屋
敷

外
縁
付
鉦
1式

4区
裂
裟

外
山
神
社

梅
原
(1
92
7)
、
貝
殻
山
貝
塚

資
料
館
(1
99
1)

愛
知
5

尾
張
西
春
日
井
郡
朝
日

突
線
鉦
式

近
畿
式

貝
殻
山
貝
塚
資

料
館

高
橋
(1
98
2)
、
具
殻
山
貝
塚

資
料
館
(1
99
1)
、
愛
知
埋
文

セ
ン
タ
ー
(1
99
2)

飾
耳
の
み

愛
知
6

尾
張
西
春
日
井
郡
朝
日

19
79
突
線
鉦
式

近
畿
式

貝
殻
山
貝
塚
資

料
館

高
橋
(1
98
2)
、
貝
殻
山
貝
塚

資
料
館
(1
99
1)
、
愛
知
埋
文

セ
ン
タ
ー
(1
99
2)

飾
耳
の
み

愛
知
7

尾
張
(伝
)(
愛
知
郡
鳴
海
海

底
)

突
線
鉦
式

近
畿
式

梅
原
(1
92
7)

愛
知
8

尾
張
(伝
)名
古
屋
市
名
古
屋

城
濠

突
線
鉦
5式

近
畿
Ⅳ
B

現
10
6

大
谷
一
郎
梅
原
(1
92
7)
、
貝
殻
山
貝
塚

資
料
館
(1
99
1)

愛
知
9

尾
張
(伝
)(
春
日
井
郡
)

不
明

愛
知
10

尾
張
(伝
)(
愛
知
郡
)

扁
平
鉦
式

全
面
1区
流
水
文
推
94
6
三
河
12

梅
原
(1
92
7)

拓
本
の
み

愛
知
H

三
河
(渥
美
郡
村
松
)

不
明

梅
原
(1
92
7)

愛
知
12

三
河
豊
川
市
御
油
町
水
戸
山
16
61
-1
67
2
不
明

梅
原
(1
92
7)



県
 
名
旧
国
名

出
  
土
  
地

出
土
年

型
式

文
様

高
さ
同
電
関
係

構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

愛
知
13

三
河
渥
美
那
田
原
町
神
戸
谷

ノ
ロ

突
線
鉦
5式

不
明

不
明

近
畿
Ⅳ
C

可
児
郷
土
歴
史

館 不
明

不
明

後
藤
(1
92
4)
、
梅
原
(1
92
の

梅
原
(1
92
7)

梅
原
(1
92
7)

か
つ
て
美
濃
Iと
さ
れ

た
も
の

愛
知
14

三
河
岡
崎
市
洞
町

突
線
鉦
3式

二
遠
式

梅
原
(1
92
7)
、
蒲
郡
市
郷
土

資
料
館
(1
98
1)

愛
知
15

三
河
幡
豆
郡
幡
豆
町
(安
泰

寺
山
)

17
89
-1
80
0
不
明

梅
原
(1
92
7)
、
蒲
郡
市
郷
土

資
料
館
(1
98
1)

愛
知
16

三
河
(額
田
郡
宮
崎
村
)

17
89
´
-1
80
0
不
明

梅
原
(1
92
7)
、
蒲
那
市
郷
土

資
料
館
(1
98
1)

愛
知
17

三
河
北
設
楽
郡
設
楽
町
田
峰

突
線
鉦
1式

6区
袈
裟

54
 5

祗
鹿
神
社

梅
原
(1
92
7)
、
蒲
都
市
郷
土

資
料
館
(1
98
1)
、
貝
殻
山
貝

塚
資
料
館
(1
99
1)

東
海
産
、
三
遠
式
の
前

身

愛
知
18

三
河
豊
川
市
平
尾
町
源
祖

突
線
鉦
3式

三
遠
式

72
 7

東
博
83
0

梅
原
(1
92
7)
、
蒲
那
市
郷
土

資
料
館
(1
98
1)
、
貝
殻
山
貝

塚
資
料
館
(1
99
1)

愛
知
19

三
河
西
尾
市
小
島
町

突
線
飢
1式

6区
袈
裟

東
博
80
4

悔
原
(1
92
7)
、
蒲
郡
市
郷
土

資
料
館
(1
98
1)
、
東
博

(1
98
1)
、
貝
殻
山
貝
塚
資
料

館
(1
99
1)

東
海
産

愛
知
20

三
河
豊
川
市
千
両
町

外
縁
付
鉦
式

4区
袈
裟

57
 5

犬
頭
神
社

梅
原
(1
92
7)
、
小
笠
原

(1
98
2)
、
斎
郡
市
郷
土
資
料

館
(1
98
1)
、
貝
殻
山
貝
塚
資

料
館
(1
99
1)

愛
知
21

三
河
宝
飯
郡
小
坂
井
町
伊
奈

松
問

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
4式

突
線
鉦
4式

三
遠
式

三
遠
式

三
遠
式

74
_3

81
 0

81
 5

束
博
99
84

東
博
99
85

切こ
|ま
99
86

梅
原
(1
92
7)
、
森
本
・
後
藤

(1
92
5)
、
東
博
(1
98
1)
、
蒲

郡
市
郷
土
資
料
館
(1
98
1)
、

貝
殻
山
貝
塚
資
料
館
(1
99
1)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

愛
知
22

三
河
宝
飯
郡
御
津
町
広
石

扁
平
鉦
式

全
面
1区
流
水
文

伝
尾
張
4

渡
辺
鐘
治

蒲
郡
市
郷
土
資
料
館
(1
98
1)
、

貝
殻
山
貝
塚
資
料
館
(1
99
1)

愛
知
23

三
河
渥
美
郡
田
原
町
西
神
戸

堀
山
田

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
B

土
羨
中
に
横
た
え

て
埋
納

田
原
町
教
育
委

員
会

小
野
田
(1
96
5)
、
蒲
郡
市
郷

土
資
料
館
(1
98
1)
、
貝
殻
山

貝
塚
資
料
館
(1
99
1)

愛
知
24

三
河
豊
田
市
手
呂
町

突
線
鉦
3式

三
遠
式

豊
田
市
郷
土
資

料
館

豊
田
市
(1
97
6)
、
蒲
郡
市
郷

土
資
料
館
(1
98
1)
、
貝
殻
山

貝
塚
資
料
館
(1
99
1)

愛
知
25

三
河
(伝
)(
設
楽
郡
小
野
村
)

明 明

不 不
梅
原
(1
92
7)

愛
知
26

三
河
(伝
)(
三
河
国
谷
ノ
ロ
)

外
縁
付
鉦
か
扁
平
鉦

式

4区
袈
裟

梅
原
(1
92
7)

谷
ノ
ロ
出
上
で
な
い
と

み
ら
れ
る
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卜 ∞ り

県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様

一 働
同
籠
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

愛
知
27

三
河
(伝
)北
設
楽
郡
設
楽
町

段
戸
山

明 　 　 明

不 　 不

約
45

梅
原
(1
92
7)

東
海
産

愛
知
28

三
河
(伝
)(
三
河
国
)

突
線
鉦
3式

不
明

三
遠
式

法
蔵
寺

梅
原
(1
92
7)
、
蒲
郡
市
郷
土

資
料
館
(1
98
1)
、
貝
殻
山
貝

塚
資
料
館
(1
99
1)

法
蔵
寺
旧
蔵

愛
知
29

三
河
二
河
国
宝
飯
郡
音
羽
町

赤
坂

不
明

蒲
郡
市
郷
土
資
料
館
(1
98
1)

愛
知
30

三
河
豊
橋
市
瓜
郷
町
字
寄
道

瓜
郷
遺
跡

不
明

豊
橋
市
史
編
纂
委
員
会

(1
96
3)
、
蒲
郡
市
郷
土
資
料

a官
(1
98
1)

裾
部
の
破
片

愛
知
3ユ

三
河
南
設
楽
郡
鳳
来
町
小
野

不
明

愛
知
32

尾
張
西
春
日
井
郡
朝
日
遺
跡

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

埋
納
坑

愛
知
県
埋
文
セ

ン
タ
ー

石
黒
。
宮
腰
(1
99
0)
、
貝
殻

山
貝
塚
資
料
館
(1
99
1)
、
愛

知
県
埋
文
セ
ン
タ
ー
(1
99
2)

神
戸
市
博
(1
99
3)

愛
知
33

三
河
渥
美
蔀
渥
美
町
伊
川
津
椛

突
線
鉦
5式

突
線
鉦
5式

近
畿
4

近
畿
4

復
元
11
2

復
元
12
4

貝
殻
山
貝
塚
資
料
館
(1
99
1)
破
砕
銅
鐸

愛
知
34

丹
羽
郡
大
日
町
余
野

不
明

宮
川
芳
照

貝
殻
山
貝
塚
資
料
館
(1
98
1)

大
日
町
(1
98
2)

二
重
1

伊
賀
名
張
市
黒
田

平
安
木
不
明

梅
原
(1
92
7)

二
重
2

伊
賀
上
野
市
比
土

突
線
鉦
4式

近
畿
II
I 
A

埼
玉
県
立
博
物

館

梅
原
(1
92
7)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)
、
斎
宮
歴
博
・
二
重

県
埋
文
(1
99
4)

二
重
3

伊
賀
名
賀
郡
青
山
町
粕
尾
字

湯
舟

突
線
蝕
4式

近
畿
II
I 
C

東
博
86
18

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

二
重
4

伊
賀
(伝
)上
野
市
千
歳

突
線
錘
式

近
畿
式

梅
原
(1
92
7)

三
重
5

伊
勢
四
日
市
市
伊
坂
町
裏
地

山

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

売
上
神
社

伊
東
(1
92
8)
、
斎
宮
歴
博
・

二
重
県
埋
文
(1
99
4)

二
重
6

伊
勢
四
日
市
市
大
矢
知
町
青

木
山

17
36
--
17
40
明 　 明

不 　 不

梅
原
(1
93
2)

二
重
7

伊
勢
津
市
野
田

17
51
～
17
63
突
線
鉦
4式

横
帝
文
・
三
遠
式
64
 5

専
修
寺

梅
原
(1
92
7)
、
斎
宮
歴
博
。

二
重
県
埋
文
(1
99
4)

二
重
8

伊
勢
一
志
郡
白
山
町
川
日

18
25
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

約
42

梅
原
(1
92
7)

二
重
9

伊
勢
鈴
鹿
市
残
山
町

18
79
外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

東
博
80
2

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
、

難
波
(1
99
1)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)
、
斎
宮
歴
博
・
二
重

県
埋
文
(1
99
4)

3 
6k
g。
区
画
内
に
双
頭

渦
文

二
重
10

伊
勢
津
市
神
戸
木
ノ
根

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文
39
 8
+
河
内
3・

淡
路
5。

伝
大
和
3

東
博
83
74

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)
、
斎
宮
歴

博
・
二
重
県
埋
文
(1
99
4)



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
  
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様

高
さ
同
危
関
係
遺
  
構

伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

二
重
11

伊
勢
(伝
)(
伊
勢
国
)

突
線
鉦
3式

近
畿
HA

つ
砥
90
 8

天
理
参
考
策

鉦
頂
欠

二
重
12

伊
勢
鈴
鹿
市
高
岡
町
高
岡
山

遺
跡

菱
環
鉦
2式

横
帯
文

岡
田
(1
99
0)
、
斎
宮
歴
博
・

二
重
県
埋
文
(1
99
4)

二
重
13

伊
勢
(伝
)(
多
気
町
)

戦
前

不
明

二
重
14

伊
勢
津
市
高
茶
屋

突
線
鉦
2式

近
畿
1式

斎
宮
歴
博
・
二
重
県
埋
文

(1
99
4)

二
重
15

伊
勢
鈴
鹿
市
―
反
通
遺
跡

突
線
鉦
式

斎
宮
歴
博
・
二
重
県
埋
文

(1
99
4)

鰭
片

二
重
16

伊
勢
津
市
高
茶
屋

不
明

二
重
17

志
摩
鳥
羽
市
浦
村
町
白
浜
遺

跡

外
縁
付
錘
1式

11
.8
cm

斎
宮
歴
博
・
二
重
県
埋
文

(1
99
4)

滋
賀
1

近
江
大
津
市
(志
賀
郡
・
崇
福

寺
)

推
 
突
線
鉦
式

推
 
近
畿
式

16
5

梅
原
(1
92
7)

高
さ
5尺
5寸
『
扶
桑

略
記
』

滋
賀
2

近
江
守
山
市
新
庄
町

外
縁
付
鉦
1式

明 明 明

不 不 不

2区
流
水
文

伯
者
3・

摂
津
(兵

庫
)7
2・

不
明
6・

7

倉
敷
考
古
館

明 明 明

不 不 不

波
爾
(1
90
0)
、
梅
原
(1
93
3)
、

三
木
(1
97
4)
、
近
江
風
上
記

の
丘
資
料
館
(1
98
1)
、
間

壁
・
間
壁
(1
98
6)
、
野
洲
町

立
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
8)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)
、
森
田

(1
99
4)

大
坪
正
義
旧
蔵
『
玲
濤

閣
集
古
帖
J添
付
拓
本

5 
20
kg

滋
賀
3

近
江
大
津
市
石
山
寺
辺
町

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
C

石
山
寺

梅
原
(1
92
7)
、
近
江
風
上
記

の
丘
資
料
館
(1
98
1)
、
野
洲

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
8)

鋳
掛
け
有

滋
賀
4

近
江
野
洲
郡
野
洲
町
小
篠
原

大
岩
山

突
線
鉦
5式

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

近
畿
Ⅳ
B

近
畿
HA

近
畿
HA

近
畿
HA

近
畿
HA

近
畿
式
HC
式

13
4 
7

74
 1

70
 2

69
_0

72
.7

63
 6

東
博
82
6

東
博
82
7

天
理
参
考
館

タ
ル
ン
東
洋
美
術

博
物
館
CO
P3
6

知
恩
院
・
京
都

国
立
博
物
館

サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ア
ジ
ア

美
術
館
(ア
ベ

リ
ー
。
ブ
ラ
ン

デ
ー
ジ
ヨ
レ
ク

シ
ョ
ン
)

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

近
江
風
上
記
の
丘
資
料
館

(1
98
1)
、
野
洲
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
(1
98
8)

内
面
凸
帯
、 
3条
、
菱

ラ ミ
3目
自
、 
45
.4
7k
g

裾
に
水
鳥
の
絵
、
14
31

kg 9 
28
kg

10
.1
lk
g

10
.0
1k
g

外
縁
3区
画
、
内
縁
平

行
弧
線
、
10
kg

韻 ∞ 糾 　 豊 穣 ・ 井 弟 く Ⅷ 葛 弟 Ｌ 肝 諄 ゛ 洲

卜 ω Φ



卜 ω ミ

県
 
名
旧
国
名
出
 
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
籠
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

滋
賀
4

19
62

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

突
線
fI
L 
3式

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
1式

突
線
鉦
2式

不
明

突
線
鉦
1式

突
線
9a
l 
l式

突
線
鉦
2式

突
線
鉦
2式

突
線
鉦
2式

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

突
線
錘
3式

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
1式

近
畿
HC

三
遠
式

近
畿
HC

近
畿
HC

6区
袈
裟

近
畿
IA
式

6区
袈
裟

6区
袈
裟

三
遠
式

近
畿
IA

近
畿
IC

近
畿
HA

近
畿
HA

三
遠
式

三
遠
式

全
面
1区
流
水
文

59
_6

50
 8

44
 4

67
.2

47
 5

62
_5

46
 0

47
 2

47
.5

53
.8

55
 2

57
 7

68
_5

78
 7

80
 6

54
 2

辰
馬
考
古
資
料

館 辰
馬
考
古
資
料

館 ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

美
術
研
究
所

野
口
忠
蔵
・
野

洲
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館

国
学
院
大
学

MO
A美
術
館

滋
賀
県
教
育
委

員
会

伊
達
弥
助
旧
蔵
、
6.
07

kg 身
の
区
画
帯
斜
格
子
紋
、

7 
49
kg

飾
耳
な
し

驚
誓
胞
電
4ケ
ね
に
、 
9 
05
kg

飾
耳
な
し

下
辺
横
常
に
重
弧
紋
、

12
.0
5k
g

8 
63
kg

鋳
造
後
、
鉦
の
飾
耳
を

裁
断

裾
ま
で
区
画
突
線
延
長

外
縁
が
1つ
の
紋
様
帯

滋
賀
5

近
江
蒲
生
郡
竜
王
町
山
面
高

琢

18
90
扁
平
鉦
2式

扁
平
鉦
1式

6区
袈
裟

4区
袈
裟

東
博
80
3

Яこ
1事
80
8

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

近
江
風
上
記
の
丘
資
料
館

(1
98
1)
、
野
洲
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
(1
98
8)

東
海
産
、
1 
18
kg

0 
82
kg

滋
賀
6

近
江
草
津
市
志
那
町

19
33
以
前
外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

津
田
願
成
・
京

都
大
学

梅
原
(1
93
5)
、
近
江
風
土
記

の
丘
資
料
館
(1
98
1)
、
野
洲

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
8)

滋
賀
7

近
江
(伝
)(
近
江
国
)

外
縁
付
鉦
式

2区
流
水
文

不
明
5

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
98
8)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

滋
賀
8

近
江
愛
知
郡
愛
知
村

不
明

滋
賀
9

近
江
野
洲
郡
三
上
山
下

不
明

梅
原
(1
92
7)
、
神
田
(1
98
8)

滋
賀
10

近
江
守
山
市
古
高
町
下
長
遺
跡

突
線
鉦
式

近
畿
式

古
墳
時
代
の
溝

守
山
市
教
委

双
頭
渦
文
飾
耳
の
み

滋
賀
■

近
江
(伝
)大
津
市
石
山
寺

5尺
『
石
山
寺
縁
起
コ
巻
1

滋
賀
12

近
江
(推
)(
近
江
国
)

突
線
鉦
4式

近
畿
Ш
B式

10
3.
5

名
古
屋
市
博
物

館

梅
原
(1
92
7)

下
郷
共
済
会
旧
蔵

滋
賀
13

近
江
(伝
)近
江
国
琵
琶
湖
底

扁
平
鉦
1式

全
面
1区
流
水
紋

国
立
歴
史
民
俗

博
物
館

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

(1
99
5)



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
  
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
他
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

滋
賀
14

近
江
(推
)野
洲
町
小
篠
原
大

岩
山

突
線
鉦
1式

6区
袈
裟

ウ
ー
ス
タ
ー
美

術
館

繭
山
龍
泉
堂
(1
96
6)

飾
耳
な
し

滋
賀
15

近
江
彦
根
市
松
原
内
湖

不
明

55
滋
賀
県
教
育
委

員
会
・
安
土
城

考
古
博
物
館

/1
ヽ
◆Π
◆ 畢
、 
4_
04
kg

京
者
卜
1

山
城
綴
喜
郡
八
幡
町
式
部
谷

突
線
鉦
3式

近
畿
HC

正
木
美
術
館
神
戸
市
博
(1
99
3)

京
都
2

山
城
京
都
市
右
京
区
梅
ケ
畑

向
地
町

外
縁
付
鉦
2式

外
縁
付
鉦
2式

外
縁
付
鉦
1式

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟
・

4区
袈
裟

29
2+

22
 4

23
1+
25
 8

京
都
府
立
綜
合

資
料
館

田
辺
・
佐
原
(1
96
4)
、
神
戸

市
博
(1
99
3)

復
元
高
32
 4
cm

京
者
Б
3

山
城
相
楽
郡
木
津
町
相
楽
山

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

木
津
町
教
育
委

員
会

奥
村
・
松
本
(1
98
2)
、
木
津

町
教
委
(1
98
2)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

京
都
4

丹
波
北
桑
田
郡
北
京
町
下
弓

肖
」

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

反
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)

京
都
5

丹
後
宮
津
市
由
良

推
 
江
戸
末
明 明

不 不
明 明

不 不

/1
ヽ
ルヽ
(1
98
8)

京
都
6

丹
後
与
謝
郡
野
田
川
町
比
丘

尼
城

17
32
突
線
鉦
5式

不
明

近
畿
Ⅳ
C

梅
林
寺
(京
都

国
立
博
物
館
係

管
)

西
岡
。
梅
原
(1
91
8)
、
梅
原

(1
92
7)

文
化
年
間
に
梅
林
寺
梵

鍾
改
鋳
に
際
し
て
鋳
潰

し

京
都
7

丹
後
与
謝
郡
加
悦
町
明
石
和

田

扁
平
鉦
式

全
面
1区
流
水
文

京
都
国
立
博
物

館

梅
原
(1
91
9)
、
梅
原
(1
92
7)

三
木
(1
97
4)

京
考
L8

丹
後
舞
鶴
市
下
安
久
匂
ケ
崎

19
25
突
線
蝕
3式

突
線
鉦
3式

近
畿
HC

三
遠
式

62
4+

東
博
34
65
9

切こ
|ま
34
66
0

梅
原
(1
94
0)
、
梅
原
・
赤
松

(X
94
0)
、
東
博
(1
98
1)

残
欠

大
阪
1

摂
津
吹
田
市
山
田
上
セ
ン
ブ
江
戸
後
半
外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

耕
三
寺

梅
原
(1
92
7)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
0

錘
鋸
歯
文
は
東
奈
良
2

号
鋳
型
に
似
る

大
阪
2

摂
津
豊
中
市
桜
塚

17
81
～
17
88
外
縁
付
鉦
2式

不
明

2区
流
水
文

護
岐
12

原
田
神
社
(大

阪
市
美
保
管
)

不
明

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

摂
津
東
奈
良
Rl
鋳
型

製
品

大
阪
3

摂
津
高
槻
市
天
神
山

19
52
以
前
突
線
鉦
2式

近
畿
IA

東
京
大
学
教
養

学
部
美
術
博
物

館

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

大
阪
4

摂
津
箕
面
市
如
意
ケ
谷

突
線
鉦
3式

近
畿
HB

85
 5

箕
面
市
教
育
委

員
会
・
文
化
庁

村
川
(1
98
2)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

大
阪
5

摂
津
豊
中
市
利
倉

突
線
鉦
3式

近
畿
H

豊
中
市
教
委
(1
97
6)
、
泉
北

考
古
資
料
館
(1
98
6)

飾
耳
部
小
破
片

大
阪
6

摂
津
(伝
)推
 
高
槻
市
天
神

山
突
線
鉦
4式

近
畿
II
I 
C

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

美
術
館

梅
原
(1
92
7)

大
阪
7

摂
津
(伝
)大
阪
市
大
淀
区
長

柄

17
51
´
-1
78
0

以
前

突
線
4n
2式

6区
袈
裟

ボ
ス
ト
ン
美
術

館

三
木
(1
96
5)
、
西
谷
(1
97
9・

19
82
)

韻 ∞ 祉 　 豊 縮 ・ 卵 鵡 熊 Ⅷ 豊 報 と 肝 諄 苗 �



県
 
名
旧
国
名

出
  
土
 
地

出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
危
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
。
保
管

文
献

備
考

大
阪
8

河
内
羽
曳
野
市
羽
曳
野
山
江
戸
時
代
?
突
線
鉦
4式

近
畿
Ш
C

55
+

末
永
雅
雄

久
野
(1
97
9)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)

身
下
半
を
欠
。
復
元
高

90
cm

大
阪
9

河
内
南
河
内
郡
太
子
町
山
田

鹿
谷
寺
跡

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)
、
辰
馬
(1
98
8)

区
画
内
4頭
渦
文

大
阪
10

河
内
八
尾
市
恩
智
垣
内
山

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

淡
路
5・

伝
大
和
3

・
伊
勢
6

東
博
99
12

木
崎
(1
92
1)
、
梅
原
(1
92
つ

東
博
(1
98
1)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

6 
8k
g。

大
阪
■

河
内
南
河
内
郡
太
子
町
太
子

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

kt
39

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)

大
阪
12

河
内
入
尾
市
恩
智
都
塚
山

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟
・

来
恩
寺
(大
阪

市
博
保
管
)

森
(1
95
0)
、
泉
北
考
古
資
料

館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

大
阪
10
の
出
土
地
点
と

約
60
m離
れ
る

大
阪
13

河
内
門
真
市
門
真
大
和
田

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

不
明

4区
袈
裟

4区
袈
裟

20
 5

20
 5

26
 5

文
化
庁

藤
田
(1
96
3)
、
三
木
(1
96
5)

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)

大
阪
14

河
内
羽
曳
野
市
西
浦
西
浦
小

学
校
校
庭
西

突
線
鉦
4式

近
畿
Ш
B

文
化
庁
(羽
曳

野
市
保
管
)

笠
井
(1
97
9)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)
、
羽
曳
野
市
教

委
(1
99
1)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

25
kg

大
阪
15

河
内
入
尾
市
亀
井

19
78
扁
平
鉦
式

4区
袈
裟
?

大
阪
府
教
育
委

員
会

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
飢
破
片
。
推
定
高
23
cm

古
墳
時
代
溝
中
か
ら
弥

生
土
器
な
ど
と
伴
出
。

大
阪
16

河
内
入
尾
市
亀
井

突
線
鉦
3～
5式

大
阪
府
教
育
委

員
会

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
身
の
鰭
破
片

大
阪
17

河
内
(伝
)粕
原
市
玉
手
町

突
線
針
3式

近
畿
HB

72
4+

辰
馬
考
古
資
料

館
梅
原
(1
92
7)

下
端
部
欠

大
阪
18

大
阪
18

河
内
(伝
)四
条
畷
市

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

4区
袈
裟

42
 3

31
 5

関
西
大
学

梅
原
(1
92
7)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

大
阪
19

河
内
河
南
町

不
明

梅
原
(1
92
7)

高
さ
4尺
許

大
阪
20

河
内
南
河
内
郡
太
子
町
山
田

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

鉦
上
部
を
欠
く

大
阪
21

河
内
南
河
内
郡
太
子
町
磯
長

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

イ
ラ
ク
国
立
博

物
館

三
木
(1
97
0)

大
阪
22

和
泉
岸
和
田
市
神
於
町

外
縁
付
鉦
1式

2区
流
水
文

摂
津
72

京
都
大
学
■
98
若
林
(1
89
9)
、
浜
田
(1
91
8)
、

梅
原
(1
92
7)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

大
阪
23

和
泉
泉
南
市
信
達

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

林
昌
寺

梅
原
(1
92
7)
、
辰
馬
(1
98
5)

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
危
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

支
献

備
考

大
阪
24

和
泉
界
市
浜
寺
昭
和
町

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

堺
市
博
物
館
島
田
(1
92
8)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

大
阪
25

和
泉
界
市
菱
木

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
B

(京
都
大
学
)
梅
原
(1
94
1)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)

大
阪
26

和
泉
岸
和
田
市
流
木
町

外
縁
付
鉦
2式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

32 16
+

文
化
庁

大
阪
市
博

森
(1
97
3)
、
泉
北
考
古
資
料

館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

森
(1
97
3)
、
泉
北
考
古
資
料

館
(1
98
6)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

鉦
欠
。
復
元
高
21
～
22

大
阪
27

和
泉
和
泉
市
池
上

突
線
鉦
式

大
阪
府
教
育
委

員
会

神 館
看 料

19
7め
、
泉
北
考
古
資

19
86
)

身
部
小
破
片
。
突
線
な

し

大
阪
28

和
泉
和
泉
市
池
上

19
75
突
線
鉦
式

大
阪
府
教
育
委

員
会

石
神

料
館

泉
北
考
古
資
身
部
小
破
片
。
突
線
あ

り

大
阪
29

和
泉
(伝
)界
市
(泉
北
郡
陶

器
村
)

外
縁
付
41
L2
式

3区
流
水
文

但
馬
卜
4

平
泉
平
右
衛
門

(大
阪
市
美
保

管
)

吉
井
(1
91
9)
、
梅
原
(1
92
71
、

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

大
阪
30

和
泉
(伝
)堺
市
(泉
北
郡
鳳

村
家
原
付
近
)

不
明

梅
原
(1
92
7)

大
阪
31

和
泉
(伝
)貝
塚
市
(泉
南
郡

貝
塚
町
付
近
)

不
明

長
谷
川
一
彦
泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)

大
阪
32

河
内
大
阪
市
平
野
区
平
野
町
17
64
--
17
72
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

藤
井
永
観
文

庫
・
京
博

伝
河
内
出
土
銅
鐸
と
さ

れ
て
き
た
も
の

大
阪
33

河
内
入
尾
市
春
日
町
1丁
目

跡
部
遺
跡

扁
平
針
式
(古
)
1区
流
水
文

埋
納
坑

八
尾
市
歴
史
民

俗
資
料
館

入
尾
市
教
委
(1
98
9)
、
入
尾

市
文
化
財
調
査
研
究
会

(1
99
1)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

弥
生
中
期
～
終
末
期
の

埋
納
坑
よ
り
銅
鏃
。
土

器
と
伴
出

大
阪
34

和
泉
界
市
下
田
下
田
遺
跡

扁
平
鉦
式
(古
)
4区
袈
裟

約
22

埋
納
坑

大
阪
府
文
化
財

調
査
研
究
セ
ン

タ
ー

神
戸
市
博
(1
99
3)
、
大
阪
府

埋
蔵
文
化
財
協
会
(1
99
4)

弥
生
中
期
～
古
墳
前
期

の
埋
納
坑
。
河
道
の
岸

に
掘
ら
れ
た
も
の
か
。

兵
庫
1

但
馬
豊
岡
市
気
比
字
溝
谷

外
縁
付
鉦
2式

外
縁
付
鉦
2式

外
縁
付
鉦
1式

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

2区
流
水
文

縦
横
4区
流
水
文

3区
流
水
文

45
 2

44
 3

44
5+

東
博
71
23

東
博
71
24

東
博
71
26

東
博
71
25

梅
原
(1
92
7)
、
三
木
(1
97
り
、

東
博
(1
98
1)
、
井
上
(1
98
2)
、

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)
、
神

戸
市
博
(1
99
3)

再
埋
納
か
?

伝
和
泉
I・
伝
越
前
I

と
酷
似

兵
庫
2

但
馬
城
崎
郡
日
高
町
久
田
谷

字
タ
カ
ボ
コ

突
線
鉦
5式

10
0+

文
化
庁
。
日
高

町
教
委

池
田
(1
97
8)
、
加
賀
見

(1
98
2)
、
種
定
(1
99
0)
、
兵

庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)

1個
体
分
?破
片
■
7

1E
l糸
8々 
kg

兵
庫
3

播
磨
(播
磨
国
)

推
 
突
線
鉦
式

推
 
近
畿
式

不
明

梅
原
(1
92
7)
、
種
定
(1
99
0)
古
図
現
存
。
18
kg

糾 ∞ 祉 　 勘 鞘 ・ 井 鵡 ミ � 豊 弟 臣 肝 さ 苗 洲



県
 
名
旧
国
名
出
 
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
電
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

兵
庫
4

播
磨
宍
粟
郡
山
崎
町
須
賀
沢

突
線
鉦
4式
?

近
畿
Ⅲ
C?

約
10
0

不
明

梅
原
(1
92
7)
、
種
定
(1
99
0)
古
図
現
存

兵
庫
5

播
磨
佐
用
郡
三
日
月
町
本
郷

突
線
鉦
4式
?

近
畿
Ⅲ
C?

約
11
05

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館

島
田
(1
92
5)
、
梅
原
(1
92
つ
、

置
田
(1
97
1)
、
種
定
(1
99
0)
、

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)

古
図
乳
存
。
17
 8
1k
g

兵
庫
6

播
磨
飾
磨
郡
夢
前
町
神
種
字

西
川

18
86
か
18
92

-9
3
菱
環
鉦
2式

2区
横
帯

娩
夫

太
田
(1
92
働
、
梅
原
(1
92
7)

森
本
(1
93
0)
、
春
成
(1
98
4)

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

岡
崎
忠
雄
旧
蔵
。
36
4

kg

兵
庫
7

播
磨
宍
栗
郡
一
宮
町
間
賀

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

直
良
(1
92
8a
)、
辰
馬

(1
98
8)
、
種
定
(1
99
0)
、
兵

庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

2 
66
kg

兵
庫
8

播
磨
加
古
川
市
八
幡
町
上
西

条
字
東
沢

19
24
～
19
25
扁
平
鉦
式

6区
裂
裟

多
木
燐
太
郎
梅
原
(1
92
7)
、
直
良
(1
92
8

b)
、
上
田
・
河
原
(1
96
6)
、

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

兵
庫
9

播
磨
神
戸
市
垂
水
区
舞
子
坂

3丁
目

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

東
博
20
92
5
直
良
(1
92
9)
、
島
田
(1
92
9)
、

東
博
(1
98
1)
、
種
定
(1
99
0)
、

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)

兵
庫
10

播
磨
宍
栗
郡
山
崎
町
青
木
字

中
井
小
谷

扁
平
飢
式

4区
袈
裟

31
 7

文
化
庁
(山
崎

町
教
育
委
員
会

保
管
)

赤
松
・
三
木
(1
96
9)
、
種
定

(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編
集
専

門
委
員
会
(1
99
2)
、
神
戸
市

博
(1
99
3)

兵
庫
11

播
磨
宍
栗
郡
千
種
町
岩
野
辺

字
穴
尾

突
線
鉦
式

(1
00
+)

千
種
町
教
育
委

員
会

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

鉦
破
片
、
現
存
18
6伽

兵
庫
12

播
磨
(伝
)播
磨
国

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

58
 7

大
阪
市
立
博
物

館

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)
、
神

戸
市
博
(1
99
3)

兵
庫
13

淡
路
三
原
郡
西
淡
町
慶
野
中

ノ
御
堂

外
縁
付
鉦
1式

明 明

不 不

4区
袈
裟

銅
舌
1
日
光
寺

不
明

不
明

梅
原
(1
92
7)
、
淡
路
文
化
資

料
館
(1
98
7)
、
種
定
(1
99
0)
、

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)

8個
出
土
と
い
う
説
あ

り

兵
庫
14

淡
路
洲
本
市
中
川
原
町
清
水

ニ
ツ
石

孔
68
8～
17
03
菱
環
鉦
1式

2区
横
帯

隆
泉
寺

梅
原
(1
92
7)
、
春
成
(1
98
2)

淡
路
文
化
資
料
館
(1
98
7)
、

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

隆
泉
寺
は
本
興
寺
の
末

寺

兵
庫
15

淡
路
三
原
郡
緑
町
広
田
中
条

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

約
45

梅
原
(1
92
7)
、
種
定
(1
99
0)
古
図
現
存

兵
庫
16

淡
路
三
原
郡
西
淡
町
慶
野

江
戸
末
外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

伝
淡
路
8

慶
野
組

梅
原
(1
92
7)
、
淡
路
文
化
資

料
館
(1
98
7)
、
種
定
(1
99
0)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)



県
 
名
旧
国
名

出
土

地
出
土
年

型
式

文
様
高
さ
同
籠
関
係

壇 嘔
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

兵
庫
17

淡
路
三
原
郡
緑
町
倭
文
庄
田

笹
尾

外
縁
付
蝕
2式

2区
袈
裟

44
 5
河
内
3・

伝
大
和
3

・
伊
勢
4

東
博
37
16
2
東
博
(1
98
1)
、
淡
路
文
化
資

料
館
(1
98
7)
、
種
定
(1
99
0)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

兵
庫
18

淡
路
(伝
)三
原
郡
南
淡
町

(北
阿
万
村
新
田
南
組

末
ケ
池
)

不
明

種
定
(1
99
0)

兵
庫
19

淡
路
(伝
)三
原
郡
南
淡
町
賀

集
福
井
大
日
寺
付
近

不
明

種
定
(1
99
0)

兵
庫
20

淡
路
(伝
)三
原
郡
三
原
町
神

代
地
頭
方

不
明

種
定
(1
99
0)

兵
庫
21

淡
路
(伝
)三
原
郡
三
原
町
榎

列
上
幡
多
岩
淵

不
明

種
定
(1
99
0)

兵
庫
22

淡
路
(伝
)津
名
郡
一
宮
町
井

崎
(淡
路
国
)

外
縁
付
銀
2式

2区
流
水
文

本
興
寺

直
良
(1
92
7)
、
淡
路
文
化
資

料
館
(1
98
7)
、
種
定
(1
99
0)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

木
葉
文
あ
り
。
旧
三
宅

甚
平
蔵
。
東
海
産
。「
堅

磐
草
J記
載
の
銅
鐸
か

兵
庫
23

淡
路
(伝
)(
淡
路
国
)

突
線
鉦
1式

2区
流
水
文

身
37
3

辰
馬
考
古
資
料

館

直
良
(1
92
7)
、
鍛
冶
(1
93
2)

淡
路
文
化
資
料
館
(1
98
7)
、

辰
馬
(1
98
8)
、
種
定
(1
99
0)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)

鉦
を
欠
損

兵
庫
24

淡
路
(伝
)(
淡
路
国
・
淡
路

'I
I)
洲

本
市

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

46
 9

辰
馬
考
古
資
料

館

淡
路
文
化
資
料
館
(1
98
7)
、

辰
馬
(1
98
8)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

袈
裟
欅
交
叉
部
に
木
葉

文
。
東
海
産
?洲
本
川

最
上
流
部
で
出
土
か

兵
庫
25

淡
路
(伝
)三
原
郡
西
淡
町
慶

野
上
ノ
御
堂

93
6よ
り
数
→

年
前
外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

32
 5
淡
路
4

児
島
岩
吉

高
井
・
田
辺
(1
97
9)
、
淡
路

文
化
資
料
館
(1
98
7)
、
種
定

(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編
集
専

門
委
員
会
(1
99
2)
、
神
戸
市

博
(1
99
3)

兵
庫
26

摂
津
川
西
市
満
願
寺

18
18
--
18
29
突
線
鉦
2式

近
畿
I

大
阪
城
天
守
閣
辰
馬
(1
97
8)
、
種
定
(1
99
0)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

兵
庫
27

摂
津
西
宮
市
津
門
稲
荷
町

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

41
 5

土
師
器
壺
が

共
伴
と
伝
え

ら
れ
る

前
田
源
兵
衛
梅
原
(1
92
7)
、
直
良
(1
92
8)

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)
、
神

戸
市
博
(1
99
3)

戦
災
で
大
破

兵
庫
28

摂
津
川
西
市
加
茂
1丁
目

突
線
鉦
5式

近
畿
Ⅳ
B

10
7 
6

東
博
61
52

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)
、
神

戸
市
博
(1
99
3)

加
茂
遺
跡
に
近
接

兵
庫
29

摂
津
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
町

渦
森
台
1丁
目

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

47
 9

東
キ
抄
37
13
笠
井
(1
93
3)
、
梅
原
(1
93
4)

東
博
(1
98
1)
、
種
定
(1
99
0)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

削 ∞ 柵 　 豊 縮 ・ 井 弟 ミ Ⅷ 豊 報 Ｖ 肝 甚 添 糾

ト ト ］



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
  
地
出
土
年

型
  
式

文
  
様
高
さ
同
電
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

兵
庫
30

摂
津
伊
丹
市
大
阪
国
際
空
港

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
94
1)
、
辰
馬
(1
98
7)

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

兵
庫
31

摂
津
宝
塚
市
中
山
荘
園
11

28

外
縁
付
鉦
1式

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

高
岡
稔

熊
井
・
田
代
・
島
田
(1
97
6)

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)
、
神

戸
市
博
(1
99
3)

内
突
常
2条

兵
庫
32

摂
津
神
戸
市
東
灘
区
森
北
町

6丁
目

19
58
外
縁
付
鉦
2式

2区
袈
裟

伝
讃
岐
4

東
博
37
16
1
赤
松
。
三
木
(1
96
9)
、
東
博

(1
98
1)
、
種
定
(1
99
0)
、
兵

庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

兵
庫
33

摂
津
神
戸
市
灘
区
桜
ケ
丘
町

(通
称
神
岡
)

外
縁
付
鉦
1式

外
縁
付
鉦
1式

外
縁
付
鉦
2式

扁
平
鉦
式

扁
平
錘
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
錘
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

外
縁
付
鉦
2式

扁
平
鉦
式

扁
平
飢
式

2区
流
水
文

2区
流
水
文

2区
流
水
文

4区
袈
裟

4区
袈
裟

6区
袈
裟

6区
袈
裟

6区
袈
裟

6区
袈
裟

6区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
裂
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

42
.9

42
 4

44
 5

42
_0

39
.2

63
 7

41
 9

42
 2

42
 9

42
 8

45
_3

31
.4

21
 9

21
 0
5

伯
者
3・

近
江
2-
1

・
和
泉
1

因
幡
4

夷
7本

神
戸
市
立
博
物

館

赤
松
・
三
木
(1
96
9)
、
種
定

(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編
集
専

門
委
員
会
(1
99
2)
、
森
田

(1
99
4)

画 画

絵 絵

兵
庫
34

摂
津
神
戸
市
東
灘
区
本
山
北

町
4丁
目

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

53
 2

文
化
庁
→
国
立

歴
史
民
俗
博
物

館

村
川
(1
96
5)
、
赤
松
・
三
木

(1
96
9)
、
種
定
(1
99
0)
、
兵

庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

兵
庫
35

摂
津
(伝
)芦
屋
市
摘
町
堂
ノ

上

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

親
王
寺

梅
原
(1
92
7)
、
種
定
(1
99
0)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)

3対
の
双
耳

兵
庫
36

摂
津
(伝
)神
戸
市
灘
区
大
月

山

外
縁
付
錘
1式

4区
袈
裟

９ ２
３

津 明

摂 不

藤
井
・
田
代
・
島
田
(1
97
6)

種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

兵
庫
37

丹
波
氷
上
部
春
日
町
野
上
野

字
野
々
間
23
3

外
縁
付
鉦
2式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

21
_1

埋
納
披
中

春
日
町
歴
史
民

俗
資
料
館

村
川
(1
98
2)
、
碁
日
町
教
委

(1
99
0)
、
種
定
(1
99
0)
、
兵

庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

復
元
高
21
.6
cm



県
 
名
旧
国
名

出
土

地
出
土
年

型
式

文
様

高
さ
同
範
関
係

Ｈ 還
構

伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

兵
庫
38

但
馬
豊
岡
市
九
日
市
上
町
女

代

突
線
鉦
2式

豊
岡
市
郷
土
資

料
館

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

片
側
鰭
部
下
端
の
み
断

片

兵
庫
39

授
津
神
戸
市
東
灘
区
本
山
南

町
8丁
目

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

神
戸
市
教
育
委

員
会

丹
治
・
須
藤
(1
98
9)
、
神
戸

市
教
委
(1
98
9)
、
種
定

(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編
集
委

員
会
(1
99
2)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

兵
庫
40

播
磨
加
東
郡
滝
野
町
高
岡

不
明

不
明

井
田
仁
吉
か
種
定
(1
99
01

直
良
論
文
に
触
れ
ら
れ

る
の
み
、
現
存
せ
ず

茶
良
1

大
和
宇
陀
郡

推
 
突
線
鉦
式

推
 
近
畿
Ⅲ
か
Ⅳ
糸
t9
0

不
明

梅
原
(1
92
7)

奈
良
2

大
和
北
葛
城
郡
上
牧
町
高
井
18
04
～
外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

静
岡
八
幡
宮
・

登
呂
博
物
館

梅
原
(1
92
7)

鉦
の
鰭
部
分
の
み
。
複

合
鋸
歯
文

余
良
3

大
和
奈
良
市
秋
篠
町

18
67
以
前

/1
・
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

21
 7

東
博
37
01
9
梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
、

春
成
(1
98
4)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

関
保
之
助
旧
蔵
。
秋
篠

4号
鐸
と
よ
ぶ

余
良
4

大
和
天
理
市
石
上
町
(1
号
)

突
線
鉦
1式

2区
流
水
文

宮
内
庁

梅
原
・
小
泉
(1
92
3)
、
梅
原

(1
92
7)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

奈
良
5と
約
15
m離
れ

て
出
土

奈
良
5

大
和
天
理
市
石
上
町
(2
号
)

突
線
鉦
1式

2区
・
全
面
1区

流
水
文

宮
内
庁

梅
原
・
小
泉
(1
92
3)
、
梅
原

(1
92
7)
、
難
波
(1
99
1)

奈
良
4と
約
15
m離
れ

て
出
土
。
A・
B面
で

文
様
異
な
る
。
不
明
15

に
酷
似

奈
良
6

大
和
余
良
市
秋
篠
町

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟
?

東
博
80
7

東
博
80
5

東
博
80
6

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

奈
良
3(
秋
篠
4号

)

と
約
25
m離
れ
て
出
土

奈
良
7

大
和
五
条
市
火
打
町

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

梅
原
(1
92
7)

奈
良
8

大
和
御
所
市
名
柄

19
18
外
縁
付
鉦
2式

2区
横
帯
・
流
水

文
東
博
86
66

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

神
戸
市
博
(1
99
3)

Ａ る

B面
で
文
様
異
な

多
鉦
細
支
鏡
伴
出

余
良
9
大
不
日
奈
良
市
竹
之
内
町
庵
治

山

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

小
島
(1
96
5)
、
天
理
市

(1
97
6)

突
線
鉦
1式
の
直
前

奈
良
10
大
不
日
奈
良
市
山
町
早
田

19
60
?
外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

(伝
)阿
波

2と
同
電

奈
良
国
立
博
物

館

小
島
・
伊
達
(1
96
3)
、
神
戸

市
博
(1
99
3)

奈
良
H

大
和
桜
井
市
纏
向

19
72
突
線
鉦
3か
4式

近
畿
Hか
II
I式

弥
生
後
期
末

～
前
期
初
頭

土
器
の
包
含

層

橿
原
考
古
学
研

究
所

石
野
(1
97
2)

飾
耳
の
み

奈
良
12

大
和
(伝
)天
理
市
礫
本
町
高

瀬
ナ十

1

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

逸
翁
美
術
館
神
戸
市
博
(1
99
3)

奈
良
13

大
和
(伝
)(
大
和
国
)

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

山
川
七
左
衛
門
旧
蔵

奈
良
14

プ
く
不
日
(伝
)(
大
和
国
)

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

約
44
5
淡
路
5。

河
内
3・

伊
勢
4と

同
花

戸
尾
正
雄

削 ∞ 柵 　 自 輸 ・ 井 弟 く 即 豊 弟 臣 肝 巌 益 �



卜 ヽ 枷

県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
範
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

奈
良
15

大
和
(伝
)(
大
和
国
)

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

京
都
大
学
30
38
梅
原
(1
92
7)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

0 
62
kg

余
良
16

大
和
(伝
)(
大
和
国
)

不
明

流
水
文

梅
原
(1
92
7)

山
川
七
左
衛
門
旧
蔵

奈
良
17

大
和
桜
井
市
大
福

19
85
突
線
鉦
1式

袈
裟

方
形
周
溝
墓
の
溝

の
内
側

桜
井
市
教
委
(1
98
7)
、
神
戸

市
博
(1
99
3)

奈
良
18

大
和
平
群
町
初
香
山

外
縁
付
aI
L 
2式

4区
袈
裟

橿
原
考
古
学
研

究
所

神
戸
市
博
(1
99
3)

和
歌
山
1
紀
伊
(伝
)那
賀
郡
粉
河
町
粉

河

推
81
9

梅
原
(1
92
7)

粉
河
寺
銅
鐸

和
歌
山
2
紀
伊
(伝
)西
牟
婁
郡
上
富
田

町
岩
崎

18
48
´
-1
85
3
突
線
錘
5式

近
畿
Ⅳ
C

黎
91
20

大
英
博
1号
か
和
歌
山
県
史
編
集
委
員
会

(1
98
3)

大
英
博
3号
(扁
平
鉦

6区
袈
裟
)の
可
能
性

も
有
。
朝
来
(岩
崎
)

銅
鐸

和
歌
山
3
紀
伊
日
高
郡
南
部
川
村
西
本

庄

18
59
突
線
鉦
3式

近
畿
HC

身
49
4

東
京
大
学
人
類

学
教
室

梅
原
(1
92
7)

玉
0同
鐸

和
歌
山
4
紀
伊
有
田
市
千
田

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

酒
井
淳
三

梅
原
(1
92
7)

千
田
(野
井
)銅
鐸

13
 2
kg

和
歌
山
5
紀
伊
田
辺
市
秋
津
町

18
89
?
突
線
rH
L 
3～
5式
近
畿
H～
Ⅳ

梅
原
(1
92
7)
、
島
田
(1
99
4)
岩
倉
山
(矢
田
ケ
谷
)

銅
倅
。
双
頭
渦
文
飾
耳

破
片
(径
6 
1c
m)
残

=。
大
英
博
1号
と
す

る
説
や
別
の
高
さ
約
76

cm
の
中
型
鐸
と
す
る
説

が
あ
る
。

和
歌
山
6
紀
伊
有
田
市
山
地

18
89
-1
89
0
外
縁
付
鉦
式
?
横
帯
?

約
27

銅
舌

不
明

梅
原
(1
92
7)
、
春
成
(1
98
4)
山
地
(上
ノ
段
)銅
鐸

近
く
か
ら
大
阪
湾
型
銅

支
5出
土

和
歌
山
7
紀
伊
和
歌
山
市
吉
里

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

大
英
博
2号
梅
原
(1
92
7)
、
渇
磨
(1
95
働
吉
里
銅
鐸

和
歌
山
8
紀
伊
御
坊
市
湯
川
町
小
松
原
19
39
?
外
縁
付
針
1式

2区
横
帯
?
21
+

和
歌
山
県
教
育

委
員
会

森
(1
93
7)
、
梅
原
(1
93
7)
も
と
野
口
出
土
と
誤
認

小
松
原
銅
鐸

和
歌
山
9
紀
伊
日
高
郡
南
部
川
村
西
本

庄

19
17

(1
91
2?
)

突
線
鉦
5式

近
畿
Ⅳ
B

東
博
71
27

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

神
戸
市
博
(1
99
3)

17
 2
5k
g雨
乞
山
全Π

鐸

和
歌
山
10
紀
伊
日
高
郡
南
吉
帥
1村
西
本

庄

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
C

Яこ
1争
89
83

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
大
久
保
山
銅
鐸
、
17
6

kg

和
歌
山
■
紀
伊
日
高
郡
日
高
町
弄
」木

19
23
突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

近
畿
HC

近
畿
HC

82
 2

84
 5
+

東
博
99
03

東
博
99
04

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
向
山
(刑
木
)1
号
銅

鐸
。
1l
kg
 l
号
と
2

号
は
鰭
を
立
て
て
互
い

に
並
べ
て
出
土
し
た
と

さ
/b
る
。

向
山
(非
1木
)2
号
銅

鐸
。
鉦
頂
飾
耳
破
損

和
歌
山
12
紀
伊
日
高
郡
南
部
町
東
岩
代
19
26
～

不
明

梅
原
(1
92
7)

和
歌
山
13
糸己
t舟
日
高
郡
南
部
川
村
晩
稲
晩

突
線
鉦
2式

近
畿
IB

東
博
20
78
6
島
田
(1
93
0)
、
東
博
(1
98
1)
常
楽
(晩
稲
)銅
鐸
、
15
5k
琶



県
 
名
旧
国
名
出
 
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様

高
さ
同
危
関
係
遺
  
 
構

伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

和
歌
山
14
糸己
t舟
有
田
市
新
堂
石
井
谷

19
32
扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

4区
袈
裟

41
.4

31
 8

束
博
21
47
61

東
博
21
47
62

高
橋
(1
93
3)
、
勝
田
(1
93
3)

東
博
(1
98
1)

堂 　 堂

新 鐸 新 鐸

(大
峯
)2
号
銅

(大
峯
)1
号
銅

和
歌
山
15
紀
伊
御
坊
市
湯
川
町
丸
山

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

22
 2

16
4+

15
_5
+

東
博
34
32
7

東
博
34
32
8

東
博
34
32
9

森
(1
98
7)
、
梅
原
(1
98
7)
、

東
博
(1
98
1)

亀
山
(朝
日
谷
)1
号

銅
鐸
、 
1号
鐸
と
3号

鐸
が
並
び
、
そ
の
上
に

2号
鐸
を
置
い
た
状
況

で
出
上
し
た
と
さ
れ
る
(

亀
山
(朝
日
谷
)2
号

銅
鐸

亀
山
(朝
日
谷
)3
号

'日

α 畢

和
歌
山
16
紀
伊
日
高
郡
南
部
川
村
晩
稲

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

22
+

和
歌
山
県
教
委
渇
磨
(1
95
5)

下
の
尾
銅
鐸

和
歌
山
17
紀
伊
田
辺
市
中
芳
養

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

束
博
35
56
5
掲
磨
(1
95
5)
、
東
博
(1
98
1)
平
ケ
峯
(と
ロ
サ
、
林
)

銅
鐸
、
鰭
を
立
て
て
埋

納
、
4 
9k
g

和
歌
山
18
紀
伊
日
高
郡
南
吉
帥
1村
晩
稲

突
線
鉦
2式

近
畿
I

約
60

奈
良
国
立
博
物

館

小
出
(1
95
1)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

久
地
峠
銅
倅

和
歌
山
19
糸己
ィテ
子
新
宮
市
新
宮

19
57
突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
Bか
C
約
60

熊
野
速
玉
神
社
巽
(1
95
7)
、
横
田
(1
98
4)
経
塚
遺
物
と
混
在
、
神

倉
山
(権
現
山
)銅
鐸

和
歌
山
20
紀
伊
和
歌
山
市
弘
西

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

京
都
国
立
博
物
館
田
中
(1
96
2)

橋
谷
◆ Π
鐸

和
歌
山
21
紀
伊
和
歌
山
市
田
井
ノ
瀬

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
C

88
+

和
歌
山
市
教
育

委
員
会

森
(1
97
4)
、
前
田
(1
99
5)
紀
ノ
川
(砂
山
)銅
鐸

和
歌
山
22
紀
伊
和
歌
山
市
有
本

扁
平
鉦
式

全
面
1区
流
水
文

和
歌
山
市
教
育

委
員
会

佐
原
・
町
田
(1
96
8)
、
神
戸

市
博
(1
99
3)

3 
61
kg
、
有
本
θΠ
鐸

和
歌
山
23
紀
伊
和
歌
山
市
黒
田

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

29
 9

結
晶
片
岩
製

舌

和
歌
山
市
教
育

委
員
会

森
(1
97
0)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

太
田
黒
田
銅
鐸

和
歌
山
24
紀
伊
田
辺
市
秋
津

突
線
鉦
4式

近
畿
mc
式

田
辺
市
教
育
委

員
会

神
戸
市
博
(1
99
3)
、
四
辺
市

教
委
(1
99
4)

山
田
代
銅
鐸

和
歌
山
25
紀
伊
(伝
)日
高
郡
川
辺
町
鐘

巻

17
62
?
突
線
鉦
5式

近
畿
Ⅳ
C

道
成
寺

梅
原
(1
92
7)

鐘
巻
(道
成
寺
)銅
鐸

和
歌
山
26
紀
伊
(伝
)紀
伊
国

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

熊
野
速
玉
神
社

和
歌
山
27
紀
伊
(伝
)日
高
郡

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

浅
野
氏

和
歌
山
28
紀
伊
(伝
)日
高
郡

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

阪
田
氏

和
歌
山
29
紀
伊
(伝
)(
推
紀
伊
国
)推
西

卒
婁
郡
白
浜
町

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

反
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
98
8)
、
和
歌
山
県
史

編
集
委
員
会
(1
98
3)

中
2号
銅
鐸
と
呼
ば
れ

る
。
同
地
点
よ
り
別
の

銅
鐸
(中
2号
銅
鐸
)

も
出
土
し
た
と
さ
れ
る

和
歌
山
30
紀
伊
(伝
)(
日
高
郡
日
高
村
)
18
97
突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
Aか

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)

和
歌
山
31
紀
伊
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
※

田
熊
付
近

不
明

梅
原
(1
92
7)

田
熊
銅
鐸
、
現
高
6_
8c
m

の
Bヽ
破
片

糾 ∞ 柵 　 ゆ コ 職 ・ 井 弟 ミ Ⅷ 豊 報 μ 肝 さ 由 難
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県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様

高
さ
同
電
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

和
歌
山
32
紀
伊
(伝
)(
西
牟
婁
郡
)

不
明

和
歌
山
33
糸己
t舟
(伝
)日
高
郡
南
音
pl
l村

西
本
庄
大
久
保

突
線
鉦
5式

近
畿
Ⅳ
C

東
京
国
立
博
物

館

梅
原
(1
92
7)

和
歌
山
34
紀
伊
和
歌
山
市
宇
田
森

19
61
?
突
線
鉦
2式

三
木
(1
99
5)
、
前
田
(1
99
5)
宇
田
森
銅
鐸

和
歌
山
35
紀
伊
田
辺
市
元
町

不
明

約
47

田
辺
市
教
委
(1
99
4)

中
ノ
谷
(元
町
)銅
鐸

和
歌
山
36
糸己
t舟
田
辺
市
芳
養
町

19
15
-1
91
6
不
明

袈
裟

22
+

中
山
氏
所
蔵
か
梅
原
(1
92
7)

下
芳
養
(芳
養
松
原
)銅
鐸

和
歌
山
37
紀
伊
(伝
)紀
伊
国

不
明

熱
海
救
世
美
術

館
所
蔵

和
歌
山
県
史
編
纂
委
員
会

(1
98
3)

鳥
取
1
伯
者
東
伯
郡
東
伯
町
入
橋
竜

湾

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

約
30

高
津
義
家
・
京

都
国
立
博
物
館

梅
原
(1
92
4)
、
倉
光
(1
93
3)

鳥
取
2

伯
者
東
伯
郡
北
条
町
米
里
字

蔵
合
屋

(1
90
4～

19
05
?)
扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

約
30

土
師
器
?
焼
失

直
良
(1
92
9)
・
倉
光
(1
93
3)

鳥
取
3

伯
者
東
伯
郡
泊
村
小
浜
池
ノ

谷

外
縁
付
鉦
1式

2区
流
水
文

摂
津
71

銅
舌
2本

東
博
22
20
2
倉
光
(1
93
3)
、
梅
原
(1
93
3a
)、
東
博

(1
98
1)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)
、
森
田
(1
99
4)

鳥
取
4

伯
者
倉
吉
市
小
田
字
樋
ノ
ロ
(1
94
7か
)
外
縁
付
鉦
2式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

6区
袈
裟

30
 4

44
 3

足
羽
弘
研

倉
吉
市
博
物
館

谷
田
(1
95
6)
、
名
越
・
甲
斐

(1
97
3b
)、
竹
宮
(1
99
3)

2m
離
れ
て
出
土

鳥
取
5

伯
者
東
伯
郡
羽
合
町
長
瀬
高

浜

外
縁
付
鉦
1式

身
は
無
文
、
鉦
に

渦
文

8.
8

羽
合
町
歴
史
民

俗
資
料
館

長
瀬
高
浜
遺
跡
調
査
事
務
所
(1
98
り
、

鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
(1
98
3)

古
墳
時
代
集
落
址
か
ら

出
土

鳥
取
6

伯
者
(伝
)イ
白
者
国

外
縁
付
鉦
1式
(福

田
型
)

2区
横
帝

19
 7

辰
馬
考
古
資
料

館

反
馬
(1
98
5。
19
88
)、
春
成

(1
98
9)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

邪
視
文
鐸
と
近
似
。
水

鳥
の
絵

鳥
取
7

伯
者
(伝
)米
子
市
郊
外

不
明

不
明

鳥
取
県
教
委
(1
96
0)

(伝
)鳥
取
6は
こ
の
1鐸
と

す
る
説
あ
り
。
鉦
を
欠
く

鳥
取
8

伯
者
(伝
)米
子
市
?

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

身
22
6

鳥
取
県
立
博
物

館

鳥
取
9

因
幡
八
頭
郡
船
岡
町
破
岩
17
95
以
前
推
 
突
線
鉦
式
6区
袈
裟

約
70

梅
原
(1
92
つ

概
念
図
の
み
現
存
。
古
美
術
商
が

京
都
で
購
入
し
た
と
も
い
う
。

鳥
取
10

因
幡
八
頭
郡
郡
家
町
下
坂
東

梶
平

外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

鳥
取
県
立
博
物

館

梅
原
(1
92
7・
19
33
a)

鳥
取
■

因
幡
鳥
取
市
高
住
宮
ノ
谷

19
22
扁
平
鉦
式

全
面
1区
流
水
文

森
本
節
夫
梅
原
(1
92
7)
、
三
木
(1
97
4)

鳥
取
12

因
幡
岩
美
郡
岩
美
町
新
井
上

屋
敷

19
52
外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

摂
津
73

京
都
国
立
博
物

館

三
木
(1
97
4)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

鳥
取
13

因
幡
鳥
取
市
越
路
字
九
山
19
59
～
60
外
縁
付
錘
2式

2区
流
水
文

(現
存

43
.5
)

(伝
)吉
野

川
沿
岸
銅

鐸
(天
理

参
考
館
)

香
川
県
観

音
寺
市
古

川
町
南
下

出
土
銅
鐸

(東
博
)

鳥
取
県
立
博
物

館

三
木
(1
97
4)
、
鳥
取
県
教
委

(1
99
0)



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地

出
土
年

型
  
式

文
  
様

高
さ
同
鼈
関
係
遺
  
構

伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

鳥
取
14

因
幡
(伝
)八
頭
郡
船
岡
町
破

岩

外
縁
付
鉦
2式

4区
裂
裟

木
村
鶴
蔵
旧
蔵
梅
原
(1
92
7)

鳥
取
9で
あ
り
え
ず
。

古
美
術
商
が
京
都
で
購

入
し
た
と
も
い
う
。

鳥
取
15

伯
者
東
伯
郡
東
郷
町
北
福
字

Jヒ
山

19
30
‐
W1
93
1

頃

/1
ヽ
◆同
鐸

無
文

小
林
義
孝

名
越
・
甲
斐
(1
97
3a
)

島
根
1

石
見
邑
智
郡
石
見
町
中
野
仮

逼言
41
33

19
14

19
14

突
線
鉦
1式

扁
平
鉦
式

全
面
1区
流
水
文

6区
袈
裟

45
 8

42
 5

東
博
73
97

東
博
73
98

原 博 ９９ 原 ９９

梅 東 Ｑ 梅 Ｑ

と9
27
)、
三
木
(1
97
4)

19
81
)、
田
中
・
三
宅

)、
葉
賀
(1
99
1)

19
27
)、
田
中
・
三
宅

)、
葉
賀
(1
99
1)

同
時
に
(伝
)熊
野
銅

鐸
の
分
析
も
行
う

島
根
2

石
見
浜
田
市
上
府
町
城
山

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

4区
裂
裟

4区
袈
裟

27
3+
47
+

ヲこ
中子
20
12
9

東
博
20
13
0

直
良

直
良

東
博
(1
98
1)

東
博
(1
98
1)

島
根
3

出
雲
八
東
郡
鹿
島
町
佐
陀
本

郷
志
谷
奥
23
38

外
縁
付
鉦
2式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

31
 0

16
3+

中
細
銅
剣
6

本

文
化
庁
(八
雲

立
つ
風
上
記
の

丘
保
管
)

鹿
島
町
教
委
(1
97
6)
、
勝
部

(1
98
1b
。
19
82
)、
神
戸
市
博

(1
99
3)

鉦
欠

島
根
4

出
雲
(伝
)入
束
郡
八
雲
村
熊

野

外
縁
付
鉦
2式

約
20

熊
野
大
社
(八

雲
立
つ
風
上
記

の
丘
保
管
)

LI
著
巨
(1
98
1a
)

島
根
5

出
雲
(伝
)大
原
郡
木
次
町
付

近

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

京
博
保
管

倉
光
0

か
つ
て
伯
者
日
野
多
里

出
土
と
さ
れ
た
も
の

島
根
6

出
雲
(伝
)出
雲
国

外
縁
付
鉦
1式
(福

田
型
)

2区
横
帯
22
3+

八
雲
本
陣
記
念

財
団

近
藤
(1
96
6・
19
78
)、
春
成

(1
98
9)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

邪
視
文
・
水
′ 鳥
の
絵
。

鉦
上
部
欠

島
根
7

出
雲
簸
川
郡
斐
川
町
神
庭
荒

神
谷

外
縁
付
鉦
式
?

外
縁
付
鉦
1式

外
縁
付
鉦
1式

外
縁
付
鉦
1式
?

菱
環
鉦
1式

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

2区
横
帯

4区
袈
裟

文
化
庁
(島
根
県
教

育
委
員
会
保
管
)

足
立
(1
98
5)
、
宮
沢
・
υ
Π浦
・

宍
道
(1
98
6)
、
宮
沢
(1
98
7)

金同
ラ ,
16
フ
ト
と
と
も
に
「
司

じ
埋
納
坑
か
ら
出
上
。

岡
山
1

備
中
吉
備
郡
真
備
町
呉
妹
蓬

池
尻

突
線
針
2式

6区
流
水
支

東
博
78
49

藤
原
(1
91
7)
、
梅
原
(1
92
7)

三
木
(1
97
4)
、
東
博
(1
98
1)

高
畑
(1
98
6)
、
中
野
(1
99
2)

岡
山
2

備
中
井
原
市
下
稲
木
町

T云
17
97
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

今
村
保
彦

梅
原
(1
95
1・
19
52
)、
梅
原
・

佐
原
(1
98
5)
、
中
野
(1
99
2)

岡
山
3

備
中
井
原
市
木
之
子
町
猿
ノ

森
黒
岩

19
45
-1
94
6
扁
平
鉦
式

12
区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

鎌
木
・
間
壁
(1
96
1)
、
辰
馬

(1
98
5。
19
88
)、
東
博

(1
98
1)
、
中
野
(1
99
2)
、
神

戸
市
博
(1
99
3)

岡
山
4

備
中
(伝
)岡
山
市
足
守
上
足

守

17
51
-1
76
3
外
縁
付
鉦
1式
(福

田
型
)

3区
横
帯
17
8+

東
博
10
49
梅
原
(1
92
7・
19
51
)、
梅
原
・
佐
原

(1
98
5)
、
春
成
(1
98
9)
、
中
野

(1
99
2)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

邪
視
文
。
鉦
欠

岡
山
5

備
中
総
社
市
三
須

不
明

不
明

現
存
せ
ず

中
沢
・
八
木
(1
90
6)
、
中
野

(1
99
2)

韻 ∞ ＝ 　 ゆ コ 縮 。 卵 弟 ミ Ⅷ 豊 粥 卜 肝 諄 添 難



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地

出
土
年

型
  
 
式

文
  
様

高
さ
同
危
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

岡
山
6

備
中
岡
山
市
高
塚
高
塚
遺
跡

不
明

3区
流
水
文

57
 7

岡
山
県
古
代
吉

備
文
化
財
セ
ン

タ
ー

岡
山
県
教
委
(1
99
0)
、
亀
田

(1
99
1)

岡
山
7

備
前
和
気
郡
和
気
町
和
気
寺

屋
敷

突
線
鉦
2式

6区
袈
裟
、
近
畿

IA
不
明

梅
原

佐
原

19
27
・
19
51
)、
梅
原
・

19
85
)、
中
野
(1
99
2)

古
図
現
存

岡
山
8

備
前
岡
山
市
藤
井
安
仁
神
社

裏
山

扁
平
f■
式

4区
袈
裟

安
仁
神
社
・
岡

山
県
立
博
物
館

原 原 戸

梅 佐 神

(1
92
7・
19
51
)、
梅
原
・

(1
98
5)
、
中
野
(1
99
2)

●
博
(1
99
3)

岡
山
9

備
前
岡
山
市
兼
基
笠
井
山
麓
明
治
末
不
明

袈
裟

約 42
～
45

消
夫

原 野
梅 中

19
51
)、
鎌
木
(1
96
1)

19
92
)

岡
山
10

備
前
岡
山
市
兼
基
集
落
南
方

(鳥
坂
山
)

19
32
-1
93
3
不
明

約 36
´
-3
9

盗
難

原 野

梅 中

19
51
)、
鎌
木
(1
96
1)

19
92
)

岡
山
11

備
前
倉
敷
市
粒
江
種
松
山
19
44
～
19
45
扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

28
 5

阿
波
17
1

倉
敷
考
古
館
梅
原
(1
95
1)
、
間
壁
・
間
壁

(1
98
6)
、
中
野
(1
99
2)

岡
山
12

備
前
岡
山
市
兼
基
鳥
坂
山

扁
平
鉦
式

6区
裂
裟

岡
山
県
立
博
物

館
く
卜
03
03

00
8〉

梅
原
(1
95
1)
、
鎌
木
(1
96
1)

中
野
(1
99
2)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

岡
山
13

備
前
岡
山
市
百
枝
月

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

岡
山
大
学
・
邑

久
考
古
館
・
時

実
黙
水

近
藤
(1
95
1・
19
61
)、
木
村

(1
97
3)
、
春
成
(1
99
0)
、
中

野
(1
99
2)

小
破
片
8、
鹿
の
絵
、

邪
視
文
鐸
に
近
似

岡
山
14

備
前
岡
山
市
草
ケ
部
大
廻
山

突
線
鉦
1式

6区
袈
裟

文
化
庁

木
村
(1
97
3)
、
中
野
(1
99
2)

岡
山
15

備
前
岡
山
市
百
枚
月
西
畑

19
72
扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

(2
98
)

岡
山
大
学
文
学

苫
h

近
藤
・
根
木
(1
97
3)
、
近
藤

(1
98
6)
、
春
成
(1
98
9)
、
中

野
(1
99
2)

岡
山
16

備
前
(伝
)岡
山
市
吉
原
西
庄

付
近

突
線
針
式

近
藤
・
根
木
(1
97
3)
、
春
成

(1
98
9)
、
中
野
(1
99
2)

岡
山
17

備
前
(伝
)備
前
国

不
明

袈
裟

中
山
説
太
郎
梅
原
(1
95
1)
、
中
野
(1
99
2)
小
形
。
池
田
家
旧
蔵

岡
山
18

美
作
勝
田
郡
勝
央
町
念
仏
塚

19
50
外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

津
山
市
教
育
委

員
会
・
津
山
郷

土
博
物
館

近
藤
(1
95
1・
19
93
)、
津
山
市

教
委
(1
98
7)
、
中
野
(1
99
2)

岡
山
19

美
作
(伝
)苫
田
郡
鏡
野
町

19
63
突
線
鉦
式
?

突
線
鉦
式
?

90
+?

60
+?

不
明

山
陽
新
聞
(1
97
3)
、
中
野

(1
99
2)

岡
山
20

偏
中
井
原
市
下
稲
木
町
兼
安

字
明
見

19
92
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

長
約
55
cm
、
短
径
約

35
cm
、
協
亀
さ
芽勺
35
cm

の
上
獲
に
鰭
を
上

下
に
し
て
埋
納

井
原
市
教
育
委

員
会
保
管

岡
山
県
教
委
(1
99
3)
、
小
村

(1
99
5)

朱
彩

岡
山
21

備
中
岡
山
市
高
塚
遺
跡
フ
ロ

ヤ
調
査
区

突
線
tl
L式

3区
流
水
文

57
 7

長
径
73
cm
、
短
径
43

cm
、
深
さ
約
40
師
の
上

渡
に
鰭
を
立
て
て
埋
納

後
期
初
頭
の

上
器
片

古
代
吉
備
文
化

財
セ
ン
タ
ー
岡
本
・
平
井
・
朝
倉
(1
99
1)

中
野
(1
99
2)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

岡
山
22

備
中
岡
山
市
高
塚
遺
跡
角
田

調
査
区

不
明

袈
裟

柱
穴
状
遺
構

古
代
吉
備
文
化

財
セ
ン
タ
ー

岡
山
県
教
委
(1
99
0)
、
中
野

(1
99
2)

小
破
片



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
  
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
危
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

岡
山
23

備
前
岡
山
市
雄
町
13
7

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

鰭
を
水
平
に
し
て

土
羨
に
埋
納

岡
山
県
博

高
橋
・
河
本
(1
98
7)
、
高
橋

(1
99
0)
、
中
野
(1
99
2)

岡
山
24

備
前
玉
野
市
沖
海
底

突
線
鉦
式

玉
野
市
教
委
、玉
野

市
文
化
会
館

中
国
新
聞
(1
98
9)
、
中
野

(1
99
2)

裾
部
破
片

岡
山
25

備
前
浅
日
郡
船
穂
町
柳
井
原

中
野
(1
99
2)

岡
山
26

備
中
倉
敷
市
矢
部
地
内

小
銅
鐸

土
坑
内
よ
り
鉦
を
垂
直

に
立
て
た
状
態
で
出
土

土
器

岡
山
県
教
育
委

員
会

江
見
(1
98
7)

広
島
1
安
芸
広
島
市
東
区
安
芸
町
福

田
木
の
宗
山

外
縁
付
鉦
1式
(福

田
型
)

2区
横
帯

会
Jと
支

光
町
清
子

谷
井
住
91
3)
、
梅
原
(1
92
7)
、
春
成

(1
98
9)
、
広
島
県
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
99
働
、
神
戸
市
博
(1
99
8)

邪
視
文
保

広
島
2

備
後
世
羅
郡
世
羅
西
町
黒
川

下
陰
地

扁
平
錘
式

4区
袈
裟

広
島
県
教
育
委

員
会

松
崎
他
(1
96
6)
、
中
野
(1
99
か
、
広

島
県
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
99
3)
、
神

戸
市
博
(1
99
3)

徳
島
1

阿
波
鳴
門
市
大
麻
町
檜
・
乾
谷

突
線
鉦
4式

近
畿
II
IA

約
93

梅
原
92
7)

拓
本
現
存

徳
島
2

阿
波
阿
南
市
オ
見
町

18
35

不
明

小
杉
91
41
、
梅
原
(1
92
7)

徳
島
3

阿
波
麻
植
郡
川
島
町
川
島
神

後

18
67
以
前
外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)
、
辰
馬
(1
98
8)
追
刻
あ
り
 3
 2
8k
g

徳
島
4

阿
波
阿
南
市
下
大
野
町
八
貫

渡

18
67
以
前
突
線
鉦
4か
5式

近
畿
Ⅲ
か
Ⅳ
式
28
3+

鬼
田
高
助

梅
原
(1
92
7)

鉦
の
み
現
存
。
18
86
年

出
土
説

徳
島
5

阿
波
阿
波
郡
阿
波
町
久
勝
18
79
-1
88
0
不
明

約
30

徳
島
6

阿
波
(伝
)阿
南
市
山
口
町
長

者
ケ
原

18
92
-1
89
3
扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

6区
袈
裟

64
 2
5

41
 0

徳
島
県
立
博
物

館

梅
原
(1
92
7)
、
三
木
(1
97
1)

魚
島
(1
99
2)

区
内
鋸
歯
文
・
4頭
渦

文
、
摂
津
Ⅳ
に
類
似
・

赤
彩
 6
 6
2k
g

2 
5k
g

徳
島
7

阿
波
麻
植
郡
鴨
島
町
森
藤
18
94
--
18
96
不
明

約
21

梅
原
(1
92
7)

徳
島
8

阿
波
麻
植
郡
鴨
島
町
上
浦
工

子
壇
13
卜
2

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟
34
7+

東
博
13
26
2
梅
原
(1
92
つ
、
東
博
(1
98
1)
区
画
内
出
土
後
う
ち
ぬ

き

徳
島
9

阿
波
阿
南
市
山
口
町
末
広
ク

レ
ン
谷
17
9

突
線
鉦
2式

6区
流
水
文

田
村
藤
太
郎
梅
原
(1
92
7)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

徳
島
10

阿
波
徳
島
市
八
多
町

推
 
突
線
鉦
式

推
 
近
畿
式

朝
笠
90
 9

田
所
(孔
91
7)
、
梅
原
(1
92
7)
友
兼
氏
の
控
山
出
土

徳
島
■

阿
波
徳
島
市
入
多
町
居
内

推
 
突
線
鉦
式

推
 
近
畿
式

約
14
5

田
所
(1
91
の
、
梅
原
(1
92
7)

徳
島
12

阿
波
板
野
郡
上
板
町
神
宅
字

山
田
98

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

東
博
78
98

梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

徳
島
13

阿
波
阿
商
市
椿
町
曲
り

扁
平
鉦
式

不
明

6区
袈
裟

6区
袈
裟

42
 4

身
31
、

現
高
34
5

松
浦
菊
男

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7・
19
41
)、
神
戸

市
博
(1
99
3)

1 
5k
g

徳
島
14

阿
波
小
松
島
市
立
江
町
赤
石
勢
合

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

約
36

西
野
武
明

梅
原
(1
94
1)

徳
島
15

阿
波
徳
島
市
上
八
万
町
・
星

河
内
美
田

19
32
扁
平
AF
■
式

4区
袈
裟

約
30

東
北
大
学
・
徳
島
県

立
博
物
館
'同
志
社

大
学
、鎌
田
共
済
会

郷
土
博
物
館

三
木
(1
97
6)

韻 ∞ ＝ 　 豊 縞 ・ 卵 鵡 ミ Ⅷ 当 錦 Ｅ 肝 巌 苗 洲



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
  
地
出
土
年

型
式

文
様

高
さ
同
抱
関
係
塩 追

構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

徳
島
15

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
針
式

扁
平
鉦
式

扁
平
aI
L式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

約 約 約 約 約 約

徳
島
16

阿
波
徳
島
市
国
府
町
西
矢
野

源
田

突
線
鉦
1式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

6区
裂
裟

6区
袈
裟

6区
袈
裟

52
 0

41
 3

中
広
銅
剣
1

中
広
銅
剣
1

中
広
銅
剣
1

東
博
36
49
4

東
博
36
49
3

東
博
36
49
5

三
木
(1
95
0)
、
東
博
(1
98
1)

神
戸
市
博
(1
99
3)

2 
22
kg

現
在
残
欠

徳
島
17

阿
波
徳
島
市
入
田
町
・
安
都

真

19
59
扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

4区
袈
裟

29
 5

21
 7

24
6+
身
21

備
前
5

高
橋
寛
―
(徳
島
県

立
博
物
館
保
管
)

三
木
(1
96
5)

1 
26
kg

55
4 
4k
g

36
0g
19
3 
2k
g

得
島
18

阿
波
阿
南
市
下
大
野
町
畑
田

58
3

突
線
鉦
2式

近
畿
IB

国
立
歴
史
民
俗

資
料
館

三
木
(1
96
7)
、
神
戸
市
博

(1
99
8)

内
面
突
帯
を
欠
く 
6 
3k
g

徳
島
19

阿
波
(伝
)徳
島
市
八
万
町
下

入
万
福
万
谷

19
67
以
前
不
明

小
杉
(1
91
4)
、
梅
原
(1
92
7)

徳
島
20

阿
波
(伝
)徳
島
市
榎
瀬
町

18
68
-―
外
縁
付
鉦
式

2区
流
水
文

大
和
9

反
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)
、
辰
馬
(1
98
8)
4 
46
kg

徳
島
21

阿
波
(伝
)三
好
郡
西
祖
谷
村

榎
名

明
治
中
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

=4
55

鉾
神
社

西
祖
谷
山
村
(1
92
2)
、
梅
原

(1
92
7)

御
神
体

徳
島
22

阿
波
(伝
)那
賀
郡
長
生
村
付

近

不
明

梅
原
(1
92
7)

徳
島
23

阿
波
(伝
)阿
波
郡
阿
波
町
本

町
・
久
千
田

18
79
頃
不
明

梅
原
(1
92
7)

徳
島
24

阿
波
(伝
)吉
野
川
沿
岸

外
縁
付
鉦
式

2区
流
水
文
42
+
因
幡
越
路

讃
岐
一
ノ

谷

天
理
参
考
館
置
田
(1
97
1)
、
三
木
(1
97
4)

神
戸
市
博
(1
99
3)

鉦
頂
欠
、
因
幡
Vと
酷

似
・
区
画
内
に
連
渦
文

徳
島
25

阿
波
(伝
)美
馬
郡
協
町

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

徳
島
26

阿
波
(伝
)阿
波
国

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

梅
原
(1
92
7)

渦
森
型

徳
島
27

阿
波
徳
島
市
名
東
町
名
東
遺

跡

19
87
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

長
辺
60
cm
、
短
辺
35

cm
、
深
30
om
の
不
整

長
方
形
の
土
渡
,鰭

を
立
て
て
埋
納

勝
浦
(1
98
7)
、
一
山
・
勝
浦

(1
98
8)
、
徳
島
市
教
委

(1
98
7)

方
形
周
溝
群
の
一
角
よ

り
出
±
 8
77
79
g

徳
島
28

阿
波
徳
島
市
国
府
町
矢
野
遺

跡

突
線
鉦
5式
(近
畿

Ⅳ
式
)

6区
袈
裟

長
軸
13
ic
m、
短
軸
61
cl
n

の
隅
九
長
方
形
の
上
壊
、

鰭
を
立
て
て
埋
納

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
(1
99
3)

17
 5
kg

徳
島
29

阿
波
阿
南
市
上
大
野
町
小
山

田

19
37
頃
推
 
突
線
鉦
式

推
 
近
畿
式

約
50

阿
南
市
教
委
(1
98
7)

阿
部
里
司
の
調
査
に
よ

る

香
川
1

讃
岐
善
通
寺
市
大
麻
町
大
麻

山

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

多
和
文
庫

梅
原
(1
92
7)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

シ
ン
ネ
バ
エ
の
1鐸
と

す
る
説
あ
り



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地
出
土
年

型
  
式

文
  
様

高
さ
同
電
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

香
川
2

讃
岐
善
通
寺
市
北
原
シ
ン
ネ
18
67
以
前
不
明

矢
原
(1
96
1)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

香
川
3

讃
岐
木
田
郡
三
木
町
下
高
岡

白
山

18
72
?
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

関
(1
90
0)
、
沼
田
(1
91
3)
、

梅
原
(1
92
7)
、
辰
馬
(1
98
8)
、

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

香
川
4

讃
岐
木
田
郡
牟
礼
町
源
氏
峰

ノ
タ
バ

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟
39
1+

六
高
寺

上
原
(1
92
4)
、
梅
原
(1
92
7)

瀬
戸
内
海
歴
え
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

香
川
5

讃
岐
仲
多
度
郡
満
濃
町
吉
野

(扁
平
鉦
式
)

6区
袈
裟

多
和
文
庫

梅
原
(1
92
7)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

破
片

香
川
6

讃
岐
観
音
寺
市
古
川
町
南
下

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

東
博
98
81

上
原
(1
92
3)
、
梅
原
(1
92
7)

三
木
(1
96
8)
、
東
博
(1
98
1)

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

豊
田
出
土
説
あ
り
43
47

kg

香
川
7

讃
岐
綾
歌
郡
綾
商
町
陶
内
間

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

推
t3
0

岡
田
(1
93
1)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

香
川
8

讃
岐
三
豊
郡
高
瀬
町
羽
方
西

ノ
谷

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

平
形
銅
剣
東
博
20
11
8
上
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
、

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

香
川
9

讃
岐
坂
出
市
加
茂
町
明
神
原

外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

千
葉
繁
芳

寺
田
(1
94
1)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

内
面
突
帯
2条
。
2 
7k
g

香
川
10

讃
岐
小
豆
郡
内
海
町
安
田

19
29
外
縁
付
鉦
2式
(扁

平
鉦
式
)

4区
袈
裟

平
形
銅
剣
土
庄
自
動
車
株

式
会
社

寺
田
(1
93
5・
19
37
)、
三
木

(1
94
0)
、
瀬
戸
内
海
歴
史
民

俗
資
料
館
(1
98
3)

香
川
11

讃
岐
丸
亀
市
土
器
町
青
野
山

麓
 
田
潮
八
幡
附
近

19
42
´
-1
94
3
不
明

焼
失

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

破
片
が
出
土

香
'I
11
2

讃
岐
菩
通
寺
市
吉
原
町
我
拝

師
山
北
面

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

摂
津
21

文
化
庁

石
川
・
松
本
(1
96
6)
、
瀬
戸

内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)
、
神
戸
市
博
(1
99
3)

摂
津
東
奈
良
Rl
鋳
型

製
品

香
川
13

讃
岐
大
川
郡
寒
川
町
加
藤
森

広

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

香
川
県
教
育
委

員
会

ぞ
早
サI
I垢
許
之
文
2零
(1
97
9'
 1
98
3)
、

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

/1
ヽ
破
,キ
10

香
川
14

讃
岐
(伝
)木
田
郡
内

不
明

香
川
15

讃
岐
(伝
)イ
中
多
度
郡
内

不
明

香
川
16

讃
岐
(伝
)(
讃
岐
国
某
山
中
)
18
17
以
前
扁
平
鉱
式

6区
袈
裟

東
博
37
43
3
若
林
(1
89
1)
、
日
中
(1
89
4)
、
梅

原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)
、
瀬
戸

内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

大
橋
八
郎
旧
蔵
。
区
画

内
絵
画
 3
 2
94
kg

香
川
17

讃
岐
(伝
)(
讃
岐
国
)

外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

32
_7
摂
津
(兵

庫
)6

琴
陵
光
重

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

東
京
に
て
購
入
 1
9

kg

香
川
18

讃
岐
(伝
)善
通
寺
市
善
通
寺

五
重
搭
下

突
線
鉦
2式

近
畿
IA

約
51
6

善
通
寺

梅
原
(1
92
7)
、
寺
田
(1
92
7)

瀬
戸
内
海
歴
え
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

大
麻
山
出
土
説
、
県
外

太
平
洋
岸
地
域
出
土
説

あ
り

削 ∞ 柵 　 獣 鞘 ・ 昇 弟 ミ 珊 豊 弟 Ｖ 肝 麟 苗 �



県
 
名
旧
国
名
出
  
土
 
地
出
土
年

型
  
 
式

文
  
様
高
さ
同
籠
関
係
遣
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

香
川
19

讃
岐
善
通
寺
市
仙
遊
町

不
明

37
+α

(包
含
層
)

弥
生
土
器
・

須
恵
器

香
川
県
教
育
委

員
会

Jヒ
山
(1
99
3)

/1
韓
同
鐸

愛
壌
1

伊
予
(伊
予
国
)

外
縁
付
鉦
式

2区
流
水
文

約
60

不
明

清
野
(1
95
5)

高
知
1

土
佐
南
国
市
大
 
町
田

17
75
扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

約
42
4

梅
原
(1
92
7)
、
岡
本
(1
96
8)

高
知
2

土
佐
香
美
郡
土
佐
山
田
町
楠

目

18
05
突
線
鉦
3式

近
畿
HA

約
70

梅
原
(1
92
7)
、
岡
本
(1
96
8)

高
知
3

土
佐
安
芸
市
伊
尾
木
切
畑
山

突
線
鉦
4式

不
明

近
畿
II
I 
C

梅
原
(1
92
7)
、
岡
本
(1
96
8)

梅
原
(1
92
7)
、
岡
本
(1
96
8)

高
知
4

土
佐
南
国
市
田
村
正
善

18
82
´
-1
98
3
突
線
鉦
2式

近
畿
IA

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)
、
岡
本
(1
96
8)
内
面
突
帯
磨
滅

高
知
5

土
佐
(伝
)香
美
郡
香
北
町
韮

生
野
付
近

17
46
以
前

17
46
以
前

突
線
鉦
3式

突
線
鉦
3式

近
畿
HB

近
畿
HA

美
良
布
神
社

美
良
布
神
社

梅
原
(1
92
7)
、
岡
本
(1
96
8)
神
社
神
宝

高
知
6

土
佐
(伝
)土
佐
郡
土
佐
町
土

居

16
43
以
前
突
線
鉦
2式

近
畿
IA

約
60

琴
平
神
社

寺
石
(1
88
9)
、
梅
原
(1
92
7)

岡
本
(1
96
8)

神
社
神
体

高
知
7

土
佐
(伝
)香
美
郡

扁
平
鉦
式

全
面
1区
流
水
文
40
 5
+

辰
馬
考
古
資
料

館

岡
本
(1
96
8)

鉦
頂
欠
。
復
元
高
46
7

高
知
8

土
佐
(伝
)馬
路
村
相
名
熊
野

神
社
附
近

突
線
鉦
2式

6区
袈
裟

熊
野
神
社

岡
本
・
山
本
(1
98
4)

神
社
神
体

高
知
9

土
佐
(伝
)高
知
県

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

47
 7

有
環

東
博
(1
98
1)
、
辰
馬
(1
98
5)
、

辰
馬
(1
98
8)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

福
岡
1

一 則
佑 九
福
岡
市
東
区
馬
出
。
九

州
大
学
病
院

錘
欠

中
山
(1
92
9)

病
院
建
設
中
に
発
見

不
明
1

菱
環
鉦
2式

横
帝
文

23
7+

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)
、
辰
馬
(1
97
8・

19
88
)、
春
成
(1
98
4)

錘
欠
、
鋸
歯
文
横
帝
、

山
川
七
左
衛
門
旧
蔵

不
明
2

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟
19
7+

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8)

不
明
3

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟
27
4+

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8・
19
88
)

不
明
4

外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8・
19
88
)、
神
戸

市
博
(1
99
3)

区
画
内
に
渦
文

不
明
5

外
縁
付
鉦
1式

2区
流
水
文

伝
近
江
2

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8)

不
明
6

外
縁
付
鉦
1式

2区
流
水
文

兵
庫
81

近
江
21

伯
者
3

不
明
7

辰
馬
考
古
資
料

館

三
木
(1
97
4)
、
辰
馬
(1
97
8・

19
88
)、
神
戸
市
博
(1
99
3)
、

森
田
(1
99
4)

耳
1対

不
明
7

外
縁
付
鉦
1式

2区
流
水
文

兵
庫
81

近
江
21

伯
者
3

不
明
6

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8・
19
85
・
19
88
)

神
戸
市
博
(1
99
3)
、
森
田

(1
99
4)

耳
な
し
。
吉
川
霊
華
旧

蔵



県
 
名
旧
国
名

出
土

地
出
土
年

型
式

文
様

高
さ
同
籠
関
係
遺

構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

不
明
8

扁
平
鉦
式

横
6区
袈
裟
12
7+

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8。
19
88
)

鉦
と
身
の
裾
部
欠

不
明
9

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8)

不
明
10

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8)

不
明
11

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8・
19
85
。
19
88
)

不
明
12

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8・
19
85
。
19
88
)

不
明
13

扁
平
41
L式

6区
袈
裟

辰
馬
考
古
資
料

館

梅
原
(1
92
7)
、
辰
馬
(1
97
8・

19
85
)、
神
戸
市
博
(1
99
3)

裾
部
は
「
傷
放
し
」

不
明
14

突
線
鉦
1式

全
面
1区
流
水
文
55
2+

辰
馬
考
古
資
料

館

中
山
(1
92
9)
、
展
馬
(1
98
5。

19
88
)

飾
耳
欠
、
偽
銘
有
り
、

深
見
平
次
郎
旧
蔵

不
明
15

推
定
 
奈
良
県

突
線
鉦
1式

2区
流
水
文

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
97
8・
19
85
・
19
88
)、

清
野
(1
95
5)
、
難
波
(1
99
1)
、

神
戸
市
博
(1
99
3)

大
和
Vに
酷
似
(同

箔
)、
大
和
出
土
か

不
明
16

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟
19
3+

天
理
参
考
館

〈 3
4-
33
〉

置
田
(1
97
1)

錘
欠

不
明
17

突
線
鉦
3式

近
畿
HB

64
 8
+

天
理
参
考
館

〈 3
5-
55
〉

置
田
(1
97
1)

近
江
4の
1個
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
鉦
の
飾

耳
欠

不
明
18

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
C

11
45

天
理
参
考
館

〈 3
3-
5〉

置
田
(1
97
1)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

不
明
19

菱
環
鉦
1式

横
帯
文

東
博
35
50
9
梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

春
成
(1
98
4)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

身
都
片
面
は
縦
に
無
文

帯
。
神
田
孝
平
旧
蔵

不
明
20

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

31
 2

東
博
36
66
7
梅
原
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
1)

神
戸
市
博
(1
99
3)

区
画
内
に
絵
画
。
伊
達

弥
助
旧
蔵

不
明
21

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟
38
4+

明
治
大
学
2号
明
治
大
学
(1
99
0)

鉦
頂
欠

不
明
22

突
線
鉦
1式

4区
袈
裟

明
治
大
学
3号
明
治
大
学
(1
99
0)
、
神
戸
市

博
(1
99
3)

不
明
23

突
線
鉦
2式

近
畿
I式

23
_3
+

石
原
和
子
・
岡

山
県
立
博
物
館

鉦
の
み

不
明
24

突
線
al
1 
3式

三
遠
式

岡
山
県
立
惇
物
館

〈 1
-0
3-
03
-0
09
〉

三
本
(1
97
4)

片
面
4区
、
他
面
6区

不
明
25

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

大
英
博
物
館
3

号

梅
原
(1
92
7)
、
神
戸
市
博

(1
99
3)

銀
内
縁
に
車
輸
文
、
ゴ
ー

ラ
ン
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

不
明
26

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
B

約
10
35

名
古
屋
市
立
博

物
館

梅
原
(1
92
7)
、
野
洲
町
立
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
8)

18
85
年
以
前
近
江
出

土
?下
郷
共
済
会
旧
蔵

不
明
27

外
縁
付
鉦
2式

2区
流
水
文

藤
田
美
術
館
三
木
(1
97
4)
、
泉
北
考
古
資

料
館
(1
98
6)

韻 ∞ 柵 　 豊 穣 ・ 井 弟 ミ 瓢冊 鐵 弟 Ｖ 肝 巌 添 洲
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県
 
名
旧
国
名
出
  
土
  
地
出
土
年

型
  
式

文
  
様
高
さ
同
鼈
関
係
遺
  
構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

不
明
28

突
線
鉦
2式

近
畿
IA

62
 0

救
世
熱
海
美
術
館

不
明
29

不
明

■
区
袈
裟

糸
92
7

ダ
ブ
リ
ン
博
物

館

梅
原
(1
92
7)

不
明
30

不
明

6区
袈
裟

約
33

エ
ヂ
ン
バ
ラ
博

物
館

梅
原
(1
92
7)

マ
ン
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ

ン

不
明
31

不
明

25
前
後

ル
ー
ブ
ル
美
術

館

梅
原
(1
92
7)

身
8～
9寸

不
明
32

不
明

6区
袈
裟

*'
40
 5

慶
応
大
学

不
明
33

外
縁
付
鉦
1式

4区
袈
裟

兵
庫
61
・

2・
伝
兵
庫

2

阿
形
邦
三

藤
井
・
田
代
他
(1
97
6)

不
明
34

外
縁
付
針
2式

4区
袈
裟

片
岡
俊
彦

舞
に
鋸
歯
文

不
明
35

外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

崇
福
寺

中
山
(1
92
9)

鉦
欠

不
明
36

不
明

□
区
袈
裟
23
3+

笹
野
千
代

不
明
37

不
明

□
区
袈
裟
29
0+

笹
野
千
代

不
明
38

突
線
鉦
2式

6区
袈
裟
32
6+

笹
野
千
代

鉦
欠
、
縦
横
帯
と
も
軸

突
線
あ
り
。
区
画
内
研

磨
。
兵
庫
9の
後
身

不
明
39

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

不
明

梅
原
(1
92
7)

区
画
内
絵
画
。
拓
本
、

見
取
図
現
存
。
谷
文
晃

旧
蔵

不
明
40

突
線
鉦
3式

近
畿
HC

吉
水
神
社

不
明
41

扁
平
SI
L式

4区
袈
裟

梅
原
(1
92
7)
、
泉
北
考
古
資

釉
 (
19
86
)

渦
森
型
、
平
泉
澄
香
1

号

不
明
42

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟
21
3+

梅
原
(1
92
7)

鉦
頂
欠
、
平
泉
澄
香
2

号

不
明
43

外
縁
付
鉦
1式

流
水
文

約
30
+

梅
原
(1
92
7)

鉦
頂
欠
、
平
泉
澄
香
3

号
、
身
22
.8
cm

不
明
44

外
縁
付
鉦
式

19
5+

梅
原
(1
92
7)

aE
L欠
、
阪
本
保
三
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

不
明
45

外
縁
付
鉦
2式

6区
袈
裟
37
8+

梅
原
(1
92
7)

鉦
頂
欠
、
驚
池
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

不
明
46

突
線
鉦
4式

近
畿
Ⅲ
C

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
く1
8

68
〉

繭
山
龍
泉
堂
(1
96
6)

不
明
47

突
線
鉦
1式

6区
袈
裟

ウ
ー
ス
タ
ー
美

術
館
〈 1
96
2、

15
〉

繭
山
龍
泉
堂
(1
96
6)

不
明
48

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟
54
0+

ウ
ィ
ン
民
族
博

″″
会 官
 
〈 3
74
37
〉

繭
山
龍
泉
堂
(1
96
6)

銀
頂
欠
、
シ
ー
ボ
ル
ト

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

不
明
49

外
縁
付
鉦
2式

流
水
文
?

約
30

梅
原
(1
92
7)

長
谷
川
桂
山
コ
レ
ク
シ



県
 
名
旧
国
名

出
土

地
出
土
年

型
式

文
様
高
さ
同
電
関
係
遺

構
伴
出
品
所
蔵
・
保
管

文
献

備
考

不
明
50

外
縁
付
飢
1式

2区
流
水
文

梅
原
(1
92
7)

山
川
七
左
衛
門
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

不
明
51

扁
平
9■
式

袈
裟

30
前
後

梅
原
(1
92
7)

山
川
七
左
衛
文
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

不
明
52

扁
平
鉦
式

6区
袈
裟

ピ
ー
ボ
デ
ィ
博
物
館
コ

レ
ク
シ
ョ
ン

不
明
53

扁
平
銀
式

4区
袈
裟

23
.3

梅
原
(1
92
7)

木
村
喜
左
門
コ
レ
ク
シ

不
明
54

扁
平
飢
式

4区
袈
裟

33
+

梅
原
(1
92
7)

錘
欠
、
森
田
一
善
堂

不
明
55

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

約
21

焼
夫

梅
原
(1
92
7)

玉
井
久
次
郎
ヨ
レ
ク
シ

ョ
ン

不
明
56

不
明

22
.5

焼
夫

梅
原
(1
92
7)

「
厚
手
、
古
調
」
、
細
川

潤
次
郎
旧
蔵

不
明
57

不
明

袈
裟

梅
原
(1
92
7)

飢
欠
、
中
山
豊
男
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

不
明
58

不
明

6区
袈
裟

61
 5

梅
原
(1
92
7)

原
嘉
道
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

不
明
59

突
線
鉦
3式

近
畿
HC

64
 5

梅
原
(1
92
7)

近
江
4の
一
個
か
。
鈴

木
駅
次
旧
蔵

不
明
60

突
線
鉦
3式

三
遠
式

住
友
博
古
館
梅
原
(1
92
7)

不
明
61

突
線
鉦
式

近
畿
式

約
10
0+

誓
願
寺

梅
原
(1
92
7)

鉦
、
底
部
欠

不
明
62

突
線
鉦
1式

全
面
1区
流
水
文

不
明
63

扁
平
鉦
式

4区
袈
裟

松
本
清
張

渦
森
型
、
区
画
内
に
四

頭
渦
文

不
明
64

外
縁
付
鉦
式

4区
裂
裟

鳥
取
県
立
博
館
泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
伝
河
内
出
土

不
明
65

外
縁
付
鉦
1式

4区
裂
裟

23
.8
+

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
98
5。
19
88
)

二
重
磯
山
鐸
 
身
下
半

欠

不
明
66

突
線
鉦
5式

近
畿
式

11
6.
5

辰
馬
考
古
資
料

館

辰
馬
(1
98
8)

不
明
67

席
平
鉦
式

4区
袈
裟

46
 9

大
阪
市
立
美
術

館

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
長
尾
博
物
館
旧
蔵

不
明
68

外
縁
付
鉦
2式

4区
袈
裟

22
 3

大
阪
市
立
美
術

館

泉
北
考
古
資
料
館
(1
98
6)
岸
和
田
市
白
井
家
旧
蔵

コ
ミ

'日

69
扁
平
鉦
2式

4区
袈
裟

大
阪
市
立
美
術

館

神
戸
市
博
(1
99
3)

不
明
70

突
線
鉦
2式

近
畿
X

51
.5

関
西
大
学
考
古

学
等
資
料
室

神
戸
市
博
(1
99
3)

鴻 ∞ 報 　 自 納 ・ 昇 粥 熊 剤 豊 弟 Ｆ 卜 巌 � 洲
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武
器
形
青
銅
器
出
土
地
名
表

番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

４ 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

群
馬
ユ
甘
楽
郡
甘
楽
町
三
ツ
俣
遺
跡

克
不
明

埼
玉
県
博
(
19
94
)、
甘
楽
町
教
委
(1
99
5)
、

小
安
(1
99
5)

再
加
工
を
受
け
片
側
刃
部
下
半
の
み

石
'十

1
金
沢
市
藤
江
B貴
跡

中
細
形
C?

河
道
跡
内
の
包
含
層

(凹
線
文
期
)

石
川
県
立
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー

樋
先
端
付
近
の
断
片
、
遺
存
状
況
不
良

長
野
1
長
野
市
塩
崎
松
節

不
明
不
明

長
野
市
博
物
館

信
濃
史
料
刊
行
会
(1
95
6)
、
桐
原
(1
96
6)
形
態
特
異
で
、
父
」
と
も
矛
と
も
支
と
も
と
れ
る
 
鋒

部
の
み
、
中
心
に
突
線
陽
出

長
野
2
埴
科
郡
戸
倉
町
若
宮
箭
塚
(伝
)

細
形

出
土
状
態
不
明

不
明

佐
良
支
奈
神
社
→
戸

倉
町
歴
史
資
料
館
展

不

中
山
・
坂
日
・
森
本
(1
92
9)
、
信
濃
(1
95
6)

桐
原
(1
96
6)

鋒
部
の
み
で
、
脊
部
に
二
次
的
加
工
を
加
え
茎
を
作

り
だ
し
、
関
部
に
双
孔
を
穿
つ

長
野
3
北
安
曇
郡
小
谷
村

党
未
設
定

出
土
地
不
明

大
町
市
海
ノ
ロ
諏
訪

神
社
蔵

角 原

両 桐

19
33
)、
信
濃
刊
行
会
、
大
場
(1
94
9)

19
66
)、
難
波
(1
98
6)

樋
先
端
合
致
せ
ず
、
脊
上
飼
有

愛
知
1
名
古
屋
市
守
山
区
志
段
味

細
形
Ⅳ
?

畑
地
開
墾
時
発
見

長
谷
川
虎
雄

島
田
19
31
)、
小
栗
(1
93
1)
、
梶
山
(1
98
6)
関
に
双
孔
あ
り
、
再
加
工
(小
田
「
細
形
Ⅲ
」
?)

大
阪
1
大
阪
市
平
野
区
加
美
遺
跡

鉄
剣
形

竪
穴
式
住
居
内
周
溝

大
阪
市
教
育
委
員
会
瀬
川
(1
97
8)
、
永
島
(1
98
4)

住
居
は
弥
生
終
未
～
古
墳
初
、
関
に
2孔
、
茎
に
1

孔
、
計
3孔
あ
り

大
阪
2
高
槻
市
大
塚
町
淀
川
河
川
敷

売
大
阪
湾
型
b
盛
土
の
中
か
ら
採
集

川
底
の
遺
物
包
含
層
に

属
す
か

大
阪
府
教
育
委
員
会
瀬
川
(1
97
8)
、
三
木
(1
96
6)
、
迂
路
存
臨
子

(1
97
7)

鋒
部
の
み
、
石
斧
、
石
槍
の
破
片
も
採
集

大
阪
3
河
内
長
野
市
金
胎
山
(伝
)

矛
中
広
形

現
存
せ
ず

堀
田
(1
97
5)

「
広
形
銅
鉾
」
と
あ
る
が
詳
細
不
明

大
阪
4
東
大
阪
市
瓜
生
堂
遺
跡
2B
ト

レ
ン
チ
3P
T3
区
包
含
層

支
大
阪
湾
型
C
弥
生
中
期
河
川
堆
積
層
土
器

大
阪
府
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
(1
98
0)
、
岡
崎

(1
98
2)

大
阪
5
東
大
阪
市
瓜
生
堂

党
大
阪
湾
型
C
工
事
現
場
の
盛
り
上
か

ら
採
集

東
大
限
市
立
郷
土
博

物
館

荻
田
(1
96
6)

鋒
部
の
み

大
阪
6
入
尾
市
久
宝
寺
遺
跡
南
地
区
第

1調
査
区
D-
2地
区
土
坑
15

曳
大
阪
湾
型
C
中
期
末
の
祭
万
巳
的
様
オロ

の
強
い
土
坑

三
好
(1
98
7)

樋
内
を
再
加
工
し
た
小
片
、
表
裏
で
文
様
異
な
る
、

小
孔
2有

兵
庫
1
佐
用
郡
南
光
町
西
徳
久
字
高
下

平
松
遺
跡

中
細
形
b(
By
)
積
石
の
最
低
部

天
一
神
社
世
話
人
島
田
(1
92
6)
、
種
定
(1
99
0)

関
部
欠
損
、
双
孔
あ
り
、
出
土
後
の
改
変
あ
り

兵
庫
2
赤
穂
郡
上
郡
町
別
名
前
山

東
部
顔
戸
内
系

平
形

東
部
瀬
戸
内
系

平
形

東
部
瀬
戸
内
系

平
形

保
土
中
表
土
層
よ
り
出

土

有
牟
考
古
館

高
橋
・
松
岡
(1
96
9)
、
種
定
(1
99
0)
、
lF
tl
有

年
考
古
館
(
19
91
)、
吉
田
(1
99
3)
、
兵
庫
県

史
編
集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

近
藤
「
平
形
銅
剣
C」
翼
部
欠
夫
箇
所
多

近
藤
「
平
形
銅
剣
C」
翼
部
欠
夫
箇
所
多

近
藤
「
平
形
銅
剣
C」
鋒
近
く
の
断
片

兵
庫
3
姫
路
市
綱
干
区
宮
内

矛
広
形

出
土
地
不
明

魚
吹
八
幡
神
社

神
戸
新
聞
社
(1
95
9)
、
神
戸
市
教
育
委
員
会

(1
96
9)
、
種
定
(1
99
0)
、
兵
庫
県
史
編
集
専

門
委
員
会
(1
99
2)

対
馬
下
県
郡
阿
進
出
土
品
と
ほ
と
ん
ど
同
形
と
い
う

兵
庫
4
三
木
市
別
所
町
正
法
寺

中
細
形
C(
Dy
)

永
尾
 
克

神
戸
新
聞
社
(1
95
9)
、
神
戸
市
教
育
委
員
会

(1
96
9)
、
種
定
(1
99
0)
、
吉
田
(1
99
3)
、
兵

庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

関
部
双
孔
あ
り
 
身
下
半
の
み
 
正
法
寺
山
と
和
田

山
の
鞍
部
よ
り
出
土

兵
庫
5
神
戸
市
灘
区
桜
ケ
丘
町
(通
称

神
岡
)

支
大
阪
湾
型
b

7本
埋
納
娯
中

外
縁
付
鉦
式
銅

鐸
4、
扁
平
鉦

式
銅
鐸
10

神
戸
市
立
博
物
館
神
戸
市
教
育
委
員
会
(1
96
9)
、
岡
崎
(1
98
2)

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
(1
99
2)



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
遺

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

兵
庫
6
神
戸
市
灘
区
本
山
町
北
畑
保
久

良
神
社
境
内

支
大
阪
湾
型
C

保
久
良
神
社
、
京
都

国
立
博
物
館
寄
託

神
戸
市
教
育
委
員
会
(1
96
9)
、
樋
口
(1
96
9)
、

岡
崎
(1
98
2)
、
兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

(1
99
2)

兵
庫
7
西
宮
市
甲
山
町
甲
山
山
頂

支
型
式
未
設
定
、

無
樋
式

西
宮
市
教
育
委
員
会
武
藤
(1
97
1)
、
西
宮
市
教
委
(1
97
4)
、
兵
庫

県
史
編
集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

兵
庫
8
三
原
郡
西
淡
町
古
津
路

中
細
形
b(
B,

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
B)

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
Bx
)

中
細
形
b(
By
)

中
細
形
b(
B)

中
細
形
b(
B)

土
砂
採
取
中
、
付
近
一

帯
は
か
つ
て
の
砂
丘
地

文
化
庁
→
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館

神
戸
市
教
育
委
員
会
(1
96
9)
、
武
藤
・
三
木

(1
97
2)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
(1
99
1)
、
吉
田
(1
99
3)
、
兵
庫
県
史
編

集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

複
合
鋸
歯
文
、
有
軸
綾
杉
文
を
も
つ
、
関
部
双
孔
あ

り 関
に
双
孔
あ
り

身
上
半
欠
失
、
関
に
双
孔
あ
り

鋒
部
の
み

鋒
部
の
み

兵
庫
9
神
戸
市
西
区
玉
津
町
田
中

剣
or
矛

(鋒
)

細
形

方
形
周
溝
墓
10
西
溝
内

木
棺
墓

兵
庫
県
教
育
委
員
会
兵
庫
県
教
委
(1
98
4)
、
種
定
(1
99
0)
、
兵
庫

県
史
編
集
専
門
委
員
会
(1
99
2)

人
体
に
残
っ
た
も
の
と
推
定

兵
庫
10
伝
 
氷
上
郡
市
島
町
長
者
ケ
野

古
墳
群

不
明

櫃
本
(1
98
4)

奈
良
l
磯
城
郡
田
原
本
町
多
10
次
調
査

pi
t2
11
5貪
U

剣
(鋒
)
深
樋
式

奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
(1
98
9)

奈
良
2
残
城
郡
田
原
本
町
唐
古
・
鍵
第

33
次
調
査
SD
 1
20

矛
細
形

田
原
本
町
教
育
委
員

会

田
原
本
町
教
委
(1
98
9)

樋
先
端
付
近
の
半
身
を
撃
に
転
用

奈
良
3
桜
井
市
大
福
13
次
調
査

剣
(鋒
)
細
形
な
い
し
古

式
中
細
形

藤
原
宮
期
の
上
坑

桜
井
市
教
育
委
員
会

和
歌
山
ユ
有
田
市
箕
島
町
山
地

党
大
阪
湾
型
a

6本
山
の
八
合
目
の
地
下
南
方
よ
り
銅
鐸

(現
存
せ
ず
)

東
京
国
立
博
物
館
高
橋
(1
92
5)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)

和
歌
山
県
史
編
集
委
員
会
(1
98
3)

鋒
と
内
を
交
互
に
三
日
ず
つ
重
ね
て
あ
っ
た

鳥
取
l
東
イ白
郡
東
伯
町
田
越
イ
ズ
チ
頭
剣
(鋒
)

会 父 父

中
細
形
C

中
細
形
C

中
細
形
Cか
?

中
細
形
Cか
?

小
円
墳
の
箱
式
石
構
中
土
器

東
伯
町
教
育
委
員
会

鳥
取
県
立
博
物
館

現
存
せ
ず

現
存
せ
ず

倉
光
(1
93
3)

10
余
個
の
破
片
と
な
っ
て
検
出
。
鋒
部
4個
は
確
か

に
存
し
た
と
い
う
。

鳥
取
2
鳥
取
市
西
大
路
土
居
遺
跡
C―

4区
貪
U
中
細
形
b(
By
)

Ql
l鳥
取
市
教
育
福
祉
振
興
会
(1
99
3)

身
下
半
の
み
、
関
部
双
孔
有

鳥
取
3
西
伯
郡
岸
本
町
久
古
第
3遺
跡

(口
別
所
地
区
)

中
細
?

岸
本
町
教
育
委
員
会
岸
本
町
教
育
委
員
会
(1
98
9)

身
先
端
部
近
く
の
部
分

島
根
1
簸
川
郡
大
社
町
杵
築
東
真
名
井

神
魂
命
主
神
社
境
内

克
中
細
形
b

大
石
の
下

硬
玉
製
勾
玉
出
雲
大
社

近
藤
(1
96
6)
、
勝
部
(1
98
1)

削 ∞ Ⅲ 　 豊 縞 ・ 井 鵡 ミ Ⅷ 豊 鵡 臣 肝 苫 苗 灘
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卜 ∽ Φ

番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
式

迫 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

島
根
2
伝
 
仁
多
郡
横
田
町
横
田
入
幡

宮
境
内

中
細
形
C(
Cy
)
境
内
拡
張
時
に
発
見

横
田
八
幡
宮
(八
雲

立
つ
風
上
記
の
丘
保

管
)

近
藤
(1
96
6)
、
勝
部
(1
98
1)
、
岡
崎
(1
98
2)
、

二
宅
・
松
本
(1
98
5)

(関
都
に
双
孔
は
な
い
)

島
根
3
伝
 
松
江
市
竹
矢
町

細
形
Hb

鉄
塔
建
設
工
事
の
際
発

見

平
浜
八
幡
宮
(入
雲

立
つ
風
上
記
の
丘
保

管
)

近
藤
(1
96
6)
、
勝
部
(1
98
1)
、
岡
崎
(1
98
幼

小
田
・
革
(1
99
1)
、
三
宅
・
松
本
(1
98
5)

関
部
に
双
孔
あ
り

島
根
4
隠
岐
郡
海
士
町
竹
田

中
細
形
b?
(B
y)
溝
内

土
器
(後
期
)、

鉄
槍
片

海
士
町
教
委
(八
雲

立
つ
風
上
記
の
丘
保

管
)

勝
部
(1
98
1)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
三
宅
・
松
本

(1
98
5)

関
部
、
茎
の
み
残
存
。
双
孔
あ
り

島
根
5
入
束
郡
鹿
島
町
佐
陀
本
郷
志
谷

奥
遺
跡

貪
U
中
細
形
C(
Cy
)

6本

埋
納
坑
中
に
納
め
る
外
縁
付
鉦
式
銅

鐸
1、
扁
平
鉦

式
εΠ
鐸
1

文
化
庁
(入
雲
立
つ

風
上
記
の
丘
保
管
)

鹿
島
町
教
委
(1
97
6)
、
勝
部
(1
98
1・
19
82
)

岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
三
宅
・
松

本
(1
98
5)

(関
部
に
双
子
Ll
lま
な
い
)

島
根
6
伝
 
出
雲
大
社
内

矛
広
形
?

長
野
県
護
国
神
社

(日
本
民
俗
博
物
館

出
陳
)

島
根
7
伝
 
島
根
県
内
出
土

糸田
刃 夕
II
b

豊
元
国
旧
蔵
品
→
八

雲
立
つ
風
上
記
の
丘

三
宅
・
松
本
(1
98
5)

関
吉
卜
双
子
し
あ
り
。

島
根
8
美
濃
郡
匹
見
町
大
字
紙
祖
字
荒

木
イ
23
8

丈
(鋒
)
細
形
I

松
本
・
岩
永
(1
99
1)

島
根
9
簸
川
郡
斐
川
町
神
庭
荒
神
谷
遺

跡

父
」

矛 矛 矛

中
細
形
C(
Cy
)

35
8本

中
細
形
a

2本 中
広
形
a

2本 中
広
形
b

12
本

埋
納
坑
中
に
納
め
る

埋
納
坑
中
に
銅
鐸
と
と

も
に
糸内
め
る

菱
環
鉦
式
銅
鐸

1.
外
縁
付
鉦

式
銅
鐸
5

文
化
庁
(島
根
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
保
管
)

文
化
庁
(島
根
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
保
管
)

島
根
県
教
委
(1
98
5)

島
根
県
教
委
(1
98
6)

35
8本
一
括
埋
納

岡
山
1
倉
敷
市
児
島
琴
浦
喩
珈
山
由
加
貪
J

父
」

父
U

父
J

貪
U

平
形
H

平
形
Hb

平
形
Id

平
形
I?

不
明

山
の
斜
面
に
5本
揃
え

て

大
賀
知
子

蓮
台
寺
(岡
山
県
立

博
物
館
保
管
)

連
台
寺
(岡
山
県
立

博
物
館
保
管
)

倉
敷
考
古
館

現
存
せ
ず
、
土
砂
中

に
投
菜

末
永
(1
95
7)
、
梅
原
(1
95
1)
、
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
(1
99
3)
、

樋
に
綾
杉
文
、
剣
下
半
に
連
続
渦
文
を
持
つ
。
鋳
か

け
あ
り
。

関
に
蕨
手
文
あ
り

関
に
双
孔
あ
り
。
棘
状
突
起
は
三
又

関
に
双
孔
あ
り
。
剣
身
上
半
を
二
次
加
工
。
鋳
掛
有

岡
山
2
岡
山
市
飽
浦
山
本
ノ
辻

会 　 　 貪

細
形
I(
x)

中
国
式

畑
中
の
大
石
の
下

東
京
国
立
博
物
館

(塚
本
磐
彦
旧
蔵
)

靖
国
神
社
宝
物
遺
品

館
(塚
本
磐
彦
旧
蔵
)

高
橋
(1
92
5)
、
中
野
(1
99
2)
、
佐
藤
(1
93
7)
、

東
博
(1
98
0)

関
に
双
子
し
あ
り
。

高
橋
に
よ
れ
ば
現
東
博
蔵
品
と
同
型
式
で
あ
る
が
、

靖
国
神
社
現
蔵
品
は
柄
に
再
加
工
し
た
中
国
式
銅
剣

で
あ
る
。

岡
山
2

貪
U
不
明

現
存
せ
ず



番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

岡
山
3
岡
山
市
南
方
蓮
田

剣
(鋒
)
細
形

墓
装
か
ら
出
土
?

岡
山
市
教
育
委
員
会
岡
山
市
教
委
(1
97
1)
、
亀
田
(1
99
1)

鋒
部
の
み
。
副
葬
品
の
可
能
性
が
高
い
が
、
他
の
墓

羨
の
攪
乱
あ
り
え
る
。

岡
山
4
久
米
郡
久
米
南
町
別
所
勝
負
田

細
形
I

尾
根
の
稜
線
を
開
墾
中

出
土

岡
山
大
学
保
管

神
原
(1
96
9
)

二
次
的
加
工
に
よ
り
原
形
か
な
り
損
じ
て
い
る
。

岡
山
5
伝
 
岡
山
県
内

矛
中
広
形

京
都
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

京
都
大
学
(1
96
0)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

岡
山
6
倉
敷
市
福
田
広
江
小
字
浜

支
細
形
H

倉
敷
考
古
館

間
壁
他
(1
97
9)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
間
壁
・

間
壁
(1
98
6)

樋
先
端
近
く
の
断
片
。
弥
生
土
器
が
若
干
出
上
し
、

2次
堆
積
の
中
か
ら
発
見
。

岡
山
7
笠
岡
市
笠
岡
湾
干
拓
地

党
鉄
支
形

笠
岡
市
教
育
委
員
会
、

笠
岡
市
立
郷
土
館
保

管

網
本
(1
98
7)
、
間
壁
・
問
壁
(1
98
6)
、
藤
田
・

柳
瀬
(1
98
7
)

海
上
が
り

岡
山
8
岡
山
市
百
問
川
原
尾
島
遺
跡
九

田
調
査
区
堅
穴
住
居
9

鉄
剣
形

岡
山
県
古
代
吉
備
文

化
財
セ
ン
タ
ー

岡
山
県
教
委
(1
99
5)

岡
山
9
岡
山
市
高
松
田
中
遺
跡

細
形

後
期
の
溝
出
土
(た
だ

し
、
そ
れ
が
切
る
前
期

末
～
中
期
初
の
上
装
墓

の
副
葬
品
の
可
能
性
も

有
)

岡
山
県
古
代
吉
備
文

化
財
セ
ン
タ
ー

伊
藤
(1
99
5)

軽
に
転
用

広
島
1
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
大
毛
寺

両
延
入
幡
社
境
内

平
形
H 
7本

現
存
せ
ず

藤
(1
79
6)
、
高
橋
(1
92
5)

藤
(1
79
6)
に
は
「
讃
岐
國
美
濃
郡
大
見
村
刀
五
枚

ヲ
堀
出
ス
…
又
安
芸
國
諸
延
八
幡
祠
ノ
境
地
銅
器
数

枚
ヲ
堀
出
ズ
Jと
の
記
述
の
後
に
平
形
銅
剣
7日
の

図
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
7口
が
、
讃
岐
大
見

の
も
の
か
、
安
芸
諸
廷
八
幡
の
も
の
か
の
指
示
は
な

し

広
島
2
広
島
市
東
区
安
芸
町
福
田
木
の

宗
山

剣 　 　 　 支

中
細
形
b?
(B
)

中
細
形
b

山
中
の
巨
岩
下
よ
り
出

土

福
田
型
銅
鐸
。

附
近
の
土
中
よ

り
上
器
出
土

光
町
清
子

谷
井
(1
91
3)
、
中
山
(1
91
8)
、
岡
崎
(1
98
2)
、

広
島
県
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
99
3)

関
に
双
孔
あ
り
。
岡
崎
「
中
細
銅
剣
の
前
に
入
る
一

型
式
J再
加
工
(突
起
を
研
ぎ
落
と
す
)

鋒
部
二
次
的
に
湾
曲
し
て
、
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る

広
島
3
広
島
市
安
芸
区
矢
野
町
絵
下
谷
川

細
形

矢
野
公
民
館

木
下
(1
95
8)
、
広
島
県
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
99
3)

再
加
工
、
茎
尻
に
1孔
・
関
部
に
2孔

広
島
4
三
原
市
八
幡
町
宮
内
鉾
が
峯

支
鉄
曳
形

御
調
八
幡
榊
社

水
野
(1
92
8)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
広
島
県
歴
史

民
俗
資
料
館
(1
99
3)

広
島
5
府
中
市
二
郎
丸
町
盾
石

深
樋
式

大
石
の
裂
目
の
月ヽ
空
隙
土
器

愛
知
県
知
多
郡
美
浜

町
野
間
大
御
堂
寺

水
野
歳

水
野
(1
92
8)
、
村
上
(1
95
9)
、
埋
蔵
文
化
財

研
究
会
第
20
回
研
究
集
会
(1
98
6)

出
土
遺
構
は
粗
製
組
合
式
石
棺
の
可
能
性
あ
り
。
関

に
2子
し
、 
どき
に
 1
子
と 言
+3
了
し
あ
り
。

広
島
6
尾
道
市
久
山
田
町
大
峰
91
6大

峰
山

剣 　 剣 矛

中
細
形
b(
Bx
?)

中
細
形
b(
B)

中
細
形
b

石
の
下

附
近
よ
り
上
器

出
土

文
化
庁
→
広
島
県
立

歴
史
博
物
館

文
化
庁

文
化
庁

木
下
(1
96
0)
、
岡
崎
(1
98
2)

2個
の
破
片
と
な
っ
て
お
り
、
完
形
に
は
繋
が
ら
な

い
。
関
に
双
孔
あ
り
。
万
切
作
業
中
偶
然
発
見

鋒
に
近
い
剣
身
の
破
片
。
石
切
作
業
中
偶
然
発
見

近
態
「
狭
鉾
銅
矛
d」
、
岡
崎
「
中
細
銅
矛
B」

広
島
7
沼
隈
郡
沼
隈
町
中
山
南
森
迫

平
形
H

山
腹
の
巨
大
な
立
石
の

前
か

日
枝
神
社

村
上
(1
96
2)
、
広
島
県
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
99
3)
、
村
上
(1
95
9)

広
島
8
福
山
市
箕
島
町
箕
島

剣
(鋒
)
細
形

山
中
で
農
耕
の
時
発
見

所
左
不
明

村
上
(1
95
9)
、
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
第
20
回

研
究
集
会
(1
98
6)

削 ∞ 柵 　 ＄ コ 鞘 ・ 井 鶉 ミ Ⅷ 自 弟 工 肝 さ 添 洲



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

広
島
9
福
山
市
熊
野
町
 
熊
野
神
社
裏

平
形
H

平
形

小
松
の
下
で
拾
っ
た

小
林
笹
夫

現
存
せ
ず

村
上
(1
96
2)
、
広
島
県
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
99
3)
、
村
上
(1
95
1)
・
(1
95
9)

広
島
10
福
山
市
御
分
町
奈
良
木
大
迫
矛
(鋒
)
中
細
形

巨
大
な
岩
肌
の
露
出
し

た
下

井
上
英
弘
(福
山
市

立
福
山
城
博
物
館
)

村
上
(1
95
9)
、
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
第
20
回
研
究

集
会
(1
98
9)
、
広
島
県
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
99
3)

剣
の
場
合
細
形
or
中
細
。
背
の
断
面
に
孔
が
あ
る
の

で
矛
か
。

広
島
H
深
安
郡
神
辺
町
中
条
国
成

鉄
父
」形
?
中
期
の
古
墳
2基
の
盛

上
の
間

行
方
不
明

村
上
(1
96
5)
、
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
第
20
回

研
究
集
会
(1
98
6)

二
次
的
加
工
。
双
孔
あ
り
。

広
島
12
広
島
市
佐
伯
区
五
日
市
町
下
沖

2号
遺
跡

剣
(鋒
)
細
形
?

⑪
広
島
市
歴
史
博
物

館
→
⑭
広
島
市
歴
史

科
学
教
育
事
業
国

el
l広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団
(1
99
3、

19
94
)

広
島
13
東
広
島
市
西
条
町
大
槙
3号
遺

跡
SB
ll

矛
中
広
形

広
島
県
立
歴
史
博
物

館
⑭
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
(1
98
5)
、

広
島
県
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
99
3)

斧
に
再
加
工

山
口
1
下
関
市
梶
栗
浜

会
J

剣
(鋒
)

糸田
刃レ
I(
x)

細
形

遺
跡
附
近

遺
跡
の
北
西
方
の
畑
地

下
関
市
教
育
委
員
会
下
関
市
史
編
集
委
員
会
(1
96
5)

別
々
に
表
採
さ
れ
た
も
の
、
鋒
部
欠

鋒
部
の
み

山
口
2
下
関
市
梶
栗
浜

会 　 　 　 会

細
形
I(
x)

細
形
I(
y)

箱
式
石
棺

多
鉦
細
文
鏡
、

丹
塗
壺
形
土
器

数
個

東
京
国
立
博
物
館
森
本
(1
92
7)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
、

小
田
・
韓
(1
99
1)
、
小
田
(1
98
5)

森
匡 細
形
銅
剣
B 
Ia
」
、
土
器
年
代
森
「
中
期
初
頭
」

山
日
3
(伝
)豊
浦
郡
豊
田
町
華
山
山
頂

矛 矛

中
広
形

中
広
形

神
上
寺

現
存
せ
ず

防
長
新
聞
(1
92
4)

出
土
地
不
明
、
近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

山
口
4
豊
浦
郡
豊
浦
町
川
棚
中
ノ
浜

鋒 　 　 鋒

会 　 　 貪

明 　 　 　 明

不 　 　 不

土
渡
墓

3体
分
の
集
骨
に
混
左

豊
浦
町
教
育
委
員
会

(梅
光
女
学
院
大
学
地

域
文
化
研
究
所
保
管
)

国
分
他
(1
97
0)
、
高
倉
(1
97
6)
、
橋
口
(1
98
7)
、

豊
浦
町
教
育
委
員
会
(1
98
4)

時
期
 
高
倉
「
前
期
後
半
」、
集
骨
は
医 前
期
末
～
中

期
初
頭
」

山
口
5
大
津
郡
油
谷
町
向
津
具

細
形
I(
x)

八
木
義
人

島
田
・
小
川
(1
92
2)
、
岡
崎
(1
98
劾
、
元
興

寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

有
柄
式

山
口
6
柳
井
市
柳
井
津
附
近

矛
広
形
? 
2本

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

左
記
文
献
に
「
広
形
銅
鉾
」
と
あ
る
が
、
確
認
の
す

べ
な
し

山
口
7
山
日
市
宇
野
令
白
石
茶
臼
山
古

墳
矛
中
細
形
?
古
墳
石
椰
外
部

阿
川
重
郎
旧
蔵

高
橋
(1
92
5)
、
山
高
郷
土
史
研
究
会
(1
93
0)

弘
津
(1
92
8)

再
加
工
に
よ
り
袋
部
未
端
に
目
釘
孔
2つ
あ
り

山
口
8
美
祢
市
於
福
砂
地
岡

剣
(鋒
)
細
形

山
口
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

山
口
県
教
育
委
員
会
(1
99
3)

徳
鳥
1
三
好
那
西
祖
谷
山
村
久
及
名
五

社
大
明
神
旧
蔵

平
形
? 
2本

現
存
せ
ず

岡
本
(1
97
7)

岡
本
論
文
に
よ
れ
ば
平
形
Iに
近
ラ

徳
島
2
三
好
郡
西
祖
谷
山
村

矛
?
不
明
 2
本

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

文
献
の
「
矛
2」
は
誤
り
で
、
徳
島
1の
剣
2と
同

一
物
で
は
な
か
ろ
う
か

徳
島
3
那
賀
郡
内

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

徳
島
4
名
西
郡
神
山
町
下
分
左
右
山

貪 　 　 父

東
部
瀬
戸
内
系

平
形

平
形
II

神
山
町
(徳
島
県
立

博
物
館
保
管
)

村
木
(1
94
0)
、
高
橋
・
松
岡
(1
96
9)
、
岩
永

(1
98
0)

近
藤
「
平
形
銅
剣
C」

近
藤
「
平
形
銅
剣
B 
Hb
」

徳
島
5
名
西
郡
神
山
町
下
分
束
寺

東
部
瀬
戸
内
系

平
形

平
形
Ib

山
根
文
雄
(徳
島
県

立
博
物
館
保
管
)

沖
野
(1
95
6)
、
三
木
(1
94
0)
、
岩
永
(1
98
0)
、

吉
田
(1
99
3)

近
藤
「
平
形
銅
剣
B 
Ic
J

近
藤
「
平
形
銅
剣
BI
a」
か
つ
て
銹
の
状
況
等
か
ら

別
個
体
と
さ
れ
て
い
た
鋒
片
は
こ
れ
に
接
合



番
号

出
土
地
名

品
 
名
聖
  
 
式

迫 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

徳
島
6
名
西
郡
神
山
町
下
分

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

徳
島
7
徳
島
市
入
田
町
矢
野
源
田

(中
広
形
)

扁
平
鉦
式
釦
鐸

2、
突
線
付
鉦

I式
銅
鐸
1

東
京
国
立
博
物
館
三
木
(1
95
0)
、
東
博
(1
98
0)
、
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
(1
99
3)

(九
州
の
中
広
形
と
は
や
や
異
な
る
)

徳
島
8
伝
 
徳
島
県

平
形
H

東
京
国
立
博
物
館
東
博
(1
98
0)

徳
島
9
美
馬
郡
美
馬
町

平
形
H

個
人
蔵

美
馬
町
(1
98
9)

徳
島
10
三
好
那
西
祖
谷
山
村
榎
名

不
明

銅
鐸
共
伴
?

香
川
1
観
音
寺
市
粟
井
町
藤
ノ
谷

細
形
I(
x)

3本
累
積
す
る
石
積
み
の
下

(石
積
み
が
本
来
の
も

の
か
ど
う
か
不
明
)

3日
重
な
っ
て
出
土

大
喜
田
勇
→
観
音
寺

市
郷
土
館

福
家
(1
95
1)
、
瀬
戸
内
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
吉
田
(1
99
4、

19
95
)、
香
川
県
教
育
委
員
会
(1
98
3)

関
部
に
双
孔
有

香
川
2
三
豊
郡
三
野
町
大
見
弥
谷
山

平
形
H

平
形
H

平
形
H

平
形
H

平
形
か
?

弥
谷
寺

弥
谷
寺
→
不
明

高
橋
(1
92
5)
、
矢
原
(1
95
5)
、
矢
原
(1
97
3)

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)
、
香
川

県
教
育
委
員
会
(1
98
3)
、
元
興
寺
文
化
財
研

究
所
(1
99
3
)

樋
先
端
付
近
の
断
片

香
川
3
三
豊
郡
三
野
町
大
見

平
形
H

平
形
か
?

平
形
か
?

平
形
か
?

平
形
か
?

神
田
孝
平
遺
品
→
所

在
不
明

藤
(1
79
6)
、
高
橋
(1
92
5)
、
矢
原
(1
97
3)
安
芸
・
諸
延
入
幡
の
備
考
欄
参
照
 
五
日
中
1日
は

完
形
、
長
さ
=尺
5寸
(一
尺
五
寸
の
誤
り
か
)、
他

4日
は
折
損
、
そ
の
う
ち
の
1日
を
神
田
孝
平
旧
蔵

か

香
ナ十
14
三
豊
郡
高
瀬
町
上
高
瀬
北
条

平
形
H 
3本
自
然
石
を
50
～
60
cm
盛

り
上
げ
た
中

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗

資
料
館

大
平
(1
97
3)
、
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)

片
側
突
起
に
鋳
掛
有
り

香
川
5
三
豊
郡
高
瀬
町
羽
方
西
ノ
谷

28
41
2(
山
林
)

平
形
H

山
の
斜
面

扁
平
鉦
式
銅
鐸
東
京
国
立
博
物
館
上
原
(1
92
7)
、
三
木
(1
94
0)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)
、
香
川
県
教
育
委
員

会
(1
98
3)

香
川
6
三
豊
郡
山
本
町
辻
西
31
20

矛
中
広
形

地
下
げ
中
発
見
 
岡
の

突
端
部
西
斜
面

国
祐
寺

高
橋
(1
95
8)
、
長
町
(1
91
5)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

香
川
7
善
通
寺
市
大
麻
町
大
麻
山
大
麻

神
社
附
近

貪 　 　 会

平
形
か
?

平
形
か
?

土
工
中
発
掘

黒
木
安
雄
遺
品

島
田
乾
二
郎
(高
椅

に
よ
る
)大
麻
神
社

(長
町
に
よ
る
)

高
橋
(1
92
5)
、
矢
原
(1
95
働
、
矢
原
(1
97
3)

三
木
(1
94
0
)

香
川
8
善
通
寺
市
善
通
寺
町
瓦
谷

矛 　 　 剣

中
細
形
C

中
細
形
b(
B"
)

地
下
2尺
の
所
に
東
に

し
て
埋
没

東
京
国
立
博
物
館
高
橋
(1
92
5)
、
矢
原
(1
97
3)
、
岡
崎
(1
98
2)

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)
、
香
川

県
教
育
委
員
会
(1
98
3)

斜
格
子
文
を
元
翼
に
、
剖
方
部
に
二
重
半
円
形
文
を

施
す
 
片
側
到
部
以
下
欠
損

糾 ∞ 糾 　 豊 楡 ・ 昇 弟 ミ Ⅷ 豊 朗 臣 肝 さ 由 珊



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

Ｈ 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

香
川
8

中
細
形
C(
Cy
)

平
形
Ia

平
形
Ia

中
細
形
C(
Cy
)

中
細
形
C(
Cx
)

中
細
形
(B
y)

斜
格
子
文
を
元
翼
に
、
考
」 方
部
に
二
重
半
円
形
文
を

施
す
 
片
側
到
以
下
欠
損

香
川
9
善
通
寺
市
善
通
寺
町
西
ノ
山
鶴

ケ
峯
西
麓

父
U
平
形
か
?

3本
東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

文
献
で
は
「
平
形
」「
広
形
」
と
記
す

香
川
10
善
通
寺
市
善
通
寺
町
有
岡
南
原

麻
坂

貪
」
平
形
か
?

7本
表
土
よ
り
4尺
下
に
東

と
な
っ
て
出
土

所
在
不
明

寺
田
(1
93
9)
、
矢
原
(1
97
3)
、
三
木
(1
94
0)
長
15
尺
、
幅
03
と
あ
り
恐
ら
く
平
形

香
川
H
善
通
寺
市
与
北
町
陣
山

貪
」
平
形
H 
3本

讃
岐
宮
→
善
通
寺
市

立
郷
土
館

矢
原
(1
94
8)
、
福
家
(1
95
1)
、
近
藤
(1
97
0)
、

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)
、
香
川

県
教
育
委
員
会
(1
98
3)

片
側
突
起
に
鋳
か
け
あ
り

香
川
12
善
通
寺
市
我
拝
師
山
98
01

(北
麓
斜
面
の
東
)

平
形
H 
4本
開
墾
中
発
見

東
京
国
立
博
物
館

田 博 ９８

寺 束 但

近
藤
(1
97
い
、
矢
原
(1
97
3)

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
策

片
側
突
起
鋳
掛
有

香
川
13
善
通
寺
市
我
拝
師
山
98
0

11
6(
北
麓
斜
面
の
西
)

平
形
H

香
ナl
11
2に
同
じ

分
銅
形
土
製
品
東
京
国
立
博
物
館
田 博 ９８

寺 東 Ｑ

93
9)
、
近
藤
(1
97
0)
、
矢
原
(1
97
3)

98
0)
、
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

、
香
川
県
教
育
委
員
会
(1
98
3)

片
側
突
起
に
鋳
か
け
あ
り
、
関
部
に
文
様
有
り
(二

重
半
円
形
文
)

香
川
14
仲
多
度
郡
琴
平
町
榎
谷

平
形
H

平
形
H

平
形
H

谷
の
砂
中
よ
り

金
刀
比
羅
宮
宝
物
館

不
明

不
明

長
町
(1
91
5)
、
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

梅
雨
後
崩
壊
し
た
砂
と
共
に
押
し
流
さ
れ
た
も
の

香
川
15
仲
多
度
郡
満
濃
町
長
尾
佐
岡

平
形
H 
2本
大
岩
石
の
陰
に
埋
め
ら

れ
て
い
た
。 
2日
ほ
IF

同
方
向
に
重
ね
て
水
平

に
置
か
れ
る

長
炭
小
学
校
(瀬
戸

内
海
歴
史
民
俗
資
料

館
保
管
)

矢
原
(1
95
5)
、
満
濃
町
史
編
集
委
員
会

(1
97
5)
、
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

(1
98
3)
、
香
川
県
教
育
委
員
会
(1
98
3)

片
側
突
起
に
鋳
雑
‖
ナ
有

香
川
16
高
松
市
郷
東
町
下
ノ
山
(山
林
)
矛 　 矛

中
広
形

中
広
形

東
京
国
立
博
物
館

イ
タ
リ
ア
東
洋
美
術

目
立
博
物
館

梅
原
(1
94
0)
、
近
藤
(1
96
9)
、
東
博
(1
98
0)

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

香
川
17
高
松
市
西
植
田
町
剣
山
下

細
形
?

不
明

大
原
神
社

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

文
献
に
「
細
形
」
と
あ
る
が
不
明

香
川
18
高
松
市
西
植
田
町

不
明

不
明

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

文
献
に
「
細
形
」
と
あ
る
が
不
明
、
香
川
17
と
同
一
品
か
?

香
川
19
高
松
市
庵
治
町
円
山

矛
中
細
形
b

多
和
文
庫

岡
本
(1
97
7)
、
長
町
(1
91
5)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)

鋳
か
け
あ
り

香
川
20
木
田
郡
牟
礼
町
羽
間
西
ノ
谷

細
形

不
明

井
上
平
三
→
井
上
祐

爾

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)
、
寺
田

(1
94
2)

関
部
に
双
孔
有
、
再
加
工

香
川
21
大
川
郡
寒
川
町
石
田
東
・
森
弘

平
形
Hb

平
形
H

平
形
H

土
中
に
三
枚
重
ね
て
埋

め
て
あ
っ
た

多
和
文
庫

関
保
之
助
旧
蔵

東
京
国
立
博
物
館

高
橋
(1
92
5)
、
長
町
(1
91
5)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)
、
古
瀬
(1
98
5)
、
渡

部
(1
98
3)

片
側
突
起
に
鋳
掛
け
有



番
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
遺

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

香
川
22
大
川
郡
津
田
町
北
山
北
峰
神
社

後
方

不
明
 3
本
山
頂
の
岩
石
中
に
お
か

れ
て
い
た

長
町
(1
91
5)

香
川
23
小
豆
郡
内
海
町
安
田

東
部
瀬
戸
内
系

平
形

平
形

大
き
な
石
の
下

扁
平
錘
式
銅
鐸
小
豆
島
バ
ス
株
式
会

社 香
川
県
教
育
委
員
会

寺
田
(1
93
7)
、
三
木
(1
94
0)
、
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
(1
98
3)
、
高
橋
・
松
岡

(1
96
9)
、
香
川
県
教
育
委
員
会
(1
98
3)

近
藤
「
平
形
銅
剣
C」
銅
剣
と
銅
鐸
は
一
間
許
離
れ

て
発
見
さ
れ
た
 
関
部
以
上
の
刃
部
欠
夫

香
川
24
観
音
寺
市
一
ノ
谷
遺
跡
群
平
塚

地
区

平
形
H

ピ
ッ
ト
出
土

香
'I
I県

教
育
委
員
会
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
(1
99
0)
樋
先
端
部
付
近
断
片
、
再
加
工
痕
有

香
川
25
三
豊
郡
財
田
町
吉
田

矛
中
広
形

表
採

片
桐
(1
99
2)

袋
部
の
み

香
川
26
高
松
市
林
町
空
港
跡
地
遺
跡

剣
or
矛
中
細
形

I-
8区
 S
R0
1

香
川
県
教
育
委
員
会
香
川
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
(1
99
2)
樋
先
端
部
分
を
再
加
工
・
転
用

愛
媛
1
伊
予
市
上
野
向
山
東
原

矛
広
形

開
墾
中
地
下
1尺
で
発

見

土
器
残
片

(不
確
か
)

現
地
の
小
学
校
→
伊

予
市
教
育
委
員
会

松
岡
(1
96
4)
、
岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
95
3)

愛
城
2
東
宇
和
郡
宇
和
町
久
枝
大
窪
台
矛 矛 矛 矛 矛

広
形

不
明
(中
広
形

か
広
形
)

不
明
(中
広
形

か
広
形
)

不
明
(中
広
形

か
広
形
)

不
明
(中
広
形

か
広
形
)

本
田
照
昌

現
存
せ
ず

現
存
せ
ず

現
存
せ
ず

現
存
せ
ず

長
山
(1
91
6)
、
長
山
(1
92
2)
、
松
岡
(1
96
4)
、

岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
98
8)
、
西
田
(1
95
3)

寛
文
8年
正
月
発
見
(発
見
者
―
長
七
)、
近
藤
「
広

鋒
銅
矛
A」

愛
城
3
東
宇
和
郡
宇
和
町
久
枝

矛
?
不
明
(中
広
形

か
広
形
)

8本

現
存
せ
ず

長
山
(1
91
6)
、
長
山
(1
92
2)
、
松
岡
(1
96
4)

岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
98
8)

寛
文
8年
正
月
発
見
(発
見
者
―
長
七
)、
愛
城
2と

同
一
の
も
の
か

愛
媛
4
東
宇
和
郡
宇
和
町
久
枚

矛
?
不
明
(中
広
形

か
広
形
)

6本

現
存
せ
ず

長
山
(1
91
6)
、
長
山
(1
92
2)
、
松
岡
(1
96
4)

岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
98
8)

寛
文
11
年
発
見
(発
見
者
―
長
七
)、
寛
文
8年
5ロ

発
見
と
同
一
の
も
の
?

愛
竣
5
東
宇
和
郡
宇
和
町
久
枝

矛
?
不
明
(中
広
形

か
広
形
)

15
本

現
存
せ
ず

長
山
(1
91
6)
、
長
山
(1
92
2)
、
松
岡
(1
96
4)

岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
98
8)

享
保
14
年
発
見
(発
見
者
一 三
蔵
)、
15
日
の
内
日
吉

神
社
の
宝
器
と
な
っ
た
14
口
は
散
失
。
領
主
に
献
じ

た
1日
も
不
明
。

愛
媛
6
東
宇
和
郡
宇
和
町
久
枝

矛
?
不
明
(中
広
形

か
広
形
)1
2本

現
存
せ
ず

長
山
(1
91
6)
、
長
山
(1
92
2)
、
松
岡
(1
96
4)

岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
98
8)

宝
永
7年
■
月
発
見

愛
壌
7
東
宇
和
郡
宇
和
町
杢
所
附
近

か
?詳
細
不
明

矛
中
広
形

八
坂
神
社
(宇
和
町
歴

史
民
俗
資
料
館
出
陳
)

松
岡
(1
96
4)
、
岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
95
3)
近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」
、
杢
所
池
な
い
し
神
社
の
附
近

で
掘
っ
て
寄
進
し
た
も
の
と
い
う

愛
城
8
出
土
地
 
詳
細
不
明

矛
広
形

菅
原
稜
雄
(宇
和
町

西
山
田
)→
三
島
神

社
→
所
在
不
明

松
岡
(1
96
4)
、
西
田
(1
98
8)
、
西
田
(1
95
3)
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」
、
大
窪
台
出
土
品
の
可
能
性
あ

り

愛
壌
9
東
宇
和
郡
宇
和
町
清
沢
観
寂
寺

附
近
?

平
形
H

平
形
H

平
形
H

観
寂
寺
(宇
和
町
歴

史
民
俗
資
料
館
出

陳
)

東
雲
小
学
校
保
管
→

松
山
市
考
古
館

松
岡
(1
96
4)
、
岡
本
(1
96
9)
、
岩
永
(1
98
0)
、

西
田
(1
95
3)

近
藤
「
平
形
鋼
剣
B 
Ha
」
。
西
田
に
よ
る
と
松
山
附

近
出
上
の
可
能
性
あ
り
。
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番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
壇 追

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

愛
城
10
東
宇
和
郡
野
村
町
四
郎
谷
ニ
ノ

シ
リ

矛
中
広
形

道
路
工
事
中
地
下
5

～
6尺
で
発
見

平
勝
成

高
橋
(1
92
5)
、
松
岡
(1
96
4)
、
西
田
(孔
95
3)
近
藤
「
中
鋒
銅
矛
AJ

愛
壌
11
松
山
市
道
後
公
園
山
麓

平
形
H

平
形
H

平
形
H

運
動
場
開
設
中
発
見

道
後
公
園
東
山
麓

上
原
準
一
→
不
明

不
明

不
明

上
原
(1
93
0)
、
松
山
市
教
委
(1
99
1)
、
西
田

(1
95
3)

愛
嬢
12
松
山
市
道
後
今
市
北
10
53
(旧

地
名
)一
万
市
筋

平
形
H 
10
本
地
下
16
尺
の
所
、何
等

包
装
な
し

傍
に
壺
1個
あ

り
、
現
存
せ
ず

東
京
国
立
博
物
館
高
橋
(1
92
5)
、
松
岡
(1
96
4)
、
近
藤
(1
97
0)
、

東
博
(1
98
0)
、
西
田
(1
95
3)
、
西
田
(1
95
4)

近
藤
「
平
形
銅
剣
B 
Ⅱ
b」
鋳
か
け
あ
り
、
関
部
に

鹿
を
陽
鋳

愛
城
13
松
山
市
道
後
樋
又

会 　 父 貪 会 貪 貪 貪 会

平
形
H

平
形
H

平
形
II

平
形
H

平
形
H

平
形
H

平
形
Π

平
形
H

愛
城
大
学
附
属
小
学

校 "H
原

家

秋
田
家

秋
田
家

福
岡
八
幡
宮

石
鎚
神
社

西
田
栄

所
在
不
明
(愛
城
県

男
子
師
範
学
校
郷
土

館
旧
蔵
)

松
岡
(孔
96
4)
、
西
田
(1
95
4)

愛
城
14
松
山
市
西
野
町

異
形

池
の
端
か
ら
単
独
出
土

松
岡
(1
96
り
、
西
田
(1
95
3)

二
次
加
工
で
新
た
に
茎
を
作
り
出
す

愛
城
15
温
泉
郡
川
内
町
宝
泉
渡
部
氏
蔵

矛
中
細
形
C

渡
部
家
で
伝
世

下
條
(1
99
1)

古
く
こ
の
地
で
発
掘
さ
れ
た
も
の

愛
城
16
今
治
市
新
谷
土
居
ワ
キ
地
剣
(鋒
)
細
形
IV

青
野
徹
(今
治
城
保

管
)

松
岡
(1
96
4)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
西
田

(1
95
3)

(小
田
「
細
形
皿
」
)

愛
媛
17
越
智
郡
朝
倉
村
朝
倉
下
保
田

10
38

平
形

平
形

平
形

平
形

平
形

文
化
庁
→
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館

東
博
(1
97
7)
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

(1
99
1)

刃
部
欠
損
著

愛
媛
18
越
智
郡
玉
川
町
別
所
藪
谷
乙

10
8-
1

矛
中
広
形
 2
本
崖
の
上
掘
り
崩
し
、
地

下
2m
の
地
中
で
発
見

文
化
庁
→
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館

岡
本
(1
96
9)
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

(1
99
1)

鋒
部
欠
失

愛
城
19
東
予
市
三
芳
町
旦
ノ
上
大
黒
山
矛

剣
か
売

不
明

詳
細
不
明

崖
の
崩
れ
た
所
よ
り
発

見

高
橋
(1
92
5)
、
岡
本
(1
96
9)
、
西
田
(1
98
8)
、

西
田
(1
95
3)

愛
城
20
東
予
市
壬
生
川
町
広
岡
竹
谷

平
形
Ib
2本

藤
蔵
寺

松
岡
(1
96
4)
、
岩
永
(1
98
0)
、
吉
田
(1
99
3)
、

西
田
(1
95
3)
、
西
田
(1
95
4)

近
藤
「
平
形
銅
剣
B 
Ib
」

愛
城
21
周
桑
郡
丹
原
町
願
蓮
寺
扇
田

中
細
形
a

(A
う

福
岡
八
幡
宮

関
に
双
孔
あ
り

愛
城
22
東
予
市
福
成
寺
天
神
谷

平
形
Ib

平
形
Ic

平
形
Ia

平
形
Ib

地
下
15
mの
所
に
平

に
積
み
重
ね
る

京
都
国
立
博
物
館
5
松
岡
(1
96
4)
、
吉
田
(1
99
3)
、
長
井
(1
98
7)
、

文
化
財
保
護
委
員
会
(1
98
1)

近
藤
「
平
形
銅
剣
BI
a」
従
来
丹
原
町
古
田
出
土
と

さ
れ
て
き
た
も
の



番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

偏
考

愛
媛
22

平
形
Ia

平
形
Ia

越
智
数
美
  
 1

従
来
丹
原
町
古
田
出
土
と
さ
れ
て
き
た
五
日
に
共
伴

し
た
六
日
目

愛
城
23
新
居
浜
市
中
荻
町
横
山

平
形
H

不
明

本
山
考
古
室
→
関
西

大
学

所
左
不
明

松
岡
(1
96
4)
、
関
西
大
学
(1
97
3)
、
合
田

(1
97
8)
、
真
鍋
(1
98
5)
、
吉
田
(1
99
3)
、
西

田
(1
95
3)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

『
本
山
考
古
室
目
録
ど
に
新
居
郡
荻
生
村
出
土
と
紹
介

し
て
あ
る
も
の

愛
城
24
宇
摩
郡
土
居
町
津
根
西
森
立
石

矛
中
広
形

大
石
の
下
に
横
た
え
ら

れ
て
い
た

赤
手
の
上
器

(現
存
せ
ず
)

河
上
芳
苦

松
岡
(1
96
4)
、
岡
本
(1
96
9)

刃
部
上
半
の
み

愛
竣
25
宇
摩
郡
新
宮
村
鶴
岡

矛
広
形

田
辺
禅
→
鉾
尾
神
社
西
田
(1
98
6)

鋒
部
の
み

愛
城
26
川
之
江
市
川
滝
町
柴
生
垣
窪

平
形
H 
2本

東
京
国
立
博
物
館
松
岡
(1
96
4)
、
近
藤
(1
97
0)
、
東
博
(1
98
0)
、

西
田
(1
95
3)
、
西
田
(1
95
4)

近
藤
「
平
形
銅
剣
B 
Hb
」

愛
媛
27
川
之
江
市
金
生
町
下
分
金
生
川

床

矛
中
広
形

,I
I床
に
さ
さ
っ
て
い
た

奈
良
回
立
博
物
館
松
岡
(1
96
4)
、
川
之
江
市
(1
96
0)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

愛
城
28
川
之
江
市
妻
島
町
東
宮
山

矛
中
広
形

粗
製
箱
式
石
棺
(疑
問

あ
り
)

土
器
、
琴
柱
形

石
製
品
に
類
似

し
た
石
製
品

宮
内
庁
書
陵
部

高
橋
(1
92
5)
、
西
田
(1
95
3)

鋒
著
卜
の
み

愛
媛
29
松
山
市
視
谷
六
丁
場
遺
跡

平
形
H

長
推
定
67
cm
、
幅
推
定

28
cn
、
深
17
cm
の
長
楕

円
形
の
上
渡
に
埋
納

松
山
市
教
育
委
員
会
松
山
市
教
委
(1
99
1)

愛
壌
30
宇
摩
郡
土
居
町
入
野
西
番
掛

父 　 父 剣 貪
」
?

貪
」
?

央
」
?

父
J?

細
形
I(
x)

細
形
Hb

細
形
?

細
形
?

細
形
?

細
形
?

細
形
?

埋
納
土
羨

土
居
町
教
育
委
員
会

不
明

名
本
(1
98
9)
、
西
田
・
長
井
(1
98
5)
、
吉
田

(1
99
3)
、
吉
田
(1
99
4)

関
部
双
孔
有

現
存
二
日
の
銹
の
状
況
か
ら
存
在
を
推
定
(発
見
者

談
)

高
知
ユ
中
村
市
具
同
石
九

矛
中
広
形

深
さ
15
mの
暗
褐
色

粘
土
層

中
村
市
立
図
書
館
→

幡
多
郷
土
資
料
館

本 本

岡 岡

19
83
)、
岡
本
(1
96
8)
、
岡
本
(1
95
5)

19
66
)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
A」

高
知
2
中
村
市
八
束
山
路
 
宮
崎
氏
蔵

矛
中
広
形

宮
崎
嘉
孝
(伝
世
品
)
本 本

岡 岡

19
83
)
、
岡
本
(1
96
3)
、
岡
本
(1
96
6)

19
68
)

鋒
部
欠
夫

高
知
3
高
岡
郡
葉
山
村
姫
野
々
 
白
雲

神
社
蔵
品

貪
J
中
細
形
b(
Cy
)

白
雲
神
社
→
所
左
不

明
(盗
難
に
あ
う
)

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
・
岡
本
(1
99
4)
、
岡
崎

(1
98
2)
、
岡
本
(1
96
8a
)、
岡
本
(1
96
6)

双
孔
な
し
。
火
事
で
焼
け
て
ち
ぢ
む
。
高
知
4の
2

本
と
と
も
に
3本
同
出
の
可
能
性
あ
り
。

高
知
4
高
岡
郡
葉
山
村
姫
野
々
 
三
島

神
社
蔵
品

∩ 　 会

細
形
II
b

細
形
I(
x)

三
島
神
社
→
所
在
不

明
(盗
難
に
あ
う
)

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
・
岡
本
(1
99
4)
、
岡
崎

(1
98
2)
、
岡
本
(1
96
6)
、
岡
本
(1
95
7)

双
孔
あ
り
。
高
知
3と
と
も
に
3本
同
出
の
可
能
性

あ
り
。

双
孔
な
し
。
高
知
3と
と
も
に
3本
同
出
の
可
能
性

あ
り
。

高
知
5
高
岡
郡
日
高
村
下
分
宮
ノ
内

小
村
神
社
蔵
品

矛 　 矛

中
広
形

中
広
形

小
村
神
社

岡
本
(1
98
3)
、
寺
石
(1
98
9)
、
松
山
(1
92
5)

岡
本
(1
96
8a
)

伝
世
品
 
鋒
部
で
2つ
に
折
損

伝
世
品
 
大
正
10
年
代
に
日
高
村
波
川
よ
り
出
上
し

た
も
の
と
推
定
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番
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
迫 選

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

捕
考

高
知
6
高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼

支
中
細
形
C

久
ネ
L八
幡
宮

岡
本
(1
97
2)
、
岡
本
(1
98
3)

神
体
 
現
在
は
神
宝
と
し
て
い
る

高
知
7
高
岡
郡
窪
川
町
上
作
屋
 
河
内

神
社
蔵
品

支 　 　 矛

中
細
形
a

中
広
形

河
内
神
社

岡
本
(1
98
3
)

神
体
 
火
災
に
よ
る
損
傷
有
、
本
来
米
奥
銅
支
(高

知
8)
。
高
加
茂
神
社
蔵
銅
支
(高
知
9)
と
と
も
に

窪
川
町
米
奥
付
近
よ
り
同
出
か

神
体
 
火
災
に
よ
り
鋒
近
く
の
断
片
の
み
残

高
知
8
高
岡
郡
窪
川
町
米
奥

曳 　 　 　 丈

中
細
形
a

中
細
形
か
?

岡
内
英
吉
→
高
知
県

立
歴
史
民
俗
資
料
館

行
方
不
明

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
8b
)

河
内
神
社
蔵
銅
支
(高
知
7)
、
高
賀
茂
榊
社
蔵
銅
支

(高
知
9)
と
と
も
に
3本
同
出
の
可
能
性
あ
り
と
い

う
。
河
内
神
社
蔵
銅
支
(高
知
7)
が
こ
れ
に
該
当
か

高
知
9
高
岡
郡
窪
川
町
市
生
原
 
高
賀

茂
神
社

矛 　 矛 矛 矛 矛 矛 支

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
細
形
b

高
賀
茂
神
社
神
休
岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
8b
)、
岡
本

(1
99
1)
、
岡
本
(1
96
8a
)

矛
6本
と
支
1本
が
同
出
か
ど
う
か
は
不
明
。
す
べ

て
神
社
伝
世
品

高
知
10
高
岡
郡
窪
川
町
作
屋
ホ
コ
ノ
コ

矛
中
広
形

開
墾
中
発
見

高
知
城
懐
徳
館
→
高

知
県
立
歴
史
民
俗
資

料
館

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
8b
)、
岡
本

(1
96
6)
、
岡
本
(1
96
8a
)

開
墾
中
に
発
見
 
関
部
以
下
欠
失

高
知
H
高
岡
郡
窪
川
町
作
屋
西
ノ
川
日

矛
形
広 　 形

中 　 広

1本 4本

水
路
を
作
る
工
事
中
偶

恭
発
見
、
そ
の
後
の
発

掘
で
袋
状
埋
納
ピ
ッ
ト

田
井
宣
男
→
高
知
県

立
歴
史
民
俗
資
料
館

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
97
5)
、
岡
本
(1
96
6)

岡
本
(1
96
8a
)

*う
ち
1日
迄
結
式
鋳
型
に
よ
る
:片
岡
(1
99
3)

高
知
12
高
岡
郡
窪
川
町
根
々
崎

矛 　 　 　 矛 矛 矛 矛

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

広
形

小
山
丘
の
裾
よ
り
発
見

窪
川
町
高
岡
神
社
岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
3)
、
岡
本
(1
96
6)

岡
本
(1
96
8
b)

岡
本
の
文
献
に
高
橋
(1
92
5)
に
よ
る
と
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
仁
井
田
神
社
所
蔵
の
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
現
在
も
高
岡
神
社
の
祭
礼
に
用
い
ら
れ
る
。

損
傷
者
。

高
知
13
高
岡
郡
窪
川
町
七
里
小
野
川

矛
広
形

も
と
は
/1
ヽ
野
ナ|
1熊
蟄
予三

所
神
社
の
神
体
(2
本

あ
っ
た
と
記
す
)

熊
野
三
所
神
社
→
長

崎
南
外
史
→
長
崎
梅

尾

岡
本
(1
98
3)
、
武
藤
(1
81
3)
、
岡
本
(1
96
6)
も
と
近
く
の
神
社
に
あ
っ
た
も
の
を
長
崎
氏
の
厳
父

が
も
ら
い
受
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

高
知
14
須
崎
市
多
ノ
狙
h竹
ノ
ハ
ナ

細
形
Hb

神
宝

賀
茂
神
社

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
・
岡
本
(1
99
4)
、
岡
本

(1
96
6)
、
岡
崎
(1
98
2)

関
部
双
孔
あ
り
。
火
災
に
あ
い
縮
少
す

高
知
15
須
崎
市
新
荘
波
介
11
19

中
細
形
a(
Ay
)

中
細
形
a(
Aつ

中
細
形
C(
Cy
)

開
墾
中
地
下
60
cm
で
発

見

東
京
国
立
博
物
館
文
化
財
保
護
委
員
会
(1
95
9)
、
三
木
・
岡
本

(1
96
1)
、
岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
。
岡
本

(1
99
4)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡

本
(1
96
6)

高
知
16
須
崎
市
多
ノ
郷
飛
田
坂
本
17
29

矛
中
広
形
か
広
形

2本
所
在
不
明

高
橋
(1
92
5)
、
岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
97
4)

岡
本
(1
96
8a
)、
岡
本
(1
96
8b
)

高
橋
(1
92
6)
の
「
高
岡
郡
多
ノ
郷
村
大
字
神
田
名

護
屋
坂
水
ケ
峠
Jと
同
一
。
明
治
17
年
出
土
後
古
物

商
に
売
渡
し
た
た
め
詳
細
不
明
。



「

番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

Ｈ 還
構

伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

高
知
17
吾
川
郡
伊
野
町
八
田
岩
滝

父
I
細
形
I(
x)
水
田
を
掘
り
下
げ
中
出

土

明
治
大
学
考
古
学
博

物
館

岡
本
(1
98
3)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
石
川
(1
98
6)

岡
本
・
岡
本
(1
99
4)
、
吉
田
(1
99
4)
、
岡
本

(1
95
7)

関
部
双
孔
あ
り

高
知
18
吾
川
郡
伊
野
町
天
神
溝
田

剣 　 　 　 支

中
細
形
a(
A)

中
広
形

畑
の
地
下
2_
5～
3m

森
本
興
業
所
→
高
知

県
立
歴
史
民
俗
資
料

館

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
・
岡
本
(1
99
4)
、
岡
崎

(1
98
2)
、
岡
本
(1
96
2)
、
岡
本
(1
96
6)

関
部
双
孔
あ
り
。
剣
と
支
は
5m
離
れ
て
出
土

高
知
19
吾
川
郡
春
野
町
西
畑
フ
ケ

矛 　 　 　 矛

中
広
形

広
形

高
知
城
懐
徳
館
→
高

知
県
立
歴
史
民
俗
資

料
館
蔵

高
橋
(1
92
5)
、
岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
8

a)
、
寺
石
(1
89
1)
、
岡
本
(1
96
6)

高
知
20
土
佐
市
波
介
東
本
村
万
福
寺
内

矛
中
広
形
 2
本

高
知
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
97
8)
、
岡
本
(1
96
8

a)
、
岡
本
(1
96
6)
、
寺
石
(1
89
1)

高
知
21
長
岡
郡
本
山
町
北
山
瀬
ノ
上

矛
中
広
形

山
腹
崩
壊
の
箇
所
よ
り

出
上

東
京
国
立
博
物
館
→

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

ル
ー
ブ
ル
博
物
館

高
橋
(1
92
5)
、
岡
本
(1
97
7)
、
岡
本
(1
96
8

a)
、
岡
本
(1
98
3)

高
知
22
高
知
市
三
里
池
字
長
崎

矛 　 　 　 矛

形 　 　 　 形

広 　 　 広

中 　 　 中

池
の
岸
辺
で
発
見

高
知
城
懐
徳
館
→
高

知
県
立
歴
史
民
俗
資

料
館

個
人
蔵
→
行
方
不
明

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
3)
、
岡
本
(1
96
6)
、

岡
本
(1
96
8a
)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
A」
鉦
に
孔
あ
り
。
各
部
寸
法
一

致
よ
り
同
施
品
か
?、
と
も
に
袋
部
に
鋳
推
Wナ
有

高
知
23
高
知
市
久
万
 
久
万
神
社
旧
蔵

矛
広
形

現
存
せ
ず

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
6)
、
岡
本
(1
96
8a
)
『
探
古
録
』
(江
戸
後
期
)〔
式
藤
平
道
・
稲
毛
実
者
〕

に
図
だ
け
残
っ
て
い
る

高
知
24
南
国
市
田
村
カ
リ
ヤ

矛 矛 矛 矛 矛

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

溝
の
上
あ
げ
中
出
土

石
川
兼
太
郎
→
高
知

城
懐
徳
館

石
川
兼
太
郎

石
川
兼
太
郎
→
高
知

市
浦
戸
町
石
川
家

石
川
兼
太
郎
→
伊
都

多
神
社

石
川
兼
太
郎
→
高
知

市
浦
戸
町
石
川
家

高
橋
(1
92
5)
、
岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
6)
、

岡
本
(1
96
8a
)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」

高
知
25
南
国
市
十
市
遅
倉

矛
中
広
形

袋
状
埋
納
ピ
ッ
ト

商
日
市
図
書
館
→
高

知
県
立
歴
史
民
俗
資

料
館

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
97
5)

高
知
26
安
芸
市
川
北
江
川

矛
広
形

安
芸
市
立
歴
史
民
俗

資
料
館

岡
本
(1
98
3)
、
岡
本
(1
96
6)

鋒
言
Б
の
み

高
知
27
香
美
郡
野
市
町
兎
田
入
幡
宮
蔵

父
U
中
細
形
a(
Ax
)

高
知
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館

岡
本
・
岡
本
(1
99
4)
、
吉
田
(1
99
4)

身
上
半
欠
失
、
両
面
元
翼
に
絵
画
(シ
カ
・
サ
ギ

カ
エ
ル
・
カ
マ
キ
リ
)有

高
知
28
土
佐
郡
土
佐
町
駒
野
山
の
神
神

社
蔵

矛
中
広
形
 3
本

山
の
神
神
社

岡
本
(1
97
7)
、
岡
本
(1
98
3)

高
知
29
土
佐
郡
土
佐
町
柚
ノ
木
星
神
社
蔵

矛
広
形

星
神
社

岡
本
(1
97
7)
、
岡
本
(1
98
3)

耳
欠
夫

一 局
香
美
郡
物
部
村
大
栃
中
谷
川
熊

野
神
社
蔵

矛
中
広
形
 2
本

熊
野
神
社

岡
本
(1
98
3)

神
体

韻 ∞ 椰 　 豊 鞘 ・ 昇 弟 ミ Ⅷ 豊 弟 酷 肝 巌 苗 灘



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

高
知
31
高
岡
郡
日
高
村
下
分
宮
ノ
内

小
村
神
社
参
道

矛
中
広
形

小
村
神
社

日
高
村
教
育
委
員
会
(1
95
5)

福
岡
ユ
前
原
市
三
雲
南
小
路
1号
甕
棺

矛 矛 夷

中
細
形

式
)

(有
柄

細
形
Ha
(x
)

細
形
Ha
(x
)

中
細
形
C?

甕
棺
外
甕
棺
高
倉

「
中
期
中
頃
」
橋
日
「
K

HI
b式
」

甕
内
よ
り
重
圏

彩
画
鏡
、
四
乳

雷
文
地
鏡
、
連

弧
文
清
白
鏡
、

重
圏
清
白
鏡
、

重
圏
渦
文
帯
清

白
鏡
等
前
漠
鏡

35
面
、
ガ
ラ
ス

製
璧
8個
体
分
、

ガ
ラ
ス
製
勾
玉

3個
、
ガ
ラ
ス

製
管
玉
60
個
以

上
、
四
葉
座
金

銅
飾
8個
体
分

聖
福
寺
→
京
都
国
立

博
物
館
保
管

現
存
せ
ず

青
柳
(1
82
3)
、
福
岡
県
教
委
(1
98
5)
、
後
藤

(1
98
1)
、
塩
屋
(1
98
6)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小

田
・
韓
(1
9
91
)、
吉
田
(1
99
3)

森
「
細
形
銅
剣
BH
」

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
dJ
、
岡
崎
「
中
細
銅
矛
A」

中
細
Ⅲ
の
最
大
の
部
類
な
い
し
中
広
の
最
小
の
部
類

か
?

福
岡
2
前
原
市
前
原
旧
糸
島
高
女
敷
地

内

細
形
I(
y)

細
形
(脊
部
の

み
)

糸
島
高
校

不
明

渡
辺
(1
96
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
柳
田
(1
98
3)
発
見
箇
所
、
出
土
状
態
不
明
 1
・
2を
一
個
体
と

し
て
石
膏
復
元

福
岡
3
前
原
市
井
原
赤
崎

細
形
I(
y)

耕
地
よ
り
発
見

許
奏
儀
七
旧
蔵
→
東

京
国
立
博
物
館

八
木
(1
90
0)
、
高
橋
(1
92
5)
、
岡
崎
(1
98
2)
、

柳
田
(1
98
3)

入
木
文
献
に
同
出
と
し
て
金
環
を
あ
tデ
る
が
別
出
で

あ
ろ
う

福
岡
4
前
原
市
原
添

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

文
献
に
は
「
細
形
銅
剣
」
と
あ
る

福
岡
5
前
原
市
泊
大
塚

残
片
 2
本
円
墳
(箱
式
石
棺
)?

行
方
不
明

中
山
(1
91
7
)

福
岡
6
糸
島
郡
二
丈
町
吉
井

細
形
Hb

甕
棺
?

鈴
木
基
親
旧
蔵
か
→

東
京
国
立
博
物
館

中
山
(1
91
7)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
東
博
(1
98
0)
、

り
Π田
(1
98
3)

中
山
文
献
に
は
甕
棺
出
土
と
明
言
し
て
い
な
い
が
、

岡
崎
文
献
の
図
に
は
「
甕
棺
」
出
土
と
あ
る

福
岡
7
(伝
)糸
島
郡

支
東
京
国
立
博
物
館

岡
本
出
上
の
支
に
よ
く
似
て
い
る
(京
大
報
告
)

福
岡
8
福
岡
市
早
良
区
西
入
部
白
塔

支
中
広
形

土
砂
の
流
れ
た
あ
と
に

発
見

福
岡
市
立
博
物
館
森
・
橋
日
(1
96
8)
、
後
藤
(1
98
0)

内
に
人
面
を
鋳
出
す
る
。
遺
構
の
実
態
、
共
伴
遺
物

は
不
明

福
岡
9
福
岡
市
西
区
飯
倉
唐
木

細
形
I

甕
棺
・
森
「
金
海
式
」

橋
日
「
K 
Ic
式
」
、
高

島
「
Ⅲ
式
」

福
岡
高
校
保
管
、
破

損
し
現
存
せ
ず

森
(1
96
8)
、
岡
崎
(1
98
2)

森
「
細
形
銅
剣
BI
a」

福
岡
10
福
岡
市
西
区
飯
倉
九
尾

父
U
細
形

飯
倉
唐
木
の
も
の
と
同
一

福
岡
■
福
岡
市
西
区
有
田
口
西
福
岡
高

校
第
2号
甕
棺

曳
細
形
Ha

甕
棺
・
森
「
金
海
式
」

橋
日
「
K 
Ic
式
」
、
高

島
「
II
I式
」

福
岡
市
博
物
館

森
(1
96
8)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
、

小
田
(1
99
1)

三
折
 
難
波
「
有
田
型
」

福
岡
12
福
岡
市
西
区
南
大
橋
県
営
住
宅

矛
細
形
(刃
部
片
)

東
京
国
立
博
物
館
岡
崎
(1
98
劾

文
献
に
は
「
細
形
」
と
あ
り

福
岡
13
福
岡
市
西
区
下
山
門
字
敷
町

莞
中
細
形
a

3ラ
ヽ

包
含
層
に
ピ
ッ
ト
を
掘

っ
て
埋
め
る

福
岡
市
博
物
館

柳
沢
(1
97
7)
、
岡
崎
(1
98
2)



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
遺 逗

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

福
岡
14
福
岡
市
西
区
今
宿
横
浜

貪
J
細
形

土
壊
墓

福
岡
市
博
物
館

折
尾
(1
97
7)
、
福
岡
市
教
委
(1
98
1)
、
岡
崎

(1
98
2)

細
形
銅
剣
の
到
方
上
半
か
ら
刃
部
中
位
ま
で
を
再
加

工
(茎
は
元
部
脊
)関
に
2孔
、
茎
に
1孔
あ
り

福
岡
15
福
岡
市
西
区
唐
泊
後
浜

矛
広
形

海
底
よ
り
出
土

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

渡
辺
(1
96
3
)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」

福
岡
16
福
岡
市
博
多
区
板
付
通
津
寺
境

内

矛
不
明
 5
本

現
存
せ
ず

通
津
寺
過
去
帳
に
出
上
の
記
載
あ
り

福
岡
17
福
岡
市
博
多
区
板
付
田
端

剣 　 　 　 剣 剣 剣 矛 矛 矛

細
形
I(
x)

細
形
I(
x)

糸日
刃杉
I(
y)

細
形
I

細
形
I

細
形
I(
y)

細
形
Ha

甕
棺
3ヵ
所
6口
 
甕

棺
・
森
「
金
海
式
」
橋

日
「
KI
c式
」
、
高
島

「
Ⅲ
式
」

東
京
国
立
博
物
館
中
山
(1
91
7)
、
中
山
(1
91
8)
、
中
山
(1
92
0)
、

東
博
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓

(1
99
1)
、

/
1ヽ
田
(1
98
5)

森
「
細
形
銅
剣
B 
Ia
」
、
甕
棺
・
森
「
金
海
式
」
橋

口
「
KI
c式
」
、
高
島
Γ Ⅱ
I式
」

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
b」
岡
崎
「
細
形
銅
矛
」

福
岡
18
福
岡
市
博
多
区
住
吉
町
住
吉
神

社
蔵
品

矛 　 　 矛 矛 矛 矛 史 夷 党 党 え 党

中
細
形
C

中
細
形
C

中
細
形
C

中
広
形
a

中
広
形
a

中
細
形
C

中
細
形
C

中
細
形
C

中
細
形
C

中
細
形
C

中
細
形
C

神
社
伝
世
品
に
つ
き
詳

細
不
明
 
社
殿
裏
出
土

住
吉
神
社

高
橋
(1
92
5)
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館

(1
97
5)
、
中
山
(1
91
7)
、
中
山
(1
91
8)
、
岡

崎
(1
98
2)
、
下
條
(1
97
7)

11
ロ
ー
括
出
上
の
可
能
性
高
い

福
岡
19
福
岡
市
博
多
区
席
田
月
隅

不
明
不
明
 4
本

鏡
、
銅
矛
鉢
他
現
存
せ
ず

高
橋
(1
92
5)

福
岡
20
福
岡
市
博
多
区
諸
岡

会
」
細
形
?

甕
棺
?

高
田
一
弘

福
岡
市
教
委
(1
97
0)

昭
和
28
～
29
年
頃
忠
魂
社
建
設
の
際
に
出
土
。
文
献

に
1ま
「
細
形
銅
剣
」
と
あ
り

福
岡
21
福
岡
市
南
区
野
間
門
の
浦

矛
細
形
Ha

東
京
国
立
博
物
館
福
岡
市
教
委
(1
97
0)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡
崎

(1
98
2)

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
C」
岡
崎
「
中
細
銅
矛
A」

福
岡
22
福
岡
市
南
区
三
宅
宕
野

矛
細
形
?

石
井
忠
(福
岡
市
博

物
館
保
管
)

福
岡
市
教
委
(1
97
0)

破
片
、
文
献
「
細
形
銅
矛
」
と
あ
り

福
岡
23
春
日
市
岡
本
町
(須
玖
岡
本
B

地
点
1号
甕
棺
)

糸日
刃夕
II
b

甕
構
・
森
「
須
玖
式
」橋
日「
K

Ⅱ
Ia
式
」、
高
島
「
Ⅳ
式
」

京
都
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

京
都
帝
国
大
学
(1
93
0)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡

崎
(1
98
2)

森
「
細
形
銅
剣
BH
」

福
岡
24
春
日
市
岡
本
町
(須
玖
岡
本
B

地
′点
付
近
)

細
形
Ix

京
都
大
学
支
学
部
考

古
学
研
究
室

京
者
F帝
国
大
学
(1
93
0)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡

崎
(1
98
2)
、
小
田
・
幹
(1
99
1)

森
「
細
形
銅
剣
B 
Ib
」
、『
古
代
史
発
掘
J地
名
表
の

「
岡
本
北
方
」
と
同
一
物

削 ∞ 祉 　 豊 縞 ・ 昇 弟 ぐ 珊 豊 弟 離 肝 麟 由 洲
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番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
遺

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

福
岡
25
碁
日
市
岡
本
町
(須
玖
岡
本
D

地
′点
)

剣 剣 剣 矛 矛 矛 矛 　 矛

多
樋
式

中
細
形
(破
片
)

破
片

破
片

中
細
a?

中
細
a?

中
細
b

細
形
Ha
な
い

し
II
bか
?

中
細
b?

甕
棺
・
森
「
須
玖
式
あ

る
い
は
立
岩
式
」
橋
ロ

「
K 
Ⅲ
b式
J高
倉
「
須

玖
式
」
(一
部
の
銅
会
Uは

構
外
)

重
圏
四
乳
葉
文

鏡
、
方
格
四
乳

草
葉
文
鏡
、
内

行
花
文
星
雲
鏡

内
行
花
文
清
白

鏡
、
重
圏
精
白

鏡
、
重
圏
清
白

鏡
、
重
圏
日
光

鏡
等
前
漢
鏡

33
～
35
面
、
ガ

ラ
ス
勾
玉
1、

管
玉
12
、
ガ
ラ

ス
璧
片
2

東
京
国
立
博
物
館

(九
州
大
学
・
京
都
大

学
に
も
破
片
あ
り
)

京
都
帝
国
大
学
(1
93
0)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡

崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
井
上

(1
99
4)
、
岩
永
(1
98
2)
、
古
谷
(1
91
1)
、
八

木
(1
91
0)
、
中
山
(1
92
2)
、
中
山
(1
92
7)
、

梅
原
(1
93
7)

「
細
形
銅
剣
C」

福
岡
26
春
日
市
岡
本
町
(1
3号
甕
棺
)

支
率日
刃レ
II
c

甕
棺
・
橋
日
「
K 
II
I 
b

式
」
高
倉
「
須
玖
式
」

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

福
岡
県
教
委
(1
97
6)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・

韓
(1
99
1)

難
波
「
水
城
型
J

福
岡
27
春
日
市
岡
本
町
(1
5号
甕
構
)

父
J
細
形
I(
x)
甕
棺
・
森
「
須
玖
式
」

橋
日
「
K 
Hc
式
」
高
島

「
V式
」

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

福
岡
県
教
委
(1
97
6)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎

(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

森
「
細
形
銅
剣
B 
Ib
」
四
折

福
岡
28
春
日
市
岡
本
町

支
東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

文
献
に
は
「
中
広
丈
」
と
あ
り

福
岡
29
春
日
市
岡
本
町

支
中
細
形
a

鈴
木
基
親
旧
蔵
→
東

京
国
立
博
物
館

森
(1
96
0)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)

井
上
(1
99
4)

福
岡
30
春
日
市
岡
本
辻

矛
広
形
 9
本
地
表
下
5～
6寸
で
石
1価
有

り
、
そ
の
さ
ら
に
1尺
5～
6

寸
下
に
埋
蔵
。
刃
を
う
ち
ち
が

え
て
密
接
し
た
ま
ま
埋
没

内
7本
福
岡
機
野
七

平
、 
1本
東
京
国
立

博
物
館
、 
1本
福
岡

高
岡
半
太
郎

中
山
(1
92
2)
、
片
岡
(1
99
3)

福
岡
30
の
う
ち
5日
が
連
結
式
鋳
型
に
よ
る

福
岡
31
春
日
市
岡
本
町
久
我
氏
屋
敷
内

支
糸田
升ノ
Ib

天
理
参
考
館

天
理
参
考
館
(1
97
1)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎

(1
98
2)

難
波
「
須
玖
久
我
氏
屋
敷
型
J 
樋
を
も
た
な
い
(断

面
形
態
は
細
形
の
剣
・
矛
に
共
通
)

福
岡
32
春
日
市
須
玖
東
端

貪
J
細
形
I(
x)

甕
棺

九
州
大
学
玉
泉
館
旧

蔵
、
現
存
せ
ず

岡
崎
(1
98
2)

ンヾ
ジ
ャ
ク
出
上
の
0同
父
」
と
同
一
か

福
岡
33
春
日
市
岡
本
バ
ン
ジ
ャ
ク
ジ
ン

矛
中
細
形
の
可
能

性
あ
り

畑
を
穿
っ
て
い
る
と
き

出
土

現
存
せ
ず

高
橋
(1
92
5)

長
二
尺
余
と
い
う
′ 点
「
住
吉
社
の
蔵
に
あ
る
も
の
と

同
物
」
と
い
う
点
か
ら
し
て
中
細
か
?

福
岡
34
春
日
市
岡
本
バ
ン
ジ
ャ
ク
ジ
ン

矛
中
広
形
 9
本

春
日
市
(1
97
3)

岡
本
5丁
目
出
±
9本
と
同
一
か

福
岡
35
春
日
市
岡
本
バ
ン
ジ
ャ
ク

細
形
Hb

九
州
大
学
玉
泉
館
→
?

須
玖
東
端
出
上
の
剣
と
同
一
か

福
岡
36
春
日
市
春
日
原
キ
ャ
ン
プ

細
形
Ia
(A
y)
甕
棺
の
可
能
性
あ
り

亀
井
勇
(春
日
市
牧

蔵
庫
保
管
)

岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
馬
渕
・

平
尾
(1
99
0)
、
吉
田
(1
99
3)

森
 「
細
形
金Π
貪
」
B 
Ia
J



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
塩 還

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

捕
考

福
岡
37
春
日
市
坂
本

矛
中
広
形
(袋
部

の
み
)

田
地
よ
り
掘
出
す

天
理
参
考
毎

中
山
(1
91
7)
、
天
理
参
考
館
(1
97
1)
、
京
都

市
国
大
学
(1
93
0)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」
、
折
れ
日
は
古
い
と
い
う

福
岡
38
春
日
市
岡
本
5丁
目

矛
中
広
形

亀
井
勇
(碁
日
市
攻

蔵
庫
保
管
)

夕
刊
フ
ク
ニ
チ
(1
97
2)

ンヾ
ジ
ャ
ク
ジ
ン
出
上
の
9本
と
同
一
か

福
岡
39
春
日
市
小
倉
西
方

矛
中
広
形
 9
本
長
1、
幅
04
、
深
さ

02
～
0,
3の
長
方
体
ピ

ッ
ト
の
中
に
収
め
ら
れ

て
い
た

松
尾
義
長
→
福
岡
市

博
物
館
保
管

渡
辺
・
小
田
・
松
岡
(1
96
1)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
BJ

福
岡
40
碁
日
市
小
倉
15
82
1

支
本 　 本

２
６ 　 　 １

形 　 形

広 　 細

中 　 中

出
土
状
況
不
明

文
化
庁
(2
5本
)

春
日
市
教
育
委
員
会

(2
本
)

束
博
(1
97
7)

小
倉
新
池
湖
畔
の
上
取
作
業
に
お
い
て
ダ
ン
プ
カ
ー

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
採
集
土
か
ら
発
見

福
岡
41
春
日
市
原
町
3丁
目
無
番
地

支
中
細
形
Cと
中

広
形
  
48
本
48
日
を
茎
と
鋒
を
交
互

に
並
べ
、
身
を
縦
に
し

た
状
態
で
埋
納

文
化
庁
(碁
日
市
教

育
委
員
会
保
管
)

西
谷
(1
96
9)
、
東
博
(1
97
7)
、
平
尾
・
佐
々

木
・
竹
中
(
19
95
)

水
道
管
埋
設
工
事
中
に
路
面
下
約
80
cn
の
黒
色
土
層

中
か
ら
発
見

数
本
、
中
細
形
Cを
含
む
が
他
は
中
広
、
た
だ
し
中

広
の
内
で
は
古
手
の
も
の
が
多
い

48
ロ
ー
括
の
う
ち
、 
1個
体
と
さ
れ
て
い
た
断
片
3

点
の
う
ち
、 
1点
の
み
成
分
が
異
な
る
こ
と
が
分
析

で
判
明

福
岡
42
碁
日
市
上
白
水
門
田

矛
広
形

水
田
の
地
下
げ
中
発
見

現
存
せ
ず

中
山
(1
91
8)
、
福
岡
県
教
委
(1
97
7)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」

福
岡
43
碁
日
市
上
白
水
辻
田

矛
広
形
、
断
片
包
含
層

土
器
。
木
器
福
岡
県
教
育
委
員
会
福
岡
県
教
委
(1
97
9)

福
岡
44
筑
紫
野
市
二
日
市
峰

貪
」
中
細
形
b(
Ax
?)
甕
棺

星
雲
鏡

現
存
せ
ず

中
山
(1
93
0)

「
鉾
之
記
」
の
絵
及
び
長
13
3尺
か
ら
推
測

福
岡
45
筑
紫
野
市
山
家
船
町
ヤ
ツ
エ

会
」

不
明

坂
本
(1
92
3)

形
質
等
不
明
。
「
剣
」
が
出
た
と
の
み
あ
り

福
岡
46
筑
紫
郡
那
珂
川
町
安
徳
原
田

矛 矛 矛 矛 　 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛

広
形

広
形

広
形 形 　 形 形 形 形 形 形 形 形

広 　 広 広 広 広 広 広 広 広

安
徳
台
の
下
の
低
所
25

尺
位
下
に
12
本
ま
と
め
て

刃
を
互
い
違
い
に
し
て
横

に
並
べ
て
あ
っ
た

東
京
大
学
文
学
部
考

古
学
教
室

京
都
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

明
治
大
学
考
古
学
博

物
館

前
原
市
教
育
委
員
会

伊
都
国
資
料
館
保
管

前
原
市
教
育
委
員
会

藤
野
増
美

平
岡
 
浩

本
山
考
古
資
料
館

焼
夫

中
山
(1
93
0)

中
山
(1
93
0)
、
京
都
大
学
文
学
部
(1
96
0)

中
山
(1
93
0)
、
黒
沢
(1
98
9)
、
片
岡
(1
99
3)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」
、
鋒
半
欠

「
広
鋒
銅
矛
B」
、
鋒
半
欠
 
連
結
式
鋳
型
に
よ
る

近
藤

福
岡
47
筑
紫
郡
那
珂
川
町
岩
戸
恵
子
向

矛
中
広
形
 3
本
採
土
中
発
見
、
小
高
い
丘

岸
原
善
太
郎

中
山
(1
93
0)
、
島
田
(1
93
9)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
A・
BJ

福
岡
48
太
宰
府
市
太
宰
府
社
地
?

丈
中
広
形
?

高
椅
(1
92
5)
、
中
山
(1
93
0)

出
土
地
不
明
。
片
野
山
出
±
11
日
の
内
か
も
し
れ
な

い
。
長
12
4尺
か
ら
す
る
と
中
広
か
?

韻 ∞ Ⅲ 　 獣 縮 ・ 井 鵡 ミ 珊 豊 鵡 工 肝 苫 � 辮
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番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構

伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

福
岡
49
太
宰
府
市
安
楽
寺
東
南
嶺

不
明
不
明
 9
本

高
橋
(1
92
5)
、
中
山
(1
93
0)

安
元
元
年
(1
17
5)
発
見
。
発
掘
地
点
今
日
も
は
や
位

置
不
明

福
岡
50
太
宰
府
市
片
野
山

支
中
広
形
 1
1本

太
宰
府
天
満
宮
1本

そ
の
他
10
本
は
不
明

高
橋
(1
92
5)
、
中
山
(1
93
0)
、
後
藤
(1
98
3)
天
明
四
年
発
見
、
茎
一
部
欠
。
大
き
な
も
の
長
15
尺

幅
03
尺
、
4ヽ
さ
な
も
の
長
12
尺
、
幅
0_
25
尺
と
あ

り
、長
15
尺
は
大
き
す
ぎ
る
が
幅
か
ら
し
て
ほ
ぼ
中

広
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
の
も
の

に
関
し
て
は
青

"H
種

信
「
古
器
物
図
面
Jに
「
交
野

山
出
土
」
と
あ
る
が
「
数
十
一
形
状
皆
如
図
」
と
あ

る
の
で
「
片
野
山
」
と
同
一
で
あ
ろ
う
。

福
岡
51
太
宰
府
市
竃
門
神
社
蔵
品

支
中
広

出
土
地
不
祥

竃
門
神
社

高
橋
(1
91
7)
、
岩
永
(1
98
0)

茎
に
文
様
あ
り
。
F古
代
史
発
掘
』
5地
名
表
に
「
中

広
曳
広
矛
10
Jと
あ
る
の
は
誤
り
。

福
岡
52
太
宰
府
市
水
城
九
山

支
細
形
Hc

土
取
作
業
現
場
で
の
採
集

観
世
音
寺

高
倉
(1
97
6)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)

小
田
・
韓
(1
99
1)

(難
波
「
水
城
型
」
)

福
岡
53

(イ
云
)
筑
紫
郡

矛
細
形
Ha
(x
)

東
京
国
立
博
物
館
森
(1
96
8)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
CJ
、
岡
崎
「
中
細
銅
矛
A」

福
岡
54
大
野
城
市
瓦
田

矛
型
式
不
明

津
田
信
秀
(福
岡
)

→
タ

若
林
(1
89
7
)

詳
細
不
明

福
岡
55
朝
倉
郡
三
輪
町
栗
田

矛
中
細
形
(鋒
部

の
み
)

甕
棺
(合
日
)

坂
本
栄
弥

坂
本
(1
92
8)
、
柳
田
(1
98
4)

折
損
部
拓
本
に
よ
る
と
背
の
折
面
に
穴
が
あ
る
の
で

矛
で
あ
ろ
う
 
鋒
と
刃
部
中
位
の
2片

福
岡
56
甘
本
市
下
渕

矛 　 矛 　 矛

中
広
形

中
広
形
(鋒
部

欠
夫
)

中
広
形

大
木
の
下
よ
り
掘
出
す

太
宰
府
天
満
宮

朝
倉
高
校

坂
本
(1
92
6)
、
高
橋
(1
92
5)
、
七
日
(1
97
6)
、

秘
Ⅱ田
(1
98
4)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」
研
ぎ
分
け
有

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
BJ

福
岡
57
甘
木
市
馬
田
(旧
大
刀
洗
飛
行
場
)

父 　 会

細
形
I(
y)

不
明

坂
出
市
鎌
田
共
済
会

郷
土
博
物
館

不
明

渡
部
(1
98
2)

福
岡
58
朝
倉
郡
朝
倉
町
古
毛

党
中
広
形

井
戸
堀
中
出
土

旧
朝
倉
中
学
校
→
坂

本
栄
弥

坂
本
(1
92
6)
、
柳
田
(1
98
4)

福
岡
59
甘
本
市
三
余
木
町
板
屋
田
中
原

支 丈

中
細
形
b

恐
ら
く
中
細
形
b

甘
木
歴
史
資
料
館

不
明

柳
田
(1
98
4)

鋳
桂
‖
)有

福
岡
60
甘
木
市
荷
原
池
辺

支
中
広
形
 3
本

甘
木
歴
史
資
料
館
炒
,田
(1
98
4)

福
岡
61
小
郡
市
三
沢
北
牟
田
遺
跡
12
号

木
構
墓

剣
(鋒
)
細
形
?

木
棺

福
岡
県
教
育
委
員
会
高
倉
(1
97
6)
、
福
岡
県
教
委
(1
97
9)
、
片
岡

(1
98
4)

南
木
日
板
付
近
の
構
外
底
面
に
密
着
し
て
出
土
。
時

期
高
倉
Γ 前
期
末
」

福
岡
62
小
郡
市
立
石
胡
麻
野

矛
詳
細
不
明
(中

広
形
?)

矢
野
(1
85
3)
、
坂
本
(1
92
8)
、
高
橋
(1
92
5)
、

片
岡
(1
98
4)

嘉
永
初
発
見
。
坂
本
・
高
橋
は
狭
鋒
と
す
る
が
、
矢

野
の
文
献
か
ら
す
れ
ば
中
広
の
可
能
性
あ
り

福
岡
63
小
郡
市
乙
隅

矛
中
広
形
?

所
在
不
明

矢
野
(1
85
3)
、
高
橋
(1
92
5)
、
中
山
(1
91
8)
、

片
岡
(1
98
4
)

高
橋
・
中
山
は
広
鋒
と
す
る
が
、
矢
野
の
文
献
か
ら

す
れ
ば
中
広
で
あ
ろ
う
。

福
岡
64
小
郡
市
乙
Fr
L東
畑
54
21

支 　 　 　 曳

中
広
形

中
広
形

地
表
下
60
cm
の
深
さ
で

2日
が
20
cm
の
間
隔
で

水
平
に
置
か
れ
て
い
た

小
郡
市
教
育
委
員
会
井
上
・
柴
田
・
渡
辺
(1
96
2)
、
片
岡
(1
98
4)
茎
半
損
、
関
一
部
欠
。

鋒
欠
、
刃
部
ほ
と
ん
ど
欠
。

福
岡
65
小
郡
市
大
板
井

支 支

中
細
形
a

中
細
形
a
甕
棺
(合
日
)

三
井
高
校

三
井
高
校

九
州
考
古
学
会
(1
95
0)
、
片
岡
(1
98
4)



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

福
岡
65

党 党 尭 党 党

中
細
形
a

中
細
形
a

中
細
形
a

中
細
形
a

中
細
形
a

九
州
歴
史
資
料
館

九
州
歴
史
資
料
館

所
在
不
明

現
存
せ
ず

現
存
せ
ず

福
岡
66
伝
 
三
井
郡

細
形

三
井
高
校

片
岡
(1
98
4)

柄
部
破
片
 
売
の
可
能
性
も
有

福
岡
67
三
井
郡
北
野
町
大
城
蛭
生
名
豊

女E
社

矛
中
広
形
 2
本

豊
姫
神
社

矢
野
(1
85
3)
、
高
橋
(1
92
5)
、
中
山
(1
91
8)
高
橋
は
「
狭
鋒
」
と
す
る

福
岡
68
小
郡
市
(筑
前
国
三
井
郡
小
郡
)
鬼
春
秋
―
戦
国
式

黒
木
賞
猛
旧
蔵
か
中
山
(1
92
8)
、
片
岡
(1
98
4)

出
土
状
態
等
一
切
不
明

福
岡
69
小
那
市
岩
田

完
中
細
形
b

田
中
幸
夫
→
九
州
歴

史
資
料
館

九
州
歴
史
資
料
館
(1
98
か
、
片
岡
(1
98
4)

福
岡
70
久
留
米
市
山
川
町
野
日

不
明

一
円
丘
よ
り
出
土
と
い
う

所
在
不
明

矢
野
(1
85
3)
、
高
橋
(1
92
5)

長
7～
8寸
と
い
う
。
文
献
で
は
「
細
形
鋼
剣
Jと

推
定

福
岡
71
久
留
米
市
御
井
町
清
水

矛
未
確
認

高
良
町
遠
藤
巌
雄
旧
蔵
入
木
(1
90
2)
、
高
橋
(1
91
6)

高
橋
は
「
広
鋒
」
と
す
る
。
茎
部
全
存
、
長
10
4尺
I

中
広
か
広
の
可
能
性
大

福
岡
72
久
留
米
市
荒
木
町
鬼
木

矛
広
形

日
吉
神
社

久
留
米
市
教
委
(1
97
6)

鋒
欠

福
岡
73
久
留
米
市
大
善
寺
町
中
津
道
蔵

売
中
広
形

不
明

所
左
不
明

中
山
(1
91
8)

福
岡
74
三
瀦
郡
三
溶
町
高
三
溶
東
畑

細
形
Hb

型
式
不
明

地
下
tデ
の
際
甕
棺
か
ら

発
見
さ
れ
た
と
い
う

富
松
林
次

富
松
邸
の
祀
の
下
に

再
埋
納

高
橋
(1
92
5)
、
小
田
(1
97
6)

節
帝
あ
り
、
茎
に
一
孔
あ
り

福
岡
75
三
瀦
郡
三
瀦
町
高
三
瀦
塚
崎
西

畑
御
廟
塚

細
形
I(
x)

深
樋
式

箱
式
石
棺
の
蓋
の
上
に

乗
っ
て
い
た

玉
垂
宮

弓
頭
神
社

矢
野
(1
85
3)
、
中
山
(1
93
0)
、
高
橋
(1
92
5)

岡
崎
(1
98
2)

久
留
米
市
教
委
に
写
真
あ
り

樋
に
双
乳
、
茎
に
1孔
、
計
3孔
を
も
つ

福
岡
76
三
瀦
郡
大
木
町
 
風
浪
宮
蔵
品

矛
未
確
認

風
浪
宮
(大
川
・
深

川
忠
吉
旧
蔵
)

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

文
献
に
は
「
広
形
銅
矛
」
と
す
る

福
岡
77
山
門
郡
瀬
高
町
刀
嘲
|1
20
号
甕
棺

鋒
部

甕
棺
 
時
期
橋
口
「
中

期
後
葉
J

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

高
倉
(1
97
6)
、
橋
日
(1
98
7)
、
西
谷
(1
97
2)
、

岡
崎
(1
98
2)
、
高
倉
(1
97
6)

高
倉
は
棺
外
副
葬
、
橋
日
は
棺
内
と
す
る

福
岡
78
山
門
郡
瀬
高
町
女
山
大
革
産
女
谷

矛 矛

中
広
形

中
広
形

海
抜
64
m女
山
中
腹

神
護
石
列
石
線
内
側

杉
本
 
博

森
(1
96
0)
)、
西
谷
(1
97
6)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
BJ

福
岡
79
浮
羽
郡
浮
羽
町
小
塩
束
藤

矛
中
広
形

地
表
下
3尺

何
も
無
し
東
京
国
立
博
物
館
高
橋
(1
92
「
Ol
、
東
博
(1
98
0)
、
井
上
(1
99
0)
研
ぎ
分
け
有
、
袋
部
に
鋳
造
時
の
型
持
用
の
ピ
ン
の

痕
跡
有

福
岡
80
浮
羽
郡
吉
井
町
つ
る
か
け
(弦
掛
)
矛 矛 矛

中
広
形

中
広
形

中
広
形

三
枚
重
ね
て
土
中
に
あ
り

水
天
宮

若
宮
社

五
穀
社

矢
野
(1
85
3)
、
高
橋
(1
92
5)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
BJ
、
下
半
部
半
欠

福
岡
81
浮
羽
郡
吉
井
町
清
宗

曳
細
形
Ha

浮
羽
高
校

岡
崎
(1
98
2)

(難
波
「
宇
木
汲
田
型
J)

福
岡
82
浮
羽
郡
田
主
丸
町
麦
生
矢
倉
八

I皓
蔵

矛
矢
倉
八
幡
宮

田
中
幸
夫
氏
,金
子
文
夫
氏
に
よ
る

元
禄
年
間
奉
納

福
岡
83
浮
羽
郡
吉
井
町
徳
丸
堂
の
前

曳
中
広
形
 2
本
地
下
げ
中
二
日
重
な
っ

て
出
土

東
京
国
立
博
物
館
高
橋
(1
92
51
、
東
博
(1
98
0)

福
岡
84
八
女
市
吉
田
野
間

矛
中
広
形
か
広
形

13
本

深
さ
2～
3尺
の
小
蔦
を

穿
っ
て
い
る
時
に
発
見

現
存
せ
ず

中
山
(1
91
8)

文
献
に
「
広
鋒
鋼
矛
」
と
あ
る
の
で
、
中
広
形
か
広

形
で
あ
ろ
う

削 ∞ 祉 　 自 職 ・ 井 鵡 ミ Ⅷ 豊 弟 Ｖ 肝 巌 苗 即

卜 『 ト



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

壇 嘔
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

福
岡
85
入
女
郡
広
川
町
吉
常
八
ノ
久
保

矛 　 支

中
細
形
の
可
能

性
大

中
細
形
aの
可

能
性
大

福
島
大
庄
屋
竹
重
→

所
在
不
明

矢
野
(1
98
5)
、
高
橋
(1
92
5)

矢
野
の
文
献
の
図
か
ら
中
細
形
飼
矛
か

矢
野
の
文
献
の
図
か
ら
中
細
形
銅
丈
aと
思
わ
れ
る

福
岡
86
入
女
郡
広
川
町
藤
田
天
神
浦

矛
中
広
形
 1
8本

高
良
大
社
  
1本

秋
葉
神
社
  
1本

イ
タ
リ
ア
  
1本

そ
の
他
15
本
は
現
存

せ
ず

矢
野
(1
98
5)
、
高
橋
(1
92
5)
、
七
田
(1
97
6)
元
禄
十
年
、
享
保
七
年
各
々
13
日
と
5日
出
土
。
鋒

欠
。
近
藤
「
中
細
銅
矛
AJ

有
文
の
も
の
を
18
日
の
内
に
含
め
る
か
否
か
は
矢
野

文
bF
iの
文
章
に
混
乱
あ
り

福
岡
87
八
女
郡
(伝
)星
野
村
十
篭

矛
中
広
形
 2
本

麻
生
神
社
旧
蔵
→
星

野
村
教
育
委
員
会

八
女
山
門
社
会
研
究
会
(1
96
7)

完
形
品

福
岡
88
久
留
米
市
高
良
大
社
所
蔵
品

矛
中
広
形

高
良
神
社

高
橋
(1
92
5)

残
欠
、
出
土
地
不
祥

福
岡
89
粕
屋
郡
古
賀
町
鹿
部

剣 　 支

細
形
HC

細
形
Ia

甕
棺
(合
日
)森
「
中

期
中
頃
」

東
京
大
学
人
類
学
教

室
→
現
存
せ
ず

皇
石
神
社

古
谷
(1
91
1)

森
(1
97
3)
、
岡
崎
(1
98
か
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

茎
に
糸
を
ま
い
た
痕
跡
あ
り

(難
波
「
鹿
部
型
」)

福
岡
90
宗
像
郡
玄
海
町
鐘
崎
上
ハ

(鋒
)
中
細
形
?
脩
式
石
棺

関
西
大
学

岡
崎
(1
98
2)
、
花
田
(1
99
5)

『
関
大
資
料
図
鑑
』
で
は
長
崎
県
下
出
土
と
さ
れ
る

福
岡
91
宗
像
市
宗
像
町
仲
尾
田
隅
60
8

4

(鋒
)
細
形

関
西
大
学

花
田
(1
99
5)
、
岡
崎
(1
98
2)

『
関
大
資
料
図
鑑
』
で
は
長
崎
県
下
出
土
と
さ
れ

る
 :
岡
崎
(1
98
2)
で
は
玄
海
町
出
土
と
さ
れ
る

福
岡
92
宗
像
市
宗
像
町
釣
川
河
床

矛
広
形

土
師
器
・
銅
鐸
を

伴
っ
た
と
い
う

宗
像
高
校

森
(1
97
3)
、
花
田
(1
99
5)

近
藤
「
広
鋒
A」
、
刃
部
片

福
岡
93
宗
像
市
宗
像
町
高
塚

党
細
形
X

花
田
(1
99
5)
、
天
理
参
考
館
(1
97
1)

身
下
半
の
み
、
刃
端
欠

福
岡
94
宗
像
郡
津
屋
崎
町
勝
浦

平
形
Hb

天
理
参
考
館

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)
、
花
田

(1
99
5)

19
64
・
3・
3浜
田
常
次
郎
よ
り
購
入

福
岡
95
宗
像
郡
大
島
村
沖
の
島

矛
細
形

致
道
博
物
館

宗
像
神
社
復
興
期
成
会
(1
95
8)
、
岡
崎

(1
98
2)

節
帯
一
条
、
関
の
下
左
右
に
棘
状
突
起
2個
づ
つ
持

つ
等
、
板
付
、
徳
須
恵
の
も
の
な
ど
と
は
異
な
る

福
岡
96
遠
賀
郡
岡
垣
町
吉
本

若
林
(1
89
り

文
献
に
「
金 隙
」 J
 
と
あ
り

福
岡
97
遠
賀
郡
岡
垣
町

剣 　 矛 支

中
広
形

中
細
形
a

中
細
形
b

九
州
大
学
考
古
学
研

究
室

原
田
(1
96
1)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
岩
永
(1
98
0)
、

岡
垣
町
教
委
(1
98
1)

一
括
資
料
だ
が
詳
細
不
明
。

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
d」
岡
崎
「
中
細
銅
矛
B」

福
岡
98
遠
賀
郡
岡
垣
町
山
田
大
坪

支
中
細
形
b

京
都
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

岡
垣
町
教
委
(1
98
1)
、
岡
崎
(1
98
2)

福
岡
99
遠
賀
郡
岡
垣
町
元
松
原

支 　 矛

糸日
オ診
II
 a

細
形
H(
y)

九
州
大
学
考
古
学
研

究
室

池
日
洋
一
蔵

岡
垣
町
教
委
(1
98
1)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
中
島

(1
98
0)

身
下
半
残
片
、
難
波
「
有
田
型
」

福
岡
10
0
鞍
手
郡
若
宮
町
金
九

党
中
広
形

東
京
大
学
理
学
部
人

類
学
教
室

高
橋
(1
92
5)

成
分
分
析
の
た
め
あ
け
た
孔
た
く
さ
ん
あ
り

福
岡
10
1
飯
塚
市
立
岩
堀
田
10
号
甕
棺

矛
中
細
形
a
甕
棺
・
森
「
立
岩
式
」

橋
日
「
KⅢ
c式
」
高
島

「
VI
I式
」

連
HJ
h丈
清
白
鏡
、連

弧
文
日
有
喜
鏡
2、

重
圏
清
自
鏡
、重
圏

精
白
鏡
、重
圏
*較

鏡
、
鉄
剣
、
鉄
鈍
、

lR
石
2

飯
塚
市
博
物
館

岡
崎
(1
97
7)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓

(1
99
1)

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
d」
岡
崎
「
中
細
銅
矛
B」



番
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
迫 還

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

福
岡
10
2
嘉
穂
郡
稲
築
町
岩
崎
熊
野
神
社

境
内

矛
細
形
Ha
(x
)
箱
式
石
棺

熊
野
神
社
近
く
の
個

人
?

森
(1
96
0)
、
岡
崎
(1
98
2)

福
岡
10
3
嘉
穂
郡
庄
内
町
綱
分

党
中
広
形
 3
本
神
亀
年
中
に
三
振
の
宝

剣
が
三
つ
の
瓶
よ
り
出

土

綱
分
入
幡
宮
旧
蔵
・

所
在
不
明

松
岡
(1
78
6)
、
庄
内
町
(1
96
6)

福
岡
10
4
嘉
穂
郡
嘉
穂
町
千
手

細
形
I

千
手
小
学
校
?現
存

せ
ず

岡
崎
(1
98
2)

福
岡
10
5
北
九
州
市
入
幡
西
区
大
字
馬
場

山
第
27
号
土
羨
墓

矛
(鋒
)
糸
日
升
多

土
娠
墓

石
剣
共
伴

北
九
州
市
教
育
委
員
⑪
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
国
(1
98
0)
「
時
期
は
中
期
前
半
」

福
岡
10
6
北
九
州
市
小
倉
南
区
上
長
野

曳
中
広
形

護
念
寺

原
日
・
ガヽ
田
(1
95
7)
、
ガヽ
田
(1
97
6)

19
20
年
長
野
城
跡
の
上
中
よ
り
発
見
、
寄
贈

福
岡
10
7
北
九
州
市
小
倉
南
区
上
長
野
6ユ

番
地

矛
広
形
 2
本

池
永
輝
男

小
田
(1
97
6)
、
北
九
州
市
史
編
纂
委
員
会

(1
98
働
 
※
う
ち
1日
連
結
式
鋳
型
;片
岡

(1
99
0

鉛
危
石
型
の
継
ぎ
目
痕
あ
り
。
19
60
年
2月
発
見

福
岡
10
8
田
川
市
精
上
の
原

細
形
I(
x)

箱
式
石
構

な
し

植
木
 
忠

花
村
(1
97
4)
、
小
田
(1
97
6)
、
岡
崎
(1
98
2)
主
軸
を
南
北
に
し
た
箱
式
石
棺
内
の
西
南
隅
か
ら
出

土

福
岡
10
9
田
川
市
精
上
の
原

細
形
Ⅳ

採
土
工
事
中
単
独
発
見
て

上
羨
墓
か
?

福
岡
県
教
育
委
員
会
花
村
(1
97
4)
、
小
田
(1
97
6)
、
小
田
・
華

(1
99
1)

時
期
・
小
田
「
恐
ら
く
中
期
後
半
頃
J(
小
田
「
細

形
II
IJ
)

福
岡
■
0
田
川
市
濡
上
の
原

箱
式
石
構
か
?

花
村
(1
97
4)

花
村
に
よ
れ
ば
、
上
の
原
か
ら
は
銅
剣
3本
が
出
土

し
、
共
に
箱
式
石
棺
か
ら
の
発
見
で
、
鋳
造
、
研
磨

と
も
に
す
ぐ
れ
た
細
形
◆Π
剣
だ
と
い
う
。
小
田
氏
の

記
述
と
出
土
本
数
、
出
土
遺
構
に
関
し
ず
れ
が
あ
る

福
岡
■
1
田
川
郡
糸
田
町

矛
中
広
形
か
広
形

10
本

畑
地
か
ら
出
土

現
存
せ
ず
。
発
見
者

の
長
谷
川
九
郎
七
氏

が
小
倉
県
令
に
提
出

し
、 
9日
は
県
に
留

め
1日
は
下
付
さ
れ

た
が
、
そ
の
1日
も

そ
の
後
別
の
人
に
譲

り
渡
さ
れ
た
。

若
林
(1
89
7)
、
高
橋
(1
92
5)
、
三
島
(1
97
9)
文
献
で
は
「
広
鋒
J「
広
形
J。
「
豊
前
、
筑
前
其
他
出

土
考
古
品
図
譜
」
に
よ
る
と
銅
鉾
十
二
箇
、
明
治
三

年
田
川
郡
糸
田
村
土
中
発
見
」
と
あ
り
、
同
一
事
例

を
指
す
と
す
れ
ば
出
土
数
に
混
乱
有
り
。

福
岡
■
2
田
川
郡
糸
田
町
宮
山
 
大
宮
神
社

売
中
広
形
 9
本

東
京
国
立
博
物
館 8
本

天
理
参
考
館
 1
本

花
村
利
彦
の
県
埋
文
カ
ー
ド
に
は
「
宮
山
集

落
跡
、
弥
生
中
期
社
宅
敷
地
整
理
中
銅
支
8

個
発
見
コ
、
『
糸
田
町
史
』
に
は
19
40
年
1月

発
見
素
焼
の
楕
円
形
の
壺
の
中
よ
り
発
見
、

『
福
岡
日
日
新
聞
・
19
40
年
1月
25
日
付
』
に

は
大
宮
炭
坑
の
社
宅
敷
地
造
成
地
か
ら
高
さ

45
cm
の
素
焼
の
壺
が
発
見
さ
れ
そ
の
中
か
ら

出
土
。
 
東
博
(1
98
0)
、
岩
永
(1
98
0)

天
理
参
考
館
(1
97
1)

鋳
か
け
痕
跡
、
茎
欠
、
鋒
欠

福
岡
■
3
田
川
郡
糸
田
町
雪
浦

克
中
広
形
 6
本
一
括
出
土

地
元
個
人
?

大
宮
出
上
の
9本
と
の
関
係
が
問
題
。
あ
る
い
は
重

複
し
て
い
る
か
。

福
岡
■
4
田
川
市
鉄
砲
町
夫
婦
塚

不
明
 3
本

不
明

花
村
(1
97
4)
、
大
任
町
教
委
(1
97
6)
、
花
村

(1
96
6)

福
岡
■
5
田
川
郡
金
田
町
方
城

丈
不
明

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

文
献
に
は
「
広
形
銅
党
」
と
あ
り

泄 ∞ 糾 　 豊 鞘 ・ 昇 弟 ミ 剤 豊 鵡 工 肝 甚 苗 洲

卜 機 ０
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番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
式

ヒ 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

福
岡
11
6
田
川
郡
大
任
町
柿
原

剣
(鋒
)
細
形

石
棺
内
。
19
48
年
発
見

上
城
深
治

大
任
町
誌
編
集
委
員
会
、
大
任
町
教
委

(1
97
6)
、
橋
日
(1
97
6)
、
七
田
(1
97
6)

時
期
・
橋
日
「
前
期
末
～
中
期
前
葉
」『
大
任
町
誌
』

の
復
元
図
に
は
疑
問
が
有
る
。

福
岡
11
7
遠
賀
川
流
域
?

矛
広
形
(鋒
部
)

直
方
高
校

福
岡
l1
8
行
橋
市
天
生
田
大
将
軍

矛
広
形
?

尾
形
昌
三
旧
蔵

高
橋
(1
92
働

文
献
に
は
「
広
鋒
」
と
あ
る
。
鋒
部
欠

福
岡
11
9
行
橋
市
天
生
田
農
家
所
伝

支
中
広
形

卜
川
敬
善
旧
蔵

高
橋
(1
92
5)

出
土
地
不
祥
。
大
将
軍
遺
跡
に
関
係
か
?

福
岡
12
0
行
橋
市
馬
ケ
嶽

党
中
広
形

粕
木
勘
入
郎
旧
蔵
高
橋
(1
92
5)
、
三
島
(1
97
9)

茎
に
重
圏
文
あ
り
。
出
土
地
不
祥
。
大
将
軍
遺
跡
に

関
係
か
?

福
岡
12
1
伝
 
行
橋
市
周
辺

矛
広
形
 2
本

福
島
 
依

出
土
地
不
祥

福
岡
12
2
行
橋
市
天
生
田

支
中
広
形

横
穴
?

所
左
不
明

三
島
(1
97
9)

鉾
部
欠
。
詳
細
不
明
。
他
の
も
の
と
重
複
か
?

福
岡
12
3
「
仲
津
郡
」

党
中
広
形

所
在
不
明

三
島
(1
97
9)

詳
細
不
明
。
他
の
も
の
と
重
複
か
?

福
岡
12
4
築
上
郡
推
田
町
湊

矛
広
形

浜
田
正
一
旧
蔵
・
行

方
不
明

東
京
考
古
学
会
(1
96
8)

袋
部
の
み

福
岡
12
5
築
上
郡
大
平
村
東
下
友
枝

矛
中
広
形

宮
崎
県
総
合
博
物
館
後
藤
(1
98
0)

茎
部
に
1ケ
所
鋳
か
け
あ
り

福
岡
12
6
伝
 
築
上
郡

支
中
広
形

高
向
 
保
旧
蔵
。
行

方
不
明

原
日
・
小
田
(1
95
7)

茎
に
半
円
同
心
円
文
あ
り

福
岡
12
7
伝
 
福
岡
県

支
中
広
形

福
岡
市
博
物
館

後
藤
(1
98
0)

人
面
茎

福
岡
12
8
伝
 
福
岡
県

貪
」
細
形
I(
x)

明
治
大
学
考
古
学
博

物
館

石
川
(1
98
6)

福
岡
12
9
伝
 
福
岡
県

矛
広
形

許
斐
信
一
郎

福
岡
13
0
糸
島
郡
二
丈
町
深
江
井
卒
田

中
国
式

約
50
cm
四
方
の
上
渡
に

埋
糸内

後
期
土
器
共
伴
、

遺
跡
か
ら
楽
浪

系
漢
式
上
器

二
丈
町
教
育
委
員
会
ワ
ク
ニ
チ
新
聞
(1
99
1)

長
15
cm
前
後
、
故
意
に
屈
折

福
岡
13
1
前
原
市
伝
三
雲

貪
J
中
国
式

伊
都
歴
史
資
料
館
馬
渕
・
平
尾
(1
99
0)

福
岡
13
2
前
原
市
井
原
松
井

貪
」
細
形

甕
棺
墓

埋
文
研
究
会
第
20
会
研
究
集
会

福
岡
13
3
前
原
市
高
上
石
町

貪
U
細
形

箱
式
石
棺
墓

埋
文
研
究
会
第
20
会
研
究
集
会
98
6)

福
岡
13
4
前
原
市
高
祖
遺
跡
群

父
U
細
形

甕
枯
墓

埋
文
研
究
会
第
20
会
研
究
集
会

福
岡
13
5
前
原
市
西
堂
遺
跡
群

貪
」
細
形

埋
文
研
究
会
第
20
会
研
究
集
会

福
岡
13
6
福
岡
市
早
良
区
西
新
町
C地
区

19
号
甕
構

剣
(鋒
)
細
形

KI
Va
式
甕
棺

福
岡
市
教
委
(1
98
2)

福
岡
13
7
福
岡
市
早
良
区
東
入
部
95
7号

木
棺
墓

貪
u
糸
田
刃
シ

木
棺

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

福
岡
市
教
委
(1
99
3)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究

月F
(1
99
3)

前
期
末

福
岡
13
8
福
岡
市
早
良
区
束
入
部
84
号
甕

棺
墓

貪
J
細
形

甕
棺

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

福
岡
市
教
委
(1
99
3)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究

所
(1
99
3)

中
期
初
頭

福
岡
13
9
福
岡
市
早
良
区
飯
倉

父
U
細
形

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

樋
先
端
部
近
く
の
み
、
あ
る
い
は
飯
倉
唐
木
出
土
品

の
一
部
に
復
元
さ
れ
て
い
た
も
の
か

福
岡
14
0
福
岡
市
西
区
飯
盛
88
号
甕
棺
剣
(鋒
)
細
形

甕
構
(金
海
式
)

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

福
岡
14
1
福
岡
市
西
区
吉
武
高
木
10
0号

甕
棺

貪
U
細
形
I(
y)
甕
棺
(金
海
式
)

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

福
岡
14
2
福
岡
市
西
区
吉
武
高
木
11
5号

甕
構

貪
」
細
形
I(
y)
金
海
式
甕
棺

城
ノ
越
式
小
壺

共
伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)



番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

迫 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

福
岡
14
3
福
岡
市
西
区
吉
武
高
木
■
6号

甕
構

細
形
I(
y)
金
海
式
甕
棺

城
ノ
越
式
小
壷

共
伴

福
岡
市
博
物
館
福
岡
市
教
委
(1
98
0

福
岡
14
4
福
岡
市
西
区
吉
武
高
木
1号
木
棺

細
形
I(
y)

木
棺

碧
玉
製
管
玉

20
・
城
ノ
越
式

小
壺
共
伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

福
岡
14
5
福
岡
市
西
区
吉
武
高
木
2号
木
構

細
形
Hb

木
棺

ヒ
ス
イ
製
勾
玉

1・
碧
玉
製
管

玉
13
5・
城
ノ
越

式
小
壺
共
伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

福
岡
14
6
福
岡
市
西
区
吉
武
高
木
3号
木
棺
剣 　 　 　 　 　 剣 矛 支

細
形
I(
y)

糸田
形
IV

細
形
H

率田
オ タ
II
a?

木
棺

多
針
細
文
鏡

1・
ヒ
ス
イ
製

勾
玉
1・
碧
玉

製
管
玉
95
・
城

ノ
越
式
小
壼
共

伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

(小
田
「
細
形
Ⅲ
」
)

鋒
折
損
後
剣
菱
状
に
研
ぎ
直
し

難
波
「
吉
武
高
木
型
」

福
岡
14
7
福
岡
市
西
区
吉
武
高
木
4号
木
棺

細
形
II
b

木
棺

城
ノ
越
式
小
主

共
伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

福
岡
14
8
福
岡
市
西
区
吉
武
樋
渡
75
号
甕
棺

細
形
Hb

須
玖
式
甕
棺

青
鋼
製
方
柱
付

十
字
把
頭
飾
共

伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

緊
縛
紐
残
存

福
岡
14
9
福
岡
市
西
区
吉
武
樋
渡
77
号
甕
棺

細
形
I(
y)
須
玖
式
甕
枯

鍔
金
具
1共
伴
福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

絹
布
付
着

福
岡
15
0
福
岡
市
西
区
吉
武
樋
渡

細
形
IJ

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

異
形
単
独
出
土

福
岡
15
1
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
1号
甕
棺

克
細
形

金
海
式
甕
枯

先
端
近
く
の
樋

の
言
卜分

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

福
岡
15
2
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
45
号
甕
棺

剣 矛

細
形
I(
y)

細
形
I

金
海
式
甕
構

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

袋
部
よ
り
木
柄

福
岡
15
3
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
51
号
甕
棺

貪
」
細
形
I(
x)
金
海
式
甕
棺

碧
玉
製
管
玉
11

共
伴

福
岡
15
3に
同
じ
福
岡
市
教
委
(1
98
6)

福
岡
15
4
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
53
号
甕
糟

夷
糸阻
刃夕
II
a

汲
田
式
甕
棺

磨
製
石
剣
鋒
4

共
伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

(難
波
「
宇
木
汲
田
型
J)

福
岡
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
67
号
甕
棺

矛
細
形

金
海
式
甕
棺

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委

福
岡

福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
70
号
甕
棺

丈
細
形

金
海
式
甕
棺

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委

刃
部
に
研
ぎ
分
け
 (
難
波
「
吉
武
高
木
型
」
?)

福
岡
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
14
0号
甕
棺

細
形

金
海
式
甕
棺

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委

福
岡
15
8
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
1号
木
構

剣 　 夷

細
形
Hb

細
形
Ha
?

木
棺

城
ノ
越
式
小
壷

共
伴

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

(難
波
「
吉
武
高
木
型
」
)

福
岡
15
9
福
岡
市
西
区
吉
武
大
石
4号
木
構

細
形
Hb

福
岡
市
博
物
館

福
岡
市
教
委
(1
98
6)

木
製
鞘
遺
存

福
岡
16
0
福
岡
市
西
区
野
方
久
保
5号
甕
棺

細
形
Hb

汲
田
式
甕
棺

青
銅
製
方
柱
付

十
字
形
把
頭
飾

共
伴

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

下
村
・
二
宮
(1
99
0)

鴻 ∞ 柵 　 自 鞘 ・ 昇 弟 熊 郎 豊 粥 干 肝 諄 苗 洲



卜 『 Ｏ

番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

福
岡
16
ユ
福
岡
市
西
区
野
方
久
保
25
号
甕
棺

細
形
I(
x)
汲
田
式
甕
棺

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

下
村
。
二
宮
(1
99
0)

福
岡
16
2
福
岡
市
西
区
野
方
久
保

細
形
I(
x)
汲
田
式
甕
精

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

福
岡
16
3
福
岡
市
博
多
区
比
恵
28
号
甕
棺

細
形
I(
x)
須
玖
式
甕
棺

福
岡
市
博
物
館
福
岡
市
教
委
(1
98
3)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究

所
(1
99
0

絹
布
付
着

福
岡
16
4
春
日
市
須
玖
岡
本
H地
点
15
号

甕
棺

細
形
I(
x)

春
日
市
文
イ酸
オ収
蔵
庫
春
日
市
教
委
(1
99
働

福
岡
16
5
春
日
市
須
玖
岡
本

矛
中
広
形

京
都
大
学
文
学
部
博

物
館

岡
本
5丁
目
出
±
9口
の
1日
か
?

福
岡
16
6
春
日
市
須
玖
岡
本

矛
中
広
形

京
都
大
学
文
学
部
博

物
館

岡
本
5丁
目
出
±
9日
の
1日
か
?

福
岡
16
7
春
日
市
日
拝
塚

春
日
市
教
委
(1
97
3)

福
岡
16
8
筑
紫
野
市
永
岡
第
2次
95
号
甕

棺

剣
(鋒
)
細
形

K 
Hb
式
甕
棺

筑
紫
野
市
教
委
(1
99
0)

右
腸
骨
に
嵌
入

福
岡
16
9
筑
紫
野
市
永
岡
第
2次
10
0号

甕
棺

剣
(鋒
)
細
形

K 
II
b式
甕
精

筑
紫
野
市
教
委
(1
99
0)

左
腸
骨
、
仙
骨
に
嵌
入
、
石
剣
鋒
共
伴

福
岡
17
0
筑
紫
野
市
隈
・
西
小
田
第
2地

点
27
9号
甕
棺

剣
(鋒
)
細
形

KI
II
a式
甕
棺

橋
口
(1
98
7)

福
岡
17
1
筑
紫
野
市
隈
・
西
小
田
第
2地

点
29
6号
甕
棺

剣
(鋒
)
細
形

KI
II
a式
甕
枯

石
党
・
打
製
石

鏃
共
伴

橋
日
(1
98
7)

福
岡
17
2
筑
紫
野
市
隈
・
西
小
田
第
3地

点
10
9号
甕
棺

父
U
率田
刃杉
II
b

甕
柏

筑
紫
野
市
教
育
委
員
会
車
場
・
渡
遊
(1
99
1)

福
岡
17
3
筑
紫
野
市
隈
。
西
小
田
第
5地

点
10
号
甕
枯

剣
(鋒
)
細
形

甕
棺

馬
it
l・
平
尾
(1
99
0)

福
岡
17
4
筑
紫
野
市
隈
・
西
小
田
第
7地
点

克
中
細
形
 2
3本
重
機
に
よ
る
表
土
掘
削

中
に
発
見

筑
紫
野
市
教
育
委
員
会
車
場
・
渡
邊
(1
99
1)

鋒
を
交
互
に
組
み
合
わ
せ
て
埋
納
し
て
い
た
も
の
と

推
定

福
岡
17
5
朝
倉
郡
夜
須
町
東
小
田
峯
36
7

号
甕
棺

会
」
細
形
I(
x)

甕
棺

九
州
歴
史
資
料
館
馬
渕
。
平
尾
(1
99
0)
、
夜
須
町
(1
99
1)

特
異
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
 
中
期
中
頃

福
岡
17
6
甘
木
市
平
塚
川
添

矛
(耳
)
広
形

甘
木
市
教
委
(1
99
3)

福
岡
17
7
久
留
米
市
東
櫛
原
町
石
丸

矛
(鋒
)
細
形

久
留
米
市
教
育
委
員
会
フ
ク
ニ
チ
新
聞
(1
98
8)

福
岡
17
8
浮
羽
郡
浮
羽
町
日
永

矛 　 　 　 夷

形 　 　 　 形

広 　 　 広

長
さ
10
0c
m、
幅
25
cm
、

深
さ
15
cm
の
長
楕
円
形

の
土
坑

九
州
歴
史
資
料
館

九
州
歴
史
資
料
館

福
岡
県
教
委
(1
99
4)

広
形
銅
支
と
と
も
に
鋒
を
そ
ろ
え
て
刃
を
立
て
た
状

態
で
埋
納

広
形
銅
矛
と
と
も
に
鋒
を
そ
ろ
え
て
刃
を
立
て
た
状

態
で
埋
納

福
岡
17
9
伝
 
浮
羽
郡
内

売
広
形

神
戸
市
立
博
物
館
神
戸
市
立
博
物
館
(1
99
3)
、
福
岡
教
委

(1
99
4)

福
岡
18
0
八
女
市
柳
瀬
茶
ノ
木
ノ
本
 5

号
甕
棺

父
」
深
樋
式

甕
糟

入
女
市
教
育
委
員
会
八
女
市
教
委
(1
99
4)
、
中
川
・
赤
崎
(1
99
4)

片
岡
(1
99
5
)

鋒
よ
り
24
cm
の
み
、
樋
内
ベ
ン
カ
ラ
付
着

福
岡
18
1
八
女
市
野
田

矛
細
形

土
羨
墓

入
女
市
教
育
委
員
会
井
上
(1
99
4)

鉛
製
、
翼
部
ほ
と
ん
ど
欠
失

福
岡
18
2
入
女
郡
立
花
町
北
山
今
小
路

克
不
明

中
村
(1
99
4)



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構

伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

福
岡
18
3
宗
像
市
久
原
Ⅳ
-1
号
土
獲
墓

剣 　 矛

細
形
Hb

糸日
升多
II
a

土
渡
墓

碧
玉
製
管
玉
12
九
州
歴
史
資
料
館
安
部
・
清
水
(1
98
7)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、

花
田
(1
99
5)
、
宗
像
市
教
委
(1
98
8)

中
期
中
葉
前
後

双
耳
、
中
期
中
菜
前
後

福
岡
18
4
宗
像
市
朝
町
竹
重
SX
 2
8

矛
(鋒
)

支

細
形

糸田
牙多
II
 a

墳
丘
墓
内
の
上
獲
墓

宗
像
市
教
育
委
員
会
小
池
(1
99
3)
、
橋
口
(X
99
2)
、
花
田
(1
99
5)
中
期
初
頭

(難
波
「
宇
木
汲
田
型
J)

福
岡
18
5
宗
像
郡
津
屋
崎
町
今
川

父
J?
蓬
寧
式
?

津
屋
崎
町
教
委
(1
98
1)

前
期
初
頭
、
現
状
銅
鏃

福
岡
18
6
宗
像
郡
津
屋
崎
町
今
川

遼
寧
式
?

津
屋
崎
町
教
委
(1
98
1)

前
期
初
頭
、
現
状
銅
盤

福
岡
18
7
嘉
穂
郡
嘉
穂
町
馬
見
鎌
田
原
2

号
木
情
墓

剣
(鋒
)
細
形

墳
丘
墓
内
木
棺
墓

嘉
穂
町
教
育
委
員
会
福
島
(1
99
3)

福
岡
18
8
嘉
穂
郡
嘉
穂
町
馬
見
鎌
田
原
6

号
木
蒋
[墓

夷
中
細
形
a
墳
丘
墓
内
木
～
[墓

磨
製
石
剣
鋒
1
嘉
穂
町
教
育
委
員
会
福
島
(1
99
3)
、
岩
永
(1
99
4)

福
岡
18
9
嘉
穂
郡
嘉
穂
町
馬
見
鎌
田
原
8

号
甕
棺
墓

支
中
細
形
a
墳
丘
墓
内
甕
棺
 
及
田

式
(後
半
)

嘉
穂
町
教
育
委
員
会
福
島
(1
99
3)
、
岩
永
(1
99
4)

福
岡
19
0
嘉
穂
郡
嘉
穂
町
馬
見
鎌
田
原
9

号
甕
棺
墓

曳
糸日
升多
II
c

墳
丘
墓
内
甕
棺

嘉
穂
町
教
育
委
員
会
福
島
(1
99
3)
、
岩
永
(1
99
4)

木
質
の
柄
遺
存
 (
難
波
「
水
城
型
」
)

福
岡
19
1
北
九
州
市
小
倉
南
区
上
徳
力
第

19
地
点

会
u
(茎
)
途
寧
式

包
含
層
(前
期
末
～
中

期
初
頭
)

働
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団
埋
蔵
文
化
財

調
査
室
(1
98
9)
、
藤
丸
(1
99
6)

再
加
工
痕
有
、
下
端
袂
り
有

福
岡
19
2
北
九
州
市
小
倉
南
区
山
本
岡
遺

跡
Ⅲ
区

矛
広
形

北
九
州
市
教
委
(1
99
5)
、
藤
丸
(1
99
6)

刃
部
中
位
断
片

福
岡
19
3
糸
島
郡
二
丈
町
吉
井

細
形

不
明

"H
田

(1
98
3
)

福
岡
19
4
糸
島
郡
二
丈
町
吉
井

矛
細
形
H(
x)

太
宰
府
天
満
宮

柳
田
(1
98
3
)

銅
剣
3日
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
う
ち
1日
の
可
能
性

も
有

福
岡
19
5
春
日
市
須
玖
岡
本

矛
中
細
形
or
中

広
形

京
都
大
学
文
学
部
博

物
館

銅
丈
の
可
能
性
も
有

福
岡
19
6
春
日
市
須
玖
岡
本

矛 　 矛

中
細
形
or
中

広
形

中
広
形

辰
馬
考
古
資
料
館

(鈴
木
基
親
旧
蔵
)

辰
馬
考
古
資
料
館
(1
98
8)

岡
本
5丁
目
出
±
9日
の
1日
か
?

福
岡
19
7
春
日
市

矛
中
広
形

東
京
国
立
博
物
館
東
博
(1
98
0)

岡
本
5丁
目
出
±
9口
の
1日
か
?

福
岡
19
8
伝
 
太
宰
府

矛
広
形

国
立
歴
史
民
俗
博
物

館

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
(1
99
1)

福
岡
19
9
甘
木
中
寒
水
屋
敷

中
国
式

甘
木
歴
史
資
料
館
柳
田
(1
98
4)
、
馬
渕
・
平
尾
(1
99
0)

研
ぎ
直
し

福
岡
20
0
大
川
市
鐘
ケ
江
天
満
神
社
蔵

丈
広
形

天
満
神
社

福
岡
県
教
委
(1
99
4)

鋒
に
「
高
良
玉
垂
命
」
と
陰
刻
、
高
良
大
社
か
ら
分

与
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る

福
岡
20
1
遠
賀
郡
岡
垣
町
元
松
原

矛
率日
刃シ
II
(y
)

池
田
洋
一

中
島
(1
98
0)
、
岡
垣
町
教
委
(1
98
1)

鋒
欠
損

福
岡
20
2
伝
 
飯
塚
市

異
形

岡
崎
(1
98
劾

福
岡
20
3
北
九
州
市
小
倉
南
区
重
留
1丁
目

矛
広
形

住
居
内
埋
納
穴
内

土
器

北
九
州
市
教
育
委
員
会

後
期
中
頃
～
後
半
の
竪
穴
住
居
内
に
埋
納
後
、
複
数

回
の
埋
納
の
痕
跡
有

福
岡
20
4
宗
像
郡
玄
海
町
鐘
崎
上
ハ
中
羅
尾

会 　 　 父 貪

中
 
細
 
形

(A
'?
)

中
細
形
?

不
明

組
合
式
石
構

人
骨
・
袋
状
ロ

縁
壺

宗
像
郷
土
館
旧
蔵
→

行
方
不
明

入
江
忠
蔵
旧
蔵
→
行

方
不
明

花
田
(X
99
5)

韻 ∞ 柵 　 当 鞘 ・ 卵 報 ミ Ⅷ 豊 弟 工 肝 巌 謙 難



卜 ∞ Ｐ

番
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

福
岡
20
5
伝
豊
前
市
河
原
田

矛
広
形

大
阪
市
立
美
術
館
大
阪
市
立
博
物
館
(1
99
4)

佐
賀
1
唐
津
市
平
野
町

矛
松
尾
(1
95
8
)

文
献
に
「
狭
鋒
」
と
あ
り

佐
賀
2
唐
津
市
桜
馬
場
4丁
目
桜
馬
場

遺
跡
Cト
レ
ン
チ
近
傍

矛
広
形

西
岡
広
志
・
唐
津
城

保
管

吉
村
・
松
尾
(1
94
9)
、
梅
原
(1
95
0)
、
杉
原
・

原
日
(1
96
1)
、
岡
崎
・
木
下
(1
98
2)
、

鋒
部
の
み
現
存

佐
賀
3
唐
津
市
桜
馬
場
4丁
目
桜
馬
場

遺
跡
付
近

矛
杉
原
・
原
日
(1
96
1)

出
上
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
み

佐
賀
4
唐
津
市
山
本
宇
中
尾

細
形
I(
y)
甕
棺
松
岡「
須
玖
H式
J
硬
玉
勾
玉
1・

碧
玉
管
玉
4

～
10

中
尾
勇

松
岡
(1
96
2)
、
岡
崎
(1
98
2)

森
「
細
形
◆Π
tt
B 
Ia
」
、
玉
類
と
剣
と
の
共
伴
に
つ

い
て
は
疑
問
も
あ
り

佐
賀
5
唐
津
市
千
々
賀
庚
申
山

矛
古
代
史
発
掘
「
地
名
表
Jに
は
『
唐
津
市
史
』
に
よ

る
と
し
て
、
甕
棺
よ
り
広
矛
出
土
と
す
る
が
、『
唐
津

市
え
』
に
は
な
し

佐
賀
6
唐
津
市
千
々
賀
庚
申
山

矛 　 丈

率田
升多
II
 d

中
細
形
Cの
可

台
ヒ′
隆
あ
り

甕
棺

酒
井
満
代

吉
村
(1
93
6)
、
松
岡
(1
96
2)
、
岡
崎
・
木
下

(1
98
2)
、
岩
永
(1
98
2)

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
f」
研
ぎ
分
け
有
 
耳
2つ

佐
賀
7
唐
津
市
千
々
賀
庚
申
山

克
古
代
史
発
掘
「
地
名
表
」
に
は
『
唐
津
市
史
』

に
よ
る
と
し
て
、
甕
枯
よ
り
広
形
銅
党
出
土

と
す
る
が
、
『
唐
津
市
史
』
に
は
な
し

佐
賀
8
唐
津
市
久
里
大
卒
田
久
里
小
学

校
構
内
2号
甕
棺

矛 　 　 　 支

中
細
形
b

中
細
形
b

甕
構
松
岡「
須
玖
式
II
I式
」
碧
玉
製
管
玉
9
東
京
国
立
博
物
館
松
岡
(1
96
2)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
東
偉
(1
98
0)

中
島
(1
98
2)
、
井
上
・
松
浦
(1
99
3)
、
平
尾
・

榎
本
(1
99
3
)

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
d」
鉛
製

佐
賀
9
唐
津
市
久
里
大
牟
田
久
里
小
学

校
構
内

剣
(鋒
)
細
形

甕
棺
松
岡
「
須
玖
式
H

式
」
、
高
倉
「
中
期
前

葉
」、
橋
日 「
中
期
前
葉

～
中
頃
」

松
岡
(1
96
2)
、
橋
日
(1
98
7)
、
高
倉
(1
97
6)
、

中
島
(1
98
2
)

佐
賀
10
唐
津
市
久
里
大
牟
田
久
里
小
学

校
構
内

矛
細
形
Ha

土
墳
墓
?

東
京
国
立
博
物
館
松
岡
(1
96
2)
、
東
博
(1
98
0)
、
中
島
(1
98
2)

井
上
・
松
浦
(1
99
3)
、
唐
津
市
(1
98
0)

1号
甕
棺
の
南
約
2m
の
と
こ
ろ
か
ら
単
独
出
土

佐
賀
■
唐
津
市
久
里
字
徳
武
・
釘
山

剣 　 矛

明 　 明

不 　 不

甕
精

松
岡
(1
96
2)
、
森
(1
96
81

森
「
細
形
銅
剣
BH
」
と
あ
る
が
『
唐
津
市
史
』
の

図
と
く
い
ち
が
う

佐
賀
12
唐
津
市
久
呈
字
徳
武
・
釘
山

(「
石
ケ
崎
遺
跡
」
)

細
形
Ⅳ

甕
構

竜
渓
顕
雄

森
本
(1
93
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
岡
崎
(1
98
2)
森
「
細
形
銅
貪
uC
」
『
唐
津
市
史
』
の
図
の
「
久
里
石

ケ
崎
」
出
土
銅
剣
と
同
一
物
。
鋒
部
欠
。
佐
賀
■
1

と
の
関
係
疑
問
。
だ
ぶ
る
か
?小
田
「
細
形
II
I」
)、

無
今
」 方

佐
賀
13
唐
津
市
柏
崎
石
倉

剣 矛 矛

細
形
I(
x)

中
細
形
b

中
細
形
C

甕
棺

丁
字
頭
勾
玉
2
東
京
国
立
博
物
館
森
本
(1
93
0)
、
東
博
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
森
「
細
形
銅
剣
B 
Ia
」

佐
賀
14
束
松
浦
郡
浜
玉
町
大
字
谷
日
字
立
中

党
中
細
形
a

東
京
国
立
博
物
館
高
橋
(1
92
5)
、
東
博
(1
98
0)

出
土
地
疑
問
有
り
。
詳
細
は
文
献
参
照

佐
賀
15
唐
津
市
宇
木
汲
田

剣 　 　 　 矛

糸日
刃移
II
b

細
形
Hb

細
形
H(
x)

細
形
H(
x)

甕
構

硬
工
製
勾
玉
2

碧
玉
製
管
玉
22

宇
木
区
末
底
館
保
管
森
本
(1
93
0)
、
藤
田
・
高
島
・
岡
崎
・
森

(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

森
「
細
形
銅
剣
B 
Ho
rC
」
ガヽ
日
「
細
形
銅
剣
B 
II
b」

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
C」



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

佐
賀
16
唐
津
市
宇
木
汲
田
6号
甕
棺

糸田
刃移
II
b

甕
棺
松
岡
「
須
玖
H式
J

橋
日
「
K 
Hb
式
」
森

「
汲
田
式
」

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

小
田
(1
96
7)
、
松
岡
(1
96
2)

森
「
細
形
銅
剣
BH
」

佐
賀
17
唐
津
市
宇
木
汲
田
ll
号
甕
棺

細
形
I(
x)

甕
棺
松
岡
「
須
玖
H式
」

僑
口
「
K 
Hb
式
J森

匡
汲
田
式
」

丁
字
頭
硬
玉
製

勾
玉

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

卜
田
(1
96
7)
、
松
岡
(1
96
幼

森
「
細
形
銅
剣
B 
Ib
」

佐
賀
18
唐
津
市
宇
木
汲
田
12
号
奏
柏

細
形
I(
x)
甕
棺
松
岡「
須
玖
H式
」

橋
日
「
K 
Hb
式
」
森

「
汲
田
式
J

多
鉦
細
文
鏡
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

卜
田
(1
96
7)
、
松
岡
(1
96
劾

森
「
細
形
銅
剣
B 
Ib
」

佐
賀
19
唐
津
市
宇
木
汲
田
17
号
甕
柏

曳
細
形
Ha

甕
棺
松
岡「
須
玖
II
式
」

橋
日
「
K 
Hb
式
」

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

月ヽ
田
(1
96
7)
、
松
岡
(1
96
2)

(難
波
「
宇
木
汲
田
型
」
)

佐
賀
20
唐
津
市
宇
木
汲
田
18
号
甕
棺

細
形
I(
y)

甕
棺
松
岡
「
須
玖
I式
J

椅
口 「
K 
Ic
式
」
森
「
金

海
式
」

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

刀ヽ
田
(1
96
7)
、
松
岡
(1
96
2)

森
「
細
形
銅
剣
B 
Ia
J

佐
賀
21
唐
津
市
宇
木
汲
田
32
号
甕
棺
剣
(鋒
)
細
形

甕
棺
松
岡「
須
玖
I式
J

橋
口 「
K 
Ic
式
」森
「
金

海
式
J高
倉
「
中
期
初

頭
～
前
半
」

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

小
田
(1
96
7)
、
松
岡
(1
96
2)
、
高
倉
(1
97
6)

佐
賀
22
唐
津
市
宇
木
汲
田
37
号
甕
棺

矛
細
形
H(
x)
甕
棺
松
岡「
須
玖
H式
」

橋
口
「
Km
a式
」
高
島

「
V式
J

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

小
田
(1
96
り
、
松
岡
(1
96
2)

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
C」

佐
賀
23
唐
津
市
宇
木
汲
田
41
号
甕
棺

矛
細
形
H(
x)
甕
棺
松
岡「
須
玖
H式
」

橋
日
「
K 
Hb
式
」
高
島

「
V式
J

大
形
管
玉
1
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
→
佐
賀
県
立

博
物
館

小
田
(1
96
め
、
松
岡
(1
96
2)

近
藤
「
狭
鋒
◆Π
tt
 C
」

佐
賀
2コ
唐
津
市
宇
木
汲
田
58
号
甕
枯

支
細
形

甕
棺
橋
日
「
K 
Hb
式
」

高
島
「
V式
J

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

打ヽ
田
(1
96
7
)

(難
波
「
宇
木
汲
田
型
」
)

佐
賀
25
唐
津
市
宇
木
汲
田
61
号
甕
棺

率田
Л t
t 
I(
x)
甕
棺
橋
口
「
K 
Hb
式
J

森
「
汲
田
式
」

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

4ヽ
田
(1
96
7)

森
「
細
形
銅
剣
B

佐
賀
26
唐
津
市
宇
木
汲
田
■
2号
甕
棺

付
近

矛
細
形
H(
x)

11
2号
甕
棺
・
橋
日
「
K

Ⅱ
Ia
式
」
の
付
近

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

岡
崎
(1
97
7)

近
藤
「
狭
鋒
αΠ
tt
 C
 J

佐
賀
27
唐
津
市
宇
木
汲
田
12
9号
甕
棺

細
形
I(
x)
甕
棺
椅
日
「
K 
Hc

式
」
、
森
「
汲
田
式
」

九
州
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室

小
田
(1
96
7)

森
「
細
形
銅
剣
B
Ia
」

佐
貨
28
唐
津
市
宇
木
鶴
崎

有
柄

甕
糟

坂
本
市
松
→
佐
賀
県

立
博
物
館

松
岡
(1
96
2)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓

(1
99
1)

戦
国
式
銅
剣
の
可
能
性
有
り
。
東
博
蔵
・
伝
安
徽
省

寿
州
出
土
剣
に
類
似
す
る
か
?三
折
・
鋒
欠

佐
賀
29
唐
津
市
宇
木
鶴
崎

党
中
細
形
a
採
集
品

松
岡
 
史

松
岡
19
58
)、
岡
崎
(1
98
2)

鋒
・
刃
端
欠
失

佐
賀
30
東
松
浦
那
相
知
町
大
野

党
不
明

松
尾
19
58
)、
相
知
町
史
編
築
委
(1
97
1)

佐
賀
31
東
松
浦
郡
北
波
多
村
徳
須
恵

矛
細
形
I(
y)

甕
精

北
波
多
村
教
育
委
員

会
(佐
賀
県
立
博
物

館
保
管
)

吉
村
(1
93
6)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
(1
98
5)
近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
bJ
。

佐
賀
32
式
雄
市
朝
日
町
上
滝

細
形
I(
x)

甕
相

大
井
亀
吉
旧
蔵

佐
賀
県
教
委
(1
94
9)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
武
雄

市
(1
98
2)
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番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

佐
賀
33
武
雄
市
橘
町
大
字
永
島
字
北
上
野

矛
中
広
形

礫
敦
直
上
出
土

江
口
真
一
郎
→
武
雄

市
教
育
委
員
会
(佐
賀

県
立
博
物
備
保
管
)

杉
原
(1
97
1)

「
玉
江
遺
跡
」

佐
賀
34
佐
賀
市
高
木
瀬
町
大
字
高
木
字

四
本
杉

矛 　 矛

形 　 形

広 　 広

溝
を
掘
り
下
げ
る
時
溝

底
よ
り
出
土

永
淵
恒
雄
旧
蔵
→
所

在
不
明

祐
徳
博
物
館

松
尾
(1
93
6
a)

佐
賀
35
佐
賀
郡
大
和
町
尼
寺

支
中
広
形

地
下
げ
中
出
土

馬
郡
芳
郎
(佐
賀
県

立
博
物
館
保
管
)

松
尾
(1
93
6b
)

付
近
に
甕
棺
破
片
が
有
っ
た
こ
と
か
ら
甕
棺
内
出
土

と
す
る
の
は
疑
問

佐
賀
36
小
城
郡
小
城
町
 
牛
尾
神
社
蔵

党
中
細
形
b

2本
牛
尾
神
社
→
小
城
町

教
育
委
員
会
(佐
賀

県
立
博
物
館
保
管
)

松
尾
(1
93
6b
)、
岩
永
(1
98
0)

佐
賀
37
小
城
郡
三
日
月
町
久
米
25
号
甕
棺
剣
(鋒
)
細
形

甕
棺
「
中
期
前
葉
」

佐
賀
県
教
育
委
員
会
、

佐
賀
県
立
博
物
館
保
管

佐
賀
県
教
委
(1
97
8)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
元
興

寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

佐
賀
38
神
埼
郡
東
脊
振
村
辛
上

甕
棺

所
在
不
明

松
尾
(1
95
8)

所
伝
の
み

佐
賀
39
神
埼
郡
二
田
川
町
田
手
四
本
杉

細
形
I(
x)

表
面
採
集

七
田
民
子
(佐
賀
県

立
博
物
館
保
管
)

松
尾
(1
95
8)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
(1
99
3)

指
定
名
称
「
吉
野
ケ
呈
出
土
銅
剣
J

佐
賀
40
神
埼
郡
神
埼
町
神
埼
ケ
里

父
U
細
形
I(
x)

神
埼
町
保
管

中
園
(1
97
0、
佐
賀
県
教
委
(1
97
6)
、
岡
崎

(1
98
2)

鋒
欠
。
神
埼
郡
神
埼
町
神
埼
ケ
里
北
方
宝
剣
神
社
に

戸
Bら
れ
て
い
た

佐
賀
41
神
埼
郡
三
田
川
町
目
達
原

矛 　 矛 矛 矛

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

七
田
民
子
(佐
賀
県

立
博
物
館
保
管
)

三
田
川
町
教
育
委
員

会
(佐
賀
県
立
博
物

館
保
管
)

七
田
(1
97
6)
、
七
田
(1
98
5)

2・
3号
に
研
ぎ
分
け
有

佐
賀
42
神
埼
郡
三
田
川
町
寺
家
瓢
筆
塚

細
形
I(
x)
前
方
後
円
墳
封
上
下
の

甕
棺

佐
賀
県
立
博
物
備
保
管
三
木
(1
94
3)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
、

小
田
・
韓
(1
99
1)
、
佐
賀
県
教
委
(1
94
9)
、

小
田
(1
98
5)

三
田
川
町
苔
野
寺
家
出
土
と
し
て
も
扱
わ
れ
て
き
た

佐
賀
43
神
埼
郡
某
所

矛 　 矛 矛 矛

中
広
形
?

中
広
形
?

中
広
形
?

中
広
形
?

松
尾
(1
95
8)

松
尾
「
中
形
銅
矛
」
と
あ
り
。
恐
ら
く
神
埼
郡
目
達

原
出
上
の
4本
と
同
一
物
で
あ
ろ
う

佐
賀
44
鳥
栖
市
柚
比
町
安
永
田

党
細
形
Hb

甕
棺

東
京
国
立
博
物
館
中
山
(1
91
8)
、
岡
崎
(1
98
劾

穿
の
関
に
接
す
る
部
分
に
組
を
巻
き
付
け
た
痕
あ
り

(難
波
「
安
永
田
型
」
)

佐
賀
45
鳥
栖
市
田
代
?

矛
松
尾
(1
95
8)

詳
細
不
明

佐
賀
46
三
養
基
郡
上
峰
町
大
字
堤
字
四

本
谷
切
通
4号
甕
構

細
形
I(
x)
甕
枯
橋
口
「
K 
Hb
式
」

高
島
「
Ⅳ
式
」
森
「
須

玖
式
」

木
柄
破
片
、
ゴ
ホ

ウ
ラ
製
貝
輪
10

祐
徳
博
物
館

金
関
・
金
関
・
原
日
(1
96
1)
、
岡
崎
(1
98
2)
、

小
田
・
韓
(1
99
1)

茎
未
端
に
繊
維
を
巻
い
た
痕
跡
有
り
。
森
「
細
形
銅

剣
B 
Ib
」

佐
賀
47
三
養
基
郡
中
原
町
大
字
原
古
賀

字
上
地

貪
U

甕
構

柳
田
(1
96
9)
、
松
尾
(1
95
1)

支
の
可
能
性
も
あ
り

佐
賀
48
三
養
基
郡
北
茂
安
町
大
宇
東
尾
字

西
尾
(俗
称
古
観
音
さ
ん
付
近
)

矛
広
形

畑
か
ら
出
土

松
尾
(1
94
9
)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
BJ



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

偏
考

佐
賀
49
三
養
基
郡
北
茂
安
町
大
字
東
尾

字
東
尾

支
糸田
牙 多
II
 a

甕
棺

北
茂
安
町
教
育
委
員

会
(佐
賀
県
立
博
物

館
保
管
)

岡
崎
(1
98
2)
、
北
茂
安
町
教
育
委
員
会

(1
98
6)

(難
波
「
宇
木
汲
田
型
」)

佐
賀
50
三
養
基
那

(′
鳥
栖
市
)内

矛
中
広
形
か
?

現
存
せ
ず

高
橋
(1
92
働
、
七
田
(1
97
6)

図
の
み
あ
る
。
有
文

佐
賀
51
武
雄
市
橋
町
片
白
釈
迦
寺

S」
27
9甕
棺

細
形
I(
y)

甕
構

銅
,C
l、
碧
玉

製
管
玉
5

武
雄
市
教
育
委
員
会
武
雄
市
教
(1
99
0)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

佐
賀
52
武
雄
市
橘
町
片
白
釈
迦
寺

SJ
24
6甕
棺

史
細
形
Ib

甕
棺

武
雄
市
教
育
委
員
会
武
雄
市
教
(1
99
0)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

茎
状
の
内
(難
波
「
Ⅲ
Aa
イ
型
」
)

佐
賀
53
佐
賀
市
鍋
島
町
鋼
島
本
村
南
遺

跡
SP
00
2土
装
墓

父
U
糸田
刃 レ
I(
y)

佐
賀
市
教
育
委
員
会
佐
賀
市
教
(1
99
1)

身
上
半
欠
夫
、
中
期
前
半
以
前
、
遺
跡
か
ら
は
擬
朝

鮮
系
無
文
土
器
多
数
出
土

佐
賀
54
佐
賀
郡
大
和
町
東
山
田
一
本
杉

S」
07
5甕
棺

(鋒
)
細
形

甕
構

佐
賀
県
教
育
委
員
会
佐
賀
県
教
(1
98
4)

前
期
末
、
現
存
長
46
伽

佐
賀
55
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉
吉

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
S」
10
02
甕
棺
墓

細
形
I(
x)
甕
構
須
玖
式
(立
岩
式

に
近
い
)

ガ
ラ
ス
製
管
玉
79

佐
賀
県
教
委
(1
99
劾

方
柱
付
十
字
形
把
頭
飾
付
き
有
柄
、
柄
と
、
身
の
中

軸
の
ズ
レ
等
か
ら
鋳
造
工
程
は
複
数

佐
賀
56
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉
吉

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
SJ
10
05
甕
構
墓

∩
」
語
日
刃移
II
b

甕
棺
須
玖
式

佐
賀
県
教
委
(1
99
2)

佐
賀
57
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉
吉

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
sJ
lo
06
甕
棺
墓

細
形
Hb

甕
構
汲
田
式
(新
段
階
)

佐
賀
県
教
委
(1
99
2)

茎
に
細
か
な
溝
多
数
有

佐
賀
58
神
埼
郡
三
日
川
町
田
手
四
本
杉
吉

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
SJ
10
07
甕
桔
墓

細
形
Hc

甕
構
須
玖
式

青
ε同
製
方
柱
付

十
字
形
把
頭
飾

佐
賀
県
教
委
(1
99
2)

到
方
下
端
に
上
端
同
様
の
突
起
・
飾
帯
、
茎
下
端
ま

で
研
ぎ

佐
賀
59
神
埼
那
三
田
川
町
田
手
四
本
杉
吉

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
SJ
10
09
甕
構
墓

細
形
I(
y)
甕
棺
須
玖
式

佐
賀
県
教
委
(1
99
2)

佐
賀
60
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉
吉

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
SJ
10
54
甕
棺
墓

細
形
I(
x)
甕
棺
須
玖
式

佐
賀
県
教
委
(1
99
4)

佐
賀
6ユ
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉
吉

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
SJ
10
56
甕
桔
墓

父
U
細
形
I(
x)
甕
棺
須
玖
式

佐
賀
県
教
委
(1
99
4)

佐
賀
62
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉
苦

野
ケ
里
丘
陵
地
区
V 
tt
ST
10
01

墳
丘
墓
SJ
10
57
甕
棺
墓

中
細
形
b(
By
)
甕
構
須
玖
式

青
銅
製
方
柱
付

十
字
形
把
頭
飾

佐
賀
県
教
委
(1
99
4)

佐
賀
63
神
埼
郡
神
埼
町
大
字
鶴
字
下
ノ

辻
吉
野
ケ
里
地
区
V区

SD
09
25
環
濠
跡

剣
(鋒
)
深
樋
式

環
濠
埋
土
中
よ
り
出
土

佐
賀
県
教
委
(1
99
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

後
期

佐
賀
64
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉

吉
野
ケ
里
丘
陵
地
区
Ⅵ
区

SD
■
22
北
郭
環
濠
跡

党
中
広
形

長
さ
48
cm
、
幅
24
cm
の

平
面
楕
円
形
の
上
羨
に

刃
を
水
平
に
埋
納

佐
賀
県
教
委
(1
99
4)

後
期
前
半
以
降

削 ∞ 柵 　 葛 檎 ・ 卵 弟 熊 珊 豊 弟 卜 肝 苫 苗 灘



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

佐
賀
65
三
養
基
那
北
茂
安
町
大
字
白
壁

字
―
の
幡
(通
称
検
見
谷
)

矛
中
広
形
 1
2本

1・
2号
と
3～
12
号

は
埋
納
時
の
グ
ル
ー
プ

別
、
長
さ
約
15
m、
幅

約
13
mの
隅
九
長
方

形
の
上
坑
に
刃
を
立
て

耳
を
上
に
し
て
鋒
を
互

い
違
い
に
し
て
埋
納
と

推
定
復
元

文
化
庁
(佐
賀
県
立

博
物
館
保
管
)

北
茂
安
町
教
委
(1
98
6)
、
七
田
(1
98
5)

10
本
に
研
ぎ
分
け
あ
り

佐
賀
66
三
養
基
郡
北
茂
安
町
白
壁
字
一

の
幡

丈
細
形
Hb

北
茂
安
町
教
育
委
員

会
(佐
賀
県
立
博
物

館
保
管
)

岡
崎
(1
98
2)
、
岩
永
(1
98
0)
、
佐
賀
県
教
育

委
員
会
(1
9
62
)、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
北
茂

安
町
教
委
(1
98
6)

通
称
「
北
尾
」
出
土

佐
賀
67
鳥
栖
市
江
島
町
本
行

矛
中
広
形

長
楕
円
形
の
上
坑
に
刃

を
立
て
て
埋
納

向
田
(1
99
4)

鉛
分
高
い

佐
賀
68
鳥
栖
市
柚
比
町
字
前
田
柚
比
本

村
SJ
■
14
甕
棺

中
細
形
b(
By
)
須
玖
式
甕
棺

渋
谷
(1
99
4)

佐
賀
69
鳥
栖
市
柚
比
町
字
前
田
柚
比
本

村
SJ
l1
24
号
甕
棺

中
細
形
b(
By
)
汲
田
式
甕
構
棺
外

大
型
青
銅
製
方
柱

十
字
形
把
頭
飾

佐
賀
県
教
委
・
佐
賀
県
博
(1
99
4)
、
渋
谷

(1
99
4)

身
上
半
欠
夫
、
厚
手
大
型

佐
賀
70
鳥
栖
市
柚
比
町
字
前
田
柚
比
本

村
SJ
■
35
号
甕
棺

中
細
形
b(
By
)
汲
田
式
甕
棺

佐
賀
県
教
委
・
佐
賀
県
博
(1
99
4)
、
渋
谷

(1
99
4)

佐
賀
71
鳥
栖
市
柚
比
町
字
前
田
柚
比
本

村
SJ
l1
37
号
甕
棺

糸
田
刃
シ
II
b

汲
田
式
甕
棺

佐
賀
県
教
委
・
佐
賀
県
博
(1
99
4)
、
渋
谷

(1
99
4)

玉
飾
漆
輪
に
収
納
さ
れ
た
状
態
で
出
土

佐
賀
72
鳥
栖
市
柚
比
町
字
前
田
柚
比
本

村
SJ
■
40
号
甕
棺

中
細
形
b(
By
)
汲
田
式
甕
精

青
銅
製
方
柱
付

十
字
形
把
頭
飾

佐
賀
県
教
委
・
佐
賀
県
博
(1
99
4)
、
渋
谷

(1
99
4)

佐
賀
73
鳥
栖
市
柚
比
町
字
前
田
柚
比
本

村
SJ
■
48
号
甕
構

細
形
I(
x)
汲
田
式
甕
棺

渋
谷
(1
99
4)

佐
賀
74
鳥
栖
市
柚
比
町
字
前
田
柚
比
本

村
SP
l1
00
木
棺
墓

細
形
II
b

木
棺

渋
谷
(1
99
4)

中
期
前
半
以
前
、
石
製
十
字
形
把
頭
飾
・
舟
形
盤
部

金
具
・
鍔
金
具
・
責
金
具
を
も
つ
木
製
柄
を
装
着

佐
賀
75
三
養
基
郡
上
峰
町
大
字
堤
字
一

本
谷
船
石
南
遺
跡
10
4号
甕
棺

矛
(鋒
)
細
形

甕
棺
(「
中
期
前
半
代
」)

上
峰
町
教
育
委
員
会
原
田
(1
98
9)

鋒
約
10
cm

佐
賀
76
小
城
郡
小
城
町
大
字
小
城
争
桜
岡

細
形

小
城
町
教
育
委
員
会
古
庄
(1
99
4
)

脊
部
破
片
 
長
さ
84
伽
・
幅
1 
lc
m

佐
賀
77
神
埼
郡
三
田
川
町
田
手
四
本
杉

吉
野
ケ
里
遺
跡
吉
野
ケ
里
丘
陵

地
区
V 
tt
ST
10
01
墳
丘
墓
博 鱒 和

甕
棺

所
在
不
明

寺
沢
(1
99
0)

聞
取
調
査
に
よ
る
も
の
で
、
数
量
や
大
き
さ
を
含
め

内
容
の
信
憑
性
に
は
疑
問
も
あ
る

長
崎
1
上
県
郡
対
馬
町
古
里
塔
の
首
第

3号
石
棺

矛 矛

広
形

広
形

石
構

銅
つ
‖
7、
碧
玉

製
管
玉
、
丹
、

人
骨
(歯
冠
破

片
)、
ガ
ラ
ス
小

玉
、
土
器

対
馬
歴
史
民
俗
資
料

館 不
明

搭
ノ
首
遺
跡
調
査
団
(1
97
4)
、
小
田
・
韓

(1
99
1)
、
片
岡
(1
99
3)
、
東
亜
考
古
学
会

(1
95
3)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」
連
結
式
鋳
型
に
よ
る

長
崎
2
上
県
郡
上
対
馬
町
舟
志
田
代

久
頭
乃
神
社
蔵
品

矛
広
形

舟
志
久
頭
乃
神
社
束
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

出
土
地
不
祥

長
崎
3
上
県
郡
上
対
馬
町
唐
舟
志
津
和
浜

矛 矛

形 明

広 不

庄
司
祐
次
郎

不
明

上
対
馬
町
教
委
(1
98
4)

鋒
部
欠



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
聖 還

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

長
崎
4
上
県
郡
上
対
馬
町
豊
崎
(伝
)

矛
広
形
(袋
の
み
)

鳥
居
偉
(木
坂
)→
現

存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

「
豊
崎
に
て
え
た
と
い
よ
Jと
あ
り
、
多
少
出
土
地
不

確
実

長
崎
5
上
県
郡
上
対
馬
町
章
見
剣
島

矛
現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

「
か
つ
て
青
銅
矛
が
あ
っ
た
と
い
ふ
Jと
あ
り
、
出
土
地
不
祥

長
崎
6
上
県
郡
上
県
町
佐
護
井
日
浜

矛
現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

か
つ
て
矛
が
出
上
し
た
と
い
う

長
崎
7
上
県
郡
上
県
町
佐
護
白
岳

父
」
深
樋
式

遺
跡
・
出
土
状
態
一
切

不
明

剣
把
頭
飾
、
有

釣
銅
釧
、
角
形

銅
器

所
在
不
明

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

茎
に
一
孔
あ
り

長
崎
8
上
県
郡
上
県
町
佐
護
ク
ビ
ル

矛 　 　 　 　 矛 矛 矛

広
形

広
形

広
形

中
広
形

石
蓋
を
も
っ
た
石
郁
0醍
夏
(石
棺
内
)

朝
鮮
系
陶
質
土

器
2、
脚
付
弥

生
式
上
器
(石

蓋
上
)

東
京
国
立
博
物
館
東
亜
考
古
学
会
(1
95
働
、
小
田
(1
97
7)
、
東

博
(1
98
0)

遺
跡
は
宗
教
的
意
味
を
も
っ
た
特
殊
埋
納
遺
跡
で
あ

る
と
ラゝ
っ

長
崎
9
上
県
上
県
町
郡
佐
護
字
小
坂

神
御
魂
神
社
蔵
品

矛 　 矛

中
広
形

広
形

佐
護
神
御
魂
神
社
東
亜
考
古
学
会
(ユ
95
3)

出
土
地
不
祥
、
近
藤
「
中
鋒
銅
矛
A」

鋒
部
の
み

長
崎
10
上
県
郡
上
県
町
仁
田
内
 
ハ
チ

マ
ン
ダ
ン

矛
形 ケ

広 み

(鋒
部
の

2本
石
づ
み
の
中
に
お
さ
め

て
あ
っ
た

現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

「
石
づ
み
」
が
本
来
の
も
の
か
ど
う
か
不
明
。
「
出
土

の
状
況
は
要
領
を
え
な
い
」
と
い
う
。
出
土
数
2は
?

長
崎
11
上
県
郡
上
県
町
仁
田
内
 
ヘ
ボ

ノ
ダ
ン

矛
断
片
 2
本

現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

長
崎
12
上
県
郡
上
県
町
瀬
田
中
来
栖

亀
の
さ
え
遺
跡

矛
中
細
形
aな
し

し
b

水
田
下
よ
り
発
見

上
県
町
教
育
委
員

会
・
佐
須
奈
中
央
公

民
館
保
管

長
崎
県
教
委
(1
97
4)

長
崎
13
上
県
郡
上
県
町
大
ガ
浦
鉾
山
小

原E
蔵
品

矛
広
形

鉾
山
の
小
ll
E

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

鋒
の
一
部
の
み
。
出
土
地
不
祥

長
崎
14
上
県
郡
上
県
町
樫
滝
槻
の
内

矛
中
広
形

川
本
源
盛

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

長
崎
15
上
県
郡
上
県
町
飼
所
上
鉾
渕

矛
伝
承
の
み
で
現
存
せ
ず
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

矛
が
有
っ
た
と
い
う
伝
承
の
み
。
文
献
で
は
「
広
鋒

銅
矛
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

長
崎
16
上
県
郡
上
県
町
飼
所
下
鉾
渕

矛
断
片

現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

文
献
で
は
「
広
鋒
の
断
片
」
と
し
て
い
る

長
崎
17
上
県
郡
上
県
町
佐
護
ク
ビ
ル
字

ゴ
ン
ク
マ

矛
広
形
(袋
部
の
み
)

友
谷
地
区
の
火
鎮
神
社
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
後
藤
(1
92
2)

ゴ
ン
ク
マ
と
い
う
尾
根
の
後
の
山
か
ら
出
た
と
い
う

長
崎
18
上
県
郡
峰
町
三
根
ガ
ヤ
ノ
キ
A

地
点

矛 　 　 克 矛

中
広
形
(柄
部
欠
)

中
広
形

不
明

長
崎
県
立
美
術
博
物
館

不
明

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
長
崎
県
教
委

(1
97
4)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

出
土
状
態
、
遺
構
不
明
だ
が
上
装
の
よ
う
な
も
の
に

収
め
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
特
殊
埋
納
遺
跡
の
公

算
が
大
と
い
う
。
二
折

長
崎
19
上
県
郡
峰
町
三
根
字
ガ
ヤ
ノ
キ

ガ
ヤ
ノ
キ
E地
点
 
下
ガ
ヤ
ノ

キ
遺
跡

矛
中
広
形

石
蓋
土
渡
(
特
殊
埋
納
)
土
漿
内
(鉄
剣
、

鉄
刀
、
ガ
ラ
ス
小

玉
77
1)
土
装
外

く 弥
生
土
器
、
南

鮮
系
陶
質
土
器
、

不
明
銅
器
片
〉

所
在
不
明

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
長
崎
県
教
委

(1
97
4)

矛
は
E地
′点
の
蓋
石
の
下
に
露
出
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る

削 ∞ Ⅲ 　 齢 瓢 朧 ・ 昇 錦 ミ Ⅷ 当 弟 Ｆ 肝 苫 苗 灘

卜 ∞ ⇔
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番
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
遺

構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

長
崎
20
上
県
郡
峰
町
三
根
字
ガ
ヤ
ノ
キ

ガ
ヤ
ノ
キ
H地
点
 
下
ガ
ヤ
ノ

キ
遺
跡

貪
J
鉄
剣
形

箱
式
万
棺
?

有
柄
式
石
剣
1

鉄
剣
形
石
剣
1

森
賃
善
右
衛
門

中
山
(1
95
0)
、
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
小

田
(1
97
4)

時
期
小
田
「
中
期
後
半
」
も
と
B地
点
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
別
々
で
あ
る
。
B地
点
は
金
銅
釧
・
鍔
形

鉄
器
・
鉄
剣
・
鉄
斧
・
土
器
な
ど
の
組
合
わ
せ
で
「
後

期
後
半
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う

長
崎
21
上
県
郡
峰
町
三
根
タ
カ
マ
ツ
ノ

ダ
ン

細
形
コ

箱
式
石
構

触
角
式
剣
把
頭

1、
小
形
方
製

鏡
1、
鱒
金
具

1、
飾
鋲
3、

土
器
2、
馬
鐸

小
片
、
ガ
ラ
ス

/J
ヽ
玉

増
日
精
一

対
馬
遺
跡
調
査
会
(1
96
3)
、
東
亜
考
古
学
会

(1
95
3)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

長
崎
県
教
委
(1
97
4)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究

所
(1
99
3)

長
崎
22
上
県
郡
峰
町
三
根
サ
カ
ド
ウ

貪
じ

矛

細
形

中
細
形
Cに
類

似
の
双
耳

箱
式
石
構

触
角
式
剣
把
頭

1、
角
形
銅
器

双
頭
環
状
銅
器

笠
頭
形
銅
器
、

扁
平
環
状
銅
器

有
孔
環
状
銅
器

有
孔
十
年
形
金

具
、
不
明
銅
器

東
京
国
立
博
物
館
村
馬
遺
跡
調
査
会
(1
96
3)
、
東
亜
考
古
学
会

(1
95
3)
、
東
博
(1
98
0)
、
長
崎
県
教
委
(1
97
4)

樋
先
端
付
近
断
片

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
f」
耳
が
2つ
あ
る
点
が
特
異
だ

が
、
そ
の
他
の
特
徴
は
中
細
形
Cに
近
い

長
崎
23
上
県
郡
峰
町
木
坂
 
海
神
神
社

蔵
品

矛
広
形
  
6本

海
神
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
片
岡
(1
99
3)
、
片

岡
(1
99
4)

木
坂
石
構
群
1号
石
棺
出
上
の
可
能
性
大
 
連
結
式

鋳
型
に
よ
る

1本
は
元
部
の
み
残
る

こ
の
1本
は
坂
田
に
よ
れ
ば
、
木
坂
石
棺
群
3号
石

棺
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

長
崎
24
上
県
郡
峰
町
木
坂
木
坂
石
構
群

1
号
石
棺

矛
広
形
(関
部
破
片
)
箱
式
石
棺
内

弥
生
式
上
器
1

金
海
式
土
器
2

ガ
ラ
ス
小
玉

19
0、
表
玉
1

峰
町
教
育
委
員
会
坂
田
(1
97
6)

木
坂
・
海
神
神
社
所
蔵
矛
6本
の
内
、
同
出
と
考
え

ら
れ
る
5本
の
内
の
1本
と
同
一
個
体
。
時
期
坂
田

「
後
期
後
葉
」

長
崎
25
上
県
郡
峰
町
木
坂
木
坂
石
棺
群

5号
石
棺

矛
広
形

箱
式
石
棺
内

構
内
〈 水
品
製

切
子
玉
1、
ガ

ラ
ス
/1
ヽ
ヨ
E2
0、

青
銅
製
剣
柄
1、

双
頭
キ
ャ
ッ
プ

状
銅
器
1、
角

形
銅
器
1、
小

形
方
製
鏡
4、

鉄
製
刀
子
1〉

棺
外
〈 弥
生
式

上
器
1、
金
海

式
上
器
2、
鉄

剣
1、
鉄
鏃
1〉

峰
町
教
育
委
員
会
坂
田
(1
97
6)

4片
に
折
っ
て
、
破
片
を
積
み
上
げ
て
副
葬
し
て
い

た
。
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」
時
期
「
坂
田
後
期
終
末
」

長
崎
26
上
県
郡
峰
町
木
坂
木
坂
石
精
群

6号
石
構

細
形
Ⅳ
?
箱
式
石
棺
外

峰
町
教
育
委
員
会
坂
田
(1
97
6)
、
岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)

小
田
・
韓
(1
99
1)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

(1
99
3)

剣
は
副
葬
に
あ
た
っ
て
折
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
時

期
坂
田
「
後
期
初
頭
あ
る
い
は
中
期
末
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
?」
(小
田
「
細
形
Ⅲ
」
?)



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

塩 慮
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

長
崎
26

矛
細
形
Hc

長
崎
27
上
県
郡
峰
町
木
坂

木
坂
石
棺
群
7号
石
棺

負
J
細
形
とV
?

簡
式
石
棺
外

棺
内
〈 高
不
〉
棺

外
く 弥
生
式
上
器

3、
金
海
式
上
器

2、
鉄
剣
1、
鐸

金
具
1)

峰
町
教
育
委
員
会
坂
田
(1
97
6)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓

(1
99
1)
、
小
田
(1
97
6)
、
元
興
寺
文
化
財
研

究
所
(1
99
31

2つ
に
折
っ
て
重
ね
あ
わ
せ
て
副
葬
し
て
あ
っ
た
と

い
う
(4
ヽ
田
「
細
形
Ⅲ
」
?)

長
崎
28
上
県
那
峰
町
吉
田
 
今
宮
神
社

蔵
品

会
U

矛
(鋒
)

Ｈ 　 形

形 　 広

細 　 中

今
宮
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
元

興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

出
土
地
不
祥
、 
2本
同
出
か
ど
う
か
も
不
明

長
崎
29
上
県
郡
峰
町
吉
田
 
鉾
山
神
社

蔵
品
 
鉾
大
明
神

矛
広
形

鉾
山
神
社
→
天
諸
羽

神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
片
岡
(1
99
3)

出
土
地
不
祥
、
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」
達
結
式
鋳
型

に
よ
る

長
崎
30
上
県
郡
峰
町
吉
田
 
天
諸
羽
神

社
蔵
品

矛
中
広
形

天
諸
羽
神
社

東
王
考
古
学
会
(1
95
3)

出
土
地
不
祥

長
崎
31
上
県
郡
峰
町
吉
田
 
白
嶽
神
社

蔵
品

矛
広
形

自
嶽
神
社
・
行
方
不
明
東
亜
考
古
学
会
(1
95
働

出
土
地
不
祥
、
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」

長
崎
32
上
県
郡
峰
町
吉
田
 
恵
比
須
山

遺
跡
6号
石
棺

剣
(鋒
)
深
樋
式

箱
式
石
棺
内

弥
生
式
上
器
1
峰
町
教
育
委
員
会
峰
町
教
委
(1
97
4)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

(1
99
3)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

時
期
坂
田
「
後
期
後
半
」

長
崎
33
上
県
郡
峰
町
志
多
賀
中
原
 
奈

須
加
美
金
子
神
社
蔵
品

矛
広
形
13
本

金
子
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
片
岡
(1
99
5)

出
土
地
不
祥

長
崎
34
上
県
郡
峰
町
櫛
ム
コ
ガ
ザ
イ
ケ

住
吉
神
社
旧
蔵
品

剣 　 　 　 矛

中
細
形
?

中
広
形

滝
山
日
出
次
郎
旧

蔵
・
所
左
不
明

現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
後
藤
(1
92
2)

鋒
と
下
端
を
欠
く
 
連
弧
文
明
光
鏡
が
剣
と
と
も
に

蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
と
剣
・
矛
・
鏡
の
3者
が

同
所
か
ら
出
た
と
想
像
さ
れ
る
と
い
う

剣
は
鋒
が
極
端
に
長
く
、
型
式
認
定
難
、
も
と
部
に

双
7し
あ
り

長
崎
35
下
県
郡
豊
玉
町
大
綱

矛
中
広
形
 1
1本
狭
い
谷
の
東
向
き
斜
面
。

地
下
20
～
30
cm
に
袋
部
と

鋒
部
を
交
互
に
し
あ
た
か

も
箱
に
収
め
た
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
そ
の
う
え
に

径
約
20
cm
の
円
形
自
然
石

が
あ
っ
た
と
い
っ
。
そ
の

石
の
さ
ら
に
1～
2尺
下

に
、
地
下
3～
4寸
に
2

～
3の
礫
石
が
不
規
買 U
に

並
べ
て
あ
っ
た
と
い
う
。

東
京
国
立
博
物
館
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
東
博
(1
98
0)

長
崎
36
下
県
郡
豊
玉
町
大
綱

矛
不
明

現
存
せ
ず

中
山
(1
95
0)
、
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

海
に
面
し
た
断
崖
の
上
に
近
年
ま
で
鉾
が
置
い
て
あ

っ
た
と
い
っ

長
崎
37
下
県
郡
豊
玉
町
小
綱

矛
不
明

南
向
き
の
山
の
中
腹

現
存
せ
ず
、
原
友
一

貞
h十
日
罪霊

高
橋
(1
92
5)
、
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
長

崎
県
教
委
(
19
69
)

長
崎
38
下
県
郡
豊
玉
町
佐
保
シ
ゲ
ノ
ダ
ン

貪
J
深
樋
式

埋
蔵
土
壊

双
獣
付
十
字
形

把
頭
金
具
1、

輪
先
状
金
具
1、

粟
粒
文
十
字
形

把
頭
金
具
2、

文
化
庁

対
馬
遺
跡
調
査
委
員
会
(1
97
4)
、
岡
崎

(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

鋒
欠

韻 ∞ 冊 　 ゆ 瓢 職 ・ 井 弟 く Ⅷ 豊 弟 臣 肝 巌 謙 滸
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番
号

出
土
地
名

品
 
名
型

式
遺

構
伴
 
出
 
品
所
蔵
者

文
献

備
考

長
崎
38

矛
中
広
形

馬
鐸
1、
貨
泉

1、
鐸
形
銅
器

1、
鉄
剣
、
鉄

刀
子
、
鉄
ヤ
リ

ガ
ン
ナ
、
鉄
鏃

3、
鉄
釣
針
1

文
化
庁

長
崎
39
下
県
郡
豊
玉
町
卯
麦
糠

矛
広
形
 3
本
二
本
が
鋒
先
を
う
ち
ち

が
え
て
あ
り
、
他
の
一

本
は
不
明
。
積
み
石
、

板
石
等
の
施
設
は
無
し
。

東
京
国
立
博
物
館
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
東
博
(1
98
0)
、
片

岡
(1
99
8)

違
結
式
鋳
型
に
よ
る

長
崎
40
下
県
郡
豊
工
町
佐
志
賀
黒
鳥

矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛 矛

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

畑
地
の
地
下
三
尺
内
外
の

と
こ
ろ
か
ら
出
上
。
積
み

石
等
の
施
設
も
な
く
、
伴

出
物
な
く
、
た
だ
並
列
に

あ
っ
た
と
い
う

東
京
国
立
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館

細
川
家
蔵
→
東
京
国

立
博
物
館

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
東
博
(1
98
0)

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」

長
崎
41
下
県
郡
豊
玉
町
貝
日
赤
崎

矛
不
明

現
存
せ
ず

後
藤
(1
92
2)
、
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
矛
が
1本
出
た
と
い
う

長
崎
42
下
県
郡
豊
玉
町
仁
位
和
宮
鹿
之

島
 
東
の
浜
遺
跡

負
」

貪
」

細
形
Hb

深
樋
式

箱
式
石
棺
 
石
構
の
蓋

の
上
に
あ
っ
た
と
い
う
小
形
方
製
鏡
、
青

銅
製
半
球
形
飾

金
具
、
鉄
剣
1

仁
位
 
淳

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
長

崎
県
教
委
(1
97
4)

長
崎
43
下
県
郡
豊
玉
町
佐
志
賀
宮
鹿
之
島

矛
広
形

大
き
な
一
枚
石
の
下
か

ら
一
本
出
た

現
存
せ
ず

後
藤
(1
92
2)
、
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」

長
崎
44
下
県
郡
豊
玉
町
貝
鮒
玉
崎

矛
現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

「
土
中
よ
り
唐
金
の
矛
登
本
を
掘
出
す
」
と
あ
り

長
崎
45
下
県
郡
豊
玉
町
 
仁
位
和
多
都

美
神
社
蔵
品

矛
広
形
 4
本

和
多
都
美
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
iう
ち
―
口
岩
永

(1
98
0)
、
岩
永
(1
98
5)

出
土
地
不
祥
、
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」

長
崎
46
下
県
郡
豊
玉
町
 
仁
位
和
多
都

美
御
子
神
社
蔵
品

矛
広
形

和
多
都
美
御
子
神
社
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

出
土
地
不
祥
、
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」

長
崎
47
下
県
郡
豊
玉
町
 
仁
位
嶽
神
社

蔵
品

矛
広
形

嶽
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

出
土
地
不
祥



番
 
号

出
土
地
名

晶
 
名
型
  
 
式

迫 還
樗
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

長
崎
48
下
県
郡
豊
玉
町
 
佐
保
キ
ロ
ス

ガ
浜

矛
広
形
(袋
部
の
み
)
採
取
品

豊
玉
町
教
育
委
員
会
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

長
崎
49
と
同
一
個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
箱
式
石
棺
の

棺
内
遺
物
の
可
能
性
大

長
崎
49
下
県
郡
豊
玉
町
 
佐
保
イ
ノ
サ

エ
遺
跡

矛
形 み

広 の

(上
半
部
土
取
り
作
業
中
板
石
の

口
い
か
ら
出
た
と
い
う
。

布
で
包
ま
れ
て
い
た
と

い
っ

厳
原
町
教
育
委
員
会
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
永
留
(1
96
5)
、
長

崎
県
教
委
(1
97
つ

長
崎
48
と
同
一
個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
箱
式
石
精
の

棺
内
遺
物
の
可
能
′ 隆
大

長
崎
50
下
県
郡
豊
玉
町
天
神
山
山
麓

矛
広
形
(耳
の
み
)

豊
玉
町
教
育
委
員
会
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
長
崎
県
教
委

(1
97
4)

正
確
な
位
置
・
出
土
状
況
は
明
ら
か
で
な
し

長
崎
5ユ
下
県
那
美
津
島
町
高
浜
ヒ
ナ
タ

南
海
浜

矛
広
形
 2
本
石
棺
内
(?
)

鉄
食
J、
土
器
(?
)
所
在
不
明

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
後
藤
(1
92
2)

近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」
、
遺
構
、
伴
出
品
に
つ
い
て
は

不
明
瞭

長
崎
52
下
県
郡
美
津
島
町
高
浜
ヒ
ナ
タ

地
蔵
堂
横

矛
広
形
(上
半
部

の
み
)

箱
式
石
棺
?

厳
原
町
教
育
委
員
会
東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

畑
の
仕
事
中
に
掘
出
し
地
蔵
堂
横
に
放
置
し
た
も
の

畑
に
棺
材
ら
し
い
板
石
が
あ
る
の
で
、
箱
式
石
棺
出

土
か
も
し
れ
な
い
。
長
崎
51
と
重
複
?

長
崎
53
下
県
郡
美
津
島
町
 
黒
頑
城
八

幡
宮
所
蔵
品

矛
広
形
 7
本

大
吉
戸
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

出
土
地
不
祥
、
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
A」

長
崎
54
下
県
郡
美
津
島
町
 
加
志
太
祝

詞
神
社
蔵
品

矛
広
形

太
祝
詞
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

出
土
地
不
祥
、
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
B」

長
崎
55
下
県
郡
厳
原
町
 
久
根
田
合
銀

山
上
神
社
蔵
品

矛 　 矛

中
広
形
(上
半

部
の
み
)

広
形
(鋒
部
の
み
)

銀
山
上
神
社

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

出
土
地
不
祥
、
神
社
に
は
青
銅
斧
頭
1も
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
矛
と
同
出
か
?

長
崎
56
下
県
郡
厳
原
町
久
根

矛
中
広
形
?(
鋒

部
の
み
)

古
墳
(?
)

所
在
不
明

東
王
考
古
学
会
(1
95
3)

長
崎
57
下
県
郡
厳
原
町
阿
連
 
阿
連
瀬

戸
原
遺
跡

矛 　 矛

形 　 明

広 　 不

開
墾
に
あ
た
り
X字
形

に
さ
し
ち
が
え
て
出
土

長
崎
県
立
美
術
博
物
館

所
在
不
明

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)
、
元
興
寺
文
化
財
研

究
所
(1
99
3)

付
近
は
箱
式
石
棺
群
集
地
で
あ
る
。
近
藤
「
広
鋒
銅

矛
A」

長
崎
58
下
県
郡
厳
原
町
久
田
ハ
ゲ
ノ
サ
イ

矛
広
形

看
取
り
の
際
、
石
下
よ

り
出
土

現
存
せ
ず

東
亜
考
古
学
会
(1
95
3)

『
津
島
紀
事
』付
録
に
図
が
あ
る
。
長
28
尺
、
幅
03
7

尺
か
ら
い
え
ば
広
形

長
崎
59
下
県
郡
厳
原
町
 
八
幡
宮
神
社

異
形

入
幡
宮
神
社

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

長
崎
60
上
県
郡
上
県
町
仁
田
観
音
堂

矛
広
形
(袋
部
の
み
)

仁
田
観
音
堂

長
崎
61
下
県
郡
豊
玉
町
大
宇
貝
日
字
フ

アレ`
ソ
キ

矛
広
形
か
中
広
形

現
存
せ
ず

永
留
氏
が
か
つ
て
実
見

長
崎
62
下
県
郡
豊
玉
町
佐
保
 
キ
ロ
ス

ガ
浜

矛
中
広
形

不
明

不
明

豊
工
町
教
育
委
員
会
高
倉
(1
98
0)
、
豊
玉
町
教
委
(1
98
4)

五
折

長
崎
63
下
県
郡
豊
玉
町
仁
位
ハ
ロ
ウ
A

地
点

矛
中
広
形
d
第
5号
箱
式
石
棺
下
小
形
方
製
鏡
1

弥
生
式
上
器
、

ガ
ラ
ス
小
玉

豊
玉
町
教
育
委
員
会
豊
玉
町
教
委
(1
98
0)
、
豊
玉
町
教
委
(1
98
4)

岩
永
(1
98
5)

19
79
・
11
・
18
発
見

長
崎
64
下
県
郡
豊
玉
町
仁
位
ハ
ロ
ウ
B

地
点

矛
広
形
(袋
部
の
み
)
第
2号
箱
式
石
棺
棺
内
小
形
方
製
鏡
1、

ガ
ラ
ス
小
玉
多

数
、
土
器
片

豊
玉
町
教
育
委
員
会
豊
玉
町
教
委
(1
98
ω
、
豊
玉
町
教
委
(1
98
4)
19
79
。
■
・
17
発
見

長
崎
65
伝
 
対
馬

矛
中
広
形
?

大
阪
市
立
博
物
館

長
崎
66
壱
岐
郡
芦
辺
町
原
の
辻

細
形
 
鉄
剣
型

京
大
人
文
科
学
研
究
所
樋
日
(1
97
つ

刃
部
(鋒
部
か
?)

長
崎
67
壱
岐
郡
声
辺
町
原
の
辻
大
原
18

号
甕
棺

戦
国
式
銅
剣
?

(鋒
部
)

甕
棺
 
時
期
高
倉
「
中

期
中
頃
(須
玖
式
)」

長
崎
県
教
育
委
員
会
高
倉
(1
97
6)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓

(1
99
1)
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番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

長
崎
68
壱
岐
郡
勝
本
町
勝
本
熊
野
神
社

蔵
品

矛
中
広
形

熊
野
神
社

中
山
(1
92
0)

現
在
は
一
部
残
存
、
近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

長
崎
69
壱
岐
郡
勝
本
町
東
触
天
ケ
原

矛 　 矛 矛

中
広
形

中
広
形

中
広
形

砂
丘
上

勝
本
町
教
育
委
員
会

壱
岐
郷
土
館

芦
辺
町
立
那
賀
中
学
校

勝
本
町
教
委
(1
97
り
、
岡
崎
(1
97
0)
、
岩
永

(1
98
5)

文
献
に
は
セ
ジ
ョ
ウ
ガ
ミ
と
よ
ば
れ
る
石
祠
の
下
か

ら
出
上
し
た
と
あ
る
。
内
1本
近
藤「
中
鋒
銅
矛
BJ

長
崎
70
壱
岐
郡
勝
本
町
東
触
高
原

剣 　 矛 矛

明 　 　 明 明

不 　 不 不

『
古
代
史
発
掘
ど
5地
名
表
に
庁 樋
日
資
料
」

に
よ
る
と
し
て
い
る

長
崎
71
伝
 
壱
岐

剣 　 剣 支

細
形
I(
y)

細
形
Hb

細
形
Ia

松
浦
史
料
博
物
館
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
元
興
寺

文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓

(1
99
1)

壱
岐
出
土
と
い
う
所
伝
等
が
あ
る
わ
け
で
は
な
▼

舶
載
品
 
難
波
〔鹿
部
型
〕・
〔貞
柏
洞
型
〕

長
崎
72
謀
早
市
立
石
町

細
形

甕
棺

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
正
林
(1
97
1)
、
元
興
寺
(1
99
3)

有
文
で
は
な
い
。
恐
ら
く
細
形
Iで
あ
ろ
う
。
下
半

部
欠
夫

長
崎
73
島
原
市
三
会
景
華
園
 1
号
養
棺

鉄
会
U形

甕
棺
 
森
「
中
期
中
頃

あ
る
い
は
後
半
」

碧
玉
製
管
玉

(個
数
不
明
)

大
津
益
雄

小
田
(1
95
9)
、
岡
崎
(1
98
2)

19
57
年
発
見
。
茎
に
糸
巻
の
痕
跡
よ
く
と
ど
め
る
。

鋒
欠

長
崎
74
島
原
市
二
会
景
華
園
 2
号
甕
棺

鉄
貪
U形

甕
棺
 
森
「
中
期
中
頃

あ
る
い
は
後
半
」

玉 ｊ

管 明

(個
数
不
大
津
益
雄

小
田
(1
97
り
、
岡
崎
(1
98
2)

鋒
欠

長
崎
75
島
原
市
二
会
景
華
園

細
形
(鋒
部
の
み
)
表
面
採
集

大
津
益
雄

小
田
(1
97
4)
、
岡
崎
(1
98
2)

長
崎
76
島
原
市
二
会
景
華
園

矛 　 矛

中
細
形
a

中
細
形
C

甕
棺
(単
棺
・
石
蓋
)

の
棺
外

勾
玉
1、
管
玉

15
、
布
片

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
島
田
(1
93
1)
、
岩
永
(1
98
01
、
岡
崎
(1
98
2)
、

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

長
崎
77
伝
 
長
崎
県
下

細
形
(鋒
部
)

関
西
大
学
考
苦
学
教
室
関
西
大
学
(1
97
3)

長
崎
78
上
県
郡
峰
町
三
根
上
ガ
ヤ
ノ
キ

深
樋
式

朝
日
新
聞
長
崎
版
(1
99
4)

長
崎
79
下
県
郡
美
津
島
町
か
が
り
松
鼻

深
樋
式

青
銅
製
戦
国
式

把
頭
飾
(流
雲

形
花
文
の
浮

彫
)・
ガ
ラ
ス
玉

約
12
00
個

美
津
島
町
教
委
(1
98
8)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)

長
崎
80
下
県
郡
厳
原
町
久
田
増
田
山

矛 　 　 矛 矛 矛 矛 矛 矛

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

広
形

ハ
ゲ
ノ
サ
エ
遺
跡
か
ら

山
一
つ
隔
て
た
山
中
で

発
見

厳
原
町
郷
土
館

所
在
不
明

長
崎
新
聞
(1
98
9)

林
道
工
事
中
に
発
見

長
崎
81
北
松
浦
郡
鹿
町
町
深
江
免
大
野

台
E地
点
第
36
号
遺
構

矛
広
形

不
整
形
土
渡
(祭
祀
遺

構
?)

後
期
土
器

不
明

鹿
町
町
教
委
(1
98
3)

袋
部
の
み
、
支
石
墓
群
中



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

長
崎
82
上
県
郡
峰
町
大
字
志
多
賀
椎
ノ

浦
遺
跡
1号
石
棺

糸日
升 多
II
c

石
糟

青
銅
製
鍔
金
具

1・
青
銅
製
把

頭
飾
1・
弥
生

土
器
高
杯
脚
2

共
伴

不
明

峰
町
(1
98
1)
、
小
田
。
韓
(1
99
1)

中
期
末
～
後
期
初

長
崎
83
壱
岐
郡
声
辺
町
原
の
辻

鉄
剣
形

長
崎
県
教
育
委
員
会
副
島
・
正
林
(1
99
5)
、
田
川
・
副
島
(1
99
5)
刃
部
(鋒
部
か
?)

熊
本
1
玉
名
郡
南
関
町
上
坂
下

矛
広
形

山
鹿
市
立
博
物
館
原
日
(1
97
0)
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

身
の
中
央
部
の
み

熊
本
2
玉
名
郡
岱
明
町
野
日
年
の
神
遺
跡

矛
細
形

工
事
中
表
面
採
集

岱
明
町
公
民
館

田
添
(1
97
1)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
八
代
市
立
博

物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
働

破
片
 
樋
先
端
部
付
近

熊
本
3
鹿
本
郡
鹿
央
町

矛
糸日
 
牙 多
 I
I 
c 
?

2本
田
中
よ
り
発
掘

不
明

長
山
(1
93
0)
、
七
田
(1
97
6)
、
井
上
(1
98
9)
袋
部
、
節
帯
・
耳
・
関
部
・
樋
に
特
異
な
文
様
を
施
す

熊
本
4
山
鹿
市
蒲
生
下
原

支
(鋒
)
率
日
汗
多
II
 a

甕
棺
「
中
期
も
や
や
下

が
る
Jな
い
し
「
黒
髪

式
」
、橋
日 「
中
期
前
葉
」

山
鹿
市
立
博
物
館
保
管
高
倉
(1
97
6)
、
隈
(1
97
8)
、
橋
日
(1
98
7)
、

岡
崎
(1
98
2)
、
小
田
・
韓
(1
99
1)
、
隈

(1
98
7)
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

熊
本
5
菊
池
市
隅
府
町
玉
祥
寺

矛
中
細
形
a
地
を
掘
っ
て
い
て
出
土
不
明

菊
池
武
彦
→
東
京
国

立
博
物
館

熊
本
県
(1
92
5)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
八
代
市
立

博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
dJ
、
岡
崎
「
中
細
銅
矛
B」

熊
本
6
菊
池
郡
大
津
町
後
追
大
松
山

売
中
広
形
 2
本
耕
作
中
出
土

新
開
 
巌

熊
本
県
(1
92
5)
、
富
田
(1
98
8)
、
入
代
市
立

博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(孔
99
3)

内
の
片
面
に
鳥
か
虫
の
異
形
化
し
た
よ
う
な
絵
あ
り

熊
本
7
菊
池
那
大
津
町
陣
内
下
町
出
分

矛
広
形

林
を
開
く
時
に
出
土
何
か
あ
っ
た
ら

し
い

日
吉
神
社

熊
本
県
(1
92
5)
、
入
代
市
立
博
物
館
未
来
の

森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

近
藤
Γ 広
鋒
銅
鉾
AJ

熊
本
8
菊
池
郡
大
津
町
真
木
西
津
留

支
中
細
形
b2
本
水
田
の
地
下
げ
工
事
中

に
掘
出
す
。
特
に
施
設

な
し

京
都
国
立
博
物
館
保
管
文
化
財
保
護
委
員
会
(1
96
2)
、
坂
本
(1
96
7)
、

岡
崎
(1
98
2)
、
富
田
(1
98
8)
、
八
代
市
立
博

物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

熊
本
9
菊
池
郡
旭
志
村
川
辺
上
西
原

19
39

矛
中
広
形

桑
畑
に
堆
肥
を
埋
め
る

濠
を
掘
っ
て
い
る
時
出

土

坂
本
毎
男

坂
本
(1
96
り
、
入
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)
、
富
田
(1
99
3)

熊
本
10
飽
託
郡
北
部
町
和
泉
川
東
入
鉾

神
社

売
(鋒
)
中
広
形

箱
式
石
精

八
鉾
神
社
→
北
部
町

教
委

乙
益
(1
96
5)
、
富
田
(1
97
9)
、
八
代
市
立
博

物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
9

最
初
か
ら
鋒
部
の
み
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
ら
し
し

含
鷺
冽
卜
11
飽
託
郡
北
部
町
鶴
羽
田

克
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
富
田
(1
97
9)
、
入
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

熊
本
12
鹿
本
郡
植
木
町
今
古
閑

矛 　 　 矛 矛 矛

中
細
形
a

中
細
形
a

中
細
形
b

中
細
形
b

地
下
げ
工
事
中
出
土
。

竪
穴
住
居
址
内
に
築
か

れ
た
高
床

弥
生
土
器
片
、

磨
製
石
斧

京
都
国
立
博
物
館
坂
本
(1
96
7)
、
東
博
(1
96
5)
、
岡
崎
(1
98
2)

八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(1
99
3)
、
岩
永
(1
98
0)

近
藤
「
狭
鋒
銅
矛
dJ
竪
穴
住
居
址
内
の
高
床
上
に

4本
並
べ
て
あ
っ
た
。
高
床
の
外
側
を
破
っ
て
黒
髪

式
の
小
児
甕
棺
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る

熊
本
13
鹿
本
郡
鹿
本
町
御
宇
田

矛
中
広
形

深
さ
二
尺
に
し
て
発
見

鹿
本
商
工
高
校

川
村
(1
93
5)
、
坂
本
(1
96
7)
、
隈
(1
98
7)
、

入
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(1
99
3)

熊
本
14
鹿
本
郡
鹿
本
町
庄
太
郎
九

矛
中
広
形

水
田
地
下
げ
の
際
に
発
見
付
近
か
ら
弥
生
式

上
器
の
類
発
見

星
子
 
清
→
鹿
本
高
校
川
村
(1
93
5)
、
熊
本
(1
92
5)
、
隈
(1
98
7)
、

入
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(1
99
3)

地
下
約
60
cm
の
所
で
周
囲
に
何
ら
の
施
設
も
な
し

削 ∞ 糾 　 自 納 ・ 井 弟 ミ 珊 豊 鞘 工 肝 ド 苗 灘

卜 Φ ］



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

遺
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

熊
本
15
鹿
本
郡
鹿
本
町
大
字
下
原
字
天

神
字
天
神
免

(鋒
)
不
明

27
号
土
渡
墓
の
ほ
ぼ
中

央
部
 
前
期
の
木
棺
墓

の
可
能
性
大

熊
本
県
教
育
委
員
会
高
木
(1
97
9)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
隈
(1
98
7)
、

入
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(1
99
3)

小
片
な
の
で
器
種
不
明

熊
本
16
鹿
本
郡
鹿
本
町
大
字
下
原
字
天

神
字
天
神
免

剣
(鋒
)
不
明

削
平
さ
れ
た
上
の
中

熊
本
県
教
育
委
員
会
高
木
(1
97
9)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
隈
(1
98
7)
、

入
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(1
99
3)

熊
本
17
熊
本
市
藤
崎
宮
蔵
品
 
出
土
地

不
祥

党
中
広
形
 2
本

藤
崎
宮

熊
本
県
(1
92
5)
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の

森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

細
川
侯
の
寄
進
と
い
い
、
阿
蘇
出
上
の
疑
い
有
り
。

熊
本
18
求
磨
郡
多
良
木
町
大
久
保
ヤ
リ

カ
ケ
松

細
形
I

箱
式
石
棺
と
推
定

亀
居
正
喜
→
熊
本
市

立
博
物
館
保
管

乙
益
(1
95
4)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
入
代
市
立
博

物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

三
折

熊
本
19
阿
蘇
郡
西
原
村
上
鳥
子
 
鳥
子

三
宮
神
社
蔵
品

矛
中
広
形
 2
本

鳥
子
三
宮
神
社

熊
本
県
(1
92
5)

出
土
地
不
祥
、
お
そ
ら
く
神
社
付
近
?

熊
本
20
阿
藤
郡
阿
蘇
町
乙
姫
鏡
山

克
中
細
形
aか
b
地
下
四
尺
の
所

な
し

笹
原
助
→
早
稲
田
大

学
文
学
部
?

熊
本
県
(1
9
25
)

熊
本
21
阿
蘇
郡
小
国
町
下
城
神
社
蔵
品

売
中
広
形
 4
本

下
城
神
社

熊
本
県
(1
92
5)

出
土
地
不
祥

熊
本
22
阿
蘇
郡
小
国
町
宮
原
 
両
神
社

蔵
品

矛
中
広
形

両
神
社

熊
本
県
(1
92
5)

出
土
地
不
祥
、
19
86
年
発
見
、
近
藤
「
中
鋒
銅
矛

BJ
、
鋒
欠

貪
鷺
冽
卜
23
阿
蘇
郡
小
国
町
市
原
 
天
満
宮

神
社
旧
蔵
品

完
中
細
aか
b

天
満
宮
神
社
→
菅
原

神
社

熊
本
県
(1
92
5)
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の

森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(1
99
3)

出
土
地
不
祥

熊
本
24
伝
 
菊
池
郡

矛
中
広
形

京
都
国
立
博
物
館
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(1
99
3)

熊
本
25
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
狩
尾
・
下
の
原

遺
跡

矛
中
広
形

熊
本
県
教
育
委
員
会
入
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(1
99
3)

表
採
、
袋
部
と
片
側
関
部
の
み

大
分
1
日
田
市
津
江
山

不
明
不
明
 2
本
作
畠
之
間
に
掘
出
し
た

行
方
不
明

若
林
(1
89
7)

「
金
銅
鉾
二
枚
」
と
あ
る
の
み
で
詳
細
不
明

大
分
2
日
田
市
石
井
 
出
土
地
不
祥

矛
中
広
形
?

大
分
県
立
宇
佐
風
土

記
の
丘
資
料
館

賀
川
(1
95
3)
、
ガヽ
柳
(1
98
9)

大
分
3
日
田
市
豆
田
 
出
土
地
不
祥

矛
中
広
形

日
田
市
田
島
町
大
原

神
社

賀
川
(1
95
3)
、
ガヽ
田
(1
97
0)
、
月ヽ
柳
(1
98
9)
大
分
4と
大
き
さ
、
形
態
に
い
た
る
ま
で
き
わ
め
て

近
似
。
大
正
12
年
筑
後
よ
り
奉
納
(箱
書
)

大
分
4
日
田
郡
大
山
町
 
出
土
地
不
祥

矛
中
広
形

大
山
町
中
央
公
民
館
おヽ
田
(1
97
0)
、
 /
」
ヽ "
,(
19
89
)

大
分
3と
大
き
さ
、
形
態
に
い
た
る
ま
で
き
わ
め
て

近
似
。
大
正
12
年
筑
後
よ
り
奉
納
(箱
書
)

大
分
5
玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
森
字
樋
の
日

矛
中
広
形

三
島
神
社
→
行
方
不
明
賀
川
(1
95
3)
、
玖
珠
郡
史
編
集
委
員
会

(1
96
5)
、
 /
Jヽ
り
,(
19
89
)

大
分
6
玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
森
角
埋
山

矛
中
広
形

三
島
神
社
→
行
方
不
明
賀
川
(1
95
3)
、
ガヽ
4r
J,
(1
98
9)

鋒
部
の
み

大
分
7
玖
珠
郡
玖
珠
町
帆
足
 
出
土
地

不
祥

矛
中
広
形
 2
本

若
八
幡
神
社

賀
川
(1
95
3)
、
玖
珠
郡
史
編
集
委
員
会

(1
96
5)
、
 /
Jヽ

",
(1
98
9)

大
分
8
玖
珠
郡
玖
珠
町
仲
平

会
」
細
形
Hc

天
理
参
考
館

天
理
参
考
館
但
97
1)
、
玖
珠
郡
史
編
集
委
員
会
(1
96
0、

岩
永
(1
98
0)
、
岡
崎
住
98
2)
、
刀 嘲
,(
19
89
)、
小
田・
韓

(1
99
1)
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
(1
99
3)

茎
に
ま
で
研
ぎ
が
及
ぶ

大
分
9
玖
珠
郡
玖
珠
町
大
大
田
字
元
畑
91

矛
中
広
形

附
近
よ
り
弥
生

式
壺
片

松
田
 
実

玖
珠
郡
史
編
集
委
員
会
(1
96
5)
、
小
柳

(1
98
9)

壷
片
現
存
。
高
三
渚
式
の
複
合
口
縁
。

大
分
10
直
入
郡
久
住
町
大
字
久
住
字
鉾

ノ
木

支
中
広
形

開
墾
中
発
掘
と
い
う

久
住
神
社
 
久
住
町

民
セ
ン
タ
ー
保
管

賀
川
(1
95
3)
、
ガヽ
tr
J,
(1
98
9)

内
に
同
心
円
文
施
す
。



番
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

壇 追
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
 
者

文
献

備
考

大
分
10

支 支

中
広
形
か
?

中
広
形
か
?

現
存
せ
ず

大
分
■
直
入
郡
内
か
?

支
中
細
形

橋
爪
家

長
山
(1
93
0)
、
ガヽ
柳
(1
98
9)

竹
田
町
の
古
道
具
屋
か
ら
買
っ
た
も
の
。文
献
に「
ク

リ
ス
形
狭
鋒
銅
剣
Jと
あ
る
が
詳
細
不
明
。
鉾
ノ
木

出
上
の
1日
か
?

大
分
12
宇
佐
市
金
屋
廟
森

支
円
墳
の
箱
式
石
棺

多
２ 器

剣 土

鉄 の

現
存
せ
ず

高
橋
(1
92
5)

「
ク
リ
ス
形
狭
鋒
銅
剣
Jと
あ
る
の
で
、
文
で
あ
ろ
う
。
文

献
に
よ
っ
て
は
「
広
鋒
銅
鉾
」
と
す
る
が
疑
問
あ
り
。

大
分
13
宇
佐
市
大
学
法
鏡
寺
字
上
平
70
3

矛
広
形

国
道
開
設
の
た
め
土
掘

り
中
発
見

田
川
郡
後
藤
寺
町
津

留
正
一
→
行
方
不
明
中
山
(1
92
0)
、
刀ヽ
柳
(1
98
9)

耳
欠
夫
。

大
分
14
宇
佐
市
 
出
土
地
不
祥

矛 矛 支 支 支 売 支 支 夷

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

宇
佐
八
幡
宮
庁

所
在
不
明

賀
川
(1
95
4)
、

/1
ヽ
田
(1
97
5)

賀
ナ十
1(
19
54
)、
 /
1ヽ
田
(1
97
5)
、
 /
1ヽ

"V
(1
98
9)

袋
部
欠
。

大
分
15
宇
佐
市
大
字
南
宇
佐

支
中
広
形

箱
式
石
棺

明
治
大
学
考
古
学
陳
列
館
賀
川
(1
95
3)
、
熊
野
(1
98
9)
、
小
柳
(1
98
9)

大
分
16
速
見
郡
山
香
町
大
字
小
武
山
日
赤
迫

支
中
細
形
か
?
水
田
中
よ
り
発
見

所
在
不
明

高
橋
(1
92
5)
、
二
宮
(1
79
7)

「
長
一
尺
一
寸
」
か
ら
す
れ
ば
中
細
Cが
近
い

大
分
17
宇
佐
市
法
鏡
寺
上
原

矛
広
形

不
明

道
路
の
側
溝
工
事
の
際

発
見

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
宇
佐
市
教
委
(1
97
9)
、
小
柳
(1
98
9)
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
(1
99
1)

19
78
年
発
見
。
ほ
ぼ
完
形
。
埋
納
遺
構
は
既
に
破
壊

さ
れ
検
出
で
き
ず
。

大
分
18
宇
佐
郡
安
心
院
町
大
字
鳥
越
字

切
寄
78
0の
3

矛
中
広
形
 2
本

安
心
院
町
教
育
委
員

会 大
分
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館

安
心
院
町
教
委
(1
98
4)
、
小
柳
(1
98
9)

19
79
年
6月
発
見
。
旧
竜
王
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
。
付

着
の
砂
に
別
の
矛
の
圧
痕
あ
り
。

大
分
19
宇
佐
郡
安
心
院
町
旦
尾
谷
迫

96
6-
1

矛
中
広
形
 7
本
原
野
を
耕
地
中
に
発
見
さ

れ
出
上
状
況
等
は
不
明
。

文
化
庁
→
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館

小
田
(1
96
8)
、
東
博
(1
97
7)
、
安
心
院
町
教

委
(1
98
4)
、
小
柳
(1
98
9)
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
(1
99
1)
、
七
田
(1
97
6)
、
後
藤
(1
98
0)

7日
ま
と
め
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
が
、
ブ
ル
に
よ
る

破
損
を
一
度
に
受
け
た
と
推
測
。
下
半
部
半
欠
。
う

ち
3日
研
ぎ
分
け
有
、 
う
ち
1日
鋳
強
‖
)有

大
分
20
宇
佐
郡
安
心
院
町
大
字
新
原

細
形

箱
式
石
棺

不
明

岡
崎
(1
98
2)
、
小
柳
(1
98
9)

鋒
部
の
み
。

大
分
21
豊
後
高
田
市
嶺
崎
字
横
峰

矛
広
形

渡
辺
太
郎
→
渡
辺
敏

喜
代
か
?

高
橋
(1
92
5)
、
小
柳
(1
98
9)

出
土
地
不
祥
。
渡
辺
真
澄
が
何
づ
こ
よ
り
か
持
来
れ

る
も
の
。 
2日
の
可
能
性
も
有

大
分
22
豊
後
高
田
市
来
縄

矛
広
形
or
中
広

形
 1
3本

1日
は
北
馬
城
松
本

茂
旧
蔵
か
?

高
橋
(1
92
5)

鋳
放
し
と
あ
る
の
で
広
形
だ
ろ
う
が
、全
長
25
尺
は

広
形
に
し
て
は
短
い
か
?

大
分
23
豊
後
高
田
市
払
田
字
大
原

鬼
(鋒
)
細
形
Ha

豊
後
高
田
市
中
央
公

民
館

岡
崎
(1
98
2)
、
小
柳
(1
98
9)
、
小
田
。
革

(1
99
1)

大
分
24
豊
後
高
田
市
美
不
日
字
雷

党
広
形
 2
本
小
円
墳
の
箱
式
石
棺

近
藤
俊
馬

高
橋
(1
92
5)
、
賀
川
(1
95
3)
、
小
柳
(1
98
9)

福
岡
県
教
委
(1
99
4)

大
分
25
豊
後
高
田
市
草
地
字
猫
石

尭
中
広
形
か
?

3本
前
方
後
円
墳
の
く
び
れ

部
基
底
線
上
に
墳
丘
斜

面
に
平
行
し
て
鋒
を
上

に
し
て
埋
没
。

豊
前
国
築
上
那
宇
島

町
柴
田
某
旧
蔵
か
?

長
13
尺
は
中
広
の
最
大
の
部
類
が
近
い
。数
は「
12
」

日
の
可
能
性
も
あ
り
。
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卜 Φ り

番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

迫 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

丈
献

備
考

大
分
26
杵
築
市
野
田
字
新
宮

細
形
?詳
細
不

明

焼
失

/J
ヽ
田
(1
96
8)

大
分
27
速
見
郡
山
香
町
広
瀬
北
ノ
原

矛
?
広
形
?

不
明

ガヽ
田
(1
96
8)

F考
古
学
集
刊
コ
に
よ
れ
ば
、
型
式
不
明
。
小
田
に
よ
れ
ば

「
広
鋒
」。
山
口
赤
迫
と
同
一
品
の
可
能
性
も
あ
る
。

ノ(
ケ
)2
8
速
見
郡
日
出
町
真
那
井
尾
首
山

鋒
出

矛
広
形
 7
本
「
古
墳
コ
と
あ
る
が
不
明

浮
島
神
社
旧
蔵
 
行

方
不
明

高
橋
(1
92
5)
、
日
出
町
(1
98
6)
、
小
柳
(1
98
9)
出
土
地
は
(神
宮
野
の
古
墳
、尾
首
山
照
川
山
カ
ナ
ソ

ビ
ラ
)等
諸
説
あ
り
断
定
で
き
ず
。
実
測
図
あ
り
。

大
分
29
速
見
郡
日
出
町
藤
原
下
野

党 　 党

中
広
形

中
広
形

土
器
の
彩
し
い
包
含
地

東
京
大
学
文
学
部
考

古
学
教
室

行
方
不
明

賀
川
(1
95
3)
、
4ヽ
》
,(
19
89
)

内
に
同
心
円
文
あ
り
。

大
分
30
大
分
市
浜
28
3

中
細
形
b(
By
)

4本

畑
地
を
掘
っ
て
い
る
時

出
土
。
鋒
重
ね
で
外
部

設
備
な
し
。

京
都
国
立
博
物
館
賀
川
(1
96
1)
、
岡
崎
(1
98
2)
、
小
炒
H(
19
89
)

※
う
ち
1日
,岩
永
(1
98
0)

方
2m
ほ
ど
の
竪
穴
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
可
能

性
あ
り
。
鋒
小
欠
。

大
分
31
大
分
市
木
田
名
辺
山
力 　 声 曳 　 支 曳

型
式
不
明

型
式
不
明

広
形
か
中
広
形

広
形
か
中
広
形

広
形
か
中
広
形

熊
本
御
城
下
に
差
出

し
た

若
林
(1
90
1)
、
高
橋
(1
92
5)

長
13
9尺
、
幅
05
尺
か
ら
す
れ
ば
、
広
形
か
中
広
の

最
大
部
類

大
分
32
大
分
市
細
字
浜

克
細
形

大
田
亘
旧
蔵
→
平
安

博
物
館
→
不
明

賀
川
(1
95
3)

大
分
33
大
分
市
丹
生
岡
清
水
ケ
迫

貪
」
平
形
Ia

開
墾
に
伴
う
偶
然
の
発
見

京
都
国
立
博
物
館
保
管
佐
藤
(1
96
1
a)
、
佐
藤
(1
96
1b
)、
小
田

(1
96
5)
、
小
柳
(1
98
9)
、
吉
田
(1
99
3)
、
文

化
財
保
護
委
員
会
(1
98
1)

近
藤
「
平
形
銅
剣
Ia
」
、
出
土
遺
構
に
関
し
て
は
2

説
有
り
。

大
分
34
大
分
市
久
原
字
松
崎

え
率田
形
Ia

鉄
道
設
置
作
業
中
砂
丘

よ
り
発
見

大
田
亘
→
東
京
国
立

博
物
館
→
京
都
文
化

博
物
館

小
田
(1
96
5)
、
岡
崎
(1
98
21
、
小
柳
(1
98
9)
、

/1
ヽ
田
(1
99
1)

鋒
部
の
み
、
脊
鏑
有
 
難
波
「
鹿
部
型
J

大
分
35
大
分
市
滝
尾
字
岩
屋

え
細
形
Ia

大
分
市
教
育
委
員
会

保
管
→
大
分
市
歴
史

資
料
館

賀
川
(1
95
3)
、
月ヽ
り「
(1
98
9)

難
波
「
鹿
部
型
」

大
分
36
大
分
市
松
岡
字
京
ケ
尾

矛 　 矛 矛 　 矛 矛

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

中
広
形

山
の
上

東
京
国
立
博
物
館

内
藤
記
念
館
→
宮
崎

県
立
博
物
館
保
管

内
藤
記
念
館
→
不
明

行
方
不
明

瀬
之
日
(1
91
8)
、
中
山
(1
92
0)
、
東
博

(1
98
0)
、
 /
1ヽ

",
(1
98
9)

内
1本
近
藤
「
中
鋒
銅
矛
A」

大
分
37
北
海
部
郡
佐
賀
関
町
幸
ノ
浦

矛
中
広
形

箱
式
石
精

小
野
忠
彦

/」
田ヽ
(1
96
8)

大
分
38
臼
杵
市
下
北
津
留
字
中
尾
坊
主
山

矛
広
形
 7
本
山
の
中
腹

京
都
国
立
博
物
館
賀
川
(1
95
3)
、
近
藤
(1
97
4)
、
小
柳
(1
98
9)
近
藤
「
広
鋒
銅
矛
AJ

大
分
39
臼
杵
市
大
字
諏
訪
中
山

支
中
細
a

小
円
墳
の
箱
式
石
棺
弥
生
式
上
器
臼
杵
市
教
育
委
員
会

市
立
図
書
館
保
管

賀
川
(1
95
3)
、
高
橋
(1
97
6)
、
小
柳
(1
98
9)
鋒
部
、
茎
欠
。
二
折
。

大
分
40
玖
珠
郡
玖
珠
町
仲
平
(三
島
神

社
旧
蔵
)

矛
不
明

不
明

/1
ヽ
り
Π
(1
98
9)



番
 
号

出
土
地
名

品
 
名
型
  
 
式

違 還
構
伴
 
出
 
品
所
 
蔵
  
者

文
献

備
考

大
分
41
直
入
郡
久
住
猪
鹿
狼
寺
旧
本
堂
支
(鋒
)
不
明

不
明

小
柳
(1
98
9)

大
分
42
宇
佐
市
大
字
小
向
野

矛
広
形
a

大
分
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館

/1
ヽ
り
Π
(1
98
9)

袋
部
欠
夫

大
分
43
宇
佐
市
大
字
小
向
野

矛
広
形
b

大
分
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館

小
柳
(1
98
9)
、
片
岡
(1
99
3)

袋
部
欠
夫

大
分
44
宇
佐
市
川
部

(鋒
)
細
形

祭
祀
土
渡
出
土

小
倉
・
佐
藤
(1
99
4)

大
分
45
下
毛
郡
三
光
村
大
字
佐
知

細
形

包
含
層

大
分
県
教
育
委
員
会
大
分
県
教
委
(1
98
9)

先
端
の
み

大
分
46
大
分
市
大
字
横
尾
字
二
目
川

矛
中
広
形
?

2本
水
分
神
社
旧
蔵
→
所

在
不
明

大
分
市
史
編
纂
委
員
会
(1
98
7)

神
社
裏
の
高
尾
山
腹
に
あ
る
大
石
付
近
か
ら
出
上
し

た
と
伝
え
ら
れ
る

大
分
47
日
田
市
大
字
小
迫
字
吹
上
原

支 　 　 　 　 克 剣

細
形

中
細
形

細
形
Hb

4号
甕
棺

2号
甕
棺

1号
木
構

ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝

輪
15
 
鉄
剣

1・
ガ
ラ
ス
硬

玉
製
勾
玉
1・

菅
玉
49
0以
上

青
銅
製
十
字
形

把
頭
飾

日
田
市
教
育
委
員
会
日
田
市
教
委
(1
99
5)
、
土
居
・
永
田
(1
99
6)

日
田
市
教
委
(1
99
働

日
田
市
教
委
(1
99
働

鉄
貪
」
と
銅
夷
は
外
甕
内
、
他
は
棺
内
副
葬

棺
外
副
葬
、
立
岩
期

宮
崎
ユ
宮
崎
県
内

貪
U?

文
献
に
は
「
広
形
銅
剣
」
と
あ
る
が
詳
細
不
明

宮
崎
2
伝
 
宮
崎
県
内

党
中
広
形

鎌
田
共
済
会
郷
土
博

物
館
(坂
出
市
)

渡
部
(1
98
2)

出
土
地
根
拠
極
め
て
薄
弱

鹿
児
島
1
曾
羹
郡
有
明
町
野
井
倉
土
橋

(ツ
チ
バ
シ
)

矛
中
広
形

地
下
三
尺
の
所
で
立
っ

た
ま
ま
発
見

東
京
国
立
博
物
館
瀬
之
日
(1
91
7)
、
東
博
(1
98
0)
、
河
日
(1
98
8)
近
藤
「
中
鋒
銅
矛
B」

鹿
児
島
2
西
之
表
市
松
畠
吉
良
家
伝
世

矛 　 剣

中
広
形

中
国
式

吉
良
 
視
→
種
子
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
下
野
(1
98
2)

沖
縄
ユ
中
頭
郡
読
谷
村
字
渡
慶
次
中
川

原
貝
塚

父
J
(茎
)
細
形

仲
宗
(1
99
2)

出
土
地
不

詳
1

細
形

京
都
大
学
文
学
部
博

物
館

身
下
半
欠
夫
 
あ
る
い
は
須
玖
岡
本
出
上
の
可
能
性

も
有

出
土
地
不

詳
2

矛
中
広
形

京
都
大
学
文
学
部
博

物
館

袋
部
下
半
の
み

出
土
地
不

詳
3

矛
細
形
H(
x)

京
都
大
学
文
学
部
博

物
館
[1
84
0]

京
都
大
学
文
学
部
(1
96
3)

目
録
で
は
中
国
出
土
と
さ
れ
て
い
る
が
、
型
式
的
に

日
本
出
土
品
と
推
定

出
土
地
不

詳
4

父
J
平
形
H

倉
敷
考
古
館
蔵

近
藤
(1
97
0)
、
馬
渕
・
平
尾
(1
98
6)
、
間
壁
・

間
壁
(1
98
6)

鋒
欠
損
、
突
起
下
に
鋳
掛
有

出
土
地
不

詳
5

父
U
平
形
H

辰
馬
考
古
資
料
館

出
土
地
不

詳
6

矛
中
広
形

有
馬
家
旧
蔵
(現
東

博
蔵
)

井
上
(1
98
9)
、
矢
野
(1
85
3)

節
帯
に
3条
・
耳
に
2条
の
綾
杉
文
を
陰
刻
、
刃
部

研
ぎ
分
け

出
土
地
不

詳
7

矛
中
広
形

東
京
国
立
博
物
館

[1
04
23
]

東
博
(1
98
0)

出
土
地
不

詳
8

党
中
細
形
C

明
治
大
学
考
古
学
博

物
館

黒
沢
(1
99
5)
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第 4章 神庭荒神谷遺跡出土青銅器
関連資料文献目録

1、 この文献目録は、付編第 2章の埋納遺跡調査表ならびに第 3章の銅鐸 。武器形青銅器出土

地名表に引用した参考文献の一覧表である。

2、 青銅器に関する論文や書籍は多数存在するが、ここでは各遺跡あるいは出土青銅器につい

てなるべ く初現の報告文または代表的な論文を掲載するように努め、結果として多くの論

文の記載を割愛した。

3、 日録は、銅鐸と武器形青銅器の二編に分け、執筆者あるいは発行者を五十音順に掲載した。

銅鐸関係文献一覧

執 筆 者 発行年 論 文 名 圭
国 名 発 行 所

愛知県埋文センター 朝日遺跡

赤松啓介・三木文雄 宍栗郡山崎町青木出上の銅鐸 桜ケ丘銅鐸 銅夷
足立克己 1985 荒神谷遺跡銅剣発掘調査概報 島根県教育

委員会

阿南市教育委員会 阿南市史 第 1巻
淡路文化史料館 図説・邪馬台国の時代と淡路島

池田正男 但馬国日高町久田谷出上の銅鐸 月刊文化財 ■月号
石神 1台 池上弥生ムラの変遷 考古学研究 234
石川 巌・松本豊指し 香川県善通寺市我拝師山出土銅鐸 日本考古学協会第32回総会研究発

表要旨

石黒立人・宮腰健司 愛知県朝 日遺跡のαΠ鐸 考古学雑誌 754
石野博信 1972 奈良県纏向遺跡の調査 古代学研究 65
一山典・勝浦康守 1988 徳島市名東遺跡出上の銅鐸 考古学雑誌 734
伊東富太郎 1928 伊勢国二重郡八郷村伊坂発見の銅鐸に就て 考古学雑誌 204
井上洋一 1982 但馬気比銅鐸をめ ぐる 2、 3の 問題 考古学雑誌 681
印牧邦雄 坂井郡雄島村米ヶ脇出土の新銅鐸について 福井県文化財調査報告 1
上田三平 1920 越前及び若狭における古代遺跡 (銅鐸発見の

遺跡)
福井県史蹟勝地調査報告 第 1冊

上国哲也・河原隆彦 1966 加古川市八幡望塚出上の今日鐸 播磨の弥生文化

上原準一 讃岐国三豊郡一 ノ谷村古川発見の銅鐸につい

て

考古学雑誌 1311

上原準一 讃岐訪古小録 (― ) 考古学雑誌 141
上原準一 讃岐国三豊郡ニノ宮村大字羽方字西ノ谷発見

の銅鐸及び銅剣とその出土状態について
考古学雑誌 179

魚島純一 エネルギー分散型蛍光X線分析による伝長者
ケ原銅鐸の表面顔料の調査

徳島県立博物館研究報告 第 2号

宇野隆夫 銅る導のはじまり 考古学論考 小林行雄博士古稀記
念論文集

平几社

梅原末治 昨年の我が考古学界 (上 ) 考古学雑誌 85
梅原末治 三河内村梅林寺 (銅鐸) 京都府史蹟勝地調査報告 第 1冊
梅原末治 銅鐸に就いて (上 。下 ) ラ章)こ   12-4

梅原末治 河内恩智新発見銅鐸調査報告 民族と歴史 65
梅原末治 東イ白郡八橋町発見の銅鐸 鳥取県史蹟勝地調査報告 第 2
梅原末治 926 欧州に齊らされた銅鐸 人類学雑誌 417



執 筆 者 発行年 論 文 名 童
日 名 発 行 所

梅原末治 銅鐸の研究 資料篇 。図録篇 大岡山書店

梅原末治 1933a 『銅鐸の研究』出版以後発見の銅鐸一覧表 考古学雑誌 234
梅原末治 1933b 銅鐸研究の一新資料 考古学雑誌 234
梅原末治 有環銅鐸の新発見 歴史と地理 334

梅原末治 近江発見の小銅鐸 人類学雑誌 5010

梅原末治 紀伊新出土の銅鐸に就いて一森氏稿に対する

付記―

考古学 89

梅原末治 日本考古学論孜 弘文堂書房

梅原末治 1941a 銅鐸に関する若干の新知見 考古学雑誌 315
梅原末治 1941b 名古屋市出上の銅鐸 人類学雑誌 562
梅原末治 1951 岡山県下発見の銅鐸 吉備考古 83

梅原末治 1951 装飾文ある銅剣について一備前喩伽山と讃岐

瓦谷の出土品所見―

吉備考古 83

梅原末治 備中下稲木出上の銅鐸について 吉備考古 84

梅原末治 一群の同籠鋳造銅鐸の絵画について 上代文化 24

梅原末治 谷文見旧蔵の銅鐸に就いて 人類学雑誌 631

梅原末治 越前大石村出上の銅鐸の絵画 日本民族と商方文化 平几社

梅原末治・赤松敏秀 舞鶴市発見の銅鐸 京都府史蹟勝地天然記念物調査報

告 第20冊

梅原末治・小泉顕夫 大和山辺郡丹波市町石上発見の銅鐸と其の出
土状態

考古学雑誌 135

江見正己 岡山県倉敷市足守川矢部商向遺跡出上の月韓同

鐸について
考古学雑誌 734

大口町 大口町史

大阪府埋蔵文化財協 第 9回 泉州の遺跡展

太田陸郎 播磨神種発見の銅鐸 考古学雑誌 189
太田好治他 990 都田地区発掘調査報告書 下巻
大野延太郎 遠江引佐郡中川村悪ケ谷発見の銅鐸に就いて 人類学雑誌 289
大場磐雄 944 信濃国の銅鐸 と鉄鐸 信濃 H28

大場磐雄・原嘉藤 長野県塩尻市柴宮発見の銅鐸 信 濃

近江風上記の丘資料
館

1981 近江の銅鐸と銅鏡

小笠原久和 愛知県豊川市千両町出土の銅鐸について 考古学雑誌 68ユ

岡本健児 銅鐸 (弥生文化一古銅器) 高知県の考古学

岡本健児 高知県史 考古編
岡本健児 埋糸内穴を有せる銅鉾形祭器 季干Uど るめん 7
岡本健児 高知県発見の銅矛について 高知の研究 ユ
岡本健児・山本哲也 熊野神社の銅鐸 馬路村の文化財 3
岡本寛久。平井泰男・

朝倉秀明

岡山県岡山市高塚遺跡 日本考古学年報 42 1989年版 日本考古学

協会

岡山県教育委員会 山陽自動車道建設に伴う発掘調査 (高塚遺跡) 岡山県埋蔵文化財報告 20

岡山県教育萎員会 確認調査概要 〔9〕 井原市明見銅鐸出土遺跡 岡山県埋蔵文化財報告 23

岡山県教育委員会 足守川矢部南向遺跡

小川栄一 美濃国十六発見の銅鐸 考古学雑誌 310
置田雅昭 銅鐸と銅不J器 資料案内シリーズ 9 天理大学附

属参考館

奥村清一郎・松本秀

人

1982 京都府相楽山銅鐸 考古学ジャーナル 210

小野田勝一 田原町大字西神戸発見の銅鐸 田原町史資料

貝殻山貝塚資料館 特別展・愛知の銅鐸

加賀見省一 1982 兵庫県久田谷遺跡出上の銅鐸 考古学雑誌 681



第 4章 神庭荒神谷遺跡出土青銅器関連資料文献目録

執 筆 者 発行年 論 文 名 圭
日 名 発 行 所

香川県教育委員会 1979 森広遺跡H 香川県埋蔵文化財調査年報

香川県教育委員会 新編香川叢書考古編

賀川光夫 1953 新たに発見された東九州の銅鉾銅曳 考古学雑誌 39巻 2号

賀川光夫 大分県浜遺跡 日本農耕文化の生成

笠井新也 銅鐸の一異例―内部天丼面に環状突起を有す

る鐸について

考古学雑誌 236

笠井敏光 西浦銅鐸 く羽曳野市埋蔵文化財調

査報告書〉 1

鍛冶利夫 考古学より瞥見 したる淡路の遺跡遺物に就い

て

考古学雑誌 2211

鹿島町教育委員会 志谷奥遺跡

春 日町教育委員会 野々関遺跡

勝浦康守 徳島県徳島市名東遺跡 日本考古学年報 40

勝田良太郎 銅鐸 ノ出土地 和歌山県史蹟名称天然記念物調査

報告 12

彦争吉呂  日召 1981a 出雲・隠岐発見の青銅器 古文化談叢 第 8集
勝部 昭 1981b 志谷奥遺跡の発掘 えとのす 16

勝都 昭 982 島根県志谷奥出土の銅鐸・銅負U 考古学雑誌 681

渇磨正信 海草郡西山東村吉里字小山出土銅鐸古図 紀伊考古図舗

鎌木義昌 岡山県兼基遺跡 日本農耕文化の生成

鎌木義昌・間壁忠彦 岡山県猿ノ森遺跡 日本農耕文化の生成

蒲郡市郷土資料館 二河の銅鐸

亀田修一 青銅器 岡山県史 原始 。古代 I 山陽新聞社

川田信敏 土佐青銅器時代遺物 土佐考古叢書 第 2輯

木崎愛吉 安養寺銅鐸 考古学雑誌 122

北川時治 969 古代遺跡および遺物 郡家町誌

北山健一郎 弘田川西岸遺跡 香川県埋蔵文化財調査年報 平成
4年度

木津町教育委員会 相楽山銅鐸出土地発掘調査現地説

明会資料

木下 忠 尾道市大峰山出土銅鉾銅剣について 広島考古研究 2
木村幹夫 原始・古墳時代 上道町吏

清野謙次 955 日本考古学人類学史 下巻
桐原 健 信濃国出土青銅器の性格について 信濃

金関 恕 神を招く鳥 考古学論考 小林行雄博士古稀記
念論文集

平几社

久野邦雄 伝羽曳山出土銅鐸観察 橿原考古学研究所紀要考古学論孜

第二冊

倉光清六 伯者新発見の銅鐸 考古学 牛 3

倉光清六 伯者八橋町飼鐸出土遺跡 考古学雑誌 234
栗原雅也 静岡県引佐郡細江町穴ノ谷出土銅鐸 考古学雑誌 734

栗原雅也・佐原 員 滝峯オ四郎谷遺跡発掘調査報告書

刀ヽ出義治 日高郡晩稲クジ峠出土銅鐸 上代文化 20

高知県教育委員会 高知県伊野町天神出上の銅剣・銅夷 高知県文化財調査報告書 第12集

神戸市立博物館 銅鐸の世界展 一地の神への「し
のり」―

工楽善通 袈裟欅文銅鐸 日本原始美術 4 議談社

国分直一 越前出土銅鐸の船文 東アジアの古代文化 20

国立歴史民俗博物館 銅鐸の美

小島俊次 965 竹之内銅鐸出土地 奈良県の考古学

小島俊次・伊達宗泰 963 奈良市山町早田銅鐸出土地 奈良県文化財調査報告 6



執 筆 者 発行年 論 文 名 圭
日 名 発 行 所

/Jヽオタれ駐車ト 阿波国徴古雑抄

後藤守一 1924 三河に於ける見聞 (二 ) 考古学雑誌 144

後藤守一 1937 駿河国駿東郡浮島村大字東井出発見小銅鐸 帝室博物館古墳・発掘品調査報告

小林行雄 青銅器 新修日本文化史大系 よ

近藤喬一 1984 日・朝青銅器の諸問題 東アジア世界における日本古代史

講座  2、 倭国の形成と古墳文化
学生社

近藤喬一 1985

'同

会U・

'同

α零とBtt■ E虻化 古代出雲王権は存在したか 山陰中央新

報社

近藤喬一 東アジアと青銅祭器 ,同父」・

代

銅鐸・銅矛と出雲王国の時 日本放送出

版協会

近藤 正 島根県下の青銅器について 島根県文化財調査報告書 2
近藤 正 1978 島根県下の青銅器について 山陰古代文化の研究 (再録 ) 近藤正遺稿

集刊行会

近藤義郎 美作国植月村念仏塚発見の釦鐸 吉備考古 83

近藤義郎 備前百枚月発見の銅鐸 古代吉備 4
近藤義郎 1986 百枝月銅鐸出土遺跡 岡山県史 第18巻 考古資料
近藤義郎・根木 修 1973 岡山市百枝月発見の銅鐸 考古学研究 194
斎宮歴博・二重県埋

文センター

二重県の祭祀遺跡―まつりのかた

ちさまざま

酒井龍一 銅鐸 。その内なる世界 摂河泉文化資料 10 北村文庫会

酒井龍― 1980 銅鐸 (邪気と封じこめのオブジェ) 論 摂河泉文化資料 21

向坂銅二 1968 静岡県引佐郡細江町中川不動平出上の銅鐸 考古学集刊 牛2

桜井市教育委員会 大福遺跡一大福小学校地区―発掘

調査概報

桜ケ丘銅鐸・銅夷調

査委員会

桜ケ丘銅鐸・鋼曳 図版篇 〈兵庫
県文化財調査報告〉 1

桜ケ丘銅鐸銅曳調査

委員会

神戸市桜ケ丘銅鐸・銅夷 解説篇
く兵庫県文化財調査報告〉 1

佐原 員 1960a 銅鐸の文様 世界考古学大系 2 平凡社

佐原 員 1960b 銅鐸文化圏 図説世界文化史大系 20 角川書店

佐原 員 今日α畢 日本原始美術 4 講談社

佐原 員 銅鐸の美 日本美術工芸 363

佐原 員 1974a 銅鐸の祭 りほか 古代史発掘 5 講談社

佐原 員 1974b 銅鐸出土地名表 古代史発掘 5 講談社

佐原 員 1978 朝鮮式小銅鐸 と日本の銅鐸 宇佐一大陸文化と日本古代史一 吉川弘文館

佐原 員 銅鐸 日本の原始美術 7 講談社

佐原 員 弥生式上器の絵画 考古学雑誌 661

佐原 員 銅鐸 と武器形青銅泰器 三世紀の考古学 中 学生社

佐原 員 三十四のキャンパス連作四銅鐸の絵画の「文

法」

『考古学論考』 月ヽ林行雄博士古稀

記念論文集

平凡社

佐原 員・春成秀爾 銅鐸出土地名表 考古学ジャーナル 210

佐原 員・町田 章 和歌山市有本出土銅鐸 和歌山県文化財学術調査報告書
3

山陽新聞 1973 『鐘野 (岡山)で “幻の銅鐸"2つ』 3月 13日 付記事

静岡県教育委員会 引佐郡細江町中川地区銅鐸分布調

査報告

柴日常恵 遠江に於ける銅鐸の発見地 東京人類学会雑誌 228

芝田文雄 静岡県引佐郡細江町滝峰七曲り二号鐸 考古学雑誌 681

島田貞彦 播磨国三日月村本郷発見の銅鐸に就て 考古学雑誌 1510

島四貞彦 928 和泉国泉北郡浜寺町発見の銅鐸 歴史と地理 216

島四貞彦 930 紀伊国日高郡上南部村晩稲発見の銅鐸 考古学 13
関 保之助 銅鐸説 考古 14
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執 筆 者 発行年 文 名 圭
『 名 発 行 所

瀬戸内海歴史民俗資

料館

讃岐青金同器図録

泉北考古資料館 大阪府の銅鐸図録

高井悌二郎・田辺征

夫

1979 伝淡路上御堂出土銅鐸について 辰馬考古資料館考古学研究紀要

1

高橋邦彦 銅鉾・古墳 文化財協会報 特別号 第 3集
高橋健 自 我が上代に於ける原始的絵画 (1) 国華 35-7

高橋健 自 銅鐸に於ける原始的絵画 考古学雑誌 155
高橋直一 928 石見新発見の銅鐸に就いて 考古学雑誌 187
高橋直一 和歌山県箕島町新発見の二銅鐸 考古学雑誌 234
高橋信明 愛知県朝日遺跡出上の銅鐸片 考古学雑誌 681

高橋 護・河本 清 岡山県雄町遺跡の銅鐸 日本考古学年報 38

高橋 譲 岡山市雄町遺跡の銅鐸 考古学雑誌 754
高畑知功 蓮池尻遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告

62

竹宮亜也子 袈裟欅文銅鐸 鳥取県文化財調査報告書 17

辰馬考古資料館 1978 ,同α睾 辰馬考古資

料館

辰馬考古資料館編 展観の来 13 辰馬考古資

料館

辰馬考古資料館編 考古資料図録 辰馬考古資

料館

巽 二郎 新宮市神倉山経塚概報 考古学雑誌 424
田所市太 阿波国の銅鐸発見地に就いて 考古学雑誌 711
田中正太郎 越中旅行見聞記 (大橋氏銅鐸) 東京人類学会雑誌 94

田中敬忠 紀川河底出上の銅鐸 。紀伊橋谷出上の袈裟欅
文銅鐸

和歌山市文化財現地調査記録 2

田中 琢編 日本 の 銅 鐸 神戸新聞社

田中 巽 近時の銅鐸の出上に就いて 西田先生頌寿記念古代史論叢

田中 巽 銅鐸関連資料集成

田中 琢 鐸 剣 鏡 日本原始美術大系 4 講談社

田中義昭・三宅博士 島根県邑智藩石見町中野仮屋銅鐸出土地の調
査

山陰地域研究 7

田辺市教育委員会 田辺市史

田辺昭三・佐原 員 京都市梅が畑出上の銅鐸 日本考古学協会所和39年度大会研

究発表要旨

谷田亀寿 弥生時代 倉吉市誌

種定淳介 飼剣形石剣試論 (上 )。 (下 ) 考古学研究 364、 371

丹治康明・須藤 宏 兵庫県神戸市本山遺跡 日本考古学年報 42

中国新聞 「海底に銅鐸」 3月 24日 付記事

津山市教育委員会 987 津山の歴史と文化財

寺石正路 土佐二於ケル銅鐸・銅鉾ノ所在地名 東京人類学会雑誌 46

寺田貞次 卜豆島の銅鐸 考古学雑誌 253
寺田貞次 銅鐸・銅剣を出せる小豆島安田遺跡 考古学 87
寺田貞次 讃岐我拝師山発見銅剣と善通寺町附近の上代

文化

考古雑誌 2911

寺田貞次 讃岐加茂村発見銅鐸の出土地 古代文化 1210

東京国立博物館 東京国立博物館図版目録 弥生遺
物篇 (金属器)

東京国立博

物館

東京国立博物館

徳島県埋蔵文化財セ
ンター

矢野銅鐸



執 筆 者 発行年 論 文 名 書 名 発 行 所

徳島市教育委員会 名東遺跡発掘調査概要

鳥取県教育委員会 保護文化財・袈裟欅文銅鐸 鳥取県文化財調査報告 1
鳥取県教育委員会

鳥取県教育文化財団 長瀬高浜遺跡発掘調査報告書V
本文篇・図録篇

鳥取県教育

文化財団

財団法人′鳥取市教育

福祉振興会
西大路土居遺跡

豊田市教育委員会 手呂町の銅鐸 豊国市史

豊中市教育委員会 利倉遺跡

豊橋市史編集委員会 弥生時代 (銅鐸) 「豊橋市史」第 1巻

直良信夫 本興寺所蔵の鋼鐸 考古学雑誌 177
直良信夫 間賀発見の銅鐸とその出土状態 古代学研究 22
直良信夫 1928b 播磨国加古郡八幡村望塚に於ける銅鐸出上の

状態

歴史地理  491

直良信夫 1929 伯者米里発見の銅鐸とその出土状態 考古学雑誌 1910
直良信夫 石見上府村発見銅鐸の出土状態 考古学雑誌 222
直良信夫・直良勇二 1929 垂水村新発見の銅鐸とその出土状態 考古学雑誌 192
中沢澄夫・八木失三

自焉

1906 日本考古学

長瀬高浜遺跡調査事

務所

鳥取県東伯郡羽合町・長瀬高浜遺跡出上の小
銅鐸について

考古学雑誌 681

中野倫太郎 銅鐸 吉備の考古学的研究 (上 ) 山陽新聞社

中山平次郎 九州に於ける銅鐸 史淵  1
中山平次郎 有銘の鋼鐸 歴史と地理 236

名越 勉・甲斐忠彦 1973a 鳥取県東郷町出土の小銅鐸 考古学雑誌 592
名越 勉・甲斐忠彦 1973b 弥生時代 倉吉市史

難波洋三 図版解説 展観の栞 13 辰馬考古資

料館

難波洋三 同籠銅鋤 例 辰馬考古資料館考古学 研究紀要
2

西祖谷山村 1922 西祖谷山村史

西谷真治 1979 天理図書館蔵『好古集帳』所載の銅鐸 と鍬形

石

ビブ リア 72

西谷真治 ボストン美術館所蔵銅鐸の出土地について 考古学雑誌 681
新田町教育委員会 新田東部遺跡群

沼田頼輔 銅鐸考 考古学雑誌 310
沼津市教育委員会 1978 藤井遺跡発掘調査報告書 沼津市教委

葉賀七三男 島根県中野仮屋遺跡出上の銅鐸成分分析結果

について

山陰地域研究 (伝統文化) 7

波爾和生 解題「玲濤閣帖」 考古 11
羽曳野市教育委員会 重要文化財西浦銅鐸

浜田耕作 一、二の銅鐸及銅鉾の成分に就て 考古学雑誌 86
春成秀爾 銅鐸の埋納と分布の意味 歴史公論 牛3
春成秀爾 銅鐸の時代 回立歴史民俗博物館研究報告  1
春成秀爾 1982b 銅鐸祭祀の終焉 歴史公論 84
春成秀爾 最古の銅鐸 考古学雑誌 701
春成秀爾 鋼鐸のまつ り 国立歴史民俗博物館研究報告 12

春成秀爾 九州の銅鐸 考古学雑誌 752
春成秀爾 男と女の聞い一銅鐸絵画の一駒― 国立歴史民俗博物館研究報告 25

東大阪市遺跡保護調
査会

鬼虎川の銅鐸鋳型

束奈良遺跡調査会 1975 東奈良遺跡出上の銅鐸鋳型 月刊文化財 141
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執 筆 者 発行年 論 文 名 圭
国 名 発 行 所

樋口隆康 「シカと流水文・狩と脱穀」「銅鐸とその他の

青釦器」

古代史発掘 5 講談社

兵庫県史編集専門委

員会

兵庫県史 考古資料編

平野和男・向坂銅二 静岡県引佐郡三ケ日町猪久保出上の銅鐸につ
しヽ て

考古学雑誌 511

広鳴一良 福井県三方郡三方町向笠出土の銅鐸について 考古学雑誌 681

広島県歴史民俗資料

館

ひろしまの青銅器

福家惣衛 香川県出上の銅剣 考古学雑誌 374

藤井直正・田代克己・

島田義明

宝塚市中山出上の銅鐸 宝塚市文化財調査報告 8

藤田純子 大阪府で銅鐸発見 古代文化 105

藤原音松 備中呉妹銅鐸発掘地踏査報告 考古学雑誌 82

船越勇三郎・山崎常

磐

遠江新発見の銅鐸 考古学雑誌 234

前田敬彦 紀伊における弥生時代集落 と銅鐸 古代文化 4710

間壁忠彦 真備町史 第 2篇

間壁忠彦・間壁蔑子 鉛同位体比測定青銅器の資料解説 倉敷考古館研究集報 第19号

松岡秀夫 赤穂市上高野発見の銅鐸鉢籠 考古学研究 232
松崎憔堂 掛サキ1誌稿

松崎寿和・潮見浩・

藤田等

広島県 (備後国)世羅西出上の銅鐸 広島大学文学部紀要 261

繭山順吉 1966 JAPANESE ART INヽ VEST
欧米蒐蔵日本美術図録

丸山竜平 銅鐸の終焉 日本歴史 385

三木文雄 平形銅剣出土遺跡地に就いて 考古学雑誌 303
三木文雄 1950 阿波国名西郡源田出上の銅鐸とその遺跡 考古学雑誌 362
三木文雄 1955 αttα睾 日本考古学講座 4 河出書房

三木文雄 青銅器 図説日本文化史大系 1 小学館

三木文雄 1965a 阿波国安都真出上の銅鐸とその遺跡 考古学雑誌 504
三本文雄 1965b ボストン美術館所蔵の舞に鋸歯文ある銅鐸と

その類型について

古代学研究 41

三木文雄 内凸帯のない新出上の銅鐸とその類型について 考古学雑誌 524
三木文雄 流水文銅鐸考 東京国立博物館 紀要 3
三木文雄 1969 金同α畢 桜ケ丘銅鐸・銅曳 兵庫県文化財

調査報告書

三木文雄 1970 倣製銅剣と銅鐸の鋳型について ュージアム 230

三木文雄 阿波国長者ケ原出土と伝える二個の銅鐸につ

し島て

ュージアム 239

三木文雄 流水文銅鐸の研究 吉川弘文館

三木文雄 1976 終末期の扁平小銅鐸について 国学院雑誌 789
三木文雄 韓国の青銅器を見歩いて 考古学ジャーナル 134

三木文雄 日本出土青銅器の研究 第一書房

三品彰英 0同今幸/1ヽ坊争 朝鮮学報 49

三品彰英 古代祭昴Eと 穀霊信仰 〈三品彰英論

文集〉 5
平凡社

宮沢明久 荒神谷遺跡発掘調査概報 (3) 島根県教育

委員会

宮沢明久・柳浦俊一

宍道年弘編

荒神谷遺跡発掘調査概報 (2) 島根県教育

委員会

村上正名 備後出上の青銅器 広島考古研究 1
村川行弘 神戸市東灘区本山町中野字駒出上の銅鐸 考古学雑誌 512



執 筆 者 発行年 論 文 名 書 名 発 行 所

村川行弘 1983 銅鐸 3例 考古学雑誌 68-1

明治大学考古学博物

館

1990 明治大学考古学博物館案内展示図

録

森 浩一 1950 大阪府恩知来恩寺銅鐸 古代研究 3
森 浩一 1970 太田黒田遺跡第五次調査概要

森 浩一 1973 岸和田市流木町出上の銅鐸 古代学研究 68

森 浩一 1974 和歌山市砂山出上の銅鐸の復元にさいして 古代学研究 71

森 田 稔 同籠銅鐸の鋳造欠陥 古代文化 46-2

森彦太郎 1937 紀州日高郡亀山より新出土の銅鐸 考古学 8-9

森本六爾 1930 銅鐸の型式分類と播磨神種例の占むる位置 人類学雑誌 45■ 0

森本六爾・後藤守一 三河国宝飯郡小坂井村発見の銅鐸に就いて 考古学雑誌 15-3

八尾市教育委員会 跡部遺跡

八尾市文化財調査研

究会

1991 跡部遺跡発掘調査報告書

八木失三郎 銅鐸 日本考古学

野洲町立歴史民俗資

料館

大岩山出土銅鐸図録

谷井済一 1913 同所発掘の銅鐸・銅剣 考古学雑誌 310

矢原高幸 1961 香川県下の銅鐸について 香川県考古学会誌 1

山本貞長 1802 銅鐸図記

横田健一 新宮市神倉神社コトビキ岩下出上の銅鐸 関西大学考古学等資料室紀要 1

吉井太郎 1919 西宮考古資料展覧会概況 考古学雑誌 9-■

吉岡康暢 1969 伝石川県河北潟畔出土銅鐸について 石川考古学研究会会誌12

若林勝邦 1891 鉄鐸及び銅鐸ノ表面ニアル浮紋 東京人類学会雑誌 67

若林勝邦 和泉国の飼鐸 考古学会雑誌 3-2

和歌山県史編纂委員

会

和歌山県史 資料編

505
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武器形青銅器関係文献一覧

執 筆 者 発行年 文 名 書 名

合田茂信 愛城県新居浜市中萩町横山出上の平形銅剣 肝陵 9
相知町史編集委員会 相知町史

青柳種信 柳園古器略考

朝日新聞社筑後版 弥生の銅剣出土 (八女市茶ノ木ノ本遺跡) 12月 18日 イ寸言己事

朝日新聞長崎版 細形銅剣また出土 (峰町上ガヤノキ遺跡) 4月 21日 イ寸記事

安心院町教育委員会 宮ノ原遺跡

安部裕久。清水比呂之 久原遺跡出上の両耳付き銅矛 考古学ジャーナル 272

甘木市教育委員会 平塚川添遺跡発掘調査概報

網本善光 岡山県笠岡市笠岡湾干拓地出上の銅究について 古文化談叢 17

飯田義資 銅剣と銅鉾 (那賀郡内出土) 徳島教育 Nα95

石川 日出志 伝福岡県及び高知県岩滝出土の細形銅剣 明治大学考古学博物館館報  2
伊藤 晃 岡山市高松田中遺跡出上の細形銅会U転用撃 所報吉備 18

糸田町史編纂委員会 糸田町史

井上俊 男・柴 田泰

典・渡辺正気

福岡県三井郡小郡町大字乙隅発見の二口の銅支 九州考古学 14

井上洋一 旧有馬家所蔵銅矛について �【USEUふノ【 462

井上洋一 銅矛に発見された青銅製のピンについて 日本古代における金属器製作技術の伝来
とその発達に関する研究

井上洋一 東京国立博物館所蔵の福岡県須玖岡本出上品解説 奴国の首都 須玖岡本遺跡 奴国から邪
馬台国ヘ

井上洋一 白錆の行方 月刊文化財発掘出土情報 946
井上洋―・松浦宥一郎 東京国立博物館保管の佐賀県唐津市久里大牟田遺跡

出上の矛について

MUSEUM 509

岩永省三 弥生時代青銅器型式分類編年再考―剣矛曳を中心と

して一

九州考古学 55

岩永省三 須玖岡本遺跡D地点出土青銅利器の再検討 MUSEUM 373

岩永省三 天ケ原遺跡出上の銅矛について 串山ミルメ浦遺跡

岩永省三 994 日本列島産青銅武器類出現の考古学的意義 古文化探叢 33

植木町史編纂委員会 弥生時代 植木町史

上原準一 1927 讃岐國三豊郡ニノ宮村大宇羽方字西ノ谷発見の銅鐸

及銅剣とその出土状態に就て
考古学雑誌 179

上原準一 伊豫國道後湯ノ町発見の平形銅剣 考古学 11
宇佐市教育委員会 979 宇佐地区圃場整備関係発掘調査概報

側有年考古館 有年考古館蔵品目録

梅原末治 937 許斐氏旧蔵筑前須玖発見の銅鉾銅剣 人類学雑誌5212

梅原末治 銅剣銅鉾について 日本考古学論孜

梅原末治 肥前唐津市発見の甕棺遺物 考古学雑誌 361

梅原末治 装飾文ある銅剣について 吉備考古 83

迂路行騒子 977 高槻市大塚町地先の淀川床遺跡出土銅夷 大阪文化誌 31

愛媛県史編纂委員会 愛城県史 資料編 考古
大分県教育委員会 佐知遺跡

大分市史編纂委員会 大分市史 上巻
大阪市立博物館 伝豊前市河原田出土銅矛 金属の考古学

大阪文化財センター 瓜生堂

大任町教育委員会 狐塚古墳群

大任町誌編纂委員会 1970 大任町誌

大場磐雄 信濃国安曇族の考古学的一考察 信 濃 1-1

大平 要 平形銅剣 教育香川 48年 12月 号

岡垣町教育委員会 元松原遺跡

岡崎 敬 1955 銅剣 。銅矛・銅支 日本考古学講座 4



執 筆 者 発行年 論 文 名 圭 名

岡崎 敬 『魏志』倭人伝の世界 古代の日本 3

岡崎 敬 977 青銅器とその鋳型 立岩遺跡

岡崎 敬 銅剣・銅矛・銅支一韓国出土および第一次日本製品― 末慮国

岡崎 敬 山本遺跡 末慮国

岡崎 敬 982 徳武石ケ崎遺跡 末慮国

岡崎 敬 982 粕崎貝塚 (4)触角式有柄銅剣 末慮国

岡崎 敬 徳須恵支石墓 末底国

岡崎 敬・木下尚子 桜馬場遺跡 末底国

岡崎 敬・木下尚子 千々賀遺跡 末置国

岡本桂典 高知県香美郡野市町兎田八幡宮所蔵の絵画のある銅剣 考古学雑誌 801

岡本健児 高知県幡多郡石丸遺跡 日本考古学年報 4

岡本健児 糸田形α同会l_口 高知県文化財調査報告書第 8集

岡本健児 再び土佐国出上の細形銅剣新資料 考古学雑誌 432

岡本健児 高知県伊野町天神出土の銅剣銅支 高知県文化財調査報告書第12集

岡本健児 高知県の考古学

岡本健児 1968a 高知県史考古編

岡本健児 1968b 南四国青銅器に関する二・三の問題 高知女子大紀要 人文・社会科学編 16

岡本健児 北四国西部の青銅器に関する諸問題 高知女子大紀要 人文 。社会科学編 17

岡本健児 久ネLttI16宮 の銅曳 中土佐町文化財調査報告 1

岡本健児 高知県史考古資料編

岡本健児 先史の時代 須崎市史

岡本健児 1975 埋納穴を有せる銅鉾形祭器 季刊どるめん 第 7号

岡本健児 四国の銅矛形祭器と水霊信仰 国学院雑誌 789

岡本健児 嶺北地方発見の銅矛 長徳寺」I発掘調査報告書

岡本健児 978 弥生時代 土佐市史

岡本健児 983 高知県発見の銅鉾について 高知の研究 1 地質 。考古篇

岡本健児 高知県発見の銅剣・銅文・石剣について 高知の研究 1 地質・考古篇

岡本健児・岡本桂典 994 高知県香美郡野市町兎田八幡宮と絵画をもつ銅剣 高知県立歴史民俗資料館研究紀要 3

岡山県教育委員会 995 百間川原尾島遺跡 4

岡山市教育委員会 南方遺跡発掘調査概報

荻田昭次 大阪府河内市瓜生堂弥生遺跡に出土した銅利器片 古代学研究 42・ 43

沖野瞬二 956 徳島県神山町下分東寺出上の銅剣 考古学雑誌 421

小倉正五・佐藤良二郎 大分県宇佐市川辺遺跡 日本考古学年報 45

卜栗鉄次郎 志段味村銅剣出土遺跡 愛知県史蹟名勝天然記念物調査報告  9

小田富士雄 島原半島景華園の遺物 考古学雑誌 453

小田富士雄 1965 大分県丹生川周辺発見の弥生式遺物 九州考古学 24

小田富士雄 発生期古墳の地域相―北九州について一 歴史教育 154

小田富士雄 北海部那佐賀関町周辺の調査 大分県文化財調査報告書 第15輯

小田富士雄 古代の日田 九州文化史研究所紀要 15

小田富士雄 対馬・ガヤノキB地点遺物の再発見 対馬―浅茅湾とその周辺の考古学調査一

小田富士雄 弥生時代 宇佐市史

小田富士雄 青銅利器と鏡鑑 北九州の埋蔵文化財

小田富士雄 対馬峰町木坂新出の青銅器について 対馬の考古学

小田富士雄 1977 対馬・クビル遺跡の再検討 考古論集

月ヽ田富士雄 銅剣・銅矛国産開始期の再検討―近年発見の鋳型資

料を中心として一

古文化談叢 15

4ヽ 田富士雄・韓妬三 日韓交渉の考古学

乙益重隆 肥後上代文化史

乙益重隆 1965 広形銅夷を副葬した箱式石棺の一例 上代文化 35

507
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執 筆 者 発行年 論 文 名 圭 名

折尾 学 1977 今宿・横浜遺跡 緊急発掘された遺跡と遺物

香川県教育委員会 香川県の文化財

香川県教育委員会 新編 香川叢書 考古編
側香川県埋蔵文化財
調査センター

四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告 第 7冊 一ノ谷遺跡群

側香川県埋蔵文化財

調査センター
空港跡地遺跡発掘調査概報 平成 3年度

賀川光夫 新たに発見された東九州の銅鉾銅夷 考古学雑誌 392
賀川光夫 考古学上より見た_L代の宇佐地方 (― )一曙期古墳

に関する一考察
別府女子大学紀要 45

賀川光夫 大分県浜遺跡 日本農耕文化の生成

鹿島町教育委員会 志谷奥遺跡

梶山 勝 名古屋市守山区上志段味出上の銅剣について 名古屋市博物館研究紀要 9
春日市教育委員会 高辻遺跡 春日市文化財調査報告書第3集
春日市教育委員会 須玖岡本遺跡

片岡宏二 小郡市内出上の青銅器 大板井遺跡Ⅳ

片岡宏二 1993 広型銅矛に残る鋳型の継ぎ目に関する研究 九州考古学 68

片岡宏二 津古東台遺跡の広型銅矛鋳型関連資料 津古遺跡群H
片岡宏二 広形銅矛の鋳造技術に関する二・三の研究一連結式

鋳型の製品を中心にして一

九州考古学 70

片桐節子 吉田出土の銅鉾について 吉田古墳発掘調査報告書 (財田町教育委
員会 )

勝苫Б 昭・前島己基 島根県志谷奥出土の銅鐸銅剣 日本考古学年報 27

勝部 昭 出雲 。隠岐発見の青銅器 古文化談叢  8
勝部 昭 島根県志谷奥遺跡出上の銅鐸・銅剣 考古学雑誌 681
勝本町教育委員会 977 勝本町の文化財

金 関 丈 夫・金 関

恕・原田正三
佐賀県切通遺跡 日本農耕文化の生成

上対馬町教育委員会 984 コフノ遺跡

亀田修一 青銅器 岡山県史第 2巻 原始・古代
唐津市教育委員会 久里大牟田遺跡

河口貞徳 日本の古代遺跡 38 鹿児島
川之江市 川之江市史 第 1輯
川村真一 熊本県鹿本那来民町御宇田発掘の銅鉾 考古学雑誌 251
帥元興寺文化財研究所 釜同会U

関西大学文学部 973 考古学資料図鑑

甘楽町教育委員会 甘楽町の文化財

岸本町教育委員会 1989 久古第 3遺跡 (口別所地区)発掘調査報
告書

北九州市教育委員会 岡遺跡H区

側北九州市教育文化

事業団
馬場山遺跡

側北九州市教育文化

事業団埋蔵文化財調

査室

上徳力遺跡 1

北九州市史編集委員会 北九州市史 総論先史 。原始
北茂安町教育委員会 検見谷遺跡

木下 忠 原始時代編 矢野町史

木下 忠 尾道市大峰山出土銅鉾銅剣について 広島考古研究  2
九州考古学会 北九州古文化図鑑

九州歴史資料館 1982 田中幸夫寄贈品目録

京都大学文学部 京都大学文学部考古学資料目録 1



執 筆 者 発行年 文 名 童
日 名

京都大学文学部 京都大学文学部考古学資料目録 3

京都帝国大学 筑前須玖史前遺跡の研究 京大報告11

桐原 健 1966 信濃国出土青銅器の性格について 信 濃

車場啓―・渡邊和子 福岡県筑紫野市隈・西月ヽ田地区遺跡群 日本考古学年報 41

玖珠郡史編集委員会 玖珠郡史

隈 昭志 青銅製品から見た菊池川中流域―特に方保田東原遺

跡を中心として一

東アジアの考古と歴史 中

隈 昭志 熊襲と隼人の文化 光は西から

熊野正也 1989 本館所蔵の銅夷について一鋳型の郷里を訪ねて一 明治大学考古学博物館館報 5

熊本県教育委員会 1925 熊本県下に於ける銅剣銅鉾の調査 熊本県史蹟名勝天然記念物調査報告第2冊

倉光清六 1933 伯者八橋町の銅剣発見遺跡と其の遺品 考古学雑誌 237

栗山伸司 昭和53年度九州史学会大会研究発表要旨

久留米市教育委員会 関口の民俗資料

黒沢 浩 明大考古学博物館所蔵の武器形青銅器二例―銅曳と

銅矛一

明治大学考古学博物館館報 5

黒沢 浩 新収蔵の銅支 明治大学考古学博物館館報 10

刀ヽ池史哲 各都道府県の動向-40、 福岡県 日本考古学年報 44

考古学会編集者 長門安岡村発掘の銅剣 考古学雑誌 49

神原英朗 美作久米南町別所発見の銅剣 古代吉備 6

神戸市教育委員会 桜ケ丘銅鐸銅支

神戸市立博物館 銅鐸の世界一地の神への「いのり」―展

神戸新聞社 祖先のあしあとⅡ

国分直一他 中の浜遺跡調査概報

国立歴史民俗博物館 国立歴史民俗博物館館蔵資料概要

後藤守一 汁馬瞥見録 (二 ) 考古学雑誌 133

後藤守一 対馬瞥見録 (― ) 考古学雑誌 1212

後藤守一 クリス形 ,同夷 古代文化 146

後藤 直 人面付銅支一人面と鋳かけ― 福岡市立歴史資料館研究報告 4

後藤 直 青初p種信の考古資料 (― )一三雲南小路と井原鑓溝
に関する資料―

福岡市立歴史資料館研究報告 5

後藤 直 青柳種信の考古資料 (2) 福岡市立歴史資料館研究報告 7
/1ヽ gを不日川頂 甘楽町三ツ俣遺跡出上の銅夷 群馬考古学手帳 5

小柳和宏 農耕社会の界 り 大分県史 先史篇H

近藤喬一 平形銅剣と銅鐸の関係について 古代学 173

近藤喬一 朝鮮 。日本における初期金属文化の系譜と展開 史林 921

近藤喬一 平形銅剣と銅鐸の関係について 古代学 173

近藤喬一 武器から祭器ヘ 古代史発掘 5大陸文化と青銅器

近謀 正 島根県下の青銅器について 島根県文化財調査報告 第 2集

埼玉県立博物館 1994 関東にも存在した「銅夷」/ 特冴U展検証 ′関東の弥生文化一粒の米が

変えた暮らし

佐賀県教育委員会 目達原古墳群調査報告 佐賀県文化財調査報告 第 9集

佐賀県教育委員会 1962 佐賀県の遺跡

佐賀県教育委員会 1976 寺浦廃寺跡 佐賀県文化財調査報告書第34集

佐賀県教育委員会 久米遺跡群 佐賀県文化財調査報告書第42集

佐賀県教育委員会 東山田一本杉遺跡 九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調

査概報 7

佐賀県教育委員会 吉野ケ里

佐賀県教育委員会 平成4年度・5年度吉野ケ里遺跡発掘調査の

概要―墳丘墓と北内郭跡を中心として一

佐賀県教育委員会・

佐賀県立博物館

速報展示柚比本村遺跡出上の玉飾漆鞘と

青銅器
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執 筆 者 発行年 論 文 名 圭
日 名

佐賀市教育委員会 鋼島本村南遺跡

坂田邦洋 木坂石棺群 滸馬の考古学

坂本経莞 熊本県内の銅鉾・銅丈―小林久雄先生の霊前に捧げる一 九州縄文土器の研究

坂本真鈴 朝倉通信 (二 ) 考古学雑誌 166
坂本真鈴 金石併用時代に於ける両筑平野 考古学雑誌 188
佐藤 莞 1961a 大分県北海部郡清水ケ迫発見の平形銅剣 九州考古学 H。 12

佐藤 尭 1961b 大分県北海部郡清水ケ迫発見の平形銅剣 (続 ) 九州考古学 13
佐藤美津夫 1937 児島飽浦銅剣に就いて 吉備考古32

佐原 真 1965 銅鐸 日本原始美術 4

塩屋勝利 文政五年二雲南小路発掘記録の新資料―青柳種信宛
て児玉琢の書状について一

福岡市立歴史資料館研究報告 10

鹿町町教育委員会 大野台遺跡

七日忠昭 1976 丈様ある銅矛について一佐賀県目達原銅矛の紹介を
兼ねて一

九州考古学 52

七田忠昭 装飾文様を施す銅矛について 考古学雑誌 702
信濃史料刊行会 信濃考古総覧 下
渋谷 格 鳥栖市柚比本村遺跡の調査 九州考古学 69

島田 /Jヽり|| 1922 長門向津具出上の飾柄銅剣 史林

島田貞彦 周防国山口町茶臼山古墳 歴史 と地理  18ユ

島田貞彦 1926 播磨国佐用郡平松発見の銅剣 人類学雑誌 411
島田貞彦 尾張国東春日井郡志段味出上の細形銅剣 考古学雑誌 212
島田貞彦 甕棺内新出の玉類及布片等に就いて 考古学雑誌 218
島田寅次郎 地縁天神社の銅鉾銅剣 福岡県史蹟名勝天然記念物調査報告書第

一輯

島田寅次郎 石器と土器、古墳と副葬品 福岡県史跡名勝天然記念物調査報告書第
13薫鼻

下條信行 北部九州弥生中期の「国」家間構造と立岩遺跡 古文化論叢 児島隆人先生喜寿記念論集
下関市史編集委員会 1965 下関市史

下野敏見 1982 謎の遺品 隼人文化 11
下村 智・二宮忠司 1990 福岡市吉武遺跡群 (飯盛・吉武地区)・ 野方久保遺

跡・野方柳原出上の青銅器
考古学雑誌 754

庄内町史編集委員会 1966 庄内町史

正林 護 謀早市出上の銅剣 九州考古学 4144
末永雅雄 1957 備前喩珈山出上の銅剣 考古学雑誌 423
杉原荘介 日本青銅器の研究

杉原荘介・原口正三 佐賀県桜馬場遺跡 日本農耕文化の生成

瀬川芳則 弥生文化と農耕 大阪府史 第 1巻
顔戸内海歴史民俗資

料館
讃岐青銅器図録

瀬之口伝九郎 大隅国出上の銅鉾に就 きて 考古学雑誌 82
瀬之口伝九郎 豊後国成松村京ケ尾出土の広鋒銅鉾に就て 考古学雑誌 94
副島和明・正林護 一支国 原の辻遺跡とカラカミ遺跡 季刊考古学 51

高木正文 1979 天神免遺跡出上の細形銅剣 九州考古学 54

高倉洋彰 1976 弥生時代副葬遺物の性格 九州歴史資料館研究論集 2
高倉洋彰・豊玉町教
育委員会

対馬豊玉町ハロウ遺跡

高橋邦彦 銅鉾・古墳 文化財協会報 3
高橋邦彦他 1972 さぬきの遺跡

高橋健自 銅鉾銅剣考 (― ) 考古学雑誌 611
高橋健自 銅鉾銅剣の研究

高橋 徹 大分県臼杵市出上の銅支 九州考古学 5ユ

L



執 筆 者 発行年 論 文 名 書 名

高橋久志・松岡秀夫 兵庫県上郡町別名出上の銅剣 有年考古館研究報告 3

田川肇・副島和明 長崎県壱岐郡声辺町・石田町原の辻遺跡 日本考古学年報 46

武雄市 武雄市史

式雄市教育委員会 釈迦寺遺跡

武末純一 埋納銅矛論 古文化談叢 第 9集

田添夏喜 年の神弥生遺跡 熊本史学 39

辰馬考古資料館 考古資料図録

種定淳介 播磨における弥生時代青銅器の特質 播磨考古学論叢

田原本町教育委員会 1989 四原本町埋蔵文化財調査概要■―昭和

62・ 63年度唐古・鍵遺跡第32・ 33次発掘

調査概報一

筑紫野市教育委員会 永岡遺跡H

全 榮茶 完対上林里出土中国式銅剣に関して 全北遺跡調査報告 6

対馬遺跡調査会 長崎県対馬調査報告 (1) 考古学雑誌 491

津屋崎町教育委員会 今川遺跡

出宮徳尚 南方遺跡 岡山県史第18巻 考古資料

寺石正路 土佐二於ケル銅鐸銅鋒ノ所在地名 東京人類学雑誌 46

寺石正路 吾
'II郡

ノ銅鉾 人類学雑誌64

寺沢 薫 青銅器の副葬と王墓の形成―北九州と近畿にみる階

級形成の特質 (I)一
古代学研究 121

寺田貞次 1同鐸銅剣を出せる小豆島安田遺跡 考古学 87

寺田貞次 讃岐我拝師山発見銅剣と善通寺町附近の上代文化 考古学雑誌 2911

寺田貞次 牟礼村出土銅剣出土地 香川県史蹟名勝天然記念物調査報告 13

天理参考館 971 銅鐸と銅利器 天理参考館資料目録 9
土居和幸・永田裕久 弥生中期の墳墓群一大分県日田市吹上遺跡一 季刊考古学 54

東亜考古学会 封馬一玄海における絶島封馬の考古学的

調査一

東京考古学会 日本青銅器発見地地名表 考古学集刊 2下

東京国立博物館 新たに国の保有になった埋蔵文化財

東京国立博物館 新発見の考古品 (図録 )

東京国立博物館 束京国立博物館図版 目録 弥生遺物篇
(金属器 )

塔ノ首遺跡調査団 1974 上対馬町古里・塔ノ首石棺群調査報告 対馬―浅茅湾とその周辺の考古学調査―

帥′鳥取市教育福祉振

興会

西大路土居遺跡

富田紘― 原始・古代 北吉卜町史

富田紘一 1988 原始 。古代 大津町史

富田紘一 第 1章 原始・古代の旭忘村 旭忘村史

豊浦町教育委員会 史跡中ノ浜遺跡

豊玉町教育委員会 イノ遺跡

虎島九平太 鉾之記

長井数秋 愛城県東予市天神谷出上の平形銅剣 ふたな 3

中川寿賀子・赤崎敏男 慕ノ木ノ本遺跡について 考古学ジャーナル 377

長崎県教育委員会 1969 対馬一豊玉村佐保シケノダン・唐崎の青

銅器を出上した遺跡の調査報告―

長崎県教育委員会 対馬―浅茅湾とその周辺の考古学調査―

長崎新聞 増田山で銅矛 7本発見

永島暉臣慎 大阪市内加美遺跡の発掘調査 日本考古学協会第50回総会研究発表要旨

中島茂夫 福岡県元松原出土細形銅矛 地域相研究  8

中島直幸 久里大牟田遺跡 末慮国

伸宗根求 中頭部読谷村字渡慶次中川原貝塚 日本考古学年報 43



第 4章 神庭荒神谷遺跡出土青銅器関連資料文献目録

執 筆 者 発イ子年 論 文 名 書 名

中園 実 1976 野の石祠に祀られていた銅剣 神崎の歴史と文化  8号
永留久恵 1965 対馬の古跡

中野倫太郎 1992 集成 3 銅鐸・銅剣・銅支・銅鉾 吉備の考古学的研究 (上 )

長町 彰 1915 讃岐国銅鉾銅剣銅鐸発見地 考古学雑誌 63
中村修身 1994 各都道府県の動向-40、 福岡県 日本考古学年報 45(1992年度版)

長山源雄 1916 南豫にて発見の銅鉾 人類学雑誌 316
長山源雄 1922 南予出上の銅剣銅鉾に就いて 考古学雑誌 129
長山源雄 1930 肥後国玉名郡発見の銅鉾 考古学 Ⅲl
長山源雄 1930 豊後竹田町所見のクリス形銅剣 考古学 15・ 6

中山省二郎・坂口保

治・森本六爾

1929 信濃若宮銅剣 考古学研究 31

中山平次郎 1917 九州北部に於ける先史原史両時代中間期間の遺物に

就て (― )

考古学雑誌 卜 10

中山平次郎 1917 銅鉾銅剣の新資料 考古学雑誌 77
中山平次郎 1918 銅鉾銅銀並に石飢発見地の遺物 (上 ) 考古学雑誌 88
中山平次郎 1918 銅鉾銅飢並に石飢発見地の遺物 (下 ) 考古学雑誌 89
中山平次郎 1918 銅鉾銅剣発見地の遺物追加 (上 ) 考古学雑誌 810
中山平次郎 1920 大甕を発見せる古代遺跡 (― ) 考古学雑誌 ■-1

中山平次郎 1920 壱岐立石熊野神社の銅鉾 考古学雑誌 10-8

中山平次郎 1920 豊後国大分郡松岡村大字松岡字京ケ尾の銅鉾発見地 考古学雑誌 109
中山平次郎 1920 豊前国駅館村法鏡寺出上の銅鉾 考古学雑誌 109
中山平次郎 1922 明治二十二年に於ける須玖岡本発掘物の出土状態

(英一)
考古学雑誌 1212

中山平次郎 1925 筑前国朝倉郡福田村平塚字栗山新発掘の甕棺内遺物 考古学雑誌 154
中山平次郎 1927 須玖岡本の遺物 考古学雑誌 17-8

中山平次郎 1928 筑後国三井郡小郡発掘と伝うる青銅支 考古学雑誌 185
中山平次郎 1930 太宰府附近に於ける弥生式系統遺跡調査 (其―) 考古学雑誌 206
中山平次郎 1930 新発見の銅鉾 考古学 15・ 6

中山平次郎 1930 塚崎西畑の御廟塚 考古学雑誌 201
中山平次郎 1950 銅剣・鉄剣・石剣の共伴を示せる組合式石植 考古学雑誌 363
長山雅一 1978 大阪府加美遺跡 日本考古学年報 29

名本二六雄 1989 愛城県宇摩那上居町入野出上の細形銅剣について 日本の遺跡 27

奈良県立橿原考古研

究所

1989 多遺跡第10次発掘調査概報 奈良県遺跡調査概報 1986年度

難波洋三 1986 売形祭器 弥生文化の研究 6
西田 栄 銅剣銅鉾に関する若干の考察―特に愛城県出土品の

形態を通して一
愛竣大学歴史学紀要 2

西田 栄 銅剣銅鉾に関する考察補遺一文様と出土― 愛城大学歴史学紀要 3
西田 栄 1988 愛噛における考古学の車創期 考古学叢考 上

西田栄・長井数秋 伊予土居町入野西番推卜出上の銅剣 愛媛考古学 8
西谷 工 1969 九州の銅夷 月刊文化財 19699

西谷 正 1976 山門郡の考古学 九州文化史研究所紀要 21

西宮市教育委員会 1974 西宮の文化財―埋蔵文化財編―

二宮六郎 日出村南仁王部其二 図跡考

橋口達也 976 磨製石剣嵌入人骨について スグレ遺跡

橋口達也 衆落立地の変遷と土地開発 東アジアの歴史と考古 中
橋口達也 992 弥生時代の戦い一武器の折損・研ぎ直し― 九州歴史資料館研究論集 17
花田勝広 宗像塀I土館の研究―幻の青銅武器を求め一 滋賀考古 14

花村利彦 966 田川地方の遺跡とその分布の研究 郷土 田

'II No25
花村利彦 974 弥生時代の田川 田川市史 上



執 筆 者 発行年 論 文 名 名

原口長之 南関町の銅鉾 石 人

原日信行・ガヽ田富士雄 1957 豊前発見の銅夫二例 九州考古学 1
原田大介 船石南遺跡 佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財調

査報告書 7
原田大六 伝福岡県遠賀郡岡垣村の銅剣 九州考古学 11・ 12

樋口清之 摂津保久良神社遺跡の研究 験杉会紀要 4
樋口隆康編 地名表 古代史発掘 5
日出町 日出町史

日高村教育委員会 日高村「小村神社」出上の銅矛

日田市教育委員会 吹上遺跡-6次調査の概要
櫃本誠一 日本の古代遺跡―兵庫北部―

兵庫県教育委員会 玉津田中遺跡調査概報 I

兵庫県史編集専門委

員会

兵庫県史 資料編 考古

平尾良光・榎本淳子 佐賀県唐津市久里大牟田遺跡から出上した鉛製矛の

自然科学的研究

�[USEUM 509

平尾良光・佐々木美

喜・竹中みゆき

鉛同位体比法による春 日市出土青銅器の研究 春日市史 上

翻広島県埋蔵文化財
センター

大模 3号遺跡 大槙遺跡群

広島県歴史民俗資料館 ひろしまの青銅器

⑪広島市歴史科学教
育事業国

大陸の風とともに一銅鐸交響曲―

Oll広島市歴史科学教
育事業団

下沖 2号遺跡発掘調査報告

弘津史文 周防国赤妻古墳並茶臼山古墳 (上)(下 ) 考古学雑誌184・ 5

福岡県教育委員会 福岡県須玖 。岡本遺跡調査概報 福岡県文化財調査報告書 53

福岡県教育委員会 辻田遺跡の調査 山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告 12

福岡県教育委員会 水城

福岡県教育委員会 北牟田遺跡 九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報
告XXXI

福岡県教育委員会 三雲遺跡・南小路地区編 福岡県文化財調査報告書 69

福岡県教育委員会 日永遺跡H 一般国道210号線浮羽バイパス関係埋蔵
文化財調査報告 第 7集

福岡市教育委員会 福岡市埋蔵文化財地名表 第 2集
福岡市教育委員会 今山 。今宿遺跡

福岡市教育委員会 西新町遺跡

福岡市教育委員会 比恵遺跡―第 6次調査・遺構編―

福岡市教育委員会 吉武高木

福岡市教育委員会 入部Ⅳ

福岡市立歴史資料館 展示品図録 (1)

福島日出海 福岡県嘉穂郡嘉穂町鎌田原遺跡 日本考古学年報 44(1991年度版)

フクニチ新聞 二 “鋼剣"出土 (二丈町深江井牟田遺跡) 7月 11日 言己事

福家惣衛 香川県出上の銅剣 考古学雑誌 374

藤 貞幹 好古 日録

藤田憲司・柳瀬昭彦 弥生時代 岡山県の考古学

藤田等・高島忠平・

岡崎 敬・森貞次郎
宇木汲田遺跡 末慮国

古庄秀樹 町内最古の前方後円墳 一茶宛琢古墳の調査― 小城の歴史

古瀬清秀 原始・古代の寒川町 寒川町史

古谷 清 鹿部と須玖 考古学雑誌 23
文化財保護委員会 大分県北海部郡下北津留村井村出土広鋒銅鉾 埋蔵文化財要覧 1



第 4章 神庭荒神谷遺跡出土青銅器関連資料文献目録

執 筆 者 発行年 論 文 名 書 名

文化財保護委員会 高知県須崎市波介出土細形銅剣 埋蔵文化財要覧 2
文化財保護委員会 熊本県大津町真木西津留クリス形銅支 埋蔵文化財要覧 3
文化財保護委員会 愛媛県周桑郡丹原町古田出土平形銅剣 埋蔵文化財要覧 5
防長新聞 上古の遺物銅鉾を発見す 考古学雑誌 14■ 0彙報

堀田啓一 1975 河内考古学散歩

埋蔵文化財研究会第
20回研究集会

弥生時代の青銅器とその共伴関係

間壁忠彦他 1979 広江浜遺跡 倉敷考古館研究集報 14

間壁忠彦・間壁喪子 鉛同位休比測定青銅器の資料解説 倉敷考古館研究集報 19

松岡播磨 1786 綱分八幡宮産綱記

松岡 史 佐賀県唐津市鶴崎の銅支 九州考古学 3・ 4

松岡 史 弥生文化 唐津市史

松岡文一 宇和町の弥生式時代の文化 愛城考古学 6
松尾禎作 高木瀬村上高木の銅鉾出土地に就て 佐賀県文化財報告第 5輯

松尾禎作 1936b 春 日村尼寺のクリス型銅剣出土地に就て 佐賀県文化財報告第 5輯

松尾枚作 1949 西尾東尾北方遺跡 佐賀県文化財報告第 8輯

松尾禎作 中原村上地かめ構遺跡 史名天10

松尾禎作 佐賀県考古大観

松本岩雄・岩永省三 島根県美濃郡匹見町出土の青銅器 水田ノ上A遺跡・長グロ遺跡・下正ノ田
遺跡

松山市教育委員会 祝谷六丁場遺跡―調査報告 1-
松山白洋 1925 銅鐸と銅鉾 土佐史壇 13

真鍋修身 新層浜市大師泉出上の平形銅剣について 遺跡 27

馬渕久夫 島根県出土青銅器の原料産地推定 月刊文化財 261

馬渕久夫・平尾良光 倉敷考古館提供の資料による青銅器の原料産地推定 倉敷考古館研究集報19

馬渕久夫・平尾良光 福岡県出上青銅器の鉛同位体比 考古学雑誌 754
満濃町史編集委員会 1975 満濃町史

三木文雄 平形銅剣出上の遺跡地に就いて 考古学雑誌 303
三木文雄 甕棺出上の一銅剣 考古学雑誌 336
三木文雄 阿波国源田出上の銅剣銅鐸とその遺跡 考古学雑誌 362
三木文雄・岡本健児 高知県波介遺跡 日本農耕文化の生成

三木文雄 銅鐸の謎 日本の誕生

三島 格 1979 館蔵本「豊前、筑前其他出土考古品図譜」解題 福岡市立歴史資料館研究報告 3
水野興園 1928 備後に於ける青銅文化に就きて 考古学雑誌 183
美津島町教育委員会 かがり松鼻遺跡

峰町教育委員会 恵比須山遺跡発掘調査報告

峰町教育委員会 峰町東沿岸地域埋蔵文化財発掘調査報告

三馬町 1989 三馬町史

三宅博士 。松本岩雄 島根県出上の青銅器について 月刊文化財 261

三好孝一 1987 久宝寺遺跡出上の青銅製品 久宝寺南 (そ の 1)

向田雅彦 佐賀県′亀栖市本行遺跡 日本考古学年報 45(1992年度版 )

武藤 和 南路志 3巻
武藤 誠・三木文雄 三原郡西淡町古津路出上の銅剣 桜ケ丘釦鐸αΠ曳

武藤 誠 銅剣の新資料―甲山から出上した銅剣について一 西宮文化 17

宗像市教育委員会 1988 久原遺跡

宗像神社復興期成会 沖ノ島 I
村上正名 備後国出土平形銅剣の新資料 考古学雑誌 371
村上正名 備後国出上の青銅器 広島考古研究  1
村上正名 糸田形銅剣 福山市重要文化財解説 第 1号
村上正名 中山南出上の平形銅剣 広島県文化財調査報告 第 2集
村上正名 福山市熊野出上の平形銅剣 広島県文化財調査報告 第 2集
村上正名 国成古墳 神辺町文化財シリーズ No l



執 筆 者 発行年 論 文 名 圭
日 名

村木幸雄 阿波国名西郡左右山出土の平形銅剣と其の遺跡 考古学雑誌 303

森貞次郎 青銅器の渡来 世界考古学大系 2
森貞次郎 銅剣・銅矛・銅夷の鋳造 世界考古学大系 2
森貞次郎 弥生時代における細形銅会Uの流入について 日本民族と南方文化

森貞次郎・橋口達也 白塔発見の人面鋳出銅丈 有田遺跡

森貞次郎 飯倉の甕棺と細形銅剣 有田遺跡

森貞次郎 有田甕構遺跡の甕構と銅支 有田遺跡

森貞次郎 弥生時代における細形銅剣の流入について 一細形
銅剣の編年的考察―

日本民族と商方文化

森貞次郎 総 括 鹿部山遺跡

森本六爾 1927 長門富任に於ける青銅器時代墳墓 考古学研究 第 2輯

森本六爾 肥前松浦潟地方における甕構造跡と其の伴出遺物 考古学 15。 6

両角守一 北安曇郡平村諏訪神社の銅剣 信濃 第12期 2巻 1号
入木美二郎 九州地方遺跡調査報告 人類学会雑誌 175

入木美二郎 考古便覧

八木失二郎 考古精説

夜須町史編纂委員会 夜須町史

谷井済一 安藝国高宮郡福田発掘の銅鐸銅餌 考古学雑誌 310
入代市立博物館未来
の森 ミュージアム

1993 たたかいと祈 りと一古代青銅器の流れと

広がリー

柳沢一男 下山門敷町遺跡 緊急発掘された遺跡と遺物

柳田,表雄 1969 甘木市朝倉郡を中心とした甕棺の一考察 埋れていた朝倉文化

柳田康雄 糸島地方の弥生遺物拾遺 九州考古学 58

柳田康雄 1983 伊都国の考古学―対外交渉の始まリー 太宰府古文化論叢 上

柳田康雄 青銅器 甘木市史資料 考古編
柳田康雄 1990 鉛同位体比法による青銅器研究への期待 考古学雑誌 754

矢野一貞 筑後将士軍談 巻52

矢原高幸 西讃岐の銅剣新資料について Archaeology  3

矢原高幸 讃岐の平形銅剣雑考 郷二L文化  8

矢原高幸 善通寺市の古代文化

山口県教育委員会 砂地岡遺跡

山高郷土史研究会 防長原始時代資料

入女市教育委員会 茶ノ木ノ本遺跡 八女市南部地区県皆圃場整備事業地内埋

蔵文化財調査概報 5

入女山門社会研究会 1967 八女・山門

ク刊フクニチ 奴国展図録

吉田宇田郎 大和菖蒲池古墳出土鏡と銅鉾に就いて 考古学雑誌 2211

吉田 広 銅剣生産の展開 跡 766

吉田 広 1994 兎田八幡宮蔵銅剣をめぐる諸問題 古文化談叢 33

吉田 広 観音寺市采井町藤の谷出土の銅剣 香川考古 4
吉村茂三慎【 名勝鏡山と共附近の古墳について 佐賀県埋蔵文化財報告第 5輯

吉村茂二郎 徳須恵の甕棺地帯に就て 佐賀県埋蔵文化財報告第 5輯

吉村茂二郎・松尾禎作 唐津桜馬場遺跡 佐賀県埋蔵文化財報告第 8報

若林勝邦 897 銅剣に関する考説及び其材料の増加 考古学会雑誌 18

若林勝邦 銅鉾銅剣の新材料 考古界 16

和歌山県史編纂委員会 和歌山県史 考古資料
渡部明夫 香川県鎌田共済会郷土博物館の銅剣・銅支 古文化談叢 第 9集

渡部明夫 大川郡志度町多和文庫所蔵の平形銅剣 香川考古 創刊号
渡辺正気 福岡県糸島郡旧糸島高等女学校校庭出上の甕棺 史淵

渡辺正気・小田富士

雄・松岡 史
福岡県春日町新発見の銅矛 九州考古学 13

渡辺正気 1963 福岡市唐泊海底新発見の銅矛 九州考古学 17
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